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季 節 の 便り

今回は、福岡銀行 黒門支店からの秋の便りです。

福岡銀行
黒門支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g
　伊崎漁港はもともと西公園下にありましたが、福浜
地区の埋め立てに伴い現在の福浜1丁目に移転しま
した。毎週土曜日15時から開催される「伊崎のおさ
かな夕市」は玄界灘でとれた魚介類が豊富で、あっと
言う間に売り切れてしまいます。
　漁港周辺はかつて、砂浜と松林の風景でした。今
では漁港とドームが過去と現代を映し出す素晴らしい
風景となっています。

伊崎漁港

唐人町

●
福岡 ヤフオク!ドーム

大濠公園
地下鉄空港線

福岡都市高速環状線

樋
井
川

福岡銀行
黒門支店

●
当仁中 ●

福浜小

大濠公園

百道
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援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
け
い
が
ん

慧
眼
も
帯
刀
の
も
の
で
あ
っ
た
。禁
門
の
変
で

敵
対
し
た
長
州
に
、切
望
す
る
銃
器・艦
船
を
融
通
し
て
信
頼
で
実

現
さ
せ
た
薩
長
同
盟
、倒
幕
の
戦
乱
を
回
避
す
べ
く
京
都
二
条
城
の

諸
侯
会
議
で
将
軍
を
前
に
情
理
を
尽
く
し
て
決
断
を
さ
せ
た
大
政

奉
還
。限
ら
れ
た
命
を
燃
焼
し
て
成
し
た
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。

　龍
馬
は
新
政
府
を
構
想
し
て
慶
喜
と
帯
刀
を
最
重
要
の
ポ
ス
ト

に
配
し
た
。運
命
は
人
智
を
超
え
、外
圧
の
渦
中
で
無
血
革
命
こ
そ

と
ふ
ん
じ
ん

奮
迅
し
た
龍
馬
は
凶
刃
に
帯
刀
は
病
魔
に
倒
れ
、調
整
役
を
失
っ

た
潮
流
は
倒
幕
、佐
幕
の
対
立
を
先
鋭
化
さ
せ
て
ぼ
し
ん
戊
辰
の
悲
劇
へ
と

怒
涛
す
る
。こ
う
か
ん

巷
間
言
わ
れ
る
日
本
初
の
新
婚
旅
行
、龍
馬
夫
妻
の
霧

島
湯
治
は
寺
田
屋
事
件
で
傷
つ
い
た
龍
馬
へ
の
帯
刀
の
心
遣
い
で

あ
っ
た
。自
身
は
そ
れ
よ
り
十
年
早
く
、新
婚
の
妻
を
伴
っ
て
霧
島
に

旅
し
て
い
る
。龍
馬
と
の
深
交
と
人
柄
を
伝
え
る
そ
う
わ
挿
話
で
あ
る
。

　幕
末・維
新
期
に
薩
摩
藩
を
担
っ
た
若
き
家
老
。雄
藩
を
率
い
て
近

代
日
本
に
向
か
う
潮
流
を
先
導
し
た
英
傑
で
あ
る
。激
動
の
時
代
を

彩
る
群
像
の
な
か
に
あ
っ
て
小
松
た
て
わ
き

帯
刀
は
表
舞
台
の
活
劇
で
こ
そ
遠

景
だ
が
、西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
を
重
用
し
坂
本
龍
馬
を
ひ  

ご
庇
護
し

て
縦
横
に
働
か
せ
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
ひ
と
で
あ
る
。将
軍・

一
橋
慶
喜
、勝
海
舟
は
じ
め
幕
府
の
要
人
と
も
こ
う
ぎ
交
誼
し
て
英
雄
た
ち

を
動
か
し
た
先
見
の
演
出
家
で
あ
っ
た
。三
十
四
年
九
か
月
の
生
の

最
後
の
数
年
が
な
け
れ
ば
薩
長
同
盟
も
大
政
奉
還
も
な
か
っ
た
。

　大
隅
半
島・喜
入
領
主
の
き
も
つ
き

肝
付
家
に
生
ま
れ
た
。龍
馬
と
同
じ
生

年
は「
黒
船
騒
動
」の
十
八
年
前
。成
年
を
迎
え
て
時
勢
は
幕
末
動
乱

の
予
兆
に
あ
っ
た
。幼
少
よ
り
勉
学
に
秀
で
た
。育
ま
れ
た
品
格
と
識

見
、門
閥
の
出
自
に
あ
り
な
が
ら
身
分
や
国
籍
を
超
え
て
交
わ
る

か
っ
た
つ

闊
達
さ
が
大
事
を
成
す
大
器
を
育
て
た
。藩
政
デ
ビ
ュ
ー
は
藩
主・

な
り
あ
き
ら

斉
彬
に
見
込
ま
れ
て
小
松
家
の
養
子
と
な
り
、吉
利
領
主
を
継
い

だ
と
こ
ろ
に
始
ま
る
。斉
彬
亡
き
あ
と
の
久
光
の
信
頼
も
厚
く
、二

十
七
歳
に
し
て
家
老
に
抜
擢
さ
れ
、開
明
路
線
を
リ
ー
ド
し
た
。

　生
麦
事
件・薩
英
戦
争
の
事
後
処
理
を
英
国
と
の
親
交
に
結
び
つ

け
た
外
交
手
腕
も
、勝
の
軍
艦
奉
行
罷
免
で
路
頭
に
迷
う
龍
馬
ら
海

軍
操
練
所
の
塾
生
を
藩
邸
に
保
護
し
て
海
援
隊
設
立
に
い
た
る
支

Monthly
Column

2015.9 SEP VOL.84

鹿
児
島
市
出
身
1835年～1870年
（満34歳没）

鶴丸城跡（城山町） 鶴丸城御楼門 明治六年焼失

※写真協力：公益社団法人 鹿児島県観光連盟（鶴丸城跡）
尚古集成館（鶴丸城御楼門・小松帯刀肖像）

大
政
奉
還
ヲ
決
断
サ
セ
タ
男
。

小
松 

帯
刀

九
州
を
知
る
！ 

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ラ
ム
…
49

小松帯刀像
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鹿児島

鹿児島本線

鹿児島市電

いづろ通

朝日通

市役所前

水族館口

桜島桟橋通

鹿児島駅前

鹿児島市立
美術館
●

鹿児島
市役所
●

かごしま水族館
●

鹿児島県歴史資料
センター黎明館

●

鶴丸城跡

所在地：鶴丸城跡…鹿児島市城山町／小松帯刀像…鹿児島市山下町

鹿児島
●
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わ  

き
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ま  

つ
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【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/
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トップに聞く！
46 九州の逸品

佐賀 本煎りごま豆腐 ペロリン

126 24

100362

181

5046

52

64

68

アジア駐在員報告（上海・シンガポール）

海外進出最前線（大連・バンコク）

貿易お役立ち情報

宗像・沖ノ島と関連遺産群
神宿る島

36

6 産業に貢献し、未来を創造する
世界オンリーワンの化学品
製造・販売企業を目指します。

三光 株式会社　髙木 義幸 氏

12 「一に人格 二に技術」を教育理念に、
独自教育プログラムで
業界を牽引する人材を育成しています。

学校法人 大村文化学園　大村 陽之介 氏

18 九州９ヶ所を拠点に
サイン業界をリードする一流企業へ。

株式会社 ハマジ　濱地 泰行 氏

24 未来と地域を見つめ次の100年へ。
高品質の商品・サービス・システムを提供し
お客様に喜び、感動、幸せを届けます。

株式会社 タシロ　田代 博之 氏

72 DATA in 九州

今月の注目データ

74 経済動向・経済指標

100 九州の達人

観世流 能役者　坂口 貴信

98 見つけたアジア

タージ・マハル

九州を知る！ マンスリーコラム

大政奉還ヲ決断サセタ男。  小松 帯刀
49

今
月
の
一
枚  

「
水
の
祭
典
久
留
米
ま
つ
り
」

今年の中秋の名月は9月27日です。お月見は平安
時代に遣唐使によって伝えられ、宮中で月見の宴
が催されていたようです。江戸時代になって、一般
庶民に広がったと言われています。稲や芋類の豊作
を祈る祭りが起源だと言われ、はじめはお団子で
なく里芋などが供えられていたそうです。

今 月 の 表 紙

中秋の名月

※写真提供：尚古集成館

「水の祭典久留米まつり」で踊るＦＦＧ行員

姿
の
女
性
行
員
が
そ
ろ
ば
ん
を

手
に
歩
行
者
天
国
を
約
2
時
間

踊
り
歩
き
、祭
り
を
華
や
か
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。 

は
っ
ぴ

法
被
を
着
た

男
性
行
員
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
チ
ー
ム
は
今
年

見
事
に「
そ
ろ
ば
ん
踊
り
大
賞
」

（
準
優
勝
に
相
当
）を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
翌
日
の
5
日（
水
）に
は
西
日

本
最
大
級
の
花
火

大
会「
第
3
5
6

回
筑
後
川
花
火
大

会
」が
行
わ
れ
、祭

り
を
盛
大
に
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
今
月
の
一
枚
は
、8
月
3
日

（
月
）か
ら
5
日（
水
）に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
久
留
米
市
最
大
の

夏
祭
り「
第
44
回
水
の
祭
典
久
留

米
ま
つ
り
」の
様
子
で
す
。

　
4
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
本

祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る「
一
万
人
の
そ
ろ
ば
ん
総
踊

り
」（
約
1
0
0
団
体
が
参
加
）に

は
Ｆ
Ｆ
Ｇ
行
員
も
参
加
し
、浴
衣
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【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

2

トップに聞く！
46 九州の逸品

佐賀 本煎りごま豆腐 ペロリン

126 24

100362

181

5046

52

64

68

アジア駐在員報告（上海・シンガポール）

海外進出最前線（大連・バンコク）

貿易お役立ち情報

宗像・沖ノ島と関連遺産群
神宿る島

36

6 産業に貢献し、未来を創造する
世界オンリーワンの化学品
製造・販売企業を目指します。

三光 株式会社　髙木 義幸 氏

12 「一に人格 二に技術」を教育理念に、
独自教育プログラムで
業界を牽引する人材を育成しています。

学校法人 大村文化学園　大村 陽之介 氏

18 九州９ヶ所を拠点に
サイン業界をリードする一流企業へ。

株式会社 ハマジ　濱地 泰行 氏

24 未来と地域を見つめ次の100年へ。
高品質の商品・サービス・システムを提供し
お客様に喜び、感動、幸せを届けます。

株式会社 タシロ　田代 博之 氏

72 DATA in 九州

今月の注目データ

74 経済動向・経済指標

100 九州の達人

観世流 能役者　坂口 貴信

98 見つけたアジア

タージ・マハル

九州を知る！ マンスリーコラム

大政奉還ヲ決断サセタ男。  小松 帯刀
49

今
月
の
一
枚  

「
水
の
祭
典
久
留
米
ま
つ
り
」

今年の中秋の名月は9月27日です。お月見は平安
時代に遣唐使によって伝えられ、宮中で月見の宴
が催されていたようです。江戸時代になって、一般
庶民に広がったと言われています。稲や芋類の豊作
を祈る祭りが起源だと言われ、はじめはお団子で
なく里芋などが供えられていたそうです。

今 月 の 表 紙

中秋の名月

※写真提供：尚古集成館

「水の祭典久留米まつり」で踊るＦＦＧ行員

姿
の
女
性
行
員
が
そ
ろ
ば
ん
を

手
に
歩
行
者
天
国
を
約
2
時
間

踊
り
歩
き
、祭
り
を
華
や
か
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。 

は
っ
ぴ

法
被
を
着
た

男
性
行
員
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
チ
ー
ム
は
今
年

見
事
に「
そ
ろ
ば
ん
踊
り
大
賞
」

（
準
優
勝
に
相
当
）を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
翌
日
の
5
日（
水
）に
は
西
日

本
最
大
級
の
花
火

大
会「
第
3
5
6

回
筑
後
川
花
火
大

会
」が
行
わ
れ
、祭

り
を
盛
大
に
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
今
月
の
一
枚
は
、8
月
3
日

（
月
）か
ら
5
日（
水
）に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
久
留
米
市
最
大
の

夏
祭
り「
第
44
回
水
の
祭
典
久
留

米
ま
つ
り
」の
様
子
で
す
。

　
4
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
本

祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る「
一
万
人
の
そ
ろ
ば
ん
総
踊

り
」（
約
1
0
0
団
体
が
参
加
）に

は
Ｆ
Ｆ
Ｇ
行
員
も
参
加
し
、浴
衣

5 FFG MONTHLY SURVEY Vol.84



▲有明工場前（左から髙木社長、柴戸頭取）

三光 株式会社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

大
阪
支
店

三
光 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

髙
木 

義
幸
氏

産
業
に
貢
献
し
、未
来
を
創
造
す
る

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
化
学
品

製
造・販
売
企
業
を
目
指
し
ま
す
。
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ッ
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に
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！

取
引
店
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福
岡
銀
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大
阪
支
店

三
光 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

髙
木 

義
幸
氏

産
業
に
貢
献
し
、未
来
を
創
造
す
る

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
化
学
品

製
造・販
売
企
業
を
目
指
し
ま
す
。
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三光 株式会社

企
業
相
手
に
布
等
の
繊
維
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
の

恩
義
に
応
え
る
た
め
、一
生
懸
命
働
き
、

1
9
4
0
年（
昭
和
15
年
）に
は
中
国
の

青
島
に
派
遣
さ
れ
、そ
こ
の
支
配
人
を

任
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後

日
本
が
敗
戦
し
た
た
め
、社
員
共
々
中

国
か
ら
日
本
へ
帰
国
し
て
き
た
の
で
す

が
、戦
争
の
影
響
で
牛
島
工
業
の
業
績

は
厳
し
く
な
って
お
り
、安
田
た
ち
を
受

入
れ
る
体
力
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。社
員
た
ち
が
途
方
に
く
れ
る
中
、安

田
は
新
た
な
会
社
を
自
ら
創
っ
て
、社

員
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
た
の
で
す
。こ
の
新
会
社
こ
そ
が
我
が

社
の
前
身
と
な
る
三
光
商
会
で
す
。

　
創
業
当
初
は
、ベ
イ
ク
ラ
イ
ト
製
の

灰
皿
や
石
け
ん
を
仕
入
れ
て
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
せ
て
売
っ
て
歩
く
行
商
を
し
て
い

た
他
、ア
ミ
ノ
酸
醤
油
や
カ
ラ
メ
ル
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、あ
ま
り

儲
か
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。な

ん
と
か
、事
業
拡
大
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、有
明
海
近
く
の
荒
尾
に
旧
日

本
陸
軍
の
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。当
時

は
食
料
が
極
端
に
不
足
し
て
い
た
時
代

戦
後
の
雇
用
支
援
を
目
的
に
創
業

　
我
が
社
は
安
田
ま
さ
お
理
雄
が
1
9
4
6

年（
昭
和
21
年
）に
創
業
し
、来
年
で

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。創
業
者
の
安

田
は
長
崎
高
商（
現 
長
崎
大
学
経
済

学
部
）を
卒
業
後
、保
険
会
社
に
就
職

し
た
の
で
す
が
、新
聞
記
者
に
な
り
た

か
っ
た
よ
う
で
、1
9
3
1
年（
昭
和

６
年
）に
九
州
大
学
に
再
入
学
し
ま
し

た
。そ
の
頃
は
学
生
運
動
が
激
し
さ
を

増
し
て
い
る
時
期
で
、安
田
も
学
生
運

動
に
参
加
し
た
よ
う
で
す
。学
生
運
動

に
参
加
し
た
た
め
に
大
学
を
中
退
と

な
り
、行
き
場
が
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
を
長
崎
高
商
の
先
輩
に
あ

た
る
牛
島
慶
二
氏
が
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。牛
島
氏
は
、当
時
の
久
留
米
の

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト（
多
角
的
経
営
を
営

む
複
合
企
業
）と
も
い
え
る
牛
島
工
業

株
式
会
社
の
副
社
長
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
に
会

社
へ
誘
わ
れ
、牛
島
工
業
で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
久
留
米
に
は
国
内
大
手
の
ゴ
ム
会
社

が
３
社
あ
り
、牛
島
工
業
は
そ
れ
ら
の

中
の
企
業
に
輸
出
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、リ
ン
化
合
物
を
使
っ
た
フ
ォ
ス

フ
ァ
フ
ェ
ナ
ン
ト
レ
ン
系
な
ん
ね
ん
ざ
い

難
燃
剤
の
開

発
に
も
世
界
で
始
め
て
成
功
し
た
他
、

1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）に
は
、コ
ン

ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
の
レ
シ
ー
ト（
感
熱

紙
）の
原
料
と
な
る
ぞ
う
か
ん
ざ
い

増
感
剤
も
寅
之
助

が
開
発
し
ま
し
た
。現
在
で
も
寅
之
助

が
開
発
し
た
難
燃
剤
や
増
感
剤
は
世

界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
メ
ー
カ
ー
と
商
社
の

２
部
門
体
制
で
多
様
な
製
品
を
提
供

　
現
在
、「
化
学
工
業
薬
品
の
研
究
開

発
・
製
造
を
行
う
メ
ー
カ
ー
部
門
」と

「
化
学
薬
品
、合
成
樹
脂
な
ど
の
卸
販

売
を
行
う
商
社
部
門
」の
２
部
門
体

制
で
展
開
し
て
い
ま
す
。取
り
扱
っ
て

い
る
製
品
は
、も
の
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
な
い
化
学
薬
品
ば
か
り
で
す
。こ
れ

ら
の
製
品
は
特
許
を
取
得
し
て
い
る
も

の
も
多
く
、大
手
に
負
け
な
い
製
品
力

が
我
が
社
最
大
の
強
み
と
い
え
ま
す
。

こ
の
強
み
を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世

界
の
企
業
相
手
に
高
付
加
価
値
の
製

品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

国
内
３
工
場
を
拠
点
に

世
界
品
質
製
品
を
製
造

　
製
造
拠
点
と
し
て
、有
明
工
場
・
荒

尾
工
場
・
滋
賀
工
場
を
有
し
、３
工
場

り
出
し
販
売
す
る
程
度
で
し
た
が
、

徐
々
に
研
究
を
進
め
、1
9
6
0
年
代

に
入
っ
て
自
社
で
有
機
化
合
物
を
製

造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、繊
維
部
門
か
ら
化
学
部

門
へ
主
力
事
業
が
転
換
す
る
大
き
な

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
の

で
す
が
、そ
れ
に
は
２
つ
の
要
因
が
あ

り
ま
し
た
。

　
1
つ
目
は
1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
起
こ
っ
た
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク
で
す
。石
油
価
格
が
高
騰
し
、繊
維

業
界
は
次
々
と
倒
産
し
、我
が
社
も
相

当
の
痛
手
を
受
け
、繊
維
部
門
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
１
人
の
天
才
と
の
出
会
い

で
、八
女
市
出
身
の
斉
藤
寅
之
助
と
い

う
人
物
で
す
。1
9
6
6
年（
昭
和
41

年
）に
我
が
社
に
入
社
し
て
き
ま
し

た
。寅
之
助
は
、1
9
7
1
年（
昭
和

46
年
）に
大
手
製
紙
会
社
と
の
共
同
研

究
で
、ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙（
感
圧
紙
）を

作
る
た
め
の
サ
ル
チ
ル
酸
系
け
ん
し
ょ
く
ざ
い

顕
色
剤
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
は
世
界

初
の
快
挙
で
、現
在
で
も
我
が
社
の
主

力
製
品
の
1
つ
と
な
っ
て
お
り
、世
界

で
、安
田
は
こ
の
工
場
で
魚
を
取
る
た

め
の
網
を
製
造
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。し
か
し
、こ
の
工
場
は
賠
償
指
定

工
場
と
し
て
G
H
Q（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）に
押
さ
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。管
轄
だ
っ
た
大
蔵
省
や
財

務
支
局
等
と
何
度
も
交
渉
を
重
ね
た

結
果
、資
本
金
を
2
0
0
万
円
か
ら

4
，0
0
0
万
円
に
増
資
す
る
と
い
う

条
件
付
き
で
許
可
は
お
り
た
の
で
す

が
、会
社
設
立
後
で
信
用
力
の
小
さ
い

我
が
社
に
と
っ
て
4
，0
0
0
万
円
は

大
金
で
し
た
。し
か
し
、安
田
は
諦
め

ず
、福
岡
銀
行
を
中
心
と
し
た
金
融
機

関
や
食
料
問
題
の
解
決
に
賛
同
し
て

く
れ
た
多
く
の
出
資
者
に
よ
り
、資
金

調
達
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に

繊
維
か
ら
化
学
へ
シ
フ
ト

　
1
9
5
0
年
代
は
、繊
維
部
門
が

事
業
の
柱
で
し
た
。化
学
品
製
造
部

門
は
と
い
う
と
、他
社
が
製
造
し
た

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
ざ
ん
さ
残
渣
を
買
い
取
っ
て
、蒸

留
に
よ
っ
て
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
を
取

で
し
た
が
、燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
発
生
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、い

ち
早
く
リ
ン
化
合
物
の
難
燃
剤
を
開

発
し
ま
し
た
。規
制
が
最
も
厳
し
い
と

言
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
も
認

め
ら
れ
て
お
り
、世
界
一
の
品
質
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、こ

の
難
燃
剤
を
世
界
中
に
拡
販
し
、地
球

環
境
の
保
全
に
も
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、O

‒

P
P
を
原

料
に
し
た
か
そ
ざ
い

可
塑
剤
も
製
造
し
て
い
ま

す
。こ
の
可
塑
剤
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

軟
ら
か
く
す
る
原
料
で
、電
子
材
料
用

フ
ィ
ル
ム
な
ど
様
々
な
用
途
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
工
場
は
複
写
式
の
伝
票
等
に

用
い
ら
れ
る
感
圧
紙
の
原
料（
顕
色

剤
）を
製
造
し
て
お
り
、こ
の
顕
色
剤

は
日
本
で
の
シ
ェ
ア
は
9
割
、世
界
シ
ェ

ア
４
割
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

製
造・販
売
が
連
携
し
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

企
業
を
目
指
す

　
私
は
、昨
年
の
６
月
に
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。そ
こ
で
目
標
に
掲
げ
た
の

が
、我
が
社
が〝
商
売
の
で
き
る
技
術

屋
集
団
〞に
な
る
こ
と
で
す
。メ
ー
カ
ー

部
門
は
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
、商
社
部

門
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
視
点
を
持
つ

こ
と
で
、メ
ー
カ
ー
部
門
と
商
社
部
門

が
一
体
と
な
り
、新
し
い
価
値
を
持
つ

製
品
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
創
業
か
ら
今
日
ま
で
、多
彩
な
モ
ノ

を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
こ
の
三
光
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
大
切
に
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
化
学
品
製
造
・

販
売
企
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
製
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　
有
明
工
場
は
、O‒

P
P（
オ
ル
ソ・

フ
ェ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
）と
い
う
化
学
薬

品
で
、い
ろ
ん
な
化
合
物
を
作
る
た
め

の
原
材
料
の
よ
う
な
薬
品
で
す
。こ
の

O‒

P
P
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
る
の

は
国
内
で
は
我
が
社
だ
け
で
、年
間

3
，0
0
0
ト
ン
の
生
産
能
力
を
有
し

て
い
ま
す
。

　
荒
尾
工
場
で
は
、リ
ン
化
合
物
を
用

い
た
難
燃
剤
を
製
造
し
て
い
ま
す
。難

燃
剤
と
は
、名
前
の
通
り
も
の
を
燃
え

に
く
く
す
る
原
料
と
な
り
ま
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
に
入
っ
て
い
る

緑
色
の
回
路
基
板
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ま
で
は
ハ
ロ
ゲ
ン
系
が
主
流

三
光

の
国

内
事

業
拠

点

安全性や環境適正が高く、
電子部品のプリント基板
難燃剤として使用。

ポリエステルの分子中に
組み込まれる。リサイクル
が容易で燃焼時に有毒
ガスが発生しない。

● 車両シート
● 自動車シート
● カーテン
● 毛布　など

感度が高く、感熱紙の白
色度を維持。
粉ふきなどの問題がない。

● 配送伝票、納品書、契約
  書、申込書等の複写伝票

感度が高く、少量の添加
でも十分に発色する。
安全性も高い。

用
　途

特
　長

使
　用
　例

● レシート
● FAX用紙　など

● スマートフォンやテレビ
  に入っている緑色の回路
  基板

三光で製造している主な化学製品

プラスチック繊維用
難燃剤

ポリエステル繊維用
難燃剤 感熱紙用増感剤 感圧紙用顕色剤

M-Ester HCA KS-232・KS-235 R-054

名古屋支店

大阪本部

君津営業所

北九州支店

久留米本社

研究所

有明工場荒尾工場

東京支店

滋賀工場

▲見学風景

▲髙木社長 ▲橋本会長

化成品
事業本部
化成品

事業本部

九　州
事業本部
九　州

事業本部

樹脂機能材
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樹脂機能材
事業本部

業務本部業務本部

広島支店
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三光 株式会社

企
業
相
手
に
布
等
の
繊
維
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
の

恩
義
に
応
え
る
た
め
、一
生
懸
命
働
き
、

1
9
4
0
年（
昭
和
15
年
）に
は
中
国
の

青
島
に
派
遣
さ
れ
、そ
こ
の
支
配
人
を

任
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後

日
本
が
敗
戦
し
た
た
め
、社
員
共
々
中

国
か
ら
日
本
へ
帰
国
し
て
き
た
の
で
す

が
、戦
争
の
影
響
で
牛
島
工
業
の
業
績

は
厳
し
く
な
って
お
り
、安
田
た
ち
を
受

入
れ
る
体
力
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。社
員
た
ち
が
途
方
に
く
れ
る
中
、安

田
は
新
た
な
会
社
を
自
ら
創
っ
て
、社

員
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
た
の
で
す
。こ
の
新
会
社
こ
そ
が
我
が

社
の
前
身
と
な
る
三
光
商
会
で
す
。

　
創
業
当
初
は
、ベ
イ
ク
ラ
イ
ト
製
の

灰
皿
や
石
け
ん
を
仕
入
れ
て
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
せ
て
売
っ
て
歩
く
行
商
を
し
て
い

た
他
、ア
ミ
ノ
酸
醤
油
や
カ
ラ
メ
ル
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、あ
ま
り

儲
か
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。な

ん
と
か
、事
業
拡
大
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、有
明
海
近
く
の
荒
尾
に
旧
日

本
陸
軍
の
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。当
時

は
食
料
が
極
端
に
不
足
し
て
い
た
時
代

戦
後
の
雇
用
支
援
を
目
的
に
創
業

　
我
が
社
は
安
田
ま
さ
お
理
雄
が
1
9
4
6

年（
昭
和
21
年
）に
創
業
し
、来
年
で

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。創
業
者
の
安

田
は
長
崎
高
商（
現 

長
崎
大
学
経
済

学
部
）を
卒
業
後
、保
険
会
社
に
就
職

し
た
の
で
す
が
、新
聞
記
者
に
な
り
た

か
っ
た
よ
う
で
、1
9
3
1
年（
昭
和

６
年
）に
九
州
大
学
に
再
入
学
し
ま
し

た
。そ
の
頃
は
学
生
運
動
が
激
し
さ
を

増
し
て
い
る
時
期
で
、安
田
も
学
生
運

動
に
参
加
し
た
よ
う
で
す
。学
生
運
動

に
参
加
し
た
た
め
に
大
学
を
中
退
と

な
り
、行
き
場
が
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
を
長
崎
高
商
の
先
輩
に
あ

た
る
牛
島
慶
二
氏
が
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。牛
島
氏
は
、当
時
の
久
留
米
の

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト（
多
角
的
経
営
を
営

む
複
合
企
業
）と
も
い
え
る
牛
島
工
業

株
式
会
社
の
副
社
長
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
に
会

社
へ
誘
わ
れ
、牛
島
工
業
で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
久
留
米
に
は
国
内
大
手
の
ゴ
ム
会
社

が
３
社
あ
り
、牛
島
工
業
は
そ
れ
ら
の

中
の
企
業
に
輸
出
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、リ
ン
化
合
物
を
使
っ
た
フ
ォ
ス

フ
ァ
フ
ェ
ナ
ン
ト
レ
ン
系
な
ん
ね
ん
ざ
い

難
燃
剤
の
開

発
に
も
世
界
で
始
め
て
成
功
し
た
他
、

1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）に
は
、コ
ン

ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
の
レ
シ
ー
ト（
感
熱

紙
）の
原
料
と
な
る
ぞ
う
か
ん
ざ
い

増
感
剤
も
寅
之
助

が
開
発
し
ま
し
た
。現
在
で
も
寅
之
助

が
開
発
し
た
難
燃
剤
や
増
感
剤
は
世

界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
メ
ー
カ
ー
と
商
社
の

２
部
門
体
制
で
多
様
な
製
品
を
提
供

　
現
在
、「
化
学
工
業
薬
品
の
研
究
開

発
・
製
造
を
行
う
メ
ー
カ
ー
部
門
」と

「
化
学
薬
品
、合
成
樹
脂
な
ど
の
卸
販

売
を
行
う
商
社
部
門
」の
２
部
門
体

制
で
展
開
し
て
い
ま
す
。取
り
扱
っ
て

い
る
製
品
は
、も
の
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
な
い
化
学
薬
品
ば
か
り
で
す
。こ
れ

ら
の
製
品
は
特
許
を
取
得
し
て
い
る
も

の
も
多
く
、大
手
に
負
け
な
い
製
品
力

が
我
が
社
最
大
の
強
み
と
い
え
ま
す
。

こ
の
強
み
を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世

界
の
企
業
相
手
に
高
付
加
価
値
の
製

品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

国
内
３
工
場
を
拠
点
に

世
界
品
質
製
品
を
製
造

　
製
造
拠
点
と
し
て
、有
明
工
場
・
荒

尾
工
場
・
滋
賀
工
場
を
有
し
、３
工
場

り
出
し
販
売
す
る
程
度
で
し
た
が
、

徐
々
に
研
究
を
進
め
、1
9
6
0
年
代

に
入
っ
て
自
社
で
有
機
化
合
物
を
製

造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、繊
維
部
門
か
ら
化
学
部

門
へ
主
力
事
業
が
転
換
す
る
大
き
な

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
の

で
す
が
、そ
れ
に
は
２
つ
の
要
因
が
あ

り
ま
し
た
。

　
1
つ
目
は
1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
起
こ
っ
た
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク
で
す
。石
油
価
格
が
高
騰
し
、繊
維

業
界
は
次
々
と
倒
産
し
、我
が
社
も
相

当
の
痛
手
を
受
け
、繊
維
部
門
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
１
人
の
天
才
と
の
出
会
い

で
、八
女
市
出
身
の
斉
藤
寅
之
助
と
い

う
人
物
で
す
。1
9
6
6
年（
昭
和
41

年
）に
我
が
社
に
入
社
し
て
き
ま
し

た
。寅
之
助
は
、1
9
7
1
年（
昭
和

46
年
）に
大
手
製
紙
会
社
と
の
共
同
研

究
で
、ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙（
感
圧
紙
）を

作
る
た
め
の
サ
ル
チ
ル
酸
系
け
ん
し
ょ
く
ざ
い

顕
色
剤
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
は
世
界

初
の
快
挙
で
、現
在
で
も
我
が
社
の
主

力
製
品
の
1
つ
と
な
っ
て
お
り
、世
界

で
、安
田
は
こ
の
工
場
で
魚
を
取
る
た

め
の
網
を
製
造
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。し
か
し
、こ
の
工
場
は
賠
償
指
定

工
場
と
し
て
G
H
Q（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）に
押
さ
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。管
轄
だ
っ
た
大
蔵
省
や
財

務
支
局
等
と
何
度
も
交
渉
を
重
ね
た

結
果
、資
本
金
を
2
0
0
万
円
か
ら

4
，0
0
0
万
円
に
増
資
す
る
と
い
う

条
件
付
き
で
許
可
は
お
り
た
の
で
す

が
、会
社
設
立
後
で
信
用
力
の
小
さ
い

我
が
社
に
と
っ
て
4
，0
0
0
万
円
は

大
金
で
し
た
。し
か
し
、安
田
は
諦
め

ず
、福
岡
銀
行
を
中
心
と
し
た
金
融
機

関
や
食
料
問
題
の
解
決
に
賛
同
し
て

く
れ
た
多
く
の
出
資
者
に
よ
り
、資
金

調
達
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に

繊
維
か
ら
化
学
へ
シ
フ
ト

　
1
9
5
0
年
代
は
、繊
維
部
門
が

事
業
の
柱
で
し
た
。化
学
品
製
造
部

門
は
と
い
う
と
、他
社
が
製
造
し
た

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
ざ
ん
さ
残
渣
を
買
い
取
っ
て
、蒸

留
に
よ
っ
て
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
を
取

で
し
た
が
、燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
発
生
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、い

ち
早
く
リ
ン
化
合
物
の
難
燃
剤
を
開

発
し
ま
し
た
。規
制
が
最
も
厳
し
い
と

言
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
も
認

め
ら
れ
て
お
り
、世
界
一
の
品
質
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、こ

の
難
燃
剤
を
世
界
中
に
拡
販
し
、地
球

環
境
の
保
全
に
も
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、O

‒

P
P
を
原

料
に
し
た
か
そ
ざ
い

可
塑
剤
も
製
造
し
て
い
ま

す
。こ
の
可
塑
剤
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

軟
ら
か
く
す
る
原
料
で
、電
子
材
料
用

フ
ィ
ル
ム
な
ど
様
々
な
用
途
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
工
場
は
複
写
式
の
伝
票
等
に

用
い
ら
れ
る
感
圧
紙
の
原
料（
顕
色

剤
）を
製
造
し
て
お
り
、こ
の
顕
色
剤

は
日
本
で
の
シ
ェ
ア
は
9
割
、世
界
シ
ェ

ア
４
割
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

製
造・販
売
が
連
携
し
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

企
業
を
目
指
す

　
私
は
、昨
年
の
６
月
に
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。そ
こ
で
目
標
に
掲
げ
た
の

が
、我
が
社
が〝
商
売
の
で
き
る
技
術

屋
集
団
〞に
な
る
こ
と
で
す
。メ
ー
カ
ー

部
門
は
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
、商
社
部

門
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
視
点
を
持
つ

こ
と
で
、メ
ー
カ
ー
部
門
と
商
社
部
門

が
一
体
と
な
り
、新
し
い
価
値
を
持
つ

製
品
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
創
業
か
ら
今
日
ま
で
、多
彩
な
モ
ノ

を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
こ
の
三
光
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
大
切
に
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
化
学
品
製
造
・

販
売
企
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
製
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　
有
明
工
場
は
、O‒

P
P（
オ
ル
ソ・

フ
ェ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
）と
い
う
化
学
薬

品
で
、い
ろ
ん
な
化
合
物
を
作
る
た
め

の
原
材
料
の
よ
う
な
薬
品
で
す
。こ
の

O‒

P
P
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
る
の

は
国
内
で
は
我
が
社
だ
け
で
、年
間

3
，0
0
0
ト
ン
の
生
産
能
力
を
有
し

て
い
ま
す
。

　
荒
尾
工
場
で
は
、リ
ン
化
合
物
を
用

い
た
難
燃
剤
を
製
造
し
て
い
ま
す
。難

燃
剤
と
は
、名
前
の
通
り
も
の
を
燃
え

に
く
く
す
る
原
料
と
な
り
ま
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
に
入
っ
て
い
る

緑
色
の
回
路
基
板
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ま
で
は
ハ
ロ
ゲ
ン
系
が
主
流

三
光

の
国

内
事

業
拠

点

安全性や環境適正が高く、
電子部品のプリント基板
難燃剤として使用。

ポリエステルの分子中に
組み込まれる。リサイクル
が容易で燃焼時に有毒
ガスが発生しない。

● 車両シート
● 自動車シート
● カーテン
● 毛布　など

感度が高く、感熱紙の白
色度を維持。
粉ふきなどの問題がない。

● 配送伝票、納品書、契約
  書、申込書等の複写伝票

感度が高く、少量の添加
でも十分に発色する。
安全性も高い。

用
　途

特
　長

使
　用
　例

● レシート
● FAX用紙　など

● スマートフォンやテレビ
  に入っている緑色の回路
  基板

三光で製造している主な化学製品

プラスチック繊維用
難燃剤

ポリエステル繊維用
難燃剤 感熱紙用増感剤 感圧紙用顕色剤
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三光 株式会社

企
業
相
手
に
布
等
の
繊
維
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
の

恩
義
に
応
え
る
た
め
、一
生
懸
命
働
き
、

1
9
4
0
年（
昭
和
15
年
）に
は
中
国
の

青
島
に
派
遣
さ
れ
、そ
こ
の
支
配
人
を

任
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後

日
本
が
敗
戦
し
た
た
め
、社
員
共
々
中

国
か
ら
日
本
へ
帰
国
し
て
き
た
の
で
す

が
、戦
争
の
影
響
で
牛
島
工
業
の
業
績

は
厳
し
く
な
って
お
り
、安
田
た
ち
を
受

入
れ
る
体
力
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。社
員
た
ち
が
途
方
に
く
れ
る
中
、安

田
は
新
た
な
会
社
を
自
ら
創
っ
て
、社

員
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
た
の
で
す
。こ
の
新
会
社
こ
そ
が
我
が

社
の
前
身
と
な
る
三
光
商
会
で
す
。

　
創
業
当
初
は
、ベ
イ
ク
ラ
イ
ト
製
の

灰
皿
や
石
け
ん
を
仕
入
れ
て
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
せ
て
売
っ
て
歩
く
行
商
を
し
て
い

た
他
、ア
ミ
ノ
酸
醤
油
や
カ
ラ
メ
ル
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、あ
ま
り

儲
か
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。な

ん
と
か
、事
業
拡
大
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、有
明
海
近
く
の
荒
尾
に
旧
日

本
陸
軍
の
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。当
時

は
食
料
が
極
端
に
不
足
し
て
い
た
時
代

戦
後
の
雇
用
支
援
を
目
的
に
創
業

　
我
が
社
は
安
田
ま
さ
お
理
雄
が
1
9
4
6

年（
昭
和
21
年
）に
創
業
し
、来
年
で

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。創
業
者
の
安

田
は
長
崎
高
商（
現 

長
崎
大
学
経
済

学
部
）を
卒
業
後
、保
険
会
社
に
就
職

し
た
の
で
す
が
、新
聞
記
者
に
な
り
た

か
っ
た
よ
う
で
、1
9
3
1
年（
昭
和

６
年
）に
九
州
大
学
に
再
入
学
し
ま
し

た
。そ
の
頃
は
学
生
運
動
が
激
し
さ
を

増
し
て
い
る
時
期
で
、安
田
も
学
生
運

動
に
参
加
し
た
よ
う
で
す
。学
生
運
動

に
参
加
し
た
た
め
に
大
学
を
中
退
と

な
り
、行
き
場
が
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
を
長
崎
高
商
の
先
輩
に
あ

た
る
牛
島
慶
二
氏
が
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。牛
島
氏
は
、当
時
の
久
留
米
の

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト（
多
角
的
経
営
を
営

む
複
合
企
業
）と
も
い
え
る
牛
島
工
業

株
式
会
社
の
副
社
長
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
に
会

社
へ
誘
わ
れ
、牛
島
工
業
で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
久
留
米
に
は
国
内
大
手
の
ゴ
ム
会
社

が
３
社
あ
り
、牛
島
工
業
は
そ
れ
ら
の

中
の
企
業
に
輸
出
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、リ
ン
化
合
物
を
使
っ
た
フ
ォ
ス

フ
ァ
フ
ェ
ナ
ン
ト
レ
ン
系
な
ん
ね
ん
ざ
い

難
燃
剤
の
開

発
に
も
世
界
で
始
め
て
成
功
し
た
他
、

1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）に
は
、コ
ン

ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
の
レ
シ
ー
ト（
感
熱

紙
）の
原
料
と
な
る
ぞ
う
か
ん
ざ
い

増
感
剤
も
寅
之
助

が
開
発
し
ま
し
た
。現
在
で
も
寅
之
助

が
開
発
し
た
難
燃
剤
や
増
感
剤
は
世

界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
メ
ー
カ
ー
と
商
社
の

２
部
門
体
制
で
多
様
な
製
品
を
提
供

　
現
在
、「
化
学
工
業
薬
品
の
研
究
開

発
・
製
造
を
行
う
メ
ー
カ
ー
部
門
」と

「
化
学
薬
品
、合
成
樹
脂
な
ど
の
卸
販

売
を
行
う
商
社
部
門
」の
２
部
門
体

制
で
展
開
し
て
い
ま
す
。取
り
扱
っ
て

い
る
製
品
は
、も
の
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
な
い
化
学
薬
品
ば
か
り
で
す
。こ
れ

ら
の
製
品
は
特
許
を
取
得
し
て
い
る
も

の
も
多
く
、大
手
に
負
け
な
い
製
品
力

が
我
が
社
最
大
の
強
み
と
い
え
ま
す
。

こ
の
強
み
を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世

界
の
企
業
相
手
に
高
付
加
価
値
の
製

品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

国
内
３
工
場
を
拠
点
に

世
界
品
質
製
品
を
製
造

　
製
造
拠
点
と
し
て
、有
明
工
場
・
荒

尾
工
場
・
滋
賀
工
場
を
有
し
、３
工
場

り
出
し
販
売
す
る
程
度
で
し
た
が
、

徐
々
に
研
究
を
進
め
、1
9
6
0
年
代

に
入
っ
て
自
社
で
有
機
化
合
物
を
製

造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、繊
維
部
門
か
ら
化
学
部

門
へ
主
力
事
業
が
転
換
す
る
大
き
な

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
の

で
す
が
、そ
れ
に
は
２
つ
の
要
因
が
あ

り
ま
し
た
。

　
1
つ
目
は
1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
起
こ
っ
た
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク
で
す
。石
油
価
格
が
高
騰
し
、繊
維

業
界
は
次
々
と
倒
産
し
、我
が
社
も
相

当
の
痛
手
を
受
け
、繊
維
部
門
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
１
人
の
天
才
と
の
出
会
い

で
、八
女
市
出
身
の
斉
藤
寅
之
助
と
い

う
人
物
で
す
。1
9
6
6
年（
昭
和
41

年
）に
我
が
社
に
入
社
し
て
き
ま
し

た
。寅
之
助
は
、1
9
7
1
年（
昭
和

46
年
）に
大
手
製
紙
会
社
と
の
共
同
研

究
で
、ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙（
感
圧
紙
）を

作
る
た
め
の
サ
ル
チ
ル
酸
系
け
ん
し
ょ
く
ざ
い

顕
色
剤
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
は
世
界

初
の
快
挙
で
、現
在
で
も
我
が
社
の
主

力
製
品
の
1
つ
と
な
っ
て
お
り
、世
界

で
、安
田
は
こ
の
工
場
で
魚
を
取
る
た

め
の
網
を
製
造
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。し
か
し
、こ
の
工
場
は
賠
償
指
定

工
場
と
し
て
G
H
Q（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）に
押
さ
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。管
轄
だ
っ
た
大
蔵
省
や
財

務
支
局
等
と
何
度
も
交
渉
を
重
ね
た

結
果
、資
本
金
を
2
0
0
万
円
か
ら

4
，0
0
0
万
円
に
増
資
す
る
と
い
う

条
件
付
き
で
許
可
は
お
り
た
の
で
す

が
、会
社
設
立
後
で
信
用
力
の
小
さ
い

我
が
社
に
と
っ
て
4
，0
0
0
万
円
は

大
金
で
し
た
。し
か
し
、安
田
は
諦
め

ず
、福
岡
銀
行
を
中
心
と
し
た
金
融
機

関
や
食
料
問
題
の
解
決
に
賛
同
し
て

く
れ
た
多
く
の
出
資
者
に
よ
り
、資
金

調
達
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に

繊
維
か
ら
化
学
へ
シ
フ
ト

　
1
9
5
0
年
代
は
、繊
維
部
門
が

事
業
の
柱
で
し
た
。化
学
品
製
造
部

門
は
と
い
う
と
、他
社
が
製
造
し
た

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
ざ
ん
さ
残
渣
を
買
い
取
っ
て
、蒸

留
に
よ
っ
て
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
を
取

で
し
た
が
、燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
発
生
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、い

ち
早
く
リ
ン
化
合
物
の
難
燃
剤
を
開

発
し
ま
し
た
。規
制
が
最
も
厳
し
い
と

言
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
も
認

め
ら
れ
て
お
り
、世
界
一
の
品
質
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、こ

の
難
燃
剤
を
世
界
中
に
拡
販
し
、地
球

環
境
の
保
全
に
も
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、O

‒

P
P
を
原

料
に
し
た
か
そ
ざ
い

可
塑
剤
も
製
造
し
て
い
ま

す
。こ
の
可
塑
剤
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

軟
ら
か
く
す
る
原
料
で
、電
子
材
料
用

フ
ィ
ル
ム
な
ど
様
々
な
用
途
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
工
場
は
複
写
式
の
伝
票
等
に

用
い
ら
れ
る
感
圧
紙
の
原
料（
顕
色

剤
）を
製
造
し
て
お
り
、こ
の
顕
色
剤

は
日
本
で
の
シ
ェ
ア
は
9
割
、世
界
シ
ェ

ア
４
割
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

製
造・販
売
が
連
携
し
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

企
業
を
目
指
す

　
私
は
、昨
年
の
６
月
に
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。そ
こ
で
目
標
に
掲
げ
た
の

が
、我
が
社
が〝
商
売
の
で
き
る
技
術

屋
集
団
〞に
な
る
こ
と
で
す
。メ
ー
カ
ー

部
門
は
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
、商
社
部

門
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
視
点
を
持
つ

こ
と
で
、メ
ー
カ
ー
部
門
と
商
社
部
門

が
一
体
と
な
り
、新
し
い
価
値
を
持
つ

製
品
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
創
業
か
ら
今
日
ま
で
、多
彩
な
モ
ノ

を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
こ
の
三
光
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
大
切
に
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
化
学
品
製
造
・

販
売
企
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲荒尾工場前で 前列左3番目から角町常務、橋本会長、髙木社長、柴戸頭取、明石支店長（福岡銀行）

で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
製
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　
有
明
工
場
は
、O‒

P
P（
オ
ル
ソ・

フ
ェ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
）と
い
う
化
学
薬

品
で
、い
ろ
ん
な
化
合
物
を
作
る
た
め

の
原
材
料
の
よ
う
な
薬
品
で
す
。こ
の

O‒

P
P
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
る
の

は
国
内
で
は
我
が
社
だ
け
で
、年
間

3
，0
0
0
ト
ン
の
生
産
能
力
を
有
し

て
い
ま
す
。

　
荒
尾
工
場
で
は
、リ
ン
化
合
物
を
用

い
た
難
燃
剤
を
製
造
し
て
い
ま
す
。難

燃
剤
と
は
、名
前
の
通
り
も
の
を
燃
え

に
く
く
す
る
原
料
と
な
り
ま
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
に
入
っ
て
い
る

緑
色
の
回
路
基
板
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ま
で
は
ハ
ロ
ゲ
ン
系
が
主
流

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　私たちが日常触れている多くの製品には貴社製造の化学品が用いられて
いますが、これらは世界一基準が厳しいと言われるヨーロッパからも、高品質
で環境にやさしいと高く評価されています。こうした評価は貴社が長年研究を
怠らず培ってきた技術の賜物だと思います。
　今後も三光スピリッツを守り続け、世界オンリーワンの化学品製造・販売企業
を目指して成長していかれることを祈念いたします。

昭和21年

昭和22年

昭和24年

昭和30年

昭和31年

昭和37年

昭和41年

昭和43年

昭和45年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和52年

昭和61年

平成  3年

平成  4年

平成  8年

平成10年

平成12年

平成14年

平成16年

平成17年

平成18年

平成20年

平成23年

平成24年

三光商会設立

三光化学工業所を荒尾市に設立

三光株式会社設立（三光商会を改組）

日本曹達株式会社九州工場として農薬
の受託加工を開始

フェニルフェノールの製造を開始

三光化学工業所を改組し、資本金200万
円を以て、三光化学株式会社を設立

三光被服株式会社を管理経営

クミアイ化学工業株式会社九州工場と
して農薬の受託加工を継続

パラフェニルフェノール（P-PP）の合成
工場を完成、製造開始

新規有機燐化合物HCA製造開始

オルソフェニルフェノール（O-PP）の合成
プラント完成、製造開始

滋賀工場を建設、製造開始

株式会社三光開発科学研究所を設立

大阪府茨木市に昭和57年5月研究所を
建設

難燃剤GHM製造開始

新規特殊化成品の製造プラントを荒尾
工場内に建設、製造開始

第一ナイロン工業株式会社を合併し、
滋賀事業所を設置

Sanko Europe GmbH 設立
（デュッセルドルフ、駐在員事務所を改組）

滋賀研究所建設、開発用の多目的プラ
ントを主力とした研究所として発足

三光メディック株式会社設立

三光株式会社・三光化学株式会社合併、
再発足

三光タックシステム株式会社設立

HP工場完成（荒尾）、製造開始

SANKO （Thailand） CO.,ltd. 設立
（バンコク）

滋賀事業所に合成樹脂成型工場を新設

SANKO U.S.A., Inc. 設立（シカゴ）

荒尾工場内にNKS工場完成
（感熱紙用増感剤の増産設備）

上海駐在員事務所開設

三広貿易（上海）有限公司を設立
（上海駐在員事務所を改組）

荒尾工場内にHP-2工場完成
（プラスチック用難然剤の増産設備）

荒尾工場内にHP-3工場完成

有明工場完成

6月

3月

1月

1月

1月

9月

4月

1月

9月

5月

12月

10月

10月

10月

9月

4月

6月

10月

6月

4月

4月

7月

7月

12月

7月

5月

11月

12月

11月

1月

4月

沿　革
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三光 株式会社

企
業
相
手
に
布
等
の
繊
維
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
の

恩
義
に
応
え
る
た
め
、一
生
懸
命
働
き
、

1
9
4
0
年（
昭
和
15
年
）に
は
中
国
の

青
島
に
派
遣
さ
れ
、そ
こ
の
支
配
人
を

任
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後

日
本
が
敗
戦
し
た
た
め
、社
員
共
々
中

国
か
ら
日
本
へ
帰
国
し
て
き
た
の
で
す

が
、戦
争
の
影
響
で
牛
島
工
業
の
業
績

は
厳
し
く
な
って
お
り
、安
田
た
ち
を
受

入
れ
る
体
力
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。社
員
た
ち
が
途
方
に
く
れ
る
中
、安

田
は
新
た
な
会
社
を
自
ら
創
っ
て
、社

員
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
た
の
で
す
。こ
の
新
会
社
こ
そ
が
我
が

社
の
前
身
と
な
る
三
光
商
会
で
す
。

　
創
業
当
初
は
、ベ
イ
ク
ラ
イ
ト
製
の

灰
皿
や
石
け
ん
を
仕
入
れ
て
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
せ
て
売
っ
て
歩
く
行
商
を
し
て
い

た
他
、ア
ミ
ノ
酸
醤
油
や
カ
ラ
メ
ル
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、あ
ま
り

儲
か
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。な

ん
と
か
、事
業
拡
大
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、有
明
海
近
く
の
荒
尾
に
旧
日

本
陸
軍
の
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。当
時

は
食
料
が
極
端
に
不
足
し
て
い
た
時
代

戦
後
の
雇
用
支
援
を
目
的
に
創
業

　
我
が
社
は
安
田
ま
さ
お
理
雄
が
1
9
4
6

年（
昭
和
21
年
）に
創
業
し
、来
年
で

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。創
業
者
の
安

田
は
長
崎
高
商（
現 

長
崎
大
学
経
済

学
部
）を
卒
業
後
、保
険
会
社
に
就
職

し
た
の
で
す
が
、新
聞
記
者
に
な
り
た

か
っ
た
よ
う
で
、1
9
3
1
年（
昭
和

６
年
）に
九
州
大
学
に
再
入
学
し
ま
し

た
。そ
の
頃
は
学
生
運
動
が
激
し
さ
を

増
し
て
い
る
時
期
で
、安
田
も
学
生
運

動
に
参
加
し
た
よ
う
で
す
。学
生
運
動

に
参
加
し
た
た
め
に
大
学
を
中
退
と

な
り
、行
き
場
が
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
を
長
崎
高
商
の
先
輩
に
あ

た
る
牛
島
慶
二
氏
が
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。牛
島
氏
は
、当
時
の
久
留
米
の

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト（
多
角
的
経
営
を
営

む
複
合
企
業
）と
も
い
え
る
牛
島
工
業

株
式
会
社
の
副
社
長
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。安
田
は
牛
島
副
社
長
に
会

社
へ
誘
わ
れ
、牛
島
工
業
で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
久
留
米
に
は
国
内
大
手
の
ゴ
ム
会
社

が
３
社
あ
り
、牛
島
工
業
は
そ
れ
ら
の

中
の
企
業
に
輸
出
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、リ
ン
化
合
物
を
使
っ
た
フ
ォ
ス

フ
ァ
フ
ェ
ナ
ン
ト
レ
ン
系
な
ん
ね
ん
ざ
い

難
燃
剤
の
開

発
に
も
世
界
で
始
め
て
成
功
し
た
他
、

1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）に
は
、コ
ン

ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
の
レ
シ
ー
ト（
感
熱

紙
）の
原
料
と
な
る
ぞ
う
か
ん
ざ
い

増
感
剤
も
寅
之
助

が
開
発
し
ま
し
た
。現
在
で
も
寅
之
助

が
開
発
し
た
難
燃
剤
や
増
感
剤
は
世

界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
メ
ー
カ
ー
と
商
社
の

２
部
門
体
制
で
多
様
な
製
品
を
提
供

　
現
在
、「
化
学
工
業
薬
品
の
研
究
開

発
・
製
造
を
行
う
メ
ー
カ
ー
部
門
」と

「
化
学
薬
品
、合
成
樹
脂
な
ど
の
卸
販

売
を
行
う
商
社
部
門
」の
２
部
門
体

制
で
展
開
し
て
い
ま
す
。取
り
扱
っ
て

い
る
製
品
は
、も
の
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
な
い
化
学
薬
品
ば
か
り
で
す
。こ
れ

ら
の
製
品
は
特
許
を
取
得
し
て
い
る
も

の
も
多
く
、大
手
に
負
け
な
い
製
品
力

が
我
が
社
最
大
の
強
み
と
い
え
ま
す
。

こ
の
強
み
を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世

界
の
企
業
相
手
に
高
付
加
価
値
の
製

品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

国
内
３
工
場
を
拠
点
に

世
界
品
質
製
品
を
製
造

　
製
造
拠
点
と
し
て
、有
明
工
場
・
荒

尾
工
場
・
滋
賀
工
場
を
有
し
、３
工
場

り
出
し
販
売
す
る
程
度
で
し
た
が
、

徐
々
に
研
究
を
進
め
、1
9
6
0
年
代

に
入
っ
て
自
社
で
有
機
化
合
物
を
製

造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、繊
維
部
門
か
ら
化
学
部

門
へ
主
力
事
業
が
転
換
す
る
大
き
な

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
の

で
す
が
、そ
れ
に
は
２
つ
の
要
因
が
あ

り
ま
し
た
。

　
1
つ
目
は
1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
起
こ
っ
た
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク
で
す
。石
油
価
格
が
高
騰
し
、繊
維

業
界
は
次
々
と
倒
産
し
、我
が
社
も
相

当
の
痛
手
を
受
け
、繊
維
部
門
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
１
人
の
天
才
と
の
出
会
い

で
、八
女
市
出
身
の
斉
藤
寅
之
助
と
い

う
人
物
で
す
。1
9
6
6
年（
昭
和
41

年
）に
我
が
社
に
入
社
し
て
き
ま
し

た
。寅
之
助
は
、1
9
7
1
年（
昭
和

46
年
）に
大
手
製
紙
会
社
と
の
共
同
研

究
で
、ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙（
感
圧
紙
）を

作
る
た
め
の
サ
ル
チ
ル
酸
系
け
ん
し
ょ
く
ざ
い

顕
色
剤
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
は
世
界

初
の
快
挙
で
、現
在
で
も
我
が
社
の
主

力
製
品
の
1
つ
と
な
っ
て
お
り
、世
界

で
、安
田
は
こ
の
工
場
で
魚
を
取
る
た

め
の
網
を
製
造
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。し
か
し
、こ
の
工
場
は
賠
償
指
定

工
場
と
し
て
G
H
Q（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）に
押
さ
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。管
轄
だ
っ
た
大
蔵
省
や
財

務
支
局
等
と
何
度
も
交
渉
を
重
ね
た

結
果
、資
本
金
を
2
0
0
万
円
か
ら

4
，0
0
0
万
円
に
増
資
す
る
と
い
う

条
件
付
き
で
許
可
は
お
り
た
の
で
す

が
、会
社
設
立
後
で
信
用
力
の
小
さ
い

我
が
社
に
と
っ
て
4
，0
0
0
万
円
は

大
金
で
し
た
。し
か
し
、安
田
は
諦
め

ず
、福
岡
銀
行
を
中
心
と
し
た
金
融
機

関
や
食
料
問
題
の
解
決
に
賛
同
し
て

く
れ
た
多
く
の
出
資
者
に
よ
り
、資
金

調
達
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に

繊
維
か
ら
化
学
へ
シ
フ
ト

　
1
9
5
0
年
代
は
、繊
維
部
門
が

事
業
の
柱
で
し
た
。化
学
品
製
造
部

門
は
と
い
う
と
、他
社
が
製
造
し
た

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
ざ
ん
さ
残
渣
を
買
い
取
っ
て
、蒸

留
に
よ
っ
て
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
を
取

で
し
た
が
、燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
発
生
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、い

ち
早
く
リ
ン
化
合
物
の
難
燃
剤
を
開

発
し
ま
し
た
。規
制
が
最
も
厳
し
い
と

言
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
も
認

め
ら
れ
て
お
り
、世
界
一
の
品
質
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、こ

の
難
燃
剤
を
世
界
中
に
拡
販
し
、地
球

環
境
の
保
全
に
も
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、O

‒

P
P
を
原

料
に
し
た
か
そ
ざ
い

可
塑
剤
も
製
造
し
て
い
ま

す
。こ
の
可
塑
剤
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

軟
ら
か
く
す
る
原
料
で
、電
子
材
料
用

フ
ィ
ル
ム
な
ど
様
々
な
用
途
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
工
場
は
複
写
式
の
伝
票
等
に

用
い
ら
れ
る
感
圧
紙
の
原
料（
顕
色

剤
）を
製
造
し
て
お
り
、こ
の
顕
色
剤

は
日
本
で
の
シ
ェ
ア
は
9
割
、世
界
シ
ェ

ア
４
割
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

製
造・販
売
が
連
携
し
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

企
業
を
目
指
す

　
私
は
、昨
年
の
６
月
に
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。そ
こ
で
目
標
に
掲
げ
た
の

が
、我
が
社
が〝
商
売
の
で
き
る
技
術

屋
集
団
〞に
な
る
こ
と
で
す
。メ
ー
カ
ー

部
門
は
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
、商
社
部

門
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
視
点
を
持
つ

こ
と
で
、メ
ー
カ
ー
部
門
と
商
社
部
門

が
一
体
と
な
り
、新
し
い
価
値
を
持
つ

製
品
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
創
業
か
ら
今
日
ま
で
、多
彩
な
モ
ノ

を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
こ
の
三
光
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
大
切
に
、

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
化
学
品
製
造
・

販
売
企
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲荒尾工場前で 前列左3番目から角町常務、橋本会長、髙木社長、柴戸頭取、明石支店長（福岡銀行）

で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
製
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　
有
明
工
場
は
、O‒

P
P（
オ
ル
ソ・

フ
ェ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
）と
い
う
化
学
薬

品
で
、い
ろ
ん
な
化
合
物
を
作
る
た
め

の
原
材
料
の
よ
う
な
薬
品
で
す
。こ
の

O‒

P
P
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
る
の

は
国
内
で
は
我
が
社
だ
け
で
、年
間

3
，0
0
0
ト
ン
の
生
産
能
力
を
有
し

て
い
ま
す
。

　
荒
尾
工
場
で
は
、リ
ン
化
合
物
を
用

い
た
難
燃
剤
を
製
造
し
て
い
ま
す
。難

燃
剤
と
は
、名
前
の
通
り
も
の
を
燃
え

に
く
く
す
る
原
料
と
な
り
ま
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
に
入
っ
て
い
る

緑
色
の
回
路
基
板
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ま
で
は
ハ
ロ
ゲ
ン
系
が
主
流

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

◎インタビューを終えて

　私たちが日常触れている多くの製品には貴社製造の化学品が用いられて
いますが、これらは世界一基準が厳しいと言われるヨーロッパからも、高品質
で環境にやさしいと高く評価されています。こうした評価は貴社が長年研究を
怠らず培ってきた技術の賜物だと思います。
　今後も三光スピリッツを守り続け、世界オンリーワンの化学品製造・販売企業
を目指して成長していかれることを祈念いたします。

昭和21年

昭和22年

昭和24年

昭和30年

昭和31年

昭和37年

昭和41年

昭和43年

昭和45年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和52年

昭和61年

平成  3年

平成  4年

平成  8年

平成10年

平成12年

平成14年

平成16年

平成17年

平成18年

平成20年

平成23年

平成24年

三光商会設立

三光化学工業所を荒尾市に設立

三光株式会社設立（三光商会を改組）

日本曹達株式会社九州工場として農薬
の受託加工を開始

フェニルフェノールの製造を開始

三光化学工業所を改組し、資本金200万
円を以て、三光化学株式会社を設立

三光被服株式会社を管理経営

クミアイ化学工業株式会社九州工場と
して農薬の受託加工を継続

パラフェニルフェノール（P-PP）の合成
工場を完成、製造開始

新規有機燐化合物HCA製造開始

オルソフェニルフェノール（O-PP）の合成
プラント完成、製造開始

滋賀工場を建設、製造開始

株式会社三光開発科学研究所を設立

大阪府茨木市に昭和57年5月研究所を
建設

難燃剤GHM製造開始

新規特殊化成品の製造プラントを荒尾
工場内に建設、製造開始

第一ナイロン工業株式会社を合併し、
滋賀事業所を設置

Sanko Europe GmbH 設立
（デュッセルドルフ、駐在員事務所を改組）

滋賀研究所建設、開発用の多目的プラ
ントを主力とした研究所として発足

三光メディック株式会社設立

三光株式会社・三光化学株式会社合併、
再発足

三光タックシステム株式会社設立

HP工場完成（荒尾）、製造開始

SANKO （Thailand） CO.,ltd. 設立
（バンコク）

滋賀事業所に合成樹脂成型工場を新設

SANKO U.S.A., Inc. 設立（シカゴ）

荒尾工場内にNKS工場完成
（感熱紙用増感剤の増産設備）

上海駐在員事務所開設

三広貿易（上海）有限公司を設立
（上海駐在員事務所を改組）

荒尾工場内にHP-2工場完成
（プラスチック用難然剤の増産設備）

荒尾工場内にHP-3工場完成

有明工場完成

6月

3月

1月

1月

1月

9月

4月

1月

9月

5月

12月

10月

10月

10月

9月

4月

6月

10月

6月

4月

4月

7月

7月

12月

7月

5月

11月

12月

11月

1月

4月

沿　革
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▲学校前（左から大村理事長、柴戸頭取）

学校法人 大村文化学園

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

黒
門
支
店

学
校
法
人 

大
村
文
化
学
園

理
事
長大

村 

陽
之
介
氏

「
一
に
人
格 

二
に
技
術
」を
教
育
理
念
に
、

独
自
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

業
界
を
牽
引
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
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▲学校前（左から大村理事長、柴戸頭取）

学校法人 大村文化学園

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

黒
門
支
店

学
校
法
人 

大
村
文
化
学
園

理
事
長大

村 

陽
之
介
氏

「
一
に
人
格 

二
に
技
術
」を
教
育
理
念
に
、

独
自
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

業
界
を
牽
引
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
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学校法人 大村文化学園

成
22
年
）、美
容
の
み
な
ら
ず
ト
ー
タ

ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
総
合
学
校「
大
村

美
容
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
」と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
日
で
は「
ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

科
」「
美
容
科
」「
メ
イ
ク・エ
ス
テ
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科
」の
5
学
科
13
コ
ー

ス
を
擁
す
る
専
門
学
校
と
し
て「
業
界

を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
」を
図
っ
て

い
ま
す
。

人
間
力
に
焦
点
を
当
て
た

人
格
と
技
術
を
育
む
教
育
理
念

　
本
校
は
、人
を
美
し
く
、笑
顔
に
、お

し
ゃ
れ
に
、そ
し
て
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
、「
一
人
前
の
技
術
者
で
あ
る
前
に
、

一
人
前
の
社
会
人
で
あ
れ
」と
の
考
え

の
も
と
、「
一
に
人
格 

二
に
技
術
」と

い
う
教
育
理
念
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、社
会
生
活
の
基
本
で
あ
る

「
挨
拶
」「
返
事
」「
時
間
厳
守
」を
入

学
時
か
ら
学
生
に
徹
底
指
導
し
て
い

ま
す
。

昭
和
初
期
に
開
業
し
た
美
容
室
が

専
門
学
校
の
出
発
点

　
1
9
2
9
年（
昭
和
4
年
）、祖
母

の
大
村
ト
ミ
が
福
岡
市
新
大
工
町（
現

唐
人
町
）に
福
岡
で
2
番
目
と
な
る
洋

髪
専
門
店「
M
L
美
容
室
」を
開
業

し
ま
し
た
。祖
母
ト
ミ
の
技
術
が
評
判

と
な
り
、弟
子
入
り
を
希
望
す
る
人

が
次
々
と
訪
れ
ま
し
た
。終
戦
後
の

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
）、多
く
の

弟
子
た
ち
の
指
導
で
美
容
室
の
業
務

に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

「
大
村
美
容
研
究
所
」を
設
立
し
美
容

師
の
技
術
指
導
を
本
格
的
に
始
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
志
願
者
は
増
え
続
け
、

1
9
5
4
年（
昭
和
29
年
）に「
大
村
美

容
専
門
学
院
」へ
変
更
、

1
9
9
2
年（
平
成

4
年
）に「
学
校
法
人

大
村
文
化
学

園
」
の
認
可

を
取
得
し
、

2
0
1
0
年（
平

室
と「
オ
ー
デ
ザ
イ
ン
ズ

O
.designs

」と
い
う
美
容
実

務
実
習
室
の
2
サ
ロ
ン
を
有
し
て
お
り
、

学
生
は
プ
ロ
意
識
と
技
術
力
を
高
め
る

た
め
に
こ
こ
で
お
客
様
へ
施
術
を
行
う

実
習
を
行
っ
て
、現
場
に
即
し
た
ス
キ
ル

と
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に「O

.designs

」は
、福
岡
市

中
央
区
大
名
に
あ
る
サ
ロ
ン
で
、あ
え

て
学
校
か
ら
離
れ
た
賑
わ
い
の
あ
る
場

所
に
造
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、学
校
と

は
雰
囲
気
も
異
な
る
サ
ロ
ン
で
学
生
気

分
を
抜
い
て
実
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
た
め
で
、責
任
感
や
将
来
プ
ロ
と
な

る
心
構
え
を
培
う
場
と
し
て
も
機
能

し
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

あ
る
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン・ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
長

男
で
、自
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を

持
つ
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、写
真
家

コ
ン
テ
ス
ト
や

産
学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
磨
く

技
術
と
感
性

　
本
校
は
日
頃
か
ら
磨
い
て
き
た
技

術
を
発
揮
す
る
舞
台
と
し
て
、学
内

で
多
彩
な
コ
ン
テ
ス
ト
や
シ
ョ
ー
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、学
外
コ

ン
テ
ス
ト
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば〝A
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E
A

U
T

Y
 

C
O

N
G

R
ESS

〞。日
本
全
国
は
も
と

よ
り
海
外
の
多
く
の
プ
ロ
美
容
師
も

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
西
日
本
最
大
級
の
ヘ

ア
＆
メ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。こ
の

大
会
で
、メ
イ
ン
の
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト

部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
て
お

り
、更
に
2
0
1
4
年（
平
成
26
年
）

に
は
4
部
門
で
9
名
が
入
賞
と
い
う

「
全
参
加
美
容
学
校
で
入
賞
者
数
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」の
快
挙
も
達
成
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、学
生
が
様
々
な
企
業
や
ブ
ラ

ン
ド
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る「
産
学
協
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
教
育
の
大
き
な
柱

で
す
。学
生
た
ち
が
独
自
の
発
想
で
ビ

ジ
ネ
ス
や
商
品
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考

察
し
、実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と

で
業
界
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
く
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
と

関
わ
る
こ
と
で
、提
案
力
の
向
上
や
ビ

が
り
ま
す
。こ
う
し
て
将
来
で
も
活
用

で
き
る
能
力
を
培
っ
て
い
る
の
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
サ
ロ
ン
実
習
な
ど

多
彩
な
教
育
を
展
開

　
本
校
の
特
徴
は
、ま
ず「
ヘ
ア
」「
メ

イ
ク・エ
ス
テ
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」の
3

分
野
の
学
生
が
お
互
い
に
刺
激
し
合

え
る
こ
と
と
、業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る〝
プ
ロ
〞を
講
師
に
迎
え
、プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
講
師
陣
に
は
、客
員
教
授
の
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン・ア
ー
サ
ー・ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド

氏（
※
）の
ほ
か
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の

編
集
長
、著
名
な
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
お
呼
び
し
て
お
り
、ス

キ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
、仕
事
の
取

り
組
み
方
や
リ
ア
ル
な
現
場
の
雰
囲
気

な
ど
を
プ
ロ
が
伝
え
る
こ
と
で
、学
生

の
感
性
を
大
い
に
刺
激
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
面
に
目
を
向
け
ま
す
と
、本
校

に
は
プ
ロ
仕
様
の
設
備
を
整
え
た

「
コ
フ
レ

C
offret

」と
い
う
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
実
習

　
ま
ず「
一
に
人
格
」の
言
葉
の
意
味

は
、「
信
頼
さ
れ
る
人
間
」に
な
り
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。周
囲
の
人
か
ら

信
用
さ
れ
る
た
め
に
正
し
い
生
活
態

度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、

様
々
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。一
例
と
し
て
、隣
接
す
る
大
濠
公

園
な
ど
学
校
周
辺
の
清
掃
を
学
生
が

行
う
ほ
か
、朝
夕
に
は
学
校
の
前
に

立
っ
て
学
校
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、行

き
交
う
方
々
に
も
挨
拶
を
し
て
い
ま

す
。更
に
は
、学
校
周
辺
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、

お
祭
り
や
運
動
会
、町
内
会
活
動
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
な
ど
、様
々
な
形
で

地
域
貢
献
を
果
た
し
な
が
ら
、行
事
の

運
営
、高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
な
ど

を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ「
二
に
技
術
」は
、「
技
術

は
回
数
」を
合
言
葉
に
、徹
底
的
な
反

復
練
習
を
組
み
込
ん
だ
技
術
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。美
容
・フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
、回
数
を
こ
な
す
ほ
ど
技
術
は
向

上
し
て
い
き
ま
す
し
、作
品
の
質
も
上

を
し
て
稼
げ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
そ
の
ま

ま
仕
事
に
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、本
校
の
学
生
は
、ひ
と

り
ひ
と
り
が
将
来
の
仕
事
を
見
つ
め
、

就
職
指
導
を
1
年
次
か
ら
し
っ
か
り

と
実
施
し
て
い
る
た
め
、高
い
就
職
率

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、本
校
の
未
来
図
と
し
て
、

校
内
を
自
主
性
あ
ふ
れ
る
学
生
た
ち

で
満
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。目

指
す
の
は
、自
分
を
律
し
て
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、自
分
で
何
か
を

見
つ
け
行
動
で
き
る
学
生
づ
く
り
で

す
。ま
た
、学
生
の
長
所
を
発
見
し
、

磨
き
を
か
け
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
人
材

へ
と
成
長
す
る
教
育
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ネ
ス
感
覚
の
養
成
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　「
デ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」も
本
校
独

自
の
取
り
組
み
で
す
。こ
れ
は
習
得
し

た
技
術
や
知
識
を
ア
ピ
ー
ル
し
、在
学

中
に
企
業
か
ら
ス
カ
ウ
ト
を
受
け
る
機

会
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、企
業
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
技
術
を
証
明
す
る

検
定
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て

就
職
・
独
立
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

教
育
の
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る

高
い
出
席
率
と
就
職
率

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
、本

校
の
学
生
の
出
席
率
は
極
め
て
高
く
、

昨
年
の
デ
ー
タ
で
は
美
容
科
の
卒
業

生
約
1
5
0
人
の
平
均
欠
席
日
数
は

2
年
間
で
0.3
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
生
の
頑
張
り
も
あ
っ

て
、本
校
は
業
界
就
職
率
1
0
0
％
と

い
う
結
果
も
残
し
て
い
ま
す
。こ
の
業

界
で
は
美
容
師
を
志
す
人
で
も
、下
積

み
生
活
や
待
遇
面
に
不
満
を
持
ち
、楽

▲見学風景▼

▲プロ仕様の実習サロン（O.designs〈オーデザインズ〉）

▲人気ショップ「SPINNS」とコラボ ▲FACo

FACo／イオン九州／岩田屋／モバゲー／SPINNS／月刊くるめ／コフレドール／
映画『ひみつのアッコちゃん』／映画『今日、恋をはじめます』／Hanjiro／minne／
TEN-YA／BABY,THE STARS SHINE BRIGHT／セキミキ・グループ／博多阪急 ほか
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トップ
スタイリスト科 美容科 メイク・エステ科 ファッション
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大村美容ファッション専門学校　5つの学科

TOP STYLIST
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MAKE
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オオムラは、業界タイアップ＆
産学協同プロジェクトにも力を入れています!

センスと技術
を競う、
多彩なコンテストやショーイベントを開催
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学校法人 大村文化学園

成
22
年
）、美
容
の
み
な
ら
ず
ト
ー
タ

ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
総
合
学
校「
大
村

美
容
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
」と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
日
で
は「
ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

科
」「
美
容
科
」「
メ
イ
ク・エ
ス
テ
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科
」の
5
学
科
13
コ
ー

ス
を
擁
す
る
専
門
学
校
と
し
て「
業
界

を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
」を
図
っ
て

い
ま
す
。

人
間
力
に
焦
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を
当
て
た

人
格
と
技
術
を
育
む
教
育
理
念

　
本
校
は
、人
を
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し
く
、笑
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に
、お

し
ゃ
れ
に
、そ
し
て
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
、「
一
人
前
の
技
術
者
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あ
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前
に
、

一
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会
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で
あ
れ
」と
の
考
え
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も
と
、「
一
に
人
格 

二
に
技
術
」と

い
う
教
育
理
念
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、社
会
生
活
の
基
本
で
あ
る

「
挨
拶
」「
返
事
」「
時
間
厳
守
」を
入

学
時
か
ら
学
生
に
徹
底
指
導
し
て
い

ま
す
。

昭
和
初
期
に
開
業
し
た
美
容
室
が

専
門
学
校
の
出
発
点

　
1
9
2
9
年（
昭
和
4
年
）、祖
母

の
大
村
ト
ミ
が
福
岡
市
新
大
工
町（
現

唐
人
町
）に
福
岡
で
2
番
目
と
な
る
洋

髪
専
門
店「
M
L
美
容
室
」を
開
業

し
ま
し
た
。祖
母
ト
ミ
の
技
術
が
評
判

と
な
り
、弟
子
入
り
を
希
望
す
る
人

が
次
々
と
訪
れ
ま
し
た
。終
戦
後
の

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
）、多
く
の

弟
子
た
ち
の
指
導
で
美
容
室
の
業
務

に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

「
大
村
美
容
研
究
所
」を
設
立
し
美
容

師
の
技
術
指
導
を
本
格
的
に
始
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
志
願
者
は
増
え
続
け
、

1
9
5
4
年（
昭
和
29
年
）に「
大
村
美

容
専
門
学
院
」へ
変
更
、

1
9
9
2
年（
平
成

4
年
）に「
学
校
法
人

大
村
文
化
学

園
」
の
認
可

を
取
得
し
、

2
0
1
0
年（
平

室
と「
オ
ー
デ
ザ
イ
ン
ズ

O
.designs

」と
い
う
美
容
実

務
実
習
室
の
2
サ
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を
有
し
て
お
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、

学
生
は
プ
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意
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と
技
術
力
を
高
め
る

た
め
に
こ
こ
で
お
客
様
へ
施
術
を
行
う

実
習
を
行
っ
て
、現
場
に
即
し
た
ス
キ
ル

と
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に「O

.designs

」は
、福
岡
市

中
央
区
大
名
に
あ
る
サ
ロ
ン
で
、あ
え

て
学
校
か
ら
離
れ
た
賑
わ
い
の
あ
る
場

所
に
造
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、学
校
と

は
雰
囲
気
も
異
な
る
サ
ロ
ン
で
学
生
気

分
を
抜
い
て
実
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
た
め
で
、責
任
感
や
将
来
プ
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と
な

る
心
構
え
を
培
う
場
と
し
て
も
機
能

し
て
い
ま
す
。

（
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）イ
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リ
ス
の
フ
ァ
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シ
ョ
ン
デ
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イ
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ー
で

あ
る
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ア
ン・ウ
エ
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ト
ウ
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ド
の
長

男
で
、自
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を

持
つ
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、写
真
家

コ
ン
テ
ス
ト
や

産
学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
で
磨
く

技
術
と
感
性

　
本
校
は
日
頃
か
ら
磨
い
て
き
た
技

術
を
発
揮
す
る
舞
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と
し
て
、学
内

で
多
彩
な
コ
ン
テ
ス
ト
や
シ
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ー
イ
ベ
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ト
を
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る
ほ
か
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。
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全
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も
と

よ
り
海
外
の
多
く
の
プ
ロ
美
容
師
も

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
西
日
本
最
大
級
の
ヘ

ア
＆
メ
イ
ク
コ
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テ
ス
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す
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の
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会
で
、メ
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ン
の
レ
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ス
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ッ
ト

部
門
の
グ
ラ
ン
プ
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を
獲
得
し
て
お

り
、更
に
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1
4
年（
平
成
26
年
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に
は
4
部
門
で
9
名
が
入
賞
と
い
う

「
全
参
加
美
容
学
校
で
入
賞
者
数
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」の
快
挙
も
達
成
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、学
生
が
様
々
な
企
業
や
ブ
ラ

ン
ド
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る「
産
学
協
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
教
育
の
大
き
な
柱

で
す
。学
生
た
ち
が
独
自
の
発
想
で
ビ

ジ
ネ
ス
や
商
品
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考

察
し
、実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と

で
業
界
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
く
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
と

関
わ
る
こ
と
で
、提
案
力
の
向
上
や
ビ

が
り
ま
す
。こ
う
し
て
将
来
で
も
活
用

で
き
る
能
力
を
培
っ
て
い
る
の
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
サ
ロ
ン
実
習
な
ど

多
彩
な
教
育
を
展
開

　
本
校
の
特
徴
は
、ま
ず「
ヘ
ア
」「
メ

イ
ク・エ
ス
テ
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」の
3

分
野
の
学
生
が
お
互
い
に
刺
激
し
合

え
る
こ
と
と
、業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る〝
プ
ロ
〞を
講
師
に
迎
え
、プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
講
師
陣
に
は
、客
員
教
授
の
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン・ア
ー
サ
ー・ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド

氏（
※
）の
ほ
か
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の

編
集
長
、著
名
な
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
お
呼
び
し
て
お
り
、ス

キ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
、仕
事
の
取

り
組
み
方
や
リ
ア
ル
な
現
場
の
雰
囲
気

な
ど
を
プ
ロ
が
伝
え
る
こ
と
で
、学
生

の
感
性
を
大
い
に
刺
激
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
面
に
目
を
向
け
ま
す
と
、本
校

に
は
プ
ロ
仕
様
の
設
備
を
整
え
た

「
コ
フ
レ

C
offret

」と
い
う
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
実
習

　
ま
ず「
一
に
人
格
」の
言
葉
の
意
味

は
、「
信
頼
さ
れ
る
人
間
」に
な
り
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。周
囲
の
人
か
ら

信
用
さ
れ
る
た
め
に
正
し
い
生
活
態

度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、

様
々
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。一
例
と
し
て
、隣
接
す
る
大
濠
公

園
な
ど
学
校
周
辺
の
清
掃
を
学
生
が

行
う
ほ
か
、朝
夕
に
は
学
校
の
前
に

立
っ
て
学
校
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、行

き
交
う
方
々
に
も
挨
拶
を
し
て
い
ま

す
。更
に
は
、学
校
周
辺
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、

お
祭
り
や
運
動
会
、町
内
会
活
動
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
な
ど
、様
々
な
形
で

地
域
貢
献
を
果
た
し
な
が
ら
、行
事
の

運
営
、高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
な
ど

を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ「
二
に
技
術
」は
、「
技
術

は
回
数
」を
合
言
葉
に
、徹
底
的
な
反

復
練
習
を
組
み
込
ん
だ
技
術
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。美
容
・フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
、回
数
を
こ
な
す
ほ
ど
技
術
は
向

上
し
て
い
き
ま
す
し
、作
品
の
質
も
上

を
し
て
稼
げ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
そ
の
ま

ま
仕
事
に
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、本
校
の
学
生
は
、ひ
と

り
ひ
と
り
が
将
来
の
仕
事
を
見
つ
め
、

就
職
指
導
を
1
年
次
か
ら
し
っ
か
り

と
実
施
し
て
い
る
た
め
、高
い
就
職
率

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、本
校
の
未
来
図
と
し
て
、

校
内
を
自
主
性
あ
ふ
れ
る
学
生
た
ち

で
満
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。目

指
す
の
は
、自
分
を
律
し
て
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、自
分
で
何
か
を

見
つ
け
行
動
で
き
る
学
生
づ
く
り
で

す
。ま
た
、学
生
の
長
所
を
発
見
し
、

磨
き
を
か
け
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
人
材

へ
と
成
長
す
る
教
育
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ネ
ス
感
覚
の
養
成
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　「
デ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」も
本
校
独

自
の
取
り
組
み
で
す
。こ
れ
は
習
得
し

た
技
術
や
知
識
を
ア
ピ
ー
ル
し
、在
学

中
に
企
業
か
ら
ス
カ
ウ
ト
を
受
け
る
機

会
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、企
業
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
技
術
を
証
明
す
る

検
定
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て

就
職
・
独
立
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

教
育
の
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る

高
い
出
席
率
と
就
職
率

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
、本

校
の
学
生
の
出
席
率
は
極
め
て
高
く
、

昨
年
の
デ
ー
タ
で
は
美
容
科
の
卒
業

生
約
1
5
0
人
の
平
均
欠
席
日
数
は

2
年
間
で
0.3
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
生
の
頑
張
り
も
あ
っ

て
、本
校
は
業
界
就
職
率
1
0
0
％
と

い
う
結
果
も
残
し
て
い
ま
す
。こ
の
業

界
で
は
美
容
師
を
志
す
人
で
も
、下
積

み
生
活
や
待
遇
面
に
不
満
を
持
ち
、楽

▲見学風景▼

▲プロ仕様の実習サロン（O.designs〈オーデザインズ〉）

▲人気ショップ「SPINNS」とコラボ ▲FACo

FACo／イオン九州／岩田屋／モバゲー／SPINNS／月刊くるめ／コフレドール／
映画『ひみつのアッコちゃん』／映画『今日、恋をはじめます』／Hanjiro／minne／
TEN-YA／BABY,THE STARS SHINE BRIGHT／セキミキ・グループ／博多阪急 ほか

▶タイアップ実績〔順不同）

トップ
スタイリスト科 美容科 メイク・エステ科 ファッション

クリエイター科 ファッション科

大村美容ファッション専門学校　5つの学科

TOP STYLIST

FASHION

FASHIONCREATOR

MAKE

・ESTHETIC

BEAUTY

オオムラは、業界タイアップ＆
産学協同プロジェクトにも力を入れています!

センスと技術
を競う、
多彩なコンテストやショーイベントを開催
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学校法人 大村文化学園

成
22
年
）、美
容
の
み
な
ら
ず
ト
ー
タ

ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
総
合
学
校「
大
村

美
容
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
」と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
日
で
は「
ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

科
」「
美
容
科
」「
メ
イ
ク・エ
ス
テ
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科
」の
5
学
科
13
コ
ー

ス
を
擁
す
る
専
門
学
校
と
し
て「
業
界

を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
」を
図
っ
て

い
ま
す
。

人
間
力
に
焦
点
を
当
て
た

人
格
と
技
術
を
育
む
教
育
理
念

　
本
校
は
、人
を
美
し
く
、笑
顔
に
、お

し
ゃ
れ
に
、そ
し
て
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
、「
一
人
前
の
技
術
者
で
あ
る
前
に
、

一
人
前
の
社
会
人
で
あ
れ
」と
の
考
え

の
も
と
、「
一
に
人
格 

二
に
技
術
」と

い
う
教
育
理
念
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、社
会
生
活
の
基
本
で
あ
る

「
挨
拶
」「
返
事
」「
時
間
厳
守
」を
入

学
時
か
ら
学
生
に
徹
底
指
導
し
て
い

ま
す
。

昭
和
初
期
に
開
業
し
た
美
容
室
が

専
門
学
校
の
出
発
点

　
1
9
2
9
年（
昭
和
4
年
）、祖
母

の
大
村
ト
ミ
が
福
岡
市
新
大
工
町（
現

唐
人
町
）に
福
岡
で
2
番
目
と
な
る
洋

髪
専
門
店「
M
L
美
容
室
」を
開
業

し
ま
し
た
。祖
母
ト
ミ
の
技
術
が
評
判

と
な
り
、弟
子
入
り
を
希
望
す
る
人

が
次
々
と
訪
れ
ま
し
た
。終
戦
後
の

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
）、多
く
の

弟
子
た
ち
の
指
導
で
美
容
室
の
業
務

に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

「
大
村
美
容
研
究
所
」を
設
立
し
美
容

師
の
技
術
指
導
を
本
格
的
に
始
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
志
願
者
は
増
え
続
け
、

1
9
5
4
年（
昭
和
29
年
）に「
大
村
美

容
専
門
学
院
」へ
変
更
、

1
9
9
2
年（
平
成

4
年
）に「
学
校
法
人

大
村
文
化
学

園
」
の
認
可

を
取
得
し
、

2
0
1
0
年（
平

室
と「
オ
ー
デ
ザ
イ
ン
ズ

O
.designs

」と
い
う
美
容
実

務
実
習
室
の
2
サ
ロ
ン
を
有
し
て
お
り
、

学
生
は
プ
ロ
意
識
と
技
術
力
を
高
め
る

た
め
に
こ
こ
で
お
客
様
へ
施
術
を
行
う

実
習
を
行
っ
て
、現
場
に
即
し
た
ス
キ
ル

と
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に「O

.designs
」は
、福
岡
市

中
央
区
大
名
に
あ
る
サ
ロ
ン
で
、あ
え

て
学
校
か
ら
離
れ
た
賑
わ
い
の
あ
る
場

所
に
造
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、学
校
と

は
雰
囲
気
も
異
な
る
サ
ロ
ン
で
学
生
気

分
を
抜
い
て
実
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
た
め
で
、責
任
感
や
将
来
プ
ロ
と
な

る
心
構
え
を
培
う
場
と
し
て
も
機
能

し
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

あ
る
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン・ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
長

男
で
、自
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を

持
つ
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、写
真
家

コ
ン
テ
ス
ト
や

産
学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
磨
く

技
術
と
感
性

　
本
校
は
日
頃
か
ら
磨
い
て
き
た
技

術
を
発
揮
す
る
舞
台
と
し
て
、学
内

で
多
彩
な
コ
ン
テ
ス
ト
や
シ
ョ
ー
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、学
外
コ

ン
テ
ス
ト
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば〝A

SIA
 B

E
A

U
T

Y
 

C
O

N
G

R
ESS

〞。日
本
全
国
は
も
と

よ
り
海
外
の
多
く
の
プ
ロ
美
容
師
も

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
西
日
本
最
大
級
の
ヘ

ア
＆
メ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。こ
の

大
会
で
、メ
イ
ン
の
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト

部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
て
お

り
、更
に
2
0
1
4
年（
平
成
26
年
）

に
は
4
部
門
で
9
名
が
入
賞
と
い
う

「
全
参
加
美
容
学
校
で
入
賞
者
数
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」の
快
挙
も
達
成
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、学
生
が
様
々
な
企
業
や
ブ
ラ

ン
ド
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る「
産
学
協
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
教
育
の
大
き
な
柱

で
す
。学
生
た
ち
が
独
自
の
発
想
で
ビ

ジ
ネ
ス
や
商
品
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考

察
し
、実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と

で
業
界
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
く
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
と

関
わ
る
こ
と
で
、提
案
力
の
向
上
や
ビ

が
り
ま
す
。こ
う
し
て
将
来
で
も
活
用

で
き
る
能
力
を
培
っ
て
い
る
の
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
サ
ロ
ン
実
習
な
ど

多
彩
な
教
育
を
展
開

　
本
校
の
特
徴
は
、ま
ず「
ヘ
ア
」「
メ

イ
ク・エ
ス
テ
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」の
3

分
野
の
学
生
が
お
互
い
に
刺
激
し
合

え
る
こ
と
と
、業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る〝
プ
ロ
〞を
講
師
に
迎
え
、プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
講
師
陣
に
は
、客
員
教
授
の
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン・ア
ー
サ
ー・ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド

氏（
※
）の
ほ
か
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の

編
集
長
、著
名
な
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
お
呼
び
し
て
お
り
、ス

キ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
、仕
事
の
取

り
組
み
方
や
リ
ア
ル
な
現
場
の
雰
囲
気

な
ど
を
プ
ロ
が
伝
え
る
こ
と
で
、学
生

の
感
性
を
大
い
に
刺
激
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
面
に
目
を
向
け
ま
す
と
、本
校

に
は
プ
ロ
仕
様
の
設
備
を
整
え
た

「
コ
フ
レ

C
offret

」と
い
う
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
実
習

　
ま
ず「
一
に
人
格
」の
言
葉
の
意
味

は
、「
信
頼
さ
れ
る
人
間
」に
な
り
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。周
囲
の
人
か
ら

信
用
さ
れ
る
た
め
に
正
し
い
生
活
態

度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、

様
々
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。一
例
と
し
て
、隣
接
す
る
大
濠
公

園
な
ど
学
校
周
辺
の
清
掃
を
学
生
が

行
う
ほ
か
、朝
夕
に
は
学
校
の
前
に

立
っ
て
学
校
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、行

き
交
う
方
々
に
も
挨
拶
を
し
て
い
ま

す
。更
に
は
、学
校
周
辺
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、

お
祭
り
や
運
動
会
、町
内
会
活
動
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
な
ど
、様
々
な
形
で

地
域
貢
献
を
果
た
し
な
が
ら
、行
事
の

運
営
、高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
な
ど

を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ「
二
に
技
術
」は
、「
技
術

は
回
数
」を
合
言
葉
に
、徹
底
的
な
反

復
練
習
を
組
み
込
ん
だ
技
術
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。美
容
・フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
、回
数
を
こ
な
す
ほ
ど
技
術
は
向

上
し
て
い
き
ま
す
し
、作
品
の
質
も
上

を
し
て
稼
げ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
そ
の
ま

ま
仕
事
に
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、本
校
の
学
生
は
、ひ
と

り
ひ
と
り
が
将
来
の
仕
事
を
見
つ
め
、

就
職
指
導
を
1
年
次
か
ら
し
っ
か
り

と
実
施
し
て
い
る
た
め
、高
い
就
職
率

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、本
校
の
未
来
図
と
し
て
、

校
内
を
自
主
性
あ
ふ
れ
る
学
生
た
ち

で
満
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。目

指
す
の
は
、自
分
を
律
し
て
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、自
分
で
何
か
を

見
つ
け
行
動
で
き
る
学
生
づ
く
り
で

す
。ま
た
、学
生
の
長
所
を
発
見
し
、

磨
き
を
か
け
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
人
材

へ
と
成
長
す
る
教
育
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

▲後列左端から江濱副理事長、斉藤学校長、大村理事長、柴戸頭取、海堀支店長（福岡銀行）

ジ
ネ
ス
感
覚
の
養
成
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　「
デ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」も
本
校
独

自
の
取
り
組
み
で
す
。こ
れ
は
習
得
し

た
技
術
や
知
識
を
ア
ピ
ー
ル
し
、在
学

中
に
企
業
か
ら
ス
カ
ウ
ト
を
受
け
る
機

会
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、企
業
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
技
術
を
証
明
す
る

検
定
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て

就
職
・
独
立
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

教
育
の
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る

高
い
出
席
率
と
就
職
率

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
、本

校
の
学
生
の
出
席
率
は
極
め
て
高
く
、

昨
年
の
デ
ー
タ
で
は
美
容
科
の
卒
業

生
約
1
5
0
人
の
平
均
欠
席
日
数
は

2
年
間
で
0.3
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
生
の
頑
張
り
も
あ
っ

て
、本
校
は
業
界
就
職
率
1
0
0
％
と

い
う
結
果
も
残
し
て
い
ま
す
。こ
の
業

界
で
は
美
容
師
を
志
す
人
で
も
、下
積

み
生
活
や
待
遇
面
に
不
満
を
持
ち
、楽

◎インタビューを終えて

　生徒の皆さんの挨拶と熱心に実習に取り組んでいる姿を通じて「一に人格
二に技術」の教育方針の成果が表れていると感じました。
　様々なコンテストでグランプリなどの優秀な成績を収められているのも、
貴校のカリキュラムによるチームワークで個々の技術力を高められた指導の
賜物だと思います。
　これからも人格と技術を兼ね備えた立派な美容師やファッションデザイナー
を輩出され、福岡はもとより全国で活躍されることを期待しています。　

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

▲オオムラの頭文字「O（オー）」を
　モチーフにしたデザイン
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学校法人 大村文化学園

成
22
年
）、美
容
の
み
な
ら
ず
ト
ー
タ

ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
総
合
学
校「
大
村

美
容
フ
ァッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
」と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
日
で
は「
ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

科
」「
美
容
科
」「
メ
イ
ク・エ
ス
テ
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
科
」の
5
学
科
13
コ
ー

ス
を
擁
す
る
専
門
学
校
と
し
て「
業
界

を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
」を
図
っ
て

い
ま
す
。

人
間
力
に
焦
点
を
当
て
た

人
格
と
技
術
を
育
む
教
育
理
念

　
本
校
は
、人
を
美
し
く
、笑
顔
に
、お

し
ゃ
れ
に
、そ
し
て
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
、「
一
人
前
の
技
術
者
で
あ
る
前
に
、

一
人
前
の
社
会
人
で
あ
れ
」と
の
考
え

の
も
と
、「
一
に
人
格 

二
に
技
術
」と

い
う
教
育
理
念
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、社
会
生
活
の
基
本
で
あ
る

「
挨
拶
」「
返
事
」「
時
間
厳
守
」を
入

学
時
か
ら
学
生
に
徹
底
指
導
し
て
い

ま
す
。

昭
和
初
期
に
開
業
し
た
美
容
室
が

専
門
学
校
の
出
発
点

　
1
9
2
9
年（
昭
和
4
年
）、祖
母

の
大
村
ト
ミ
が
福
岡
市
新
大
工
町（
現

唐
人
町
）に
福
岡
で
2
番
目
と
な
る
洋

髪
専
門
店「
M
L
美
容
室
」を
開
業

し
ま
し
た
。祖
母
ト
ミ
の
技
術
が
評
判

と
な
り
、弟
子
入
り
を
希
望
す
る
人

が
次
々
と
訪
れ
ま
し
た
。終
戦
後
の

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
）、多
く
の

弟
子
た
ち
の
指
導
で
美
容
室
の
業
務

に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

「
大
村
美
容
研
究
所
」を
設
立
し
美
容

師
の
技
術
指
導
を
本
格
的
に
始
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
志
願
者
は
増
え
続
け
、

1
9
5
4
年（
昭
和
29
年
）に「
大
村
美

容
専
門
学
院
」へ
変
更
、

1
9
9
2
年（
平
成

4
年
）に「
学
校
法
人

大
村
文
化
学

園
」
の
認
可

を
取
得
し
、

2
0
1
0
年（
平

室
と「
オ
ー
デ
ザ
イ
ン
ズ

O
.designs

」と
い
う
美
容
実

務
実
習
室
の
2
サ
ロ
ン
を
有
し
て
お
り
、

学
生
は
プ
ロ
意
識
と
技
術
力
を
高
め
る

た
め
に
こ
こ
で
お
客
様
へ
施
術
を
行
う

実
習
を
行
っ
て
、現
場
に
即
し
た
ス
キ
ル

と
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に「O

.designs

」は
、福
岡
市

中
央
区
大
名
に
あ
る
サ
ロ
ン
で
、あ
え

て
学
校
か
ら
離
れ
た
賑
わ
い
の
あ
る
場

所
に
造
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、学
校
と

は
雰
囲
気
も
異
な
る
サ
ロ
ン
で
学
生
気

分
を
抜
い
て
実
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
た
め
で
、責
任
感
や
将
来
プ
ロ
と
な

る
心
構
え
を
培
う
場
と
し
て
も
機
能

し
て
い
ま
す
。

（
※
）イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

あ
る
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン・ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
長

男
で
、自
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を

持
つ
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、写
真
家

コ
ン
テ
ス
ト
や

産
学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
磨
く

技
術
と
感
性

　
本
校
は
日
頃
か
ら
磨
い
て
き
た
技

術
を
発
揮
す
る
舞
台
と
し
て
、学
内

で
多
彩
な
コ
ン
テ
ス
ト
や
シ
ョ
ー
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、学
外
コ

ン
テ
ス
ト
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば〝A

SIA
 B

E
A

U
T

Y
 

C
O

N
G

R
ESS

〞。日
本
全
国
は
も
と

よ
り
海
外
の
多
く
の
プ
ロ
美
容
師
も

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
西
日
本
最
大
級
の
ヘ

ア
＆
メ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。こ
の

大
会
で
、メ
イ
ン
の
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト

部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
て
お

り
、更
に
2
0
1
4
年（
平
成
26
年
）

に
は
4
部
門
で
9
名
が
入
賞
と
い
う

「
全
参
加
美
容
学
校
で
入
賞
者
数
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」の
快
挙
も
達
成
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、学
生
が
様
々
な
企
業
や
ブ
ラ

ン
ド
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る「
産
学
協
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
教
育
の
大
き
な
柱

で
す
。学
生
た
ち
が
独
自
の
発
想
で
ビ

ジ
ネ
ス
や
商
品
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考

察
し
、実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と

で
業
界
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
く
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
と

関
わ
る
こ
と
で
、提
案
力
の
向
上
や
ビ

が
り
ま
す
。こ
う
し
て
将
来
で
も
活
用

で
き
る
能
力
を
培
っ
て
い
る
の
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
サ
ロ
ン
実
習
な
ど

多
彩
な
教
育
を
展
開

　
本
校
の
特
徴
は
、ま
ず「
ヘ
ア
」「
メ

イ
ク・エ
ス
テ
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」の
3

分
野
の
学
生
が
お
互
い
に
刺
激
し
合

え
る
こ
と
と
、業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る〝
プ
ロ
〞を
講
師
に
迎
え
、プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
講
師
陣
に
は
、客
員
教
授
の
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン・ア
ー
サ
ー・ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド

氏（
※
）の
ほ
か
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の

編
集
長
、著
名
な
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
お
呼
び
し
て
お
り
、ス

キ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
、仕
事
の
取

り
組
み
方
や
リ
ア
ル
な
現
場
の
雰
囲
気

な
ど
を
プ
ロ
が
伝
え
る
こ
と
で
、学
生

の
感
性
を
大
い
に
刺
激
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
面
に
目
を
向
け
ま
す
と
、本
校

に
は
プ
ロ
仕
様
の
設
備
を
整
え
た

「
コ
フ
レ

C
offret

」と
い
う
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
実
習

　
ま
ず「
一
に
人
格
」の
言
葉
の
意
味

は
、「
信
頼
さ
れ
る
人
間
」に
な
り
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。周
囲
の
人
か
ら

信
用
さ
れ
る
た
め
に
正
し
い
生
活
態

度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、

様
々
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。一
例
と
し
て
、隣
接
す
る
大
濠
公

園
な
ど
学
校
周
辺
の
清
掃
を
学
生
が

行
う
ほ
か
、朝
夕
に
は
学
校
の
前
に

立
っ
て
学
校
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、行

き
交
う
方
々
に
も
挨
拶
を
し
て
い
ま

す
。更
に
は
、学
校
周
辺
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、

お
祭
り
や
運
動
会
、町
内
会
活
動
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
な
ど
、様
々
な
形
で

地
域
貢
献
を
果
た
し
な
が
ら
、行
事
の

運
営
、高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
な
ど

を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ「
二
に
技
術
」は
、「
技
術

は
回
数
」を
合
言
葉
に
、徹
底
的
な
反

復
練
習
を
組
み
込
ん
だ
技
術
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。美
容
・フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
、回
数
を
こ
な
す
ほ
ど
技
術
は
向

上
し
て
い
き
ま
す
し
、作
品
の
質
も
上

を
し
て
稼
げ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
そ
の
ま

ま
仕
事
に
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、本
校
の
学
生
は
、ひ
と

り
ひ
と
り
が
将
来
の
仕
事
を
見
つ
め
、

就
職
指
導
を
1
年
次
か
ら
し
っ
か
り

と
実
施
し
て
い
る
た
め
、高
い
就
職
率

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、本
校
の
未
来
図
と
し
て
、

校
内
を
自
主
性
あ
ふ
れ
る
学
生
た
ち

で
満
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。目

指
す
の
は
、自
分
を
律
し
て
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、自
分
で
何
か
を

見
つ
け
行
動
で
き
る
学
生
づ
く
り
で

す
。ま
た
、学
生
の
長
所
を
発
見
し
、

磨
き
を
か
け
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
人
材

へ
と
成
長
す
る
教
育
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

▲後列左端から江濱副理事長、斉藤学校長、大村理事長、柴戸頭取、海堀支店長（福岡銀行）

ジ
ネ
ス
感
覚
の
養
成
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　「
デ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」も
本
校
独

自
の
取
り
組
み
で
す
。こ
れ
は
習
得
し

た
技
術
や
知
識
を
ア
ピ
ー
ル
し
、在
学

中
に
企
業
か
ら
ス
カ
ウ
ト
を
受
け
る
機

会
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、企
業
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
技
術
を
証
明
す
る

検
定
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て

就
職
・
独
立
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

教
育
の
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る

高
い
出
席
率
と
就
職
率

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
、本

校
の
学
生
の
出
席
率
は
極
め
て
高
く
、

昨
年
の
デ
ー
タ
で
は
美
容
科
の
卒
業

生
約
1
5
0
人
の
平
均
欠
席
日
数
は

2
年
間
で
0.3
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
生
の
頑
張
り
も
あ
っ

て
、本
校
は
業
界
就
職
率
1
0
0
％
と

い
う
結
果
も
残
し
て
い
ま
す
。こ
の
業

界
で
は
美
容
師
を
志
す
人
で
も
、下
積

み
生
活
や
待
遇
面
に
不
満
を
持
ち
、楽

◎インタビューを終えて

　生徒の皆さんの挨拶と熱心に実習に取り組んでいる姿を通じて「一に人格
二に技術」の教育方針の成果が表れていると感じました。
　様々なコンテストでグランプリなどの優秀な成績を収められているのも、
貴校のカリキュラムによるチームワークで個々の技術力を高められた指導の
賜物だと思います。
　これからも人格と技術を兼ね備えた立派な美容師やファッションデザイナー
を輩出され、福岡はもとより全国で活躍されることを期待しています。　
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は
塗
料
販
売
だ
け
で
は
事
業
と
し
て

成
り
立
た
な
い
」と
感
じ
、新
た
な
事

業
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
出
会
い
、販
売
を
開
始

し
た
の
が
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

頃
に
誕
生
し
た
粘
着
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

色
付
き
の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

で
、そ
れ
ま
で
筆
と
塗
料
で
作
っ
て
い

た
看
板
を
、よ
り
容
易
に
、か
つ
綺
麗

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、看
板
資
材
と
し
て
の
粘
着
フ
ィ

ル
ム
に
対
す
る
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）頃
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
ー（
フ
ィ
ル
ム
切
り
抜
き
機
）が
登
場

し
た
こ
と
で
手
作
業
だ
っ
た
文
字
な
ど

の
切
り
抜
き
が
デ
ー
タ
入
力
す
る
だ

け
で
自
由
自
在
に
カ
ッ
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
粘
着
フ
ィ

ル
ム
の
需
要
が
増
々
拡
大
し
販
売
の
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
と
の
出
会
い
は
、そ
の

後
の
我
が
社
の
大
き
な
飛
躍
へ
と
繋
が

り
ま
し
た
。

創
業
時
、主
に
塗
料
を
販
売

し
て
い
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）、

熊
本
市

さ
い
く
ま
ち

細
工
町
で
祖
父
・
冨

三
郎
が
浜
地
塗
料
店
を
創
業
し
ま
し

た
。創
業
当
時
は
一
斗
缶
に
入
っ
た
塗

料
を
中
心
に
、刷
毛
な
ど
の
資
材
も
販

売
し
て
い
ま
し
た
。塗
料
販
売
は
、創

業
時
か
ら
現
会
長
で
あ
る
父・徳
太
郎

が
社
長
に
就
任
す
る
1
9
7
8
年

（
昭
和
53
年
）ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
父
・
徳
太
郎
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
時
に
出
会
っ

た
若
手
の
看
板
業
者
さ
ん
が
い
ま
し

た
。そ
の
方
は
、す
で
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ

ト
印
刷
機
を
活
用
さ
れ
て
お
り
、イ
ン

ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
の
使
い
方
を
私
に

快
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。私

は
、毎
晩
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
方
の

ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
約
1
年
か
け

て
勉
強
し
、つ
い
に
我
が
社
で
も
自
信

を
持
っ
て
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
を

取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

ご
ろ
に
な
る
と
徐
々
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト

印
刷
機
に
関
連
す
る
看
板
資
材
の
注

文
が
増
え
て
き
ま
し
た
。注
文
を
受
け

る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、ど
ん
な
に
夜
遅

く
て
も
、日
曜
祭
日
で
あ
っ
て
も
お
客

様
の
希
望
に
合
わ
せ
て
喜
ん
で
納
品

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
つ
い
に
3

年
目
に
は
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
と
の
出

会
い
が
我
が
社
の
2
度
目
の
飛
躍
に

　福
岡
支
店（
現
・
福
岡
営
業
本
店
）

開
設
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
私
は
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に

大
学
を
卒
業
後
、我
が
社
に
入
社
す
る

と
、同
年
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
福
岡

支
店
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。福
岡
支

店
で
の
最
初
の
数
年
間
は
苦
労
の
連

続
で
し
た
。競
合
相
手
が
多
数
い
ま
し

た
し
、私
も
未
経
験
な
わ
け
で
す
か
ら

当
然
の
こ
と
で
す
。で
も
だ
か
ら
こ
そ

懸
命
に
な
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、2
0
0
1

年（
平
成
13
年
）に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印

刷
機
が
世
に
出
て
き
た
こ
と
で
す
。イ

ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
は
何
で
も
自
由

に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
使
い
勝
手
の
良
さ

か
ら
、我
が
社
が
手
掛
け
る
看
板
事

業
に
お
け
る
取
扱
商
材
の
次
の
柱
に

な
る
と
直
感
し
ま
し
た
。た
だ
、私
は

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
に
関
す

る
知
識
も
技
術
も
な
く
、ど
の
よ
う
に

取
り
扱
え
ば
良
い
の
か
全
く
わ
か
り

く
れ
る
か
ら
こ
そ
、そ
う
し
た
変
化
へ

の
柔
軟
な
対
応
が
で
き
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
今
も
昔
も
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。個
々
の
お

客
様
を
大
切
に
し
な
が
ら
、お
客
様
と

共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
の

た
め
に
も
営
業
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、お
客
様
へ
の
最

新
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
の
一
環
と
し

て
お
客
様
向
け
勉
強
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
昨
年
か
ら
大
分

営
業
所
で
専
門
家
を
招
い
た「
お
気

軽
セ
ミ
ナ
ー
」を
始
め
た
の
で
す
が
、

回
数
も
12
回
を
数
え
、お
客
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、他
の
拠

点
で
も
開
催
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
2
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
福
岡

国
際
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
）で
の
展
示

会
も
好
評
で
す
。毎
回
60
社
ほ
ど
の
取

引
メ
ー
カ
ー
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、

千
数
百
人
の
お
客
様
に
最
先
端
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
と
し
て
H
I
G
H 

V
A
L
U
E

（
福
岡
市
東
区
）を
、2
0
1
2
年

（
平
成
24
年
）に
は
更
に
倉
庫
管
理
の

内
製
化
も
図
る
べ
く
H
I
G
H 

V
A
L
U
E
菊
水
流
通
倉
庫
を
開
設

し
、現
在
は
本
社
以
外
に
九
州
の
８
ヶ

所
に
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。拠
点
は

複
数
に
わ
た
り
ま
す
が
、各
拠
点
が
持

つ
最
新
情
報
や
在
庫
状
況
等
に
つ
い
て

共
有
化
を
図
り
、お
互
い
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、拠

点
同
士
の
相
乗
効
果
を
高
め
、よ
り
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　時
代
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
っ
て
変

化
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
　

　
我
が
社
は
こ
れ
ま
で
そ
の
時
々
の
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を

着
実
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

在
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。誠
実
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
社
員
た
ち
が
い
て

繋
が
る
転
機
と
な
り
ま
し
た
。今
で
も

当
時
ご
指
導
い
た
だ
い
た
業
者
さ
ん

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
更
に
2
0
1
0
年（
平
成
22

年
）頃
に
な
る
と
、L
E
D
照
明
が
社

会
に
認
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。私
は

L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
次
の
事
業

の
柱
と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ
の
L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
は

難
し
い
専
門
知
識
が
必
要
で
す
が
、こ

の
分
野
を
制
す
れ
ば
業
界
で
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、現
在
ス

タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、研
鑽
を
積
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　現
在
は
各
地
に
拠
点
を
お
持
ち
で

す
ね
。

　
福
岡
支
店
の
開
設
を
皮
切
り
に
、久

留
米
営
業
所
、北
九
州
営
業
所
、福
岡

東
営
業
所
、長
崎
営
業
所
、大
分
営
業

所
を
構
え
て
い
る
他
、2
0
1
1
年

（
平
成
23
年
）に
は
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
や
海
外
と
の
取
引
を
行
う

▲本社前（左から濱地社長、竹下頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

株式会社 ハマジ

竹下頭取

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
看
板
資
材
の
卸
売
を
本
業
と
し
な

が
ら
、関
連
す
る
様
々
な
分
野
に
目
を

向
け
、新
た
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
道
路
標
識
等
に
使
用
さ
れ
る

反
射
材
を
主
に
扱
う
新
事
業「
R
M
事

業
部
」を
本
格
展
開
す
る
他
、自
社
ブ

ラ
ン
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。更
に
は
原
材
料
だ

け
で
は
な
く
、半
完
成
品
を
提
供
で
き

る
よ
う
、デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
や
製
造
機

械
も
備
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、誠

実
に
情
熱
的
に
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
サ
イ
ン
資
材
の
問
屋
か
ら
サ

イ
ン
の
総
合
商
社
へ
と
脱
皮
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。目
指
す
は「
皆
様
に
愛

さ
れ
る
一
流
企
業
」で
す
。規
模
の
大
き

さ
で
は
な
く
、質
の
良
さ
を
追
求
し
て
い

く
会
社
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

濱地社長

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

中
央
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

株
式
会
社 

ハマ
ジ

代
表
取
締
役
社
長

濱
地 

泰
行
氏

九
州
９
ヶ
所
を
拠
点
に

サ
イ
ン
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
一
流
企
業
へ
。
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は
塗
料
販
売
だ
け
で
は
事
業
と
し
て

成
り
立
た
な
い
」と
感
じ
、新
た
な
事

業
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
出
会
い
、販
売
を
開
始

し
た
の
が
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

頃
に
誕
生
し
た
粘
着
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

色
付
き
の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

で
、そ
れ
ま
で
筆
と
塗
料
で
作
っ
て
い

た
看
板
を
、よ
り
容
易
に
、か
つ
綺
麗

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、看
板
資
材
と
し
て
の
粘
着
フ
ィ

ル
ム
に
対
す
る
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）頃
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
ー（
フ
ィ
ル
ム
切
り
抜
き
機
）が
登
場

し
た
こ
と
で
手
作
業
だ
っ
た
文
字
な
ど

の
切
り
抜
き
が
デ
ー
タ
入
力
す
る
だ

け
で
自
由
自
在
に
カ
ッ
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
粘
着
フ
ィ

ル
ム
の
需
要
が
増
々
拡
大
し
販
売
の
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
と
の
出
会
い
は
、そ
の

後
の
我
が
社
の
大
き
な
飛
躍
へ
と
繋
が

り
ま
し
た
。

創
業
時
、主
に
塗
料
を
販
売

し
て
い
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）、

熊
本
市

さ
い
く
ま
ち

細
工
町
で
祖
父
・
冨

三
郎
が
浜
地
塗
料
店
を
創
業
し
ま
し

た
。創
業
当
時
は
一
斗
缶
に
入
っ
た
塗

料
を
中
心
に
、刷
毛
な
ど
の
資
材
も
販

売
し
て
い
ま
し
た
。塗
料
販
売
は
、創

業
時
か
ら
現
会
長
で
あ
る
父・徳
太
郎

が
社
長
に
就
任
す
る
1
9
7
8
年

（
昭
和
53
年
）ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
父
・
徳
太
郎
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
時
に
出
会
っ

た
若
手
の
看
板
業
者
さ
ん
が
い
ま
し

た
。そ
の
方
は
、す
で
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ

ト
印
刷
機
を
活
用
さ
れ
て
お
り
、イ
ン

ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
の
使
い
方
を
私
に

快
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。私

は
、毎
晩
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
方
の

ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
約
1
年
か
け

て
勉
強
し
、つ
い
に
我
が
社
で
も
自
信

を
持
っ
て
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
を

取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

ご
ろ
に
な
る
と
徐
々
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト

印
刷
機
に
関
連
す
る
看
板
資
材
の
注

文
が
増
え
て
き
ま
し
た
。注
文
を
受
け

る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、ど
ん
な
に
夜
遅

く
て
も
、日
曜
祭
日
で
あ
っ
て
も
お
客

様
の
希
望
に
合
わ
せ
て
喜
ん
で
納
品

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
つ
い
に
3

年
目
に
は
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
と
の
出

会
い
が
我
が
社
の
2
度
目
の
飛
躍
に

　福
岡
支
店（
現
・
福
岡
営
業
本
店
）

開
設
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
私
は
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に

大
学
を
卒
業
後
、我
が
社
に
入
社
す
る

と
、同
年
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
福
岡

支
店
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。福
岡
支

店
で
の
最
初
の
数
年
間
は
苦
労
の
連

続
で
し
た
。競
合
相
手
が
多
数
い
ま
し

た
し
、私
も
未
経
験
な
わ
け
で
す
か
ら

当
然
の
こ
と
で
す
。で
も
だ
か
ら
こ
そ

懸
命
に
な
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、2
0
0
1

年（
平
成
13
年
）に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印

刷
機
が
世
に
出
て
き
た
こ
と
で
す
。イ

ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
は
何
で
も
自
由

に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
使
い
勝
手
の
良
さ

か
ら
、我
が
社
が
手
掛
け
る
看
板
事

業
に
お
け
る
取
扱
商
材
の
次
の
柱
に

な
る
と
直
感
し
ま
し
た
。た
だ
、私
は

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
に
関
す

る
知
識
も
技
術
も
な
く
、ど
の
よ
う
に

取
り
扱
え
ば
良
い
の
か
全
く
わ
か
り

く
れ
る
か
ら
こ
そ
、そ
う
し
た
変
化
へ

の
柔
軟
な
対
応
が
で
き
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
今
も
昔
も
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。個
々
の
お

客
様
を
大
切
に
し
な
が
ら
、お
客
様
と

共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
の

た
め
に
も
営
業
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、お
客
様
へ
の
最

新
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
の
一
環
と
し

て
お
客
様
向
け
勉
強
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
昨
年
か
ら
大
分

営
業
所
で
専
門
家
を
招
い
た「
お
気

軽
セ
ミ
ナ
ー
」を
始
め
た
の
で
す
が
、

回
数
も
12
回
を
数
え
、お
客
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、他
の
拠

点
で
も
開
催
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
2
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
福
岡

国
際
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
）で
の
展
示

会
も
好
評
で
す
。毎
回
60
社
ほ
ど
の
取

引
メ
ー
カ
ー
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、

千
数
百
人
の
お
客
様
に
最
先
端
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
と
し
て
H
I
G
H 

V
A
L
U
E

（
福
岡
市
東
区
）を
、2
0
1
2
年

（
平
成
24
年
）に
は
更
に
倉
庫
管
理
の

内
製
化
も
図
る
べ
く
H
I
G
H 

V
A
L
U
E
菊
水
流
通
倉
庫
を
開
設

し
、現
在
は
本
社
以
外
に
九
州
の
８
ヶ

所
に
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。拠
点
は

複
数
に
わ
た
り
ま
す
が
、各
拠
点
が
持

つ
最
新
情
報
や
在
庫
状
況
等
に
つ
い
て

共
有
化
を
図
り
、お
互
い
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、拠

点
同
士
の
相
乗
効
果
を
高
め
、よ
り
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　時
代
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
っ
て
変

化
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
　

　
我
が
社
は
こ
れ
ま
で
そ
の
時
々
の
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を

着
実
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

在
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。誠
実
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
社
員
た
ち
が
い
て

繋
が
る
転
機
と
な
り
ま
し
た
。今
で
も

当
時
ご
指
導
い
た
だ
い
た
業
者
さ
ん

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
更
に
2
0
1
0
年（
平
成
22

年
）頃
に
な
る
と
、L
E
D
照
明
が
社

会
に
認
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。私
は

L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
次
の
事
業

の
柱
と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ
の
L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
は

難
し
い
専
門
知
識
が
必
要
で
す
が
、こ

の
分
野
を
制
す
れ
ば
業
界
で
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、現
在
ス

タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、研
鑽
を
積
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　現
在
は
各
地
に
拠
点
を
お
持
ち
で

す
ね
。

　
福
岡
支
店
の
開
設
を
皮
切
り
に
、久

留
米
営
業
所
、北
九
州
営
業
所
、福
岡

東
営
業
所
、長
崎
営
業
所
、大
分
営
業

所
を
構
え
て
い
る
他
、2
0
1
1
年

（
平
成
23
年
）に
は
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
や
海
外
と
の
取
引
を
行
う

▲本社前（左から濱地社長、竹下頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

株式会社 ハマジ

竹下頭取

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
看
板
資
材
の
卸
売
を
本
業
と
し
な

が
ら
、関
連
す
る
様
々
な
分
野
に
目
を

向
け
、新
た
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
道
路
標
識
等
に
使
用
さ
れ
る

反
射
材
を
主
に
扱
う
新
事
業「
R
M
事

業
部
」を
本
格
展
開
す
る
他
、自
社
ブ

ラ
ン
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。更
に
は
原
材
料
だ

け
で
は
な
く
、半
完
成
品
を
提
供
で
き

る
よ
う
、デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
や
製
造
機

械
も
備
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、誠

実
に
情
熱
的
に
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
サ
イ
ン
資
材
の
問
屋
か
ら
サ

イ
ン
の
総
合
商
社
へ
と
脱
皮
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。目
指
す
は「
皆
様
に
愛

さ
れ
る
一
流
企
業
」で
す
。規
模
の
大
き

さ
で
は
な
く
、質
の
良
さ
を
追
求
し
て
い

く
会
社
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

濱地社長

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

中
央
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

株
式
会
社 

ハマ
ジ

代
表
取
締
役
社
長

濱
地 

泰
行
氏

九
州
９
ヶ
所
を
拠
点
に

サ
イ
ン
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
一
流
企
業
へ
。
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は
塗
料
販
売
だ
け
で
は
事
業
と
し
て

成
り
立
た
な
い
」と
感
じ
、新
た
な
事

業
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
出
会
い
、販
売
を
開
始

し
た
の
が
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

頃
に
誕
生
し
た
粘
着
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

色
付
き
の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

で
、そ
れ
ま
で
筆
と
塗
料
で
作
っ
て
い

た
看
板
を
、よ
り
容
易
に
、か
つ
綺
麗

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、看
板
資
材
と
し
て
の
粘
着
フ
ィ

ル
ム
に
対
す
る
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）頃
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
ー（
フ
ィ
ル
ム
切
り
抜
き
機
）が
登
場

し
た
こ
と
で
手
作
業
だ
っ
た
文
字
な
ど

の
切
り
抜
き
が
デ
ー
タ
入
力
す
る
だ

け
で
自
由
自
在
に
カ
ッ
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
粘
着
フ
ィ

ル
ム
の
需
要
が
増
々
拡
大
し
販
売
の
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
と
の
出
会
い
は
、そ
の

後
の
我
が
社
の
大
き
な
飛
躍
へ
と
繋
が

り
ま
し
た
。

創
業
時
、主
に
塗
料
を
販
売

し
て
い
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）、

熊
本
市

さ
い
く
ま
ち

細
工
町
で
祖
父
・
冨

三
郎
が
浜
地
塗
料
店
を
創
業
し
ま
し

た
。創
業
当
時
は
一
斗
缶
に
入
っ
た
塗

料
を
中
心
に
、刷
毛
な
ど
の
資
材
も
販

売
し
て
い
ま
し
た
。塗
料
販
売
は
、創

業
時
か
ら
現
会
長
で
あ
る
父・徳
太
郎

が
社
長
に
就
任
す
る
1
9
7
8
年

（
昭
和
53
年
）ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
父
・
徳
太
郎
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
時
に
出
会
っ

た
若
手
の
看
板
業
者
さ
ん
が
い
ま
し

た
。そ
の
方
は
、す
で
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ

ト
印
刷
機
を
活
用
さ
れ
て
お
り
、イ
ン

ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
の
使
い
方
を
私
に

快
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。私

は
、毎
晩
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
方
の

ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
約
1
年
か
け

て
勉
強
し
、つ
い
に
我
が
社
で
も
自
信

を
持
っ
て
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
を

取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

ご
ろ
に
な
る
と
徐
々
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト

印
刷
機
に
関
連
す
る
看
板
資
材
の
注

文
が
増
え
て
き
ま
し
た
。注
文
を
受
け

る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、ど
ん
な
に
夜
遅

く
て
も
、日
曜
祭
日
で
あ
っ
て
も
お
客

様
の
希
望
に
合
わ
せ
て
喜
ん
で
納
品

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
つ
い
に
3

年
目
に
は
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
と
の
出

会
い
が
我
が
社
の
2
度
目
の
飛
躍
に

　福
岡
支
店（
現
・
福
岡
営
業
本
店
）

開
設
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
私
は
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に

大
学
を
卒
業
後
、我
が
社
に
入
社
す
る

と
、同
年
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
福
岡

支
店
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。福
岡
支

店
で
の
最
初
の
数
年
間
は
苦
労
の
連

続
で
し
た
。競
合
相
手
が
多
数
い
ま
し

た
し
、私
も
未
経
験
な
わ
け
で
す
か
ら

当
然
の
こ
と
で
す
。で
も
だ
か
ら
こ
そ

懸
命
に
な
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
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は
、2
0
0
1
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平
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13
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印
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に

な
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も
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取
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の
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り
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れ
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た
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と
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。
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す
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担
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の
ス
キ
ル
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は
も
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ろ
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事
、お
客
様
へ
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最

新
の
情
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提
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も
行
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い
ま
す
。
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の
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も
12
回
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え
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客
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に
大

変
喜
ん
で
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た
だ
い
て
お
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、他
の
拠

点
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も
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催
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る
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に
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ま
た
2
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毎
に
開
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て
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る
福
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市
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す
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と
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在
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。
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積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
道
路
標
識
等
に
使
用
さ
れ
る

反
射
材
を
主
に
扱
う
新
事
業「
R
M
事

業
部
」を
本
格
展
開
す
る
他
、自
社
ブ

ラ
ン
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。更
に
は
原
材
料
だ

け
で
は
な
く
、半
完
成
品
を
提
供
で
き

る
よ
う
、デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
や
製
造
機

械
も
備
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、誠

実
に
情
熱
的
に
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
サ
イ
ン
資
材
の
問
屋
か
ら
サ

イ
ン
の
総
合
商
社
へ
と
脱
皮
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。目
指
す
は「
皆
様
に
愛

さ
れ
る
一
流
企
業
」で
す
。規
模
の
大
き

さ
で
は
な
く
、質
の
良
さ
を
追
求
し
て
い

く
会
社
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

反射材で
作られた

サインです!

創業以来60余年。九州各地に拠点を広げています。

熊本本社

HIGH VALUE福岡東営業所 北九州営業所 福岡営業本店

久留米営業所 大分営業所

長崎営業所

HIGH VALUE
菊水流通倉庫

見学風景

▲HIGH VALUE 会議室のデジタルプリント壁紙

▲自社ブランドＬＥＤ▲プロジェクション・マッピング

ハマジでは最先端技術を積極的に取り入れ、
サイン＆ディスプレイの資材に応用しています。

壁紙に変
身!

壁紙に変
身!

▲濱地会長 ▲濱地社長

社員が明るく、
和気あいあいと働ける環境づくりに

努めています。

一本の苗木がやがて根付き幹を張り枝を増やしていくように、株式会社ハマジも
熊本から九州各地に枝を張り、成長してまいります。

20FFG MONTHLY SURVEY Vol.84



は
塗
料
販
売
だ
け
で
は
事
業
と
し
て

成
り
立
た
な
い
」と
感
じ
、新
た
な
事

業
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
出
会
い
、販
売
を
開
始

し
た
の
が
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

頃
に
誕
生
し
た
粘
着
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

色
付
き
の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

で
、そ
れ
ま
で
筆
と
塗
料
で
作
っ
て
い

た
看
板
を
、よ
り
容
易
に
、か
つ
綺
麗

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、看
板
資
材
と
し
て
の
粘
着
フ
ィ

ル
ム
に
対
す
る
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）頃
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
ー（
フ
ィ
ル
ム
切
り
抜
き
機
）が
登
場

し
た
こ
と
で
手
作
業
だ
っ
た
文
字
な
ど

の
切
り
抜
き
が
デ
ー
タ
入
力
す
る
だ

け
で
自
由
自
在
に
カ
ッ
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
粘
着
フ
ィ

ル
ム
の
需
要
が
増
々
拡
大
し
販
売
の
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
と
の
出
会
い
は
、そ
の

後
の
我
が
社
の
大
き
な
飛
躍
へ
と
繋
が

り
ま
し
た
。

創
業
時
、主
に
塗
料
を
販
売

し
て
い
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）、

熊
本
市

さ
い
く
ま
ち

細
工
町
で
祖
父
・
冨

三
郎
が
浜
地
塗
料
店
を
創
業
し
ま
し

た
。創
業
当
時
は
一
斗
缶
に
入
っ
た
塗

料
を
中
心
に
、刷
毛
な
ど
の
資
材
も
販

売
し
て
い
ま
し
た
。塗
料
販
売
は
、創

業
時
か
ら
現
会
長
で
あ
る
父・徳
太
郎

が
社
長
に
就
任
す
る
1
9
7
8
年

（
昭
和
53
年
）ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
父
・
徳
太
郎
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
時
に
出
会
っ

た
若
手
の
看
板
業
者
さ
ん
が
い
ま
し

た
。そ
の
方
は
、す
で
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ

ト
印
刷
機
を
活
用
さ
れ
て
お
り
、イ
ン

ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
の
使
い
方
を
私
に

快
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。私

は
、毎
晩
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
方
の

ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
約
1
年
か
け

て
勉
強
し
、つ
い
に
我
が
社
で
も
自
信

を
持
っ
て
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
を

取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

ご
ろ
に
な
る
と
徐
々
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト

印
刷
機
に
関
連
す
る
看
板
資
材
の
注

文
が
増
え
て
き
ま
し
た
。注
文
を
受
け

る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、ど
ん
な
に
夜
遅

く
て
も
、日
曜
祭
日
で
あ
っ
て
も
お
客

様
の
希
望
に
合
わ
せ
て
喜
ん
で
納
品

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
つ
い
に
3

年
目
に
は
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
と
の
出

会
い
が
我
が
社
の
2
度
目
の
飛
躍
に

　福
岡
支
店（
現
・
福
岡
営
業
本
店
）

開
設
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
私
は
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に

大
学
を
卒
業
後
、我
が
社
に
入
社
す
る

と
、同
年
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
福
岡

支
店
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。福
岡
支

店
で
の
最
初
の
数
年
間
は
苦
労
の
連

続
で
し
た
。競
合
相
手
が
多
数
い
ま
し

た
し
、私
も
未
経
験
な
わ
け
で
す
か
ら

当
然
の
こ
と
で
す
。で
も
だ
か
ら
こ
そ

懸
命
に
な
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、2
0
0
1

年（
平
成
13
年
）に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印

刷
機
が
世
に
出
て
き
た
こ
と
で
す
。イ

ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
は
何
で
も
自
由

に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
使
い
勝
手
の
良
さ

か
ら
、我
が
社
が
手
掛
け
る
看
板
事

業
に
お
け
る
取
扱
商
材
の
次
の
柱
に

な
る
と
直
感
し
ま
し
た
。た
だ
、私
は

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
に
関
す

る
知
識
も
技
術
も
な
く
、ど
の
よ
う
に

取
り
扱
え
ば
良
い
の
か
全
く
わ
か
り

く
れ
る
か
ら
こ
そ
、そ
う
し
た
変
化
へ

の
柔
軟
な
対
応
が
で
き
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
今
も
昔
も
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。個
々
の
お

客
様
を
大
切
に
し
な
が
ら
、お
客
様
と

共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
の

た
め
に
も
営
業
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、お
客
様
へ
の
最

新
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
の
一
環
と
し

て
お
客
様
向
け
勉
強
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
昨
年
か
ら
大
分

営
業
所
で
専
門
家
を
招
い
た「
お
気

軽
セ
ミ
ナ
ー
」を
始
め
た
の
で
す
が
、

回
数
も
12
回
を
数
え
、お
客
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、他
の
拠

点
で
も
開
催
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
2
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
福
岡

国
際
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
）で
の
展
示

会
も
好
評
で
す
。毎
回
60
社
ほ
ど
の
取

引
メ
ー
カ
ー
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、

千
数
百
人
の
お
客
様
に
最
先
端
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
と
し
て
H
I
G
H 

V
A
L
U
E

（
福
岡
市
東
区
）を
、2
0
1
2
年

（
平
成
24
年
）に
は
更
に
倉
庫
管
理
の

内
製
化
も
図
る
べ
く
H
I
G
H 

V
A
L
U
E
菊
水
流
通
倉
庫
を
開
設

し
、現
在
は
本
社
以
外
に
九
州
の
８
ヶ

所
に
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。拠
点
は

複
数
に
わ
た
り
ま
す
が
、各
拠
点
が
持

つ
最
新
情
報
や
在
庫
状
況
等
に
つ
い
て

共
有
化
を
図
り
、お
互
い
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、拠

点
同
士
の
相
乗
効
果
を
高
め
、よ
り
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　時
代
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
っ
て
変

化
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
　

　
我
が
社
は
こ
れ
ま
で
そ
の
時
々
の
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を

着
実
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

在
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。誠
実
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
社
員
た
ち
が
い
て

繋
が
る
転
機
と
な
り
ま
し
た
。今
で
も

当
時
ご
指
導
い
た
だ
い
た
業
者
さ
ん

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
更
に
2
0
1
0
年（
平
成
22

年
）頃
に
な
る
と
、L
E
D
照
明
が
社

会
に
認
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。私
は

L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
次
の
事
業

の
柱
と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ
の
L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
は

難
し
い
専
門
知
識
が
必
要
で
す
が
、こ

の
分
野
を
制
す
れ
ば
業
界
で
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、現
在
ス

タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、研
鑽
を
積
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　現
在
は
各
地
に
拠
点
を
お
持
ち
で

す
ね
。

　
福
岡
支
店
の
開
設
を
皮
切
り
に
、久

留
米
営
業
所
、北
九
州
営
業
所
、福
岡

東
営
業
所
、長
崎
営
業
所
、大
分
営
業

所
を
構
え
て
い
る
他
、2
0
1
1
年

（
平
成
23
年
）に
は
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
や
海
外
と
の
取
引
を
行
う

株式会社 ハマジ

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
看
板
資
材
の
卸
売
を
本
業
と
し
な

が
ら
、関
連
す
る
様
々
な
分
野
に
目
を

向
け
、新
た
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
道
路
標
識
等
に
使
用
さ
れ
る

反
射
材
を
主
に
扱
う
新
事
業「
R
M
事

業
部
」を
本
格
展
開
す
る
他
、自
社
ブ

ラ
ン
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。更
に
は
原
材
料
だ

け
で
は
な
く
、半
完
成
品
を
提
供
で
き

る
よ
う
、デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
や
製
造
機

械
も
備
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、誠

実
に
情
熱
的
に
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
サ
イ
ン
資
材
の
問
屋
か
ら
サ

イ
ン
の
総
合
商
社
へ
と
脱
皮
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。目
指
す
は「
皆
様
に
愛

さ
れ
る
一
流
企
業
」で
す
。規
模
の
大
き

さ
で
は
な
く
、質
の
良
さ
を
追
求
し
て
い

く
会
社
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

反射材で
作られた

サインです!

創業以来60余年。九州各地に拠点を広げています。

熊本本社

HIGH VALUE福岡東営業所 北九州営業所 福岡営業本店

久留米営業所 大分営業所

長崎営業所

HIGH VALUE
菊水流通倉庫

見学風景

▲HIGH VALUE 会議室のデジタルプリント壁紙

▲自社ブランドＬＥＤ▲プロジェクション・マッピング

ハマジでは最先端技術を積極的に取り入れ、
サイン＆ディスプレイの資材に応用しています。

壁紙に変
身!

壁紙に変
身!

▲濱地会長 ▲濱地社長

社員が明るく、
和気あいあいと働ける環境づくりに

努めています。

一本の苗木がやがて根付き幹を張り枝を増やしていくように、株式会社ハマジも
熊本から九州各地に枝を張り、成長してまいります。
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は
塗
料
販
売
だ
け
で
は
事
業
と
し
て

成
り
立
た
な
い
」と
感
じ
、新
た
な
事

業
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
出
会
い
、販
売
を
開
始

し
た
の
が
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

頃
に
誕
生
し
た
粘
着
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

色
付
き
の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

で
、そ
れ
ま
で
筆
と
塗
料
で
作
っ
て
い

た
看
板
を
、よ
り
容
易
に
、か
つ
綺
麗

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、看
板
資
材
と
し
て
の
粘
着
フ
ィ

ル
ム
に
対
す
る
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）頃
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
ー（
フ
ィ
ル
ム
切
り
抜
き
機
）が
登
場

し
た
こ
と
で
手
作
業
だ
っ
た
文
字
な
ど

の
切
り
抜
き
が
デ
ー
タ
入
力
す
る
だ

け
で
自
由
自
在
に
カ
ッ
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
粘
着
フ
ィ

ル
ム
の
需
要
が
増
々
拡
大
し
販
売
の
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
と
の
出
会
い
は
、そ
の

後
の
我
が
社
の
大
き
な
飛
躍
へ
と
繋
が

り
ま
し
た
。

創
業
時
、主
に
塗
料
を
販
売

し
て
い
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）、

熊
本
市

さ
い
く
ま
ち

細
工
町
で
祖
父
・
冨

三
郎
が
浜
地
塗
料
店
を
創
業
し
ま
し

た
。創
業
当
時
は
一
斗
缶
に
入
っ
た
塗

料
を
中
心
に
、刷
毛
な
ど
の
資
材
も
販

売
し
て
い
ま
し
た
。塗
料
販
売
は
、創

業
時
か
ら
現
会
長
で
あ
る
父・徳
太
郎

が
社
長
に
就
任
す
る
1
9
7
8
年

（
昭
和
53
年
）ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
父
・
徳
太
郎
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
時
に
出
会
っ

た
若
手
の
看
板
業
者
さ
ん
が
い
ま
し

た
。そ
の
方
は
、す
で
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ

ト
印
刷
機
を
活
用
さ
れ
て
お
り
、イ
ン

ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
の
使
い
方
を
私
に

快
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。私

は
、毎
晩
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
方
の

ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
約
1
年
か
け

て
勉
強
し
、つ
い
に
我
が
社
で
も
自
信

を
持
っ
て
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
を

取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

ご
ろ
に
な
る
と
徐
々
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト

印
刷
機
に
関
連
す
る
看
板
資
材
の
注

文
が
増
え
て
き
ま
し
た
。注
文
を
受
け

る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、ど
ん
な
に
夜
遅

く
て
も
、日
曜
祭
日
で
あ
っ
て
も
お
客

様
の
希
望
に
合
わ
せ
て
喜
ん
で
納
品

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
つ
い
に
3

年
目
に
は
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
と
の
出

会
い
が
我
が
社
の
2
度
目
の
飛
躍
に

　福
岡
支
店（
現
・
福
岡
営
業
本
店
）

開
設
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
私
は
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に

大
学
を
卒
業
後
、我
が
社
に
入
社
す
る

と
、同
年
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
福
岡

支
店
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。福
岡
支

店
で
の
最
初
の
数
年
間
は
苦
労
の
連

続
で
し
た
。競
合
相
手
が
多
数
い
ま
し

た
し
、私
も
未
経
験
な
わ
け
で
す
か
ら

当
然
の
こ
と
で
す
。で
も
だ
か
ら
こ
そ

懸
命
に
な
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、2
0
0
1

年（
平
成
13
年
）に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印

刷
機
が
世
に
出
て
き
た
こ
と
で
す
。イ

ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
は
何
で
も
自
由

に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
使
い
勝
手
の
良
さ

か
ら
、我
が
社
が
手
掛
け
る
看
板
事

業
に
お
け
る
取
扱
商
材
の
次
の
柱
に

な
る
と
直
感
し
ま
し
た
。た
だ
、私
は

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
に
関
す

る
知
識
も
技
術
も
な
く
、ど
の
よ
う
に

取
り
扱
え
ば
良
い
の
か
全
く
わ
か
り

く
れ
る
か
ら
こ
そ
、そ
う
し
た
変
化
へ

の
柔
軟
な
対
応
が
で
き
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
今
も
昔
も
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。個
々
の
お

客
様
を
大
切
に
し
な
が
ら
、お
客
様
と

共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
の

た
め
に
も
営
業
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、お
客
様
へ
の
最

新
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
の
一
環
と
し

て
お
客
様
向
け
勉
強
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
昨
年
か
ら
大
分

営
業
所
で
専
門
家
を
招
い
た「
お
気

軽
セ
ミ
ナ
ー
」を
始
め
た
の
で
す
が
、

回
数
も
12
回
を
数
え
、お
客
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、他
の
拠

点
で
も
開
催
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
2
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
福
岡

国
際
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
）で
の
展
示

会
も
好
評
で
す
。毎
回
60
社
ほ
ど
の
取

引
メ
ー
カ
ー
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、

千
数
百
人
の
お
客
様
に
最
先
端
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
と
し
て
H
I
G
H 

V
A
L
U
E

（
福
岡
市
東
区
）を
、2
0
1
2
年

（
平
成
24
年
）に
は
更
に
倉
庫
管
理
の

内
製
化
も
図
る
べ
く
H
I
G
H 

V
A
L
U
E
菊
水
流
通
倉
庫
を
開
設

し
、現
在
は
本
社
以
外
に
九
州
の
８
ヶ

所
に
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。拠
点
は

複
数
に
わ
た
り
ま
す
が
、各
拠
点
が
持

つ
最
新
情
報
や
在
庫
状
況
等
に
つ
い
て

共
有
化
を
図
り
、お
互
い
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、拠

点
同
士
の
相
乗
効
果
を
高
め
、よ
り
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　時
代
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
っ
て
変

化
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
　

　
我
が
社
は
こ
れ
ま
で
そ
の
時
々
の
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を

着
実
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

在
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。誠
実
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
社
員
た
ち
が
い
て

繋
が
る
転
機
と
な
り
ま
し
た
。今
で
も

当
時
ご
指
導
い
た
だ
い
た
業
者
さ
ん

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
更
に
2
0
1
0
年（
平
成
22

年
）頃
に
な
る
と
、L
E
D
照
明
が
社

会
に
認
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。私
は

L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
次
の
事
業

の
柱
と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ
の
L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
は

難
し
い
専
門
知
識
が
必
要
で
す
が
、こ

の
分
野
を
制
す
れ
ば
業
界
で
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、現
在
ス

タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、研
鑽
を
積
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　現
在
は
各
地
に
拠
点
を
お
持
ち
で

す
ね
。

　
福
岡
支
店
の
開
設
を
皮
切
り
に
、久

留
米
営
業
所
、北
九
州
営
業
所
、福
岡

東
営
業
所
、長
崎
営
業
所
、大
分
営
業

所
を
構
え
て
い
る
他
、2
0
1
1
年

（
平
成
23
年
）に
は
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
や
海
外
と
の
取
引
を
行
う

◎インタビューを終えて

株式会社 ハマジ株式会社 ハマジ

▲左端から若杉執行役員、山村常務、徳永支店長（熊本銀行）、濱地社長、竹下頭取、濱地会長、濱地相談役、横田執行役員

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
看
板
資
材
の
卸
売
を
本
業
と
し
な

が
ら
、関
連
す
る
様
々
な
分
野
に
目
を

向
け
、新
た
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
道
路
標
識
等
に
使
用
さ
れ
る

反
射
材
を
主
に
扱
う
新
事
業「
R
M
事

業
部
」を
本
格
展
開
す
る
他
、自
社
ブ

ラ
ン
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。更
に
は
原
材
料
だ

け
で
は
な
く
、半
完
成
品
を
提
供
で
き

る
よ
う
、デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
や
製
造
機

械
も
備
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、誠

実
に
情
熱
的
に
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
サ
イ
ン
資
材
の
問
屋
か
ら
サ

イ
ン
の
総
合
商
社
へ
と
脱
皮
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。目
指
す
は「
皆
様
に
愛

さ
れ
る
一
流
企
業
」で
す
。規
模
の
大
き

さ
で
は
な
く
、質
の
良
さ
を
追
求
し
て
い

く
会
社
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

▲ホテル日航福岡にて新春パーティ

　インクジェット印刷機へのいち早い対応など、時代やニーズの変化を読み
取ってお客様に喜ばれる資材提供を続けられています。
　それだけではなく、お客様向けの勉強会を開催するなど、お客様と共に発展
しようとする姿勢が感じられました。
　これからも最先端の情報提供と資材販売に邁進され、益々発展されることを
期待しています。熊本銀行

取締役頭取 竹下　英

▲2015年、台湾へ社員旅行▲

スナップ写真

▲隔年で開催する主催イベント。九州最大規模のサイン＆ディスプレイ大展示会▲セミナーも定期的に開催

ハマジのイベント
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は
塗
料
販
売
だ
け
で
は
事
業
と
し
て

成
り
立
た
な
い
」と
感
じ
、新
た
な
事

業
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
出
会
い
、販
売
を
開
始

し
た
の
が
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

頃
に
誕
生
し
た
粘
着
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

色
付
き
の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

で
、そ
れ
ま
で
筆
と
塗
料
で
作
っ
て
い

た
看
板
を
、よ
り
容
易
に
、か
つ
綺
麗

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、看
板
資
材
と
し
て
の
粘
着
フ
ィ

ル
ム
に
対
す
る
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）頃
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
ー（
フ
ィ
ル
ム
切
り
抜
き
機
）が
登
場

し
た
こ
と
で
手
作
業
だ
っ
た
文
字
な
ど

の
切
り
抜
き
が
デ
ー
タ
入
力
す
る
だ

け
で
自
由
自
在
に
カ
ッ
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
粘
着
フ
ィ

ル
ム
の
需
要
が
増
々
拡
大
し
販
売
の
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
粘
着
フ
ィ
ル
ム
と
の
出
会
い
は
、そ
の

後
の
我
が
社
の
大
き
な
飛
躍
へ
と
繋
が

り
ま
し
た
。

創
業
時
、主
に
塗
料
を
販
売

し
て
い
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）、

熊
本
市

さ
い
く
ま
ち

細
工
町
で
祖
父
・
冨

三
郎
が
浜
地
塗
料
店
を
創
業
し
ま
し

た
。創
業
当
時
は
一
斗
缶
に
入
っ
た
塗

料
を
中
心
に
、刷
毛
な
ど
の
資
材
も
販

売
し
て
い
ま
し
た
。塗
料
販
売
は
、創

業
時
か
ら
現
会
長
で
あ
る
父・徳
太
郎

が
社
長
に
就
任
す
る
1
9
7
8
年

（
昭
和
53
年
）ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
父
・
徳
太
郎
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
時
に
出
会
っ

た
若
手
の
看
板
業
者
さ
ん
が
い
ま
し

た
。そ
の
方
は
、す
で
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ

ト
印
刷
機
を
活
用
さ
れ
て
お
り
、イ
ン

ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
の
使
い
方
を
私
に

快
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。私

は
、毎
晩
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
方
の

ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
約
1
年
か
け

て
勉
強
し
、つ
い
に
我
が
社
で
も
自
信

を
持
っ
て
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
を

取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

ご
ろ
に
な
る
と
徐
々
に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト

印
刷
機
に
関
連
す
る
看
板
資
材
の
注

文
が
増
え
て
き
ま
し
た
。注
文
を
受
け

る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、ど
ん
な
に
夜
遅

く
て
も
、日
曜
祭
日
で
あ
っ
て
も
お
客

様
の
希
望
に
合
わ
せ
て
喜
ん
で
納
品

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
つ
い
に
3

年
目
に
は
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
と
の
出

会
い
が
我
が
社
の
2
度
目
の
飛
躍
に

　福
岡
支
店（
現
・
福
岡
営
業
本
店
）

開
設
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
私
は
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に

大
学
を
卒
業
後
、我
が
社
に
入
社
す
る

と
、同
年
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
福
岡

支
店
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。福
岡
支

店
で
の
最
初
の
数
年
間
は
苦
労
の
連

続
で
し
た
。競
合
相
手
が
多
数
い
ま
し

た
し
、私
も
未
経
験
な
わ
け
で
す
か
ら

当
然
の
こ
と
で
す
。で
も
だ
か
ら
こ
そ

懸
命
に
な
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、2
0
0
1

年（
平
成
13
年
）に
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印

刷
機
が
世
に
出
て
き
た
こ
と
で
す
。イ

ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
は
何
で
も
自
由

に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
使
い
勝
手
の
良
さ

か
ら
、我
が
社
が
手
掛
け
る
看
板
事

業
に
お
け
る
取
扱
商
材
の
次
の
柱
に

な
る
と
直
感
し
ま
し
た
。た
だ
、私
は

こ
の
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
印
刷
機
に
関
す

る
知
識
も
技
術
も
な
く
、ど
の
よ
う
に

取
り
扱
え
ば
良
い
の
か
全
く
わ
か
り

く
れ
る
か
ら
こ
そ
、そ
う
し
た
変
化
へ

の
柔
軟
な
対
応
が
で
き
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
た
だ
今
も
昔
も
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。個
々
の
お

客
様
を
大
切
に
し
な
が
ら
、お
客
様
と

共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
の

た
め
に
も
営
業
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、お
客
様
へ
の
最

新
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
の
一
環
と
し

て
お
客
様
向
け
勉
強
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
昨
年
か
ら
大
分

営
業
所
で
専
門
家
を
招
い
た「
お
気

軽
セ
ミ
ナ
ー
」を
始
め
た
の
で
す
が
、

回
数
も
12
回
を
数
え
、お
客
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、他
の
拠

点
で
も
開
催
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
2
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
福
岡

国
際
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
）で
の
展
示

会
も
好
評
で
す
。毎
回
60
社
ほ
ど
の
取

引
メ
ー
カ
ー
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、

千
数
百
人
の
お
客
様
に
最
先
端
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
と
し
て
H
I
G
H 

V
A
L
U
E

（
福
岡
市
東
区
）を
、2
0
1
2
年

（
平
成
24
年
）に
は
更
に
倉
庫
管
理
の

内
製
化
も
図
る
べ
く
H
I
G
H 

V
A
L
U
E
菊
水
流
通
倉
庫
を
開
設

し
、現
在
は
本
社
以
外
に
九
州
の
８
ヶ

所
に
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。拠
点
は

複
数
に
わ
た
り
ま
す
が
、各
拠
点
が
持

つ
最
新
情
報
や
在
庫
状
況
等
に
つ
い
て

共
有
化
を
図
り
、お
互
い
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、拠

点
同
士
の
相
乗
効
果
を
高
め
、よ
り
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　時
代
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
っ
て
変

化
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
　

　
我
が
社
は
こ
れ
ま
で
そ
の
時
々
の
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を

着
実
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

在
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。誠
実
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
社
員
た
ち
が
い
て

繋
が
る
転
機
と
な
り
ま
し
た
。今
で
も

当
時
ご
指
導
い
た
だ
い
た
業
者
さ
ん

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
更
に
2
0
1
0
年（
平
成
22

年
）頃
に
な
る
と
、L
E
D
照
明
が
社

会
に
認
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。私
は

L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
次
の
事
業

の
柱
と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ
の
L
E
D
電
気
照
明
看
板
に
は

難
し
い
専
門
知
識
が
必
要
で
す
が
、こ

の
分
野
を
制
す
れ
ば
業
界
で
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、現
在
ス

タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、研
鑽
を
積
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　現
在
は
各
地
に
拠
点
を
お
持
ち
で

す
ね
。

　
福
岡
支
店
の
開
設
を
皮
切
り
に
、久

留
米
営
業
所
、北
九
州
営
業
所
、福
岡

東
営
業
所
、長
崎
営
業
所
、大
分
営
業

所
を
構
え
て
い
る
他
、2
0
1
1
年

（
平
成
23
年
）に
は
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
や
海
外
と
の
取
引
を
行
う

◎インタビューを終えて

株式会社 ハマジ株式会社 ハマジ

▲左端から若杉執行役員、山村常務、徳永支店長（熊本銀行）、濱地社長、竹下頭取、濱地会長、濱地相談役、横田執行役員

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
看
板
資
材
の
卸
売
を
本
業
と
し
な

が
ら
、関
連
す
る
様
々
な
分
野
に
目
を

向
け
、新
た
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
道
路
標
識
等
に
使
用
さ
れ
る

反
射
材
を
主
に
扱
う
新
事
業「
R
M
事

業
部
」を
本
格
展
開
す
る
他
、自
社
ブ

ラ
ン
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。更
に
は
原
材
料
だ

け
で
は
な
く
、半
完
成
品
を
提
供
で
き

る
よ
う
、デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
や
製
造
機

械
も
備
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、誠

実
に
情
熱
的
に
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
サ
イ
ン
資
材
の
問
屋
か
ら
サ

イ
ン
の
総
合
商
社
へ
と
脱
皮
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。目
指
す
は「
皆
様
に
愛

さ
れ
る
一
流
企
業
」で
す
。規
模
の
大
き

さ
で
は
な
く
、質
の
良
さ
を
追
求
し
て
い

く
会
社
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

▲ホテル日航福岡にて新春パーティ

　インクジェット印刷機へのいち早い対応など、時代やニーズの変化を読み
取ってお客様に喜ばれる資材提供を続けられています。
　それだけではなく、お客様向けの勉強会を開催するなど、お客様と共に発展
しようとする姿勢が感じられました。
　これからも最先端の情報提供と資材販売に邁進され、益々発展されることを
期待しています。熊本銀行

取締役頭取 竹下　英

▲2015年、台湾へ社員旅行▲

スナップ写真

▲隔年で開催する主催イベント。九州最大規模のサイン＆ディスプレイ大展示会▲セミナーも定期的に開催

ハマジのイベント
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保
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
、故
郷
の
佐
賀

県
ひ
が
し
か
わ
の
ぼ
り

東
川
登
（
現
・
佐
賀
県
武
雄
市
）か

ら
佐
世
保
市
に
移
り
、し

ま
の
せ
ち
ょ
う

島
瀬
町
で
田

代
が
ら
す
硝
子
店
を
創
業
し
ま
し
た
。七
郎

は
佐
世
保
で
創
業
す
る
前
に
ア
メ
リ
カ

で
の
事
業
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
、貨

物
船
で
密
航
し
よ
う
と
し
て
捕
ま
っ
た

と
い
う
武
勇
伝
も
残
っ
て
い
ま
す
。ま

た
創
業
後
、関
東
大
震
災
の
あ
っ
た

1
9
2
3
年（
大
正
12
年
）、「
こ
れ
か

ら
東
京
で
家
が
建
ち
必
ず
ガ
ラ
ス
が
必

要
に
な
る
」と
考
え
、東
京
に
支
店
を

開
設
し
、自
ら
も
東
京
で
営
業
を
行
っ

て
い
た
他
、ガ
ラ
ス
店
以
外
に
も
、家
具

屋・銭
湯・旅
館・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
挑
戦
す
る
な
ど
、何
事

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
人
で
し

た
。結
果
的
に
ガ
ラ
ス
店
以
外
は
す
べ

て
撤
退
し
ま
し
た
が
、旺
盛
な
挑
戦
心

と
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

長
く
我
が
社
を
率
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
父・順
之
助
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は
1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）の
こ
と

で
す
。順
之
助
は
ソ
フ
ト
で
人
当
た
り

今
年
、創
業
1
0
0
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
社
の
創
業
は
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）9
月
1
日
で

す
。お
か
げ
さ
ま
で
、今
年
で
創
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、我
が
社
を

ご
ひ
い
き

贔
屓
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
祖
父
・

し
ち
ろ
う

七
郎
は
、明
治
の
終
わ
り
頃

に
、軍
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
佐
世

　
こ
の
理
念
に
は
今
後
培
っ
て
い
き
た

い
新
た
な
精
神
も
込
め
て
い
ま
す
。そ

れ
は〝
お
客
様
に「
喜
び
、感
動
、幸

せ
」を
届
け
る
〞と
い
う
精
神
で
す
。時

代
は
、モ
ノ
か
ら
心
へ
と
変
化
し
て
お

り
、こ
の
心
の
時
代
に
大
切
な
の
は

「
喜
び
、感
動
、幸
せ
」だ
と
か
ん
が
え

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
全
社
員
が
こ
の
理
念
の
も
と
で
一
丸

と
な
っ
て
次
の
1
0
0
年
に
向
か
っ
て

邁
進
し
て
い
け
る
よ
う
、経
営
理
念
や

企
業
使
命
感
、社
員
行
動
訓
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
名
刺
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
た

「
ク

レ

ド

C
R
E
D
O（
信
条
）」を
作
成
し
ま

し
た
。全
社
員
が
こ
の「
C
R
E
D
O
」

を
常
に
携
帯
し
、私
も
朝
礼
で
こ
の
信

条
が
社
員
全
員
に
浸
透
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

　「挑
戦
す
る
姿
勢
」が
大
い
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
創
業
以
来
、挑
戦
す
る
気
持
ち
は
現

在
も
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

が
良
く
、お
客
様
か
ら
の
信
用
と
信
頼

を
と
て
も
大
切
に
し
た
人
で
し
た
。そ

し
て
1
9
9
6
年（
平
成
8
年
）、順

之
助
の
死
去
に
よ
っ
て
私（
博
之
）が
3

代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、経
営
理
念
を
刷
新
さ
れ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、創
業
者
が
培
っ
た「
挑

戦
」と
い
う
精
神
と
、2
代
目
が
培
っ

た〝
常
に
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
て
仕

事
を
す
る
〞と
い
う「
信
用
と
信
頼
」

の
精
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

1
0
0
周
年
の
節
目
を
機
に
、こ
の
２

つ
の
精
神
を
改
め
て
全
社
員
で
共
有

す
る
た
め
に
、経
営
理
念
を
刷
新
し
ま

し
た
。「
株
式
会
社
タ
シ
ロ
は
常
に
時

代
の
一
歩
先
を
み
つ
め
、高
品
質
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、

お
客
様
の
し
あ
わ
せ
と
繁
栄
を
通
し

て
明
る
い
豊
か
な
会
社
を
創
造
す
る
」

と
い
う
理
念
で
す
。

手
掛
け
て
い
ま
す
が
、こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
こ
そ
が
、今
後
伸
び
る
分
野
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
、こ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
独
立
さ
せ（
グ
ル
ー
プ
会
社

「
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
」を
設
立
）、社
長

に
息
子
・
倫
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
に
尽
力
し
て
い
る
所
で
す
。

　
今
後
も
、尽
き
な
い
挑
戦
心
を
も
っ

て
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
事
業

を
発
見
・
開
発
し
、我
が
社
の
事
業
の

柱
に
育
て
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

全
体
が
ま
る
で
一
つ
の
家
族
の
よ
う
な

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
は
、グ
ル
ー
プ
長

に
よ
る
各
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
の
個

人
面
談
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。仕

事
の
こ
と
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
な

ど
も
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
風
土
の

構
築
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
我
が
社
は
、ガ
ラ
ス
の
小
売
か
ら
始

ま
り
、サ
ッ
シ
を
は
じ
め
と
し
た
住

宅
・ビ
ル
の
建
材
販
売
へ
と
事
業
領
域

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、ま

ず
本
業
で
あ
る
ガ
ラ
ス・サ
ッ
シ
業
界

で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
仕
事
を
行

い
、長
崎
県
の
県
北
エ
リ
ア
で
圧
倒
的

N
o
．１
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

　
我
が
社
の
経
営
思
想
の
一
つ
に「
大

家
族
主
義
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

「
社
員
は
み
ん
な
家
族
と
一
緒
」と
い

う
考
え
方
で
す
。そ
の
た
め
、毎
年
全

社
員
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
経
営

方
針
発
表
会
の
場
で
は
、私
だ
け
で
な

く
、全
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の

目
標
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
毎
年

行
っ
て
い
る
社
員
旅
行
で
も
上
司
や
部

下
、グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
越
え
て
社
員

同
士
が
絆
を
深
め
、一
丸
と
な
っ
て
未

来
へ
進
む
力
を
じ
っ
く
り
と
養
っ
て
い

ま
す
。

　「
大
家
族
主
義
」の
思
想
は
、社
員

だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
に
も
向
い
て
お

り
、我
が
社
で
は
毎
年「
大
家
族
懇
親

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
懇
親

会
は
社
員
の
家
族
に
我
が
社
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、家
族

を
含
め
た
全
社
員
が
懇
親
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、今
年
は
1
0
0
周
年
を
祝
う

も
の
と
し
て
地
元
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

で
例
年
以
上
に
盛
大
に
開
催
し
、会
社

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
社
風

は
、我
が
社
の
一
番
の
強
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
社
長
に
就
任
し
た
後
も
、時
代

の
一
歩
先
を
み
つ
め
、介
護
用
品
の
販

売・レ
ン
タ
ル
事
業
や
不
動
産
業
、コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
事
業
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
0
0
年
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
で
き
た
要
因
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
お
客
様
と
の「
信
用
と

信
頼
」の
関
係
で
す
。こ
の「
信
用
と

信
頼
」は
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
最
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、今
後
の
事

業
発
展
に
も
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。「
常
に
お
客
様
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
」「
常
に
お
客

様
の
期
待
以
上
の
も
の
を
届
け
る
」

「
お
客
様
と
の
絆
を
最
も
大
切
に
す

る
」こ
と
に
こ
れ
か
ら
も
注
力
し
、よ

り
強
固
な「
信
用
と
信
頼
」を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
員
や
そ
の
家
族
を
と
て
も
大
切

に
な
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

▲本社前（左から田代社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取田代社長

株式会社 タシロ

取
引
店
／
親
和
銀
行 

佐
世
保
支
店

株
式
会
社 

タ
シ
ロ

代
表
取
締
役
社
長

田
代 

博
之
氏

未
来
と
地
域
を
見
つ
め
次
の
1
0
0
年
へ
。

高
品
質
の
商
品・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

お
客
様
に
喜
び
、感
動
、幸
せ
を
届
け
ま
す
。
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保
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
、故
郷
の
佐
賀

県
ひ
が
し
か
わ
の
ぼ
り

東
川
登
（
現
・
佐
賀
県
武
雄
市
）か

ら
佐
世
保
市
に
移
り
、し

ま
の
せ
ち
ょ
う

島
瀬
町
で
田

代
が
ら
す

硝
子
店
を
創
業
し
ま
し
た
。七
郎

は
佐
世
保
で
創
業
す
る
前
に
ア
メ
リ
カ

で
の
事
業
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
、貨

物
船
で
密
航
し
よ
う
と
し
て
捕
ま
っ
た

と
い
う
武
勇
伝
も
残
っ
て
い
ま
す
。ま

た
創
業
後
、関
東
大
震
災
の
あ
っ
た

1
9
2
3
年（
大
正
12
年
）、「
こ
れ
か

ら
東
京
で
家
が
建
ち
必
ず
ガ
ラ
ス
が
必

要
に
な
る
」と
考
え
、東
京
に
支
店
を

開
設
し
、自
ら
も
東
京
で
営
業
を
行
っ

て
い
た
他
、ガ
ラ
ス
店
以
外
に
も
、家
具

屋・銭
湯・旅
館・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
挑
戦
す
る
な
ど
、何
事

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
人
で
し

た
。結
果
的
に
ガ
ラ
ス
店
以
外
は
す
べ

て
撤
退
し
ま
し
た
が
、旺
盛
な
挑
戦
心

と
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

長
く
我
が
社
を
率
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
父・順
之
助
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は
1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）の
こ
と

で
す
。順
之
助
は
ソ
フ
ト
で
人
当
た
り

今
年
、創
業
1
0
0
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
社
の
創
業
は
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）9
月
1
日
で

す
。お
か
げ
さ
ま
で
、今
年
で
創
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、我
が
社
を

ご
ひ
い
き

贔
屓
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
祖
父
・

し
ち
ろ
う

七
郎
は
、明
治
の
終
わ
り
頃

に
、軍
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
佐
世

　
こ
の
理
念
に
は
今
後
培
っ
て
い
き
た

い
新
た
な
精
神
も
込
め
て
い
ま
す
。そ

れ
は〝
お
客
様
に「
喜
び
、感
動
、幸

せ
」を
届
け
る
〞と
い
う
精
神
で
す
。時

代
は
、モ
ノ
か
ら
心
へ
と
変
化
し
て
お

り
、こ
の
心
の
時
代
に
大
切
な
の
は

「
喜
び
、感
動
、幸
せ
」だ
と
か
ん
が
え

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
全
社
員
が
こ
の
理
念
の
も
と
で
一
丸

と
な
っ
て
次
の
1
0
0
年
に
向
か
っ
て

邁
進
し
て
い
け
る
よ
う
、経
営
理
念
や

企
業
使
命
感
、社
員
行
動
訓
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
名
刺
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
た

「
ク

レ

ド

C
R
E
D
O（
信
条
）」を
作
成
し
ま

し
た
。全
社
員
が
こ
の「
C
R
E
D
O
」

を
常
に
携
帯
し
、私
も
朝
礼
で
こ
の
信

条
が
社
員
全
員
に
浸
透
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

　「挑
戦
す
る
姿
勢
」が
大
い
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
創
業
以
来
、挑
戦
す
る
気
持
ち
は
現

在
も
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

が
良
く
、お
客
様
か
ら
の
信
用
と
信
頼

を
と
て
も
大
切
に
し
た
人
で
し
た
。そ

し
て
1
9
9
6
年（
平
成
8
年
）、順

之
助
の
死
去
に
よ
っ
て
私（
博
之
）が
3

代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、経
営
理
念
を
刷
新
さ
れ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、創
業
者
が
培
っ
た「
挑

戦
」と
い
う
精
神
と
、2
代
目
が
培
っ

た〝
常
に
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
て
仕

事
を
す
る
〞と
い
う「
信
用
と
信
頼
」

の
精
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

1
0
0
周
年
の
節
目
を
機
に
、こ
の
２

つ
の
精
神
を
改
め
て
全
社
員
で
共
有

す
る
た
め
に
、経
営
理
念
を
刷
新
し
ま

し
た
。「
株
式
会
社
タ
シ
ロ
は
常
に
時

代
の
一
歩
先
を
み
つ
め
、高
品
質
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、

お
客
様
の
し
あ
わ
せ
と
繁
栄
を
通
し

て
明
る
い
豊
か
な
会
社
を
創
造
す
る
」

と
い
う
理
念
で
す
。

手
掛
け
て
い
ま
す
が
、こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
こ
そ
が
、今
後
伸
び
る
分
野
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
、こ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
独
立
さ
せ（
グ
ル
ー
プ
会
社

「
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
」を
設
立
）、社
長

に
息
子
・
倫
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
に
尽
力
し
て
い
る
所
で
す
。

　
今
後
も
、尽
き
な
い
挑
戦
心
を
も
っ

て
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
事
業

を
発
見
・
開
発
し
、我
が
社
の
事
業
の

柱
に
育
て
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

全
体
が
ま
る
で
一
つ
の
家
族
の
よ
う
な

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
は
、グ
ル
ー
プ
長

に
よ
る
各
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
の
個

人
面
談
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。仕

事
の
こ
と
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
な

ど
も
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
風
土
の

構
築
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
我
が
社
は
、ガ
ラ
ス
の
小
売
か
ら
始

ま
り
、サ
ッ
シ
を
は
じ
め
と
し
た
住

宅
・ビ
ル
の
建
材
販
売
へ
と
事
業
領
域

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、ま

ず
本
業
で
あ
る
ガ
ラ
ス・サ
ッ
シ
業
界

で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
仕
事
を
行

い
、長
崎
県
の
県
北
エ
リ
ア
で
圧
倒
的

N
o
．１
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

　
我
が
社
の
経
営
思
想
の
一
つ
に「
大

家
族
主
義
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

「
社
員
は
み
ん
な
家
族
と
一
緒
」と
い

う
考
え
方
で
す
。そ
の
た
め
、毎
年
全

社
員
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
経
営

方
針
発
表
会
の
場
で
は
、私
だ
け
で
な

く
、全
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の

目
標
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
毎
年

行
っ
て
い
る
社
員
旅
行
で
も
上
司
や
部

下
、グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
越
え
て
社
員

同
士
が
絆
を
深
め
、一
丸
と
な
っ
て
未

来
へ
進
む
力
を
じ
っ
く
り
と
養
っ
て
い

ま
す
。

　「
大
家
族
主
義
」の
思
想
は
、社
員

だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
に
も
向
い
て
お

り
、我
が
社
で
は
毎
年「
大
家
族
懇
親

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
懇
親

会
は
社
員
の
家
族
に
我
が
社
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、家
族

を
含
め
た
全
社
員
が
懇
親
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、今
年
は
1
0
0
周
年
を
祝
う

も
の
と
し
て
地
元
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

で
例
年
以
上
に
盛
大
に
開
催
し
、会
社

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
社
風

は
、我
が
社
の
一
番
の
強
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
社
長
に
就
任
し
た
後
も
、時
代

の
一
歩
先
を
み
つ
め
、介
護
用
品
の
販

売・レ
ン
タ
ル
事
業
や
不
動
産
業
、コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
事
業
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
0
0
年
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
で
き
た
要
因
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
お
客
様
と
の「
信
用
と

信
頼
」の
関
係
で
す
。こ
の「
信
用
と

信
頼
」は
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
最
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、今
後
の
事

業
発
展
に
も
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。「
常
に
お
客
様
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
」「
常
に
お
客

様
の
期
待
以
上
の
も
の
を
届
け
る
」

「
お
客
様
と
の
絆
を
最
も
大
切
に
す

る
」こ
と
に
こ
れ
か
ら
も
注
力
し
、よ

り
強
固
な「
信
用
と
信
頼
」を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
員
や
そ
の
家
族
を
と
て
も
大
切

に
な
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

▲本社前（左から田代社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取田代社長

株式会社 タシロ

取
引
店
／
親
和
銀
行 

佐
世
保
支
店

株
式
会
社 

タ
シ
ロ

代
表
取
締
役
社
長

田
代 

博
之
氏

未
来
と
地
域
を
見
つ
め
次
の
1
0
0
年
へ
。

高
品
質
の
商
品・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

お
客
様
に
喜
び
、感
動
、幸
せ
を
届
け
ま
す
。
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保
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
、故
郷
の
佐
賀

県
ひ
が
し
か
わ
の
ぼ
り

東
川
登
（
現
・
佐
賀
県
武
雄
市
）か

ら
佐
世
保
市
に
移
り
、し

ま
の
せ
ち
ょ
う

島
瀬
町
で
田

代
が
ら
す
硝
子
店
を
創
業
し
ま
し
た
。七
郎

は
佐
世
保
で
創
業
す
る
前
に
ア
メ
リ
カ

で
の
事
業
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
、貨

物
船
で
密
航
し
よ
う
と
し
て
捕
ま
っ
た

と
い
う
武
勇
伝
も
残
っ
て
い
ま
す
。ま

た
創
業
後
、関
東
大
震
災
の
あ
っ
た

1
9
2
3
年（
大
正
12
年
）、「
こ
れ
か

ら
東
京
で
家
が
建
ち
必
ず
ガ
ラ
ス
が
必

要
に
な
る
」と
考
え
、東
京
に
支
店
を

開
設
し
、自
ら
も
東
京
で
営
業
を
行
っ

て
い
た
他
、ガ
ラ
ス
店
以
外
に
も
、家
具

屋・銭
湯・旅
館・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
挑
戦
す
る
な
ど
、何
事

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
人
で
し

た
。結
果
的
に
ガ
ラ
ス
店
以
外
は
す
べ

て
撤
退
し
ま
し
た
が
、旺
盛
な
挑
戦
心

と
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

長
く
我
が
社
を
率
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
父・順
之
助
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は
1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）の
こ
と

で
す
。順
之
助
は
ソ
フ
ト
で
人
当
た
り

今
年
、創
業
1
0
0
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
社
の
創
業
は
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）9
月
1
日
で

す
。お
か
げ
さ
ま
で
、今
年
で
創
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、我
が
社
を

ご
ひ
い
き

贔
屓
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
祖
父
・

し
ち
ろ
う

七
郎
は
、明
治
の
終
わ
り
頃

に
、軍
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
佐
世

　
こ
の
理
念
に
は
今
後
培
っ
て
い
き
た

い
新
た
な
精
神
も
込
め
て
い
ま
す
。そ

れ
は〝
お
客
様
に「
喜
び
、感
動
、幸

せ
」を
届
け
る
〞と
い
う
精
神
で
す
。時

代
は
、モ
ノ
か
ら
心
へ
と
変
化
し
て
お

り
、こ
の
心
の
時
代
に
大
切
な
の
は

「
喜
び
、感
動
、幸
せ
」だ
と
か
ん
が
え

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
全
社
員
が
こ
の
理
念
の
も
と
で
一
丸

と
な
っ
て
次
の
1
0
0
年
に
向
か
っ
て

邁
進
し
て
い
け
る
よ
う
、経
営
理
念
や

企
業
使
命
感
、社
員
行
動
訓
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
名
刺
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
た

「
ク

レ

ド

C
R
E
D
O（
信
条
）」を
作
成
し
ま

し
た
。全
社
員
が
こ
の「
C
R
E
D
O
」

を
常
に
携
帯
し
、私
も
朝
礼
で
こ
の
信

条
が
社
員
全
員
に
浸
透
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

　「挑
戦
す
る
姿
勢
」が
大
い
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
創
業
以
来
、挑
戦
す
る
気
持
ち
は
現

在
も
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

が
良
く
、お
客
様
か
ら
の
信
用
と
信
頼

を
と
て
も
大
切
に
し
た
人
で
し
た
。そ

し
て
1
9
9
6
年（
平
成
8
年
）、順

之
助
の
死
去
に
よ
っ
て
私（
博
之
）が
3

代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、経
営
理
念
を
刷
新
さ
れ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、創
業
者
が
培
っ
た「
挑

戦
」と
い
う
精
神
と
、2
代
目
が
培
っ

た〝
常
に
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
て
仕

事
を
す
る
〞と
い
う「
信
用
と
信
頼
」

の
精
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

1
0
0
周
年
の
節
目
を
機
に
、こ
の
２

つ
の
精
神
を
改
め
て
全
社
員
で
共
有

す
る
た
め
に
、経
営
理
念
を
刷
新
し
ま

し
た
。「
株
式
会
社
タ
シ
ロ
は
常
に
時

代
の
一
歩
先
を
み
つ
め
、高
品
質
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、

お
客
様
の
し
あ
わ
せ
と
繁
栄
を
通
し

て
明
る
い
豊
か
な
会
社
を
創
造
す
る
」

と
い
う
理
念
で
す
。

手
掛
け
て
い
ま
す
が
、こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
こ
そ
が
、今
後
伸
び
る
分
野
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
、こ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
独
立
さ
せ（
グ
ル
ー
プ
会
社

「
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
」を
設
立
）、社
長

に
息
子
・
倫
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
に
尽
力
し
て
い
る
所
で
す
。

　
今
後
も
、尽
き
な
い
挑
戦
心
を
も
っ

て
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
事
業

を
発
見
・
開
発
し
、我
が
社
の
事
業
の

柱
に
育
て
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

全
体
が
ま
る
で
一
つ
の
家
族
の
よ
う
な

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
は
、グ
ル
ー
プ
長

に
よ
る
各
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
の
個

人
面
談
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。仕

事
の
こ
と
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
な

ど
も
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
風
土
の

構
築
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
我
が
社
は
、ガ
ラ
ス
の
小
売
か
ら
始

ま
り
、サ
ッ
シ
を
は
じ
め
と
し
た
住

宅
・ビ
ル
の
建
材
販
売
へ
と
事
業
領
域

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、ま

ず
本
業
で
あ
る
ガ
ラ
ス・サ
ッ
シ
業
界

で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
仕
事
を
行

い
、長
崎
県
の
県
北
エ
リ
ア
で
圧
倒
的

N
o
．１
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

　
我
が
社
の
経
営
思
想
の
一
つ
に「
大

家
族
主
義
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

「
社
員
は
み
ん
な
家
族
と
一
緒
」と
い

う
考
え
方
で
す
。そ
の
た
め
、毎
年
全

社
員
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
経
営

方
針
発
表
会
の
場
で
は
、私
だ
け
で
な

く
、全
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の

目
標
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
毎
年

行
っ
て
い
る
社
員
旅
行
で
も
上
司
や
部

下
、グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
越
え
て
社
員

同
士
が
絆
を
深
め
、一
丸
と
な
っ
て
未

来
へ
進
む
力
を
じ
っ
く
り
と
養
っ
て
い

ま
す
。

　「
大
家
族
主
義
」の
思
想
は
、社
員

だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
に
も
向
い
て
お

り
、我
が
社
で
は
毎
年「
大
家
族
懇
親

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
懇
親

会
は
社
員
の
家
族
に
我
が
社
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、家
族

を
含
め
た
全
社
員
が
懇
親
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、今
年
は
1
0
0
周
年
を
祝
う

も
の
と
し
て
地
元
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

で
例
年
以
上
に
盛
大
に
開
催
し
、会
社

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
社
風

は
、我
が
社
の
一
番
の
強
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
社
長
に
就
任
し
た
後
も
、時
代

の
一
歩
先
を
み
つ
め
、介
護
用
品
の
販

売・レ
ン
タ
ル
事
業
や
不
動
産
業
、コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
事
業
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
0
0
年
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
で
き
た
要
因
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
お
客
様
と
の「
信
用
と

信
頼
」の
関
係
で
す
。こ
の「
信
用
と

信
頼
」は
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
最
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、今
後
の
事

業
発
展
に
も
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。「
常
に
お
客
様
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
」「
常
に
お
客

様
の
期
待
以
上
の
も
の
を
届
け
る
」

「
お
客
様
と
の
絆
を
最
も
大
切
に
す

る
」こ
と
に
こ
れ
か
ら
も
注
力
し
、よ

り
強
固
な「
信
用
と
信
頼
」を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
員
や
そ
の
家
族
を
と
て
も
大
切

に
な
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

株式会社 タシロ

創業100周年　タシロの歴史

▲初代 田代七郎氏
（在任期間：1915～1974年）

▲2代目 田代順之助氏
（在任期間：1974～1996年）

▲3代目 田代博之氏
（在任期間：1996年～）

①「田代硝子店」の頃の外観と社用車
②昭和10年代「田代硝子店」の写真
③始まりは板硝子小売業からだった。
　当時の創業者の写真

13

2

◀見学風景▼

佐世保でリフォームを
希望される方は

まずはショールームに
お越しください!

リフォーム工房タシロ（株式会社ジュン）の田代社長▶

取 り 扱 い 製 品
佐世保でリフォームするなら

ビル用ガラスビル用サッシ住宅用サッシ

インテリア ❶住宅設備 ❶エクステリア ❶

インテリア ❷住宅設備 ❷エクステリア ❷
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保
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
、故
郷
の
佐
賀

県
ひ
が
し
か
わ
の
ぼ
り

東
川
登
（
現
・
佐
賀
県
武
雄
市
）か

ら
佐
世
保
市
に
移
り
、し

ま
の
せ
ち
ょ
う

島
瀬
町
で
田

代
が
ら
す

硝
子
店
を
創
業
し
ま
し
た
。七
郎

は
佐
世
保
で
創
業
す
る
前
に
ア
メ
リ
カ

で
の
事
業
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
、貨

物
船
で
密
航
し
よ
う
と
し
て
捕
ま
っ
た

と
い
う
武
勇
伝
も
残
っ
て
い
ま
す
。ま

た
創
業
後
、関
東
大
震
災
の
あ
っ
た

1
9
2
3
年（
大
正
12
年
）、「
こ
れ
か

ら
東
京
で
家
が
建
ち
必
ず
ガ
ラ
ス
が
必

要
に
な
る
」と
考
え
、東
京
に
支
店
を

開
設
し
、自
ら
も
東
京
で
営
業
を
行
っ

て
い
た
他
、ガ
ラ
ス
店
以
外
に
も
、家
具

屋・銭
湯・旅
館・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
挑
戦
す
る
な
ど
、何
事

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
人
で
し

た
。結
果
的
に
ガ
ラ
ス
店
以
外
は
す
べ

て
撤
退
し
ま
し
た
が
、旺
盛
な
挑
戦
心

と
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

長
く
我
が
社
を
率
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
父・順
之
助
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は
1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）の
こ
と

で
す
。順
之
助
は
ソ
フ
ト
で
人
当
た
り

今
年
、創
業
1
0
0
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
社
の
創
業
は
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）9
月
1
日
で

す
。お
か
げ
さ
ま
で
、今
年
で
創
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、我
が
社
を

ご
ひ
い
き

贔
屓
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
祖
父
・

し
ち
ろ
う

七
郎
は
、明
治
の
終
わ
り
頃

に
、軍
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
佐
世

　
こ
の
理
念
に
は
今
後
培
っ
て
い
き
た

い
新
た
な
精
神
も
込
め
て
い
ま
す
。そ

れ
は〝
お
客
様
に「
喜
び
、感
動
、幸

せ
」を
届
け
る
〞と
い
う
精
神
で
す
。時

代
は
、モ
ノ
か
ら
心
へ
と
変
化
し
て
お

り
、こ
の
心
の
時
代
に
大
切
な
の
は

「
喜
び
、感
動
、幸
せ
」だ
と
か
ん
が
え

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
全
社
員
が
こ
の
理
念
の
も
と
で
一
丸

と
な
っ
て
次
の
1
0
0
年
に
向
か
っ
て

邁
進
し
て
い
け
る
よ
う
、経
営
理
念
や

企
業
使
命
感
、社
員
行
動
訓
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
名
刺
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
た

「
ク

レ

ド

C
R
E
D
O（
信
条
）」を
作
成
し
ま

し
た
。全
社
員
が
こ
の「
C
R
E
D
O
」

を
常
に
携
帯
し
、私
も
朝
礼
で
こ
の
信

条
が
社
員
全
員
に
浸
透
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

　「挑
戦
す
る
姿
勢
」が
大
い
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
創
業
以
来
、挑
戦
す
る
気
持
ち
は
現

在
も
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

が
良
く
、お
客
様
か
ら
の
信
用
と
信
頼

を
と
て
も
大
切
に
し
た
人
で
し
た
。そ

し
て
1
9
9
6
年（
平
成
8
年
）、順

之
助
の
死
去
に
よ
っ
て
私（
博
之
）が
3

代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、経
営
理
念
を
刷
新
さ
れ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、創
業
者
が
培
っ
た「
挑

戦
」と
い
う
精
神
と
、2
代
目
が
培
っ

た〝
常
に
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
て
仕

事
を
す
る
〞と
い
う「
信
用
と
信
頼
」

の
精
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

1
0
0
周
年
の
節
目
を
機
に
、こ
の
２

つ
の
精
神
を
改
め
て
全
社
員
で
共
有

す
る
た
め
に
、経
営
理
念
を
刷
新
し
ま

し
た
。「
株
式
会
社
タ
シ
ロ
は
常
に
時

代
の
一
歩
先
を
み
つ
め
、高
品
質
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、

お
客
様
の
し
あ
わ
せ
と
繁
栄
を
通
し

て
明
る
い
豊
か
な
会
社
を
創
造
す
る
」

と
い
う
理
念
で
す
。

手
掛
け
て
い
ま
す
が
、こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
こ
そ
が
、今
後
伸
び
る
分
野
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
、こ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
独
立
さ
せ（
グ
ル
ー
プ
会
社

「
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
」を
設
立
）、社
長

に
息
子
・
倫
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
に
尽
力
し
て
い
る
所
で
す
。

　
今
後
も
、尽
き
な
い
挑
戦
心
を
も
っ

て
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
事
業

を
発
見
・
開
発
し
、我
が
社
の
事
業
の

柱
に
育
て
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

全
体
が
ま
る
で
一
つ
の
家
族
の
よ
う
な

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
は
、グ
ル
ー
プ
長

に
よ
る
各
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
の
個

人
面
談
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。仕

事
の
こ
と
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
な

ど
も
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
風
土
の

構
築
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
我
が
社
は
、ガ
ラ
ス
の
小
売
か
ら
始

ま
り
、サ
ッ
シ
を
は
じ
め
と
し
た
住

宅
・ビ
ル
の
建
材
販
売
へ
と
事
業
領
域

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、ま

ず
本
業
で
あ
る
ガ
ラ
ス・サ
ッ
シ
業
界

で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
仕
事
を
行

い
、長
崎
県
の
県
北
エ
リ
ア
で
圧
倒
的

N
o
．１
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

　
我
が
社
の
経
営
思
想
の
一
つ
に「
大

家
族
主
義
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

「
社
員
は
み
ん
な
家
族
と
一
緒
」と
い

う
考
え
方
で
す
。そ
の
た
め
、毎
年
全

社
員
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
経
営

方
針
発
表
会
の
場
で
は
、私
だ
け
で
な

く
、全
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の

目
標
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
毎
年

行
っ
て
い
る
社
員
旅
行
で
も
上
司
や
部

下
、グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
越
え
て
社
員

同
士
が
絆
を
深
め
、一
丸
と
な
っ
て
未

来
へ
進
む
力
を
じ
っ
く
り
と
養
っ
て
い

ま
す
。

　「
大
家
族
主
義
」の
思
想
は
、社
員

だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
に
も
向
い
て
お

り
、我
が
社
で
は
毎
年「
大
家
族
懇
親

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
懇
親

会
は
社
員
の
家
族
に
我
が
社
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、家
族

を
含
め
た
全
社
員
が
懇
親
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、今
年
は
1
0
0
周
年
を
祝
う

も
の
と
し
て
地
元
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

で
例
年
以
上
に
盛
大
に
開
催
し
、会
社

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
社
風

は
、我
が
社
の
一
番
の
強
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
社
長
に
就
任
し
た
後
も
、時
代

の
一
歩
先
を
み
つ
め
、介
護
用
品
の
販

売・レ
ン
タ
ル
事
業
や
不
動
産
業
、コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
事
業
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
0
0
年
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
で
き
た
要
因
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
お
客
様
と
の「
信
用
と

信
頼
」の
関
係
で
す
。こ
の「
信
用
と

信
頼
」は
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
最
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、今
後
の
事

業
発
展
に
も
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。「
常
に
お
客
様
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
」「
常
に
お
客

様
の
期
待
以
上
の
も
の
を
届
け
る
」

「
お
客
様
と
の
絆
を
最
も
大
切
に
す

る
」こ
と
に
こ
れ
か
ら
も
注
力
し
、よ

り
強
固
な「
信
用
と
信
頼
」を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
員
や
そ
の
家
族
を
と
て
も
大
切

に
な
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

株式会社 タシロ

創業100周年　タシロの歴史

▲初代 田代七郎氏
（在任期間：1915～1974年）

▲2代目 田代順之助氏
（在任期間：1974～1996年）

▲3代目 田代博之氏
（在任期間：1996年～）

①「田代硝子店」の頃の外観と社用車
②昭和10年代「田代硝子店」の写真
③始まりは板硝子小売業からだった。
　当時の創業者の写真

13

2

◀見学風景▼

佐世保でリフォームを
希望される方は

まずはショールームに
お越しください!

リフォーム工房タシロ（株式会社ジュン）の田代社長▶

取 り 扱 い 製 品
佐世保でリフォームするなら

ビル用ガラスビル用サッシ住宅用サッシ

インテリア ❶住宅設備 ❶エクステリア ❶

インテリア ❷住宅設備 ❷エクステリア ❷
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▲前列左3番目から田代社長（株式会社ジュン）、田代社長、吉澤頭取、麻生支店長（親和銀行）

保
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
、故
郷
の
佐
賀

県
ひ
が
し
か
わ
の
ぼ
り

東
川
登
（
現
・
佐
賀
県
武
雄
市
）か

ら
佐
世
保
市
に
移
り
、し

ま
の
せ
ち
ょ
う

島
瀬
町
で
田

代
が
ら
す
硝
子
店
を
創
業
し
ま
し
た
。七
郎

は
佐
世
保
で
創
業
す
る
前
に
ア
メ
リ
カ

で
の
事
業
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
、貨

物
船
で
密
航
し
よ
う
と
し
て
捕
ま
っ
た

と
い
う
武
勇
伝
も
残
っ
て
い
ま
す
。ま

た
創
業
後
、関
東
大
震
災
の
あ
っ
た

1
9
2
3
年（
大
正
12
年
）、「
こ
れ
か

ら
東
京
で
家
が
建
ち
必
ず
ガ
ラ
ス
が
必

要
に
な
る
」と
考
え
、東
京
に
支
店
を

開
設
し
、自
ら
も
東
京
で
営
業
を
行
っ

て
い
た
他
、ガ
ラ
ス
店
以
外
に
も
、家
具

屋・銭
湯・旅
館・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
挑
戦
す
る
な
ど
、何
事

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
人
で
し

た
。結
果
的
に
ガ
ラ
ス
店
以
外
は
す
べ

て
撤
退
し
ま
し
た
が
、旺
盛
な
挑
戦
心

と
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

長
く
我
が
社
を
率
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
父・順
之
助
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は
1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）の
こ
と

で
す
。順
之
助
は
ソ
フ
ト
で
人
当
た
り

今
年
、創
業
1
0
0
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
社
の
創
業
は
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）9
月
1
日
で

す
。お
か
げ
さ
ま
で
、今
年
で
創
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、我
が
社
を

ご
ひ
い
き

贔
屓
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
祖
父
・

し
ち
ろ
う

七
郎
は
、明
治
の
終
わ
り
頃

に
、軍
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
佐
世

◎インタビューを終えて

　
こ
の
理
念
に
は
今
後
培
っ
て
い
き
た

い
新
た
な
精
神
も
込
め
て
い
ま
す
。そ

れ
は〝
お
客
様
に「
喜
び
、感
動
、幸

せ
」を
届
け
る
〞と
い
う
精
神
で
す
。時

代
は
、モ
ノ
か
ら
心
へ
と
変
化
し
て
お

り
、こ
の
心
の
時
代
に
大
切
な
の
は

「
喜
び
、感
動
、幸
せ
」だ
と
か
ん
が
え

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
全
社
員
が
こ
の
理
念
の
も
と
で
一
丸

と
な
っ
て
次
の
1
0
0
年
に
向
か
っ
て

邁
進
し
て
い
け
る
よ
う
、経
営
理
念
や

企
業
使
命
感
、社
員
行
動
訓
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
名
刺
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
た

「
ク

レ

ド

C
R
E
D
O（
信
条
）」を
作
成
し
ま

し
た
。全
社
員
が
こ
の「
C
R
E
D
O
」

を
常
に
携
帯
し
、私
も
朝
礼
で
こ
の
信

条
が
社
員
全
員
に
浸
透
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

　「挑
戦
す
る
姿
勢
」が
大
い
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
創
業
以
来
、挑
戦
す
る
気
持
ち
は
現

在
も
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

が
良
く
、お
客
様
か
ら
の
信
用
と
信
頼

を
と
て
も
大
切
に
し
た
人
で
し
た
。そ

し
て
1
9
9
6
年（
平
成
8
年
）、順

之
助
の
死
去
に
よ
っ
て
私（
博
之
）が
3

代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、経
営
理
念
を
刷
新
さ
れ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、創
業
者
が
培
っ
た「
挑

戦
」と
い
う
精
神
と
、2
代
目
が
培
っ

た〝
常
に
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
て
仕

事
を
す
る
〞と
い
う「
信
用
と
信
頼
」

の
精
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

1
0
0
周
年
の
節
目
を
機
に
、こ
の
２

つ
の
精
神
を
改
め
て
全
社
員
で
共
有

す
る
た
め
に
、経
営
理
念
を
刷
新
し
ま

し
た
。「
株
式
会
社
タ
シ
ロ
は
常
に
時

代
の
一
歩
先
を
み
つ
め
、高
品
質
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、

お
客
様
の
し
あ
わ
せ
と
繁
栄
を
通
し

て
明
る
い
豊
か
な
会
社
を
創
造
す
る
」

と
い
う
理
念
で
す
。

手
掛
け
て
い
ま
す
が
、こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
こ
そ
が
、今
後
伸
び
る
分
野
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
、こ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
独
立
さ
せ（
グ
ル
ー
プ
会
社

「
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
」を
設
立
）、社
長

に
息
子
・
倫
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
に
尽
力
し
て
い
る
所
で
す
。

　
今
後
も
、尽
き
な
い
挑
戦
心
を
も
っ

て
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
事
業

を
発
見
・
開
発
し
、我
が
社
の
事
業
の

柱
に
育
て
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

全
体
が
ま
る
で
一
つ
の
家
族
の
よ
う
な

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
は
、グ
ル
ー
プ
長

に
よ
る
各
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
の
個

人
面
談
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。仕

事
の
こ
と
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
な

ど
も
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
風
土
の

構
築
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
我
が
社
は
、ガ
ラ
ス
の
小
売
か
ら
始

ま
り
、サ
ッ
シ
を
は
じ
め
と
し
た
住

宅
・ビ
ル
の
建
材
販
売
へ
と
事
業
領
域

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、ま

ず
本
業
で
あ
る
ガ
ラ
ス・サ
ッ
シ
業
界

で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
仕
事
を
行

い
、長
崎
県
の
県
北
エ
リ
ア
で
圧
倒
的

N
o
．１
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

　
我
が
社
の
経
営
思
想
の
一
つ
に「
大

家
族
主
義
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

「
社
員
は
み
ん
な
家
族
と
一
緒
」と
い

う
考
え
方
で
す
。そ
の
た
め
、毎
年
全

社
員
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
経
営

方
針
発
表
会
の
場
で
は
、私
だ
け
で
な

く
、全
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の

目
標
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
毎
年

行
っ
て
い
る
社
員
旅
行
で
も
上
司
や
部

下
、グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
越
え
て
社
員

同
士
が
絆
を
深
め
、一
丸
と
な
っ
て
未

来
へ
進
む
力
を
じ
っ
く
り
と
養
っ
て
い

ま
す
。

　「
大
家
族
主
義
」の
思
想
は
、社
員

だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
に
も
向
い
て
お

り
、我
が
社
で
は
毎
年「
大
家
族
懇
親

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
懇
親

会
は
社
員
の
家
族
に
我
が
社
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、家
族

を
含
め
た
全
社
員
が
懇
親
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、今
年
は
1
0
0
周
年
を
祝
う

も
の
と
し
て
地
元
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

で
例
年
以
上
に
盛
大
に
開
催
し
、会
社

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
社
風

は
、我
が
社
の
一
番
の
強
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
社
長
に
就
任
し
た
後
も
、時
代

の
一
歩
先
を
み
つ
め
、介
護
用
品
の
販

売・レ
ン
タ
ル
事
業
や
不
動
産
業
、コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
事
業
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
0
0
年
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
で
き
た
要
因
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
お
客
様
と
の「
信
用
と

信
頼
」の
関
係
で
す
。こ
の「
信
用
と

信
頼
」は
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
最
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、今
後
の
事

業
発
展
に
も
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。「
常
に
お
客
様
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
」「
常
に
お
客

様
の
期
待
以
上
の
も
の
を
届
け
る
」

「
お
客
様
と
の
絆
を
最
も
大
切
に
す

る
」こ
と
に
こ
れ
か
ら
も
注
力
し
、よ

り
強
固
な「
信
用
と
信
頼
」を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
員
や
そ
の
家
族
を
と
て
も
大
切

に
な
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

▲社員旅行では、上司・部下、そして部署の垣根を越えて　スタッフ同士の絆を深めています ▲社員同士が家族ぐるみでお付き合い。まるでひとつ
の大家族のような絆で結ばれています

株式会社 タシロ

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　創業者と2代目が培われた精神を受け継ぎ、常にお客様の視点に立って考え、
新しい事業にも果敢に挑戦を続けられています。
　同時に社員の皆様、またその家族の方々の幸せを願い、会社全体をまるで
ひとつの大家族のような信頼で結びたいという強い思いが感じられました。
　これからも長崎の快適な住まいづくりに貢献していただくことを期待してい
ます。

▼不定期で行っている展示会イベン
トでは、お客様

との交流を何よりも大切にしていま
す

Snap shot
タシロは「大家族主義」

社員やその家族を大切にしています。

社員旅行

展示会
イベント

ソフト
ボール
大会

お花見

大家族
懇親会

１００
万馬力で

頑張りま
す!

作

業風景
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▲前列左3番目から田代社長（株式会社ジュン）、田代社長、吉澤頭取、麻生支店長（親和銀行）

保
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
、故
郷
の
佐
賀

県
ひ
が
し
か
わ
の
ぼ
り

東
川
登
（
現
・
佐
賀
県
武
雄
市
）か

ら
佐
世
保
市
に
移
り
、し

ま
の
せ
ち
ょ
う

島
瀬
町
で
田

代
が
ら
す

硝
子
店
を
創
業
し
ま
し
た
。七
郎

は
佐
世
保
で
創
業
す
る
前
に
ア
メ
リ
カ

で
の
事
業
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
、貨

物
船
で
密
航
し
よ
う
と
し
て
捕
ま
っ
た

と
い
う
武
勇
伝
も
残
っ
て
い
ま
す
。ま

た
創
業
後
、関
東
大
震
災
の
あ
っ
た

1
9
2
3
年（
大
正
12
年
）、「
こ
れ
か

ら
東
京
で
家
が
建
ち
必
ず
ガ
ラ
ス
が
必

要
に
な
る
」と
考
え
、東
京
に
支
店
を

開
設
し
、自
ら
も
東
京
で
営
業
を
行
っ

て
い
た
他
、ガ
ラ
ス
店
以
外
に
も
、家
具

屋・銭
湯・旅
館・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
挑
戦
す
る
な
ど
、何
事

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
人
で
し

た
。結
果
的
に
ガ
ラ
ス
店
以
外
は
す
べ

て
撤
退
し
ま
し
た
が
、旺
盛
な
挑
戦
心

と
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

長
く
我
が
社
を
率
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
父・順
之
助
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は
1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）の
こ
と

で
す
。順
之
助
は
ソ
フ
ト
で
人
当
た
り

今
年
、創
業
1
0
0
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
社
の
創
業
は
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）9
月
1
日
で

す
。お
か
げ
さ
ま
で
、今
年
で
創
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、我
が
社
を

ご
ひ
い
き

贔
屓
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
祖
父
・

し
ち
ろ
う

七
郎
は
、明
治
の
終
わ
り
頃

に
、軍
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
佐
世

◎インタビューを終えて

　
こ
の
理
念
に
は
今
後
培
っ
て
い
き
た

い
新
た
な
精
神
も
込
め
て
い
ま
す
。そ

れ
は〝
お
客
様
に「
喜
び
、感
動
、幸

せ
」を
届
け
る
〞と
い
う
精
神
で
す
。時

代
は
、モ
ノ
か
ら
心
へ
と
変
化
し
て
お

り
、こ
の
心
の
時
代
に
大
切
な
の
は

「
喜
び
、感
動
、幸
せ
」だ
と
か
ん
が
え

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
全
社
員
が
こ
の
理
念
の
も
と
で
一
丸

と
な
っ
て
次
の
1
0
0
年
に
向
か
っ
て

邁
進
し
て
い
け
る
よ
う
、経
営
理
念
や

企
業
使
命
感
、社
員
行
動
訓
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
名
刺
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
た

「
ク

レ

ド

C
R
E
D
O（
信
条
）」を
作
成
し
ま

し
た
。全
社
員
が
こ
の「
C
R
E
D
O
」

を
常
に
携
帯
し
、私
も
朝
礼
で
こ
の
信

条
が
社
員
全
員
に
浸
透
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

　「挑
戦
す
る
姿
勢
」が
大
い
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
創
業
以
来
、挑
戦
す
る
気
持
ち
は
現

在
も
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

が
良
く
、お
客
様
か
ら
の
信
用
と
信
頼

を
と
て
も
大
切
に
し
た
人
で
し
た
。そ

し
て
1
9
9
6
年（
平
成
8
年
）、順

之
助
の
死
去
に
よ
っ
て
私（
博
之
）が
3

代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、経
営
理
念
を
刷
新
さ
れ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、創
業
者
が
培
っ
た「
挑

戦
」と
い
う
精
神
と
、2
代
目
が
培
っ

た〝
常
に
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
て
仕

事
を
す
る
〞と
い
う「
信
用
と
信
頼
」

の
精
神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

1
0
0
周
年
の
節
目
を
機
に
、こ
の
２

つ
の
精
神
を
改
め
て
全
社
員
で
共
有

す
る
た
め
に
、経
営
理
念
を
刷
新
し
ま

し
た
。「
株
式
会
社
タ
シ
ロ
は
常
に
時

代
の
一
歩
先
を
み
つ
め
、高
品
質
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス・シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、

お
客
様
の
し
あ
わ
せ
と
繁
栄
を
通
し

て
明
る
い
豊
か
な
会
社
を
創
造
す
る
」

と
い
う
理
念
で
す
。

手
掛
け
て
い
ま
す
が
、こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
こ
そ
が
、今
後
伸
び
る
分
野
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
、こ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
独
立
さ
せ（
グ
ル
ー
プ
会
社

「
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
」を
設
立
）、社
長

に
息
子
・
倫
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
に
尽
力
し
て
い
る
所
で
す
。

　
今
後
も
、尽
き
な
い
挑
戦
心
を
も
っ

て
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
事
業

を
発
見
・
開
発
し
、我
が
社
の
事
業
の

柱
に
育
て
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

全
体
が
ま
る
で
一
つ
の
家
族
の
よ
う
な

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
か
ら
は
、グ
ル
ー
プ
長

に
よ
る
各
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
の
個

人
面
談
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。仕

事
の
こ
と
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
な

ど
も
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
風
土
の

構
築
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
我
が
社
は
、ガ
ラ
ス
の
小
売
か
ら
始

ま
り
、サ
ッ
シ
を
は
じ
め
と
し
た
住

宅
・ビ
ル
の
建
材
販
売
へ
と
事
業
領
域

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、ま

ず
本
業
で
あ
る
ガ
ラ
ス・サ
ッ
シ
業
界

で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
仕
事
を
行

い
、長
崎
県
の
県
北
エ
リ
ア
で
圧
倒
的

N
o
．１
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

　
我
が
社
の
経
営
思
想
の
一
つ
に「
大

家
族
主
義
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

「
社
員
は
み
ん
な
家
族
と
一
緒
」と
い

う
考
え
方
で
す
。そ
の
た
め
、毎
年
全

社
員
を
集
め
て
開
催
し
て
い
る
経
営

方
針
発
表
会
の
場
で
は
、私
だ
け
で
な

く
、全
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の

目
標
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
毎
年

行
っ
て
い
る
社
員
旅
行
で
も
上
司
や
部

下
、グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
越
え
て
社
員

同
士
が
絆
を
深
め
、一
丸
と
な
っ
て
未

来
へ
進
む
力
を
じ
っ
く
り
と
養
っ
て
い

ま
す
。

　「
大
家
族
主
義
」の
思
想
は
、社
員

だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
に
も
向
い
て
お

り
、我
が
社
で
は
毎
年「
大
家
族
懇
親

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
懇
親

会
は
社
員
の
家
族
に
我
が
社
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、家
族

を
含
め
た
全
社
員
が
懇
親
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、今
年
は
1
0
0
周
年
を
祝
う

も
の
と
し
て
地
元
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

で
例
年
以
上
に
盛
大
に
開
催
し
、会
社

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
社
風

は
、我
が
社
の
一
番
の
強
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
社
長
に
就
任
し
た
後
も
、時
代

の
一
歩
先
を
み
つ
め
、介
護
用
品
の
販

売・レ
ン
タ
ル
事
業
や
不
動
産
業
、コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
事
業
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
0
0
年
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
で
き
た
要
因
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
お
客
様
と
の「
信
用
と

信
頼
」の
関
係
で
す
。こ
の「
信
用
と

信
頼
」は
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
最
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、今
後
の
事

業
発
展
に
も
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。「
常
に
お
客
様
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
る
」「
常
に
お
客

様
の
期
待
以
上
の
も
の
を
届
け
る
」

「
お
客
様
と
の
絆
を
最
も
大
切
に
す

る
」こ
と
に
こ
れ
か
ら
も
注
力
し
、よ

り
強
固
な「
信
用
と
信
頼
」を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
員
や
そ
の
家
族
を
と
て
も
大
切

に
な
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

▲社員旅行では、上司・部下、そして部署の垣根を越えて　スタッフ同士の絆を深めています ▲社員同士が家族ぐるみでお付き合い。まるでひとつ
の大家族のような絆で結ばれています

株式会社 タシロ

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　創業者と2代目が培われた精神を受け継ぎ、常にお客様の視点に立って考え、
新しい事業にも果敢に挑戦を続けられています。
　同時に社員の皆様、またその家族の方々の幸せを願い、会社全体をまるで
ひとつの大家族のような信頼で結びたいという強い思いが感じられました。
　これからも長崎の快適な住まいづくりに貢献していただくことを期待してい
ます。

▼不定期で行っている展示会イベン
トでは、お客様

との交流を何よりも大切にしていま
す

Snap shot
タシロは「大家族主義」

社員やその家族を大切にしています。

社員旅行

展示会
イベント

ソフト
ボール
大会

お花見

大家族
懇親会

１００
万馬力で

頑張りま
す!

作

業風景
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。



ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

「化学工業製品の研究開発・製造を行うメーカー部門」と「化学薬品、合成
樹脂などの卸販売を行う商社部門」の2部門体制で展開しています。取り
扱っている製品は、ものづくりに不可欠な化学薬品ばかりで、特許を取得
しているものが多くあります。
今後も国内外の化学製品の輸出入に加え、受託製造の推進、自社開発製品
の製造、研究開発により、多様な化学製品の提供に努めてまいります。

学校法人 大村文化学園
■ 創　　業：1929年
■ 設　　立：1992年
■ 所 在 地：福岡市中央区
■ 従 業 員：95名
■ 事業内容：学校（美容専門学校）
■ 事業拠点：福岡市中央区

■ 取 引 店：
黒門支店
092-781-7731

三光 株式会社
■ 創　　業：1946年
■ 設　　立：1949年
■ 所 在 地：福岡県久留米市
■ 資 本 金：3億8,640万円
■ 従 業 員：174名
■ 事業内容：化学品製造・卸売
■ 事業拠点：
　（本　　社）福岡県久留米市
　（本　　部）大阪府大阪市
　（支　　店）東京都中央区

愛知県名古屋市
広島県広島市
北九州市小倉北区

　（荒尾工場）熊本県荒尾市
　（有明工場）熊本県荒尾市
　（滋賀工場）滋賀県守山市
　（大阪研究所）大阪府茨木市
　（海外拠点）アメリカ、ドイツ、中国、タイ

■ 取 引 店：
大阪支店
06-6261-6951

高付加価値の化学品を
研究開発・製造し
社会に貢献します!

「トップスタイリスト科」「美容科」「メイク・エステ科」「ファッションクリエイ
ター科」「ファッション科」の5学科13コースを擁する専門学校です。本学園
では「一人前の技術者である前に、一人前の社会人であれ」という考えの
もと、「一に人格 二に技術」を教育理念に掲げています。今後も、専門スキル
とコミュニケーション能力が身に付く教育で、美容・ファッション業界を牽引
する人材の育成を図ります。

産学協同プロジェクトに
力を入れています。
企業の皆様、私たちと
コラボしてみませんか？
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ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

「化学工業製品の研究開発・製造を行うメーカー部門」と「化学薬品、合成
樹脂などの卸販売を行う商社部門」の2部門体制で展開しています。取り
扱っている製品は、ものづくりに不可欠な化学薬品ばかりで、特許を取得
しているものが多くあります。
今後も国内外の化学製品の輸出入に加え、受託製造の推進、自社開発製品
の製造、研究開発により、多様な化学製品の提供に努めてまいります。

学校法人 大村文化学園
■ 創　　業：1929年
■ 設　　立：1992年
■ 所 在 地：福岡市中央区
■ 従 業 員：95名
■ 事業内容：学校（美容専門学校）
■ 事業拠点：福岡市中央区

■ 取 引 店：
黒門支店
092-781-7731

三光 株式会社
■ 創　　業：1946年
■ 設　　立：1949年
■ 所 在 地：福岡県久留米市
■ 資 本 金：3億8,640万円
■ 従 業 員：174名
■ 事業内容：化学品製造・卸売
■ 事業拠点：
　（本　　社）福岡県久留米市
　（本　　部）大阪府大阪市
　（支　　店）東京都中央区

愛知県名古屋市
広島県広島市
北九州市小倉北区

　（荒尾工場）熊本県荒尾市
　（有明工場）熊本県荒尾市
　（滋賀工場）滋賀県守山市
　（大阪研究所）大阪府茨木市
　（海外拠点）アメリカ、ドイツ、中国、タイ

■ 取 引 店：
大阪支店
06-6261-6951

高付加価値の化学品を
研究開発・製造し
社会に貢献します!

「トップスタイリスト科」「美容科」「メイク・エステ科」「ファッションクリエイ
ター科」「ファッション科」の5学科13コースを擁する専門学校です。本学園
では「一人前の技術者である前に、一人前の社会人であれ」という考えの
もと、「一に人格 二に技術」を教育理念に掲げています。今後も、専門スキル
とコミュニケーション能力が身に付く教育で、美容・ファッション業界を牽引
する人材の育成を図ります。

産学協同プロジェクトに
力を入れています。
企業の皆様、私たちと
コラボしてみませんか？
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ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

株式会社 ハマジ
■ 創　　業：1951年
■ 設　　立：1979年
■ 所 在 地：熊本市西区
■ 資 本 金：1,000万円
■ 従 業 員：60人
■ 事業内容：看板資材の卸売業
■ 事業拠点：
　（本　社）熊本市西区
　（営業所）福岡市南区

福岡市博多区
福岡市東区
福岡県久留米市
北九州市小倉北区
長崎県大村市
大分県大分市
熊本県玉名郡

■ 取 引 店：
中央支店
096-356-5111

1951年の創業以来、看板資材の卸売業として歴史を重ねて参りました。
取り扱う商品は時代と共に大きく変化してきましたが、一貫してサイン業界
に携わって参りました。時代の変化をいち早く察知し、お客様に最適な商
品を提案し提供することが、我が社の使命です。
現在、九州圏内8カ所に営業所を構えています。これからも社員一人ひとり
が看板資材のプロとして質の高いサービスと提案力を持ち、各地域のお客
様と密接な信頼関係を築いてまいります。

▲本社のサイン

■ 取 引 店：
佐世保支店
0956-22-4126

株式会社 タシロ

ガラス・サッシ等の卸売業を中心に事業を展開しています。おかげさまで
2015年9月1日に創業100周年を迎えることができました。我が社の歴
史には、初代の旺盛な挑戦心、2代目のお客様のことを考えて仕事をす
るという遺伝子が脈々と受け継がれています。
100周年の節目を機に、この2つの精神を社員のみんなで共有し、次の
100年に向かって歩んでまいります。

■ 創　　業：1915年
■ 設　　立：1948年
■ 所 在 地：長崎県佐世保市
■ 資 本 金：3,000万円
■ 従 業 員：27人
■ 事業内容：建築資材の卸売業
■ 事業拠点：
　（本　　社）長崎県佐世保市
　（関連会社）長崎県佐世保市

ガラス、サッシ業界
長崎県の県北エリアで
圧倒的Ｎｏ.１を
目指します!

九州から全国へ発信!
看板資材のことなら
お任せください!

全社員で記念撮影（2014年）
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ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

株式会社 ハマジ
■ 創　　業：1951年
■ 設　　立：1979年
■ 所 在 地：熊本市西区
■ 資 本 金：1,000万円
■ 従 業 員：60人
■ 事業内容：看板資材の卸売業
■ 事業拠点：
　（本　社）熊本市西区
　（営業所）福岡市南区

福岡市博多区
福岡市東区
福岡県久留米市
北九州市小倉北区
長崎県大村市
大分県大分市
熊本県玉名郡

■ 取 引 店：
中央支店
096-356-5111

1951年の創業以来、看板資材の卸売業として歴史を重ねて参りました。
取り扱う商品は時代と共に大きく変化してきましたが、一貫してサイン業界
に携わって参りました。時代の変化をいち早く察知し、お客様に最適な商
品を提案し提供することが、我が社の使命です。
現在、九州圏内8カ所に営業所を構えています。これからも社員一人ひとり
が看板資材のプロとして質の高いサービスと提案力を持ち、各地域のお客
様と密接な信頼関係を築いてまいります。

▲本社のサイン

■ 取 引 店：
佐世保支店
0956-22-4126

株式会社 タシロ

ガラス・サッシ等の卸売業を中心に事業を展開しています。おかげさまで
2015年9月1日に創業100周年を迎えることができました。我が社の歴
史には、初代の旺盛な挑戦心、2代目のお客様のことを考えて仕事をす
るという遺伝子が脈々と受け継がれています。
100周年の節目を機に、この2つの精神を社員のみんなで共有し、次の
100年に向かって歩んでまいります。

■ 創　　業：1915年
■ 設　　立：1948年
■ 所 在 地：長崎県佐世保市
■ 資 本 金：3,000万円
■ 従 業 員：27人
■ 事業内容：建築資材の卸売業
■ 事業拠点：
　（本　　社）長崎県佐世保市
　（関連会社）長崎県佐世保市

ガラス、サッシ業界
長崎県の県北エリアで
圧倒的Ｎｏ.１を
目指します!

九州から全国へ発信!
看板資材のことなら
お任せください!

全社員で記念撮影（2014年）
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ごまの香りともっちり感

九州の「地域ブランド」をご紹介致します。
FILE No.20

　
胡
麻
豆
腐
の
歴
史
は
古
く
、仏
教
の
伝

来
と
と
も
に
禅
僧
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
と
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
院
で
は
精
進
料
理
と
し
て
、
法
事

な
ど
の
仏
教
行
事
に
か
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
料
理
で
す
。

　
一
般
的
に
、胡
麻
豆
腐
は
練
り
ご
ま
と

デ
ン
プ
ン
で
作
る
の
で
豆
腐
の
よ
う
に

白
っ
ぽ
い
で
す
が
、佐
賀
・
長
崎
地
方
で

は
焙
煎
し
た
胡
麻
を
使
用
し
、
色
合
い

が
茶
色
で
香
り
が
強
く
、ほ
ん
の
り
甘
い

の
が
特
徴
で
す
。
口
の
中
で
広
が
る
胡

麻
の
香
り
と
、と
ろ
け
る
よ
う
な
滑
ら
か

な
食
感
が
絶
品
で
す
。
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。
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艶やかで美しいタイの古典舞踊衣装

海 外
ビ ジ ネ ス
リ ポ ー ト

Singapore
シンガポール駐在員事務所

Hong Kong
香港駐在員事務所

Shanghai
上海駐在員事務所

Dalian
大連駐在員事務所

Bangkok
バンコク駐在員事務所



艶やかで美しいタイの古典舞踊衣装

海 外
ビ ジ ネ ス
リ ポ ー ト

Singapore
シンガポール駐在員事務所

Hong Kong
香港駐在員事務所

Shanghai
上海駐在員事務所

Dalian
大連駐在員事務所

Bangkok
バンコク駐在員事務所



は
じ
め
に

　
中
国
で
は
近
年
、人
件
費
や
物
価

の
上
昇
、人
民
元
高
の
進
行
に
よ
り

か
つ
て
の「
生
産
拠
点
」と
し
て
の
魅

力
が
薄
れ
る
一
方
、国
民
の
所
得
水

準
が
向
上
し「
消
費
市
場
」と
し
て

の
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
上
海
、北
京
の
一
人
あ
た

り
G
D
P
は
日
本
の
80
年
代
後
半

の
水
準
ま
で
達
し
て
お
り
、上
海
で

は
一
人
年
間
60
万
円
以
上
が
消
費

 

都
市
部
の
人
々
は
仕
事
が
忙
し
く

買
い
物
な
ど
に
割
く
時
間
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
や
生
活
に
豊
か
さ
を

求
め
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
見

え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

日
用
品
や
家
電
品
、衣
類
な
ど
の
購

入
手
段
や
嗜
好
の
多
様
化
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
に
モ
ノ
が
買
え
る
こ
と
で
、

外
出
し
な
く
て
も
好
き
な
時
間
に

買
い
物
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

上
海
の
小
売
店
舗
の
実
態

　　
上
海
市
内
に
は
数
多
く
の
百
貨

店
、ス
ー
パ
ー
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、家
電
量
販
店
が
建
ち
並
び
、

繁
華
街
を
歩
け
ば
海
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
店
を
数
十
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

上
海
で
は
既
に
店
舗
の
数
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、実
際
に
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
の
数
は
2
0
1
1
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、

か
わ
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、上
海
中
心

部
の
不
動
産
賃
料
が
既
に
東
京

並
の
水
準
へ
高
騰
し
て
い
る
こ
と

や
、毎
年
10
％
近
い
人
件
費
の
上
昇

が
厳
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
知
名
度
の
高
い

テ
ナ
ン
ト
は
、入
居
時
の
費
用
負
担

や
家
賃
な
ど
で
有
利
な
条
件
を

引
き
出
せ
ま
す
が
、い
ま
だ
厳
し
い

条
件
で
の
入
居
、契
約
更
改
を
強
い

ら
れ
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
く
企
業
間
の

格
差
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
上
海
の
一
人
当
た
り
消
費

額
は
既
に
高
い
水
準
に
到
達
し
て
お

り
他
都
市
に
比
べ
消
費
の
伸
び
が
鈍

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、上
海
の

消
費
市
場
は
既
に
成
熟
し
た
市
場

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。政
府
が
倹
約
令

を
出
し
過
度
の
贅
沢
を
規
制
し
た

影
響
は
あ
り
ま
す
が
、中
国
全
体
の

昨
年
の
小
売
販
売
額
は
約
4
5
0

兆
円
と
日
本
の
約
3
倍
規
模
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。ま
た
特
徴
と
し

て
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
内
陸
部

の
主
要
都
市
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

沿
岸
部
か
ら
の
工
場
移
転
が
進
み

市
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
消
費
拡
大
要
因
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　
小
売
企
業
な
ど
は
賃
料
、人
件

費
が
低
く
、市
場
開
拓
余
地
の
あ
る

内
陸
地
域
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

ま
す
が
今
後
更
に
加
速
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。内
陸
と
い
え
ど
も

そ
こ
に
は
数
百
万
人
、数
千
万
人
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在
す
る
た

め
で
す
。

Ｅ
Ｃ
市
場
の
成
長

　　
日
本
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、昨
年
11
月
11
日
、中
国
最
大
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト「
天
猫
」モ
ー
ル
で
の
売
上
金
額

は
5
7
1
億
元（
約
１
兆
1
千
億

円
）を
記
録
し
ま
し
た
。

　
中
国
で「
光
棍
節（
独
身
者
の

日
）」と
呼
ば
れ
る
日
に「
天
猫
」を

運
営
す
る
情
報
技
術
の
大
手
企
業

で
あ
る
ア
リ
バ
バ
が
仕
掛
け
た
特
別

セ
ー
ル
1
日
間
の
売
上
高
で
す
。

（
図
2
参
照
）

E
C
の
形
態

　
中
国
の
E
C
サ
イ
ト（
本
稿
で
は

企
業
間
取
引
を
除
き
、個
人
向
け
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
を
指
し
ま
す
）は
、日
本
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。ひ
と
つ
は
個
人
間
取
引

（
C
to
C
）、も
う
ひ
と
つ
は
企
業
対

個
人
取
引（
B
to
C
）で
す
。

　
中
国
で
は
先
に
個
人
同
士
で
売

買
を
行
う
C
to
C
か
ら
発
展
し
、現

在
で
は
企
業
が
消
費
者
向
け
に
商

品
を
販
売
す
る
B
to
C
が
勢
い
を

増
し
て
い
ま
す
。昨
年
ま
で
は
E
C

全
体
に
占
め
る
割
合
は
C
to
C
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年

以
降
は
B
to
C
の
シ
ェ
ア
が
上
回
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
上
で
は
食
品
か
ら
家
電

品
、衣
料
品
、雑
貨
な
ど
日
本
で
も

よ
く
み
か
け
る
商
品
か
ら
、旅
行
や

交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々

な
も
の
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
が
化
粧
品

や
紙
お
む
つ
、炊
飯
器
な
ど
を
大
量

に
買
い
占
め
る
、い
わ
ゆ
る
爆
買
い

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、中
国
で
も
そ

れ
ら
の
海
外
製
品
は
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。（
図
4
参
照
）

　
ま
た
海
外
製
品
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
ト
上
で
購
入
し
た
も
の
が
直

接
海
外
か
ら
自
宅
ま
で
輸
送
さ
れ

る
、も
し
く
は
海
外
か
ら
中
国
の
保

税
倉
庫
に
一
旦
送
ら
れ
た
在
庫
の

中
か
ら
注
文
の
都
度
配
送
さ
れ
る

「
越
境
E
C
」と
呼
ば
れ
る
形
態
も

　
E
C（E

L
E
C
T
R
O
N
IC  

C
O
M
M
E
R
C
E

＝
電
子
商
取

引
）、い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
市
場
全
体
の
昨
年
の
売
上
高

は
2
・
8
兆
元（
約
56
兆
円
）に
達

し
、前
年
比
で
50
％
近
く
増
加
し
て

い
ま
す
。国
内
の
消
費
全
体
に
占
め

る
割
合
は
10
％
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
の
上

昇
が
Ｅ
Ｃ
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る
購
入
額

は
2
0
1
4
年
9,
0
0
0
億
元

（
約
18
兆
円
）、2
0
1
5
年
は
倍
の

1
兆
8
千
億
元（
約
36
兆
円
）が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
E
C
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、安
心

で
き
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
登
場
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。昔
か
ら
偽
物
や
粗
悪

品
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
中
国
で
は

今
も
な
お
そ
の
不
安
は
つ
き
ま
と
い

ま
す
。ア
リ
バ
バ
が
提
供
す
る
ア
リ
ペ

イ（
支
付
宝
）と
呼
ば
れ
る
決
済
シ

ス
テ
ム
で
は
、消
費
者
が
商
品
を
注

文
し
代
金
を
支
払
っ
た
時
点
で
は
ま

だ
販
売
側
へ
代
金
は
届
か
ず
、ア
リ

ペ
イ
が
一
旦
預
か
り
ま
す
。消
費
者

は
届
い
た
商
品
を
確
認
し
た
上
で

最
終
決
済
を
行
う
た
め
、も
し
偽
物

や
粗
悪
品
で
あ
っ
た
場
合
に
は
代
金

を
ア
リ
ペ
イ
か
ら
返
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。販
売
側
も
顧
客
が

ア
リ
ペ
イ
に
一
旦
預
け
た
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
発
送
で
き
る
の
で
、

回
収
リ
ス
ク
が
な
く
な
り
ま
す
。

前
述
の
天
猫
モ
ー
ル
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
と

し
て
E
C
市
場（
個
人
間
取
引
を
除

く
）で
50
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま

す
。（
図
3
参
照
）ま
た
こ
の
決
済
シ

ス
テ
ム
は
次
第
に
他
社
の
E
C
サ
イ

ト
で
も
使
わ
れ
は
じ
め
、現
在
で
は

タ
ク
シ
ー
代
金
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、飲
食
店
で
の
支
払
い
な
ど
電

子
マ
ネ
ー
と
し
て
の
用
途
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

N Y
駐 在 員

告報

中
国
の
消
費
市
場
と
E
C
ビ
ジ
ネ
ス

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Shanghai Representative O�ce

浸
透
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。外
国
企

業
は
中
国
に
現
地
法
人
を
作
る

必
要
が
な
い
ほ
か
、輸
入
品
に
比
べ

コ
ス
ト（
税
金
、中
間
マ
ー
ジ
ン
）や

手
続
き（
商
標
登
録
、通
関
）の
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、課
税
面
で
整
理

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
残
り
ま
す

が
、市
場
の
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、企
業
独
自
の

E
C
サ
イ
ト
が
非
常
に
少
な
い
の

も
特
徴
で
あ
り
、こ
れ
は
中
国
で
は

直
接
サ
イ
ト
運
営
を
認
め
ら
れ
て
い

る
の
が
大
手
企
業
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
や
、知
名
度
の
低
い
E
C
サ
イ
ト

が
消
費
者
の
信
用
を
得
に
く
い
こ
と

な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で

E
C
上
で
モ
ノ
を
売
る
た
め
に
は

大
手
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

C
to
C
サ
イ
ト
で
は
出
店
に
際
し
て

殆
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
も
の
の
、

B
to
C
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
場
合

に
は
運
営
側
に
払
う
保
証
金
な
ど

つ
な
げ
る
に
は
、ま
ず
は
人
々
の
好
み

に
合
っ
た
商
品
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
、

販
売
方
法
、価
格
設
定
に
よ
り
、

多
く
の
人
々
の
関
心
を
引
く（
立
ち

止
ま
ら
せ
る
）こ
と
が
肝
心
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。中
国
人
が
興
味
を
も

つ
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
な
ど
は
、当
然

な
が
ら
我
々
日
本
人
の
感
覚
と
は

異
な
り
ま
す
。中
国
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
い
る
と
、凝
っ
た

演
出
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
画
像
が
多
く
、

店
頭
に
並
ぶ
商
品
や
ポ
ッ
プ
広
告

な
ど
も
シ
ン
プ
ル
な
表
現
や
大
き
な

価
格
表
示
が
目
に
つ
き
ま
す
。現
地

で
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
々

の
話
を
聞
い
て
み
て
も
、実
際
に
消

費
者
の
声
を
聞
い
た
り
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
欲
し
が
っ
て
い

る
の
か
を
つ
か
み
、認
知
度
を
高
め

る（
知
っ
て
も
ら
う
）た
め
の
売
り
方

の
工
夫
が
、非
常
に
重
要
で
あ
る
よ

う
で
す
。

お
わ
り
に

　　
中
国
で
は
地
域
間
の
所
得
水
準

や
生
活
環
境
の
格
差
が
依
然
大
き

い
た
め
、日
本
の
よ
う
に
同
じ
商
品

が
ど
こ
で
も
売
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
価
格
帯
や

需
要
が
異
な
り
ま
す
。裏
を
返
せ
ば

よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
。今
は
ま
だ
知
名
度
が

高
い
も
の
や
見
た
目
で
わ
か
り
す
い

も
の
な
ど
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
強
い

も
の
の
、市
場
が
成
熟
す
る
に
つ
れ

品
質
や
機
能
性
の
高
い
日
本
製
品
へ

の
注
目
度
は
さ
ら
に
あ
が
る
で
し
ょ

う
。ま
た
日
本
が
人
口
減
少
局
面
を

迎
え
る
な
か
、既
に
中
国
は
最
も

訪
日
観
光
客
数
の
多
い
国
で
あ
り
、

政
治
的
リ
ス
ク
は
つ
き
ま
と
う
も
の

の
中
国
へ
販
路
を
見
出
す
に
は
訪
日

中
国
人
向
け
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
無
視

で
き
ま
せ
ん
。隣
国
の
人
々
の
こ
と

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
感
じ

ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

の
出
店
費
用
や
販
売
手
数
料
の
ほ

か
、毎
年
技
術
サ
ポ
ー
ト
料
な
ど

の
名
目
で
一
定
額
を
支
払
う
仕

組
み
な
ど
が
あ
り
、日
本
と
比
べ
コ

ス
ト
は
高
め
に
な
る
よ
う
で
す
。

（
図
5
参
照
）

消
費
者
の
目

　　
所
得
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で

消
費
者
は
よ
り
良
い
モ
ノ
を
求
め
、

海
外
製
品
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、膨
大
な
数
の
海
外
製
品
が
店

頭
や
サ
イ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る

以
上
、単
に
日
本
で
有
名
で
あ
る
、

あ
る
い
は
品
質
や
性
能
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
は
消
費
者
は
気
づ
き
ま
せ

ん
。中
国
人
は
欲
し
い
も
の
を
買
う

際
、ま
わ
り
の
多
く
の
人
が
使
っ
て

い
て
評
判
が
良
い
も
の（
よ
く
売
れ

て
い
る
商
品
）や
、信
頼
で
き
る
店

舗（
も
し
く
は
E
C
サ
イ
ト
）で
売

ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、買
う
前

に
製
品
情
報
や
価
格
、口
コ
ミ
を
よ

く
調
べ
て
か
ら
購
入
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
E
C
サ
イ
ト
上
で
は
、製
品
の
売

れ
行
き（
月
間
の
販
売
数
量
）を

チ
ェッ
ク
で
き
る
ほ
か
、商
品
や
店
舗

に
対
す
る
膨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
レ

ビ
ュ
ー（
感
想
）を
事
前
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。中
国
で
は
E
C
サ
イ

ト
で
商
品
を
購
入
し
た
人
の
半
数

以
上
が
ユ
ー
ザ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、良
い
モ
ノ
は

家
族
、友
人
も
含
め
周
囲
に
積
極

的
に
広
め
た
い
と
す
る
意
識
が
強
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。最
近
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ

が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
た
め
、即
座
に

多
く
の
知
人
に
広
ま
り
ま
す
。ま
た

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、中
国
で
は
ま
と
め
買

い
や
セ
ー
ル
で
の
割
引
、ク
ー
ポ
ン

提
供
な
ど
買
い
得
感
を
好
む
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
は
返
品

や
ク
レ
ー
ム
へ
の
丁
寧
な
対
応
な
ど

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
良
し
悪
し
も

影
響
し
ま
す
。

　
店
舗
で
の
販
売
で
あ
れ
E
C
で
の

販
売
で
あ
れ
、競
争
の
激
し
い
中
国

市
場
で
多
く
の
消
費
者
へ
の
販
売
に

Shanghai
上海駐在員事務所

（上海駐在員事務所）

▲上海市内デパートの店内
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2013年一人当たり小売消費額（千元）

（出所：中国日本商会「中国経済と日本企業2015白書」） 
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は
じ
め
に

　
中
国
で
は
近
年
、人
件
費
や
物
価

の
上
昇
、人
民
元
高
の
進
行
に
よ
り

か
つ
て
の「
生
産
拠
点
」と
し
て
の
魅

力
が
薄
れ
る
一
方
、国
民
の
所
得
水

準
が
向
上
し「
消
費
市
場
」と
し
て

の
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
上
海
、北
京
の
一
人
あ
た

り
G
D
P
は
日
本
の
80
年
代
後
半

の
水
準
ま
で
達
し
て
お
り
、上
海
で

は
一
人
年
間
60
万
円
以
上
が
消
費

 

都
市
部
の
人
々
は
仕
事
が
忙
し
く

買
い
物
な
ど
に
割
く
時
間
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
や
生
活
に
豊
か
さ
を

求
め
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
見

え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

日
用
品
や
家
電
品
、衣
類
な
ど
の
購

入
手
段
や
嗜
好
の
多
様
化
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
に
モ
ノ
が
買
え
る
こ
と
で
、

外
出
し
な
く
て
も
好
き
な
時
間
に

買
い
物
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

上
海
の
小
売
店
舗
の
実
態

　　
上
海
市
内
に
は
数
多
く
の
百
貨

店
、ス
ー
パ
ー
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、家
電
量
販
店
が
建
ち
並
び
、

繁
華
街
を
歩
け
ば
海
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
店
を
数
十
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

上
海
で
は
既
に
店
舗
の
数
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、実
際
に
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
の
数
は
2
0
1
1
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、

か
わ
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、上
海
中
心

部
の
不
動
産
賃
料
が
既
に
東
京

並
の
水
準
へ
高
騰
し
て
い
る
こ
と

や
、毎
年
10
％
近
い
人
件
費
の
上
昇

が
厳
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
知
名
度
の
高
い

テ
ナ
ン
ト
は
、入
居
時
の
費
用
負
担

や
家
賃
な
ど
で
有
利
な
条
件
を

引
き
出
せ
ま
す
が
、い
ま
だ
厳
し
い

条
件
で
の
入
居
、契
約
更
改
を
強
い

ら
れ
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
く
企
業
間
の

格
差
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
上
海
の
一
人
当
た
り
消
費

額
は
既
に
高
い
水
準
に
到
達
し
て
お

り
他
都
市
に
比
べ
消
費
の
伸
び
が
鈍

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、上
海
の

消
費
市
場
は
既
に
成
熟
し
た
市
場

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。政
府
が
倹
約
令

を
出
し
過
度
の
贅
沢
を
規
制
し
た

影
響
は
あ
り
ま
す
が
、中
国
全
体
の

昨
年
の
小
売
販
売
額
は
約
4
5
0

兆
円
と
日
本
の
約
3
倍
規
模
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。ま
た
特
徴
と
し

て
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
内
陸
部

の
主
要
都
市
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

沿
岸
部
か
ら
の
工
場
移
転
が
進
み

市
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
消
費
拡
大
要
因
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　
小
売
企
業
な
ど
は
賃
料
、人
件

費
が
低
く
、市
場
開
拓
余
地
の
あ
る

内
陸
地
域
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

ま
す
が
今
後
更
に
加
速
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。内
陸
と
い
え
ど
も

そ
こ
に
は
数
百
万
人
、数
千
万
人
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在
す
る
た

め
で
す
。

Ｅ
Ｃ
市
場
の
成
長

　　
日
本
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、昨
年
11
月
11
日
、中
国
最
大
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト「
天
猫
」モ
ー
ル
で
の
売
上
金
額

は
5
7
1
億
元（
約
１
兆
1
千
億

円
）を
記
録
し
ま
し
た
。

　
中
国
で「
光
棍
節（
独
身
者
の

日
）」と
呼
ば
れ
る
日
に「
天
猫
」を

運
営
す
る
情
報
技
術
の
大
手
企
業

で
あ
る
ア
リ
バ
バ
が
仕
掛
け
た
特
別

セ
ー
ル
1
日
間
の
売
上
高
で
す
。

（
図
2
参
照
）

E
C
の
形
態

　
中
国
の
E
C
サ
イ
ト（
本
稿
で
は

企
業
間
取
引
を
除
き
、個
人
向
け
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
を
指
し
ま
す
）は
、日
本
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。ひ
と
つ
は
個
人
間
取
引

（
C
to
C
）、も
う
ひ
と
つ
は
企
業
対

個
人
取
引（
B
to
C
）で
す
。

　
中
国
で
は
先
に
個
人
同
士
で
売

買
を
行
う
C
to
C
か
ら
発
展
し
、現

在
で
は
企
業
が
消
費
者
向
け
に
商

品
を
販
売
す
る
B
to
C
が
勢
い
を

増
し
て
い
ま
す
。昨
年
ま
で
は
E
C

全
体
に
占
め
る
割
合
は
C
to
C
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年

以
降
は
B
to
C
の
シ
ェ
ア
が
上
回
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
上
で
は
食
品
か
ら
家
電

品
、衣
料
品
、雑
貨
な
ど
日
本
で
も

よ
く
み
か
け
る
商
品
か
ら
、旅
行
や

交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々

な
も
の
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
が
化
粧
品

や
紙
お
む
つ
、炊
飯
器
な
ど
を
大
量

に
買
い
占
め
る
、い
わ
ゆ
る
爆
買
い

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、中
国
で
も
そ

れ
ら
の
海
外
製
品
は
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。（
図
4
参
照
）

　
ま
た
海
外
製
品
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
ト
上
で
購
入
し
た
も
の
が
直

接
海
外
か
ら
自
宅
ま
で
輸
送
さ
れ

る
、も
し
く
は
海
外
か
ら
中
国
の
保

税
倉
庫
に
一
旦
送
ら
れ
た
在
庫
の

中
か
ら
注
文
の
都
度
配
送
さ
れ
る

「
越
境
E
C
」と
呼
ば
れ
る
形
態
も

　
E
C（E

L
E
C
T
R
O
N
IC  

C
O
M
M
E
R
C
E

＝
電
子
商
取

引
）、い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
市
場
全
体
の
昨
年
の
売
上
高

は
2
・
8
兆
元（
約
56
兆
円
）に
達

し
、前
年
比
で
50
％
近
く
増
加
し
て

い
ま
す
。国
内
の
消
費
全
体
に
占
め

る
割
合
は
10
％
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
の
上

昇
が
Ｅ
Ｃ
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る
購
入
額

は
2
0
1
4
年
9,
0
0
0
億
元

（
約
18
兆
円
）、2
0
1
5
年
は
倍
の

1
兆
8
千
億
元（
約
36
兆
円
）が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
E
C
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、安
心

で
き
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
登
場
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。昔
か
ら
偽
物
や
粗
悪

品
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
中
国
で
は

今
も
な
お
そ
の
不
安
は
つ
き
ま
と
い

ま
す
。ア
リ
バ
バ
が
提
供
す
る
ア
リ
ペ

イ（
支
付
宝
）と
呼
ば
れ
る
決
済
シ

ス
テ
ム
で
は
、消
費
者
が
商
品
を
注

文
し
代
金
を
支
払
っ
た
時
点
で
は
ま

だ
販
売
側
へ
代
金
は
届
か
ず
、ア
リ

ペ
イ
が
一
旦
預
か
り
ま
す
。消
費
者

は
届
い
た
商
品
を
確
認
し
た
上
で

最
終
決
済
を
行
う
た
め
、も
し
偽
物

や
粗
悪
品
で
あ
っ
た
場
合
に
は
代
金

を
ア
リ
ペ
イ
か
ら
返
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。販
売
側
も
顧
客
が

ア
リ
ペ
イ
に
一
旦
預
け
た
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
発
送
で
き
る
の
で
、

回
収
リ
ス
ク
が
な
く
な
り
ま
す
。

前
述
の
天
猫
モ
ー
ル
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
と

し
て
E
C
市
場（
個
人
間
取
引
を
除

く
）で
50
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま

す
。（
図
3
参
照
）ま
た
こ
の
決
済
シ

ス
テ
ム
は
次
第
に
他
社
の
E
C
サ
イ

ト
で
も
使
わ
れ
は
じ
め
、現
在
で
は

タ
ク
シ
ー
代
金
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、飲
食
店
で
の
支
払
い
な
ど
電

子
マ
ネ
ー
と
し
て
の
用
途
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

N Y
駐 在 員

告報

中
国
の
消
費
市
場
と
E
C
ビ
ジ
ネ
ス

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Shanghai Representative O�ce

浸
透
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。外
国
企

業
は
中
国
に
現
地
法
人
を
作
る

必
要
が
な
い
ほ
か
、輸
入
品
に
比
べ

コ
ス
ト（
税
金
、中
間
マ
ー
ジ
ン
）や

手
続
き（
商
標
登
録
、通
関
）の
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、課
税
面
で
整
理

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
残
り
ま
す

が
、市
場
の
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、企
業
独
自
の

E
C
サ
イ
ト
が
非
常
に
少
な
い
の

も
特
徴
で
あ
り
、こ
れ
は
中
国
で
は

直
接
サ
イ
ト
運
営
を
認
め
ら
れ
て
い

る
の
が
大
手
企
業
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
や
、知
名
度
の
低
い
E
C
サ
イ
ト

が
消
費
者
の
信
用
を
得
に
く
い
こ
と

な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で

E
C
上
で
モ
ノ
を
売
る
た
め
に
は

大
手
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

C
to
C
サ
イ
ト
で
は
出
店
に
際
し
て

殆
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
も
の
の
、

B
to
C
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
場
合

に
は
運
営
側
に
払
う
保
証
金
な
ど

つ
な
げ
る
に
は
、ま
ず
は
人
々
の
好
み

に
合
っ
た
商
品
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
、

販
売
方
法
、価
格
設
定
に
よ
り
、

多
く
の
人
々
の
関
心
を
引
く（
立
ち

止
ま
ら
せ
る
）こ
と
が
肝
心
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。中
国
人
が
興
味
を
も

つ
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
な
ど
は
、当
然

な
が
ら
我
々
日
本
人
の
感
覚
と
は

異
な
り
ま
す
。中
国
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
い
る
と
、凝
っ
た

演
出
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
画
像
が
多
く
、

店
頭
に
並
ぶ
商
品
や
ポ
ッ
プ
広
告

な
ど
も
シ
ン
プ
ル
な
表
現
や
大
き
な

価
格
表
示
が
目
に
つ
き
ま
す
。現
地

で
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
々

の
話
を
聞
い
て
み
て
も
、実
際
に
消

費
者
の
声
を
聞
い
た
り
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
欲
し
が
っ
て
い

る
の
か
を
つ
か
み
、認
知
度
を
高
め

る（
知
っ
て
も
ら
う
）た
め
の
売
り
方

の
工
夫
が
、非
常
に
重
要
で
あ
る
よ

う
で
す
。

お
わ
り
に

　　
中
国
で
は
地
域
間
の
所
得
水
準

や
生
活
環
境
の
格
差
が
依
然
大
き

い
た
め
、日
本
の
よ
う
に
同
じ
商
品

が
ど
こ
で
も
売
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
価
格
帯
や

需
要
が
異
な
り
ま
す
。裏
を
返
せ
ば

よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
。今
は
ま
だ
知
名
度
が

高
い
も
の
や
見
た
目
で
わ
か
り
す
い

も
の
な
ど
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
強
い

も
の
の
、市
場
が
成
熟
す
る
に
つ
れ

品
質
や
機
能
性
の
高
い
日
本
製
品
へ

の
注
目
度
は
さ
ら
に
あ
が
る
で
し
ょ

う
。ま
た
日
本
が
人
口
減
少
局
面
を

迎
え
る
な
か
、既
に
中
国
は
最
も

訪
日
観
光
客
数
の
多
い
国
で
あ
り
、

政
治
的
リ
ス
ク
は
つ
き
ま
と
う
も
の

の
中
国
へ
販
路
を
見
出
す
に
は
訪
日

中
国
人
向
け
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
無
視

で
き
ま
せ
ん
。隣
国
の
人
々
の
こ
と

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
感
じ

ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

の
出
店
費
用
や
販
売
手
数
料
の
ほ

か
、毎
年
技
術
サ
ポ
ー
ト
料
な
ど

の
名
目
で
一
定
額
を
支
払
う
仕

組
み
な
ど
が
あ
り
、日
本
と
比
べ
コ

ス
ト
は
高
め
に
な
る
よ
う
で
す
。

（
図
5
参
照
）

消
費
者
の
目

　　
所
得
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で

消
費
者
は
よ
り
良
い
モ
ノ
を
求
め
、

海
外
製
品
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、膨
大
な
数
の
海
外
製
品
が
店

頭
や
サ
イ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る

以
上
、単
に
日
本
で
有
名
で
あ
る
、

あ
る
い
は
品
質
や
性
能
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
は
消
費
者
は
気
づ
き
ま
せ

ん
。中
国
人
は
欲
し
い
も
の
を
買
う

際
、ま
わ
り
の
多
く
の
人
が
使
っ
て

い
て
評
判
が
良
い
も
の（
よ
く
売
れ

て
い
る
商
品
）や
、信
頼
で
き
る
店

舗（
も
し
く
は
E
C
サ
イ
ト
）で
売

ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、買
う
前

に
製
品
情
報
や
価
格
、口
コ
ミ
を
よ

く
調
べ
て
か
ら
購
入
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
E
C
サ
イ
ト
上
で
は
、製
品
の
売

れ
行
き（
月
間
の
販
売
数
量
）を

チ
ェッ
ク
で
き
る
ほ
か
、商
品
や
店
舗

に
対
す
る
膨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
レ

ビ
ュ
ー（
感
想
）を
事
前
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。中
国
で
は
E
C
サ
イ

ト
で
商
品
を
購
入
し
た
人
の
半
数

以
上
が
ユ
ー
ザ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、良
い
モ
ノ
は

家
族
、友
人
も
含
め
周
囲
に
積
極

的
に
広
め
た
い
と
す
る
意
識
が
強
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。最
近
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ

が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
た
め
、即
座
に

多
く
の
知
人
に
広
ま
り
ま
す
。ま
た

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、中
国
で
は
ま
と
め
買

い
や
セ
ー
ル
で
の
割
引
、ク
ー
ポ
ン

提
供
な
ど
買
い
得
感
を
好
む
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
は
返
品

や
ク
レ
ー
ム
へ
の
丁
寧
な
対
応
な
ど

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
良
し
悪
し
も

影
響
し
ま
す
。

　
店
舗
で
の
販
売
で
あ
れ
E
C
で
の

販
売
で
あ
れ
、競
争
の
激
し
い
中
国

市
場
で
多
く
の
消
費
者
へ
の
販
売
に

Shanghai
上海駐在員事務所

（上海駐在員事務所）

▲上海市内デパートの店内
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図1 ： 一人当たり小売消費額伸び率（2012年対比2013年）

2013年一人当たり小売消費額（千元）

（出所：中国日本商会「中国経済と日本企業2015白書」） 
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は
じ
め
に

　
中
国
で
は
近
年
、人
件
費
や
物
価

の
上
昇
、人
民
元
高
の
進
行
に
よ
り

か
つ
て
の「
生
産
拠
点
」と
し
て
の
魅

力
が
薄
れ
る
一
方
、国
民
の
所
得
水

準
が
向
上
し「
消
費
市
場
」と
し
て

の
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
上
海
、北
京
の
一
人
あ
た

り
G
D
P
は
日
本
の
80
年
代
後
半

の
水
準
ま
で
達
し
て
お
り
、上
海
で

は
一
人
年
間
60
万
円
以
上
が
消
費

 

都
市
部
の
人
々
は
仕
事
が
忙
し
く

買
い
物
な
ど
に
割
く
時
間
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
や
生
活
に
豊
か
さ
を

求
め
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
見

え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

日
用
品
や
家
電
品
、衣
類
な
ど
の
購

入
手
段
や
嗜
好
の
多
様
化
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
に
モ
ノ
が
買
え
る
こ
と
で
、

外
出
し
な
く
て
も
好
き
な
時
間
に

買
い
物
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

上
海
の
小
売
店
舗
の
実
態

　　
上
海
市
内
に
は
数
多
く
の
百
貨

店
、ス
ー
パ
ー
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、家
電
量
販
店
が
建
ち
並
び
、

繁
華
街
を
歩
け
ば
海
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
店
を
数
十
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

上
海
で
は
既
に
店
舗
の
数
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、実
際
に
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
の
数
は
2
0
1
1
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、

か
わ
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、上
海
中
心

部
の
不
動
産
賃
料
が
既
に
東
京

並
の
水
準
へ
高
騰
し
て
い
る
こ
と

や
、毎
年
10
％
近
い
人
件
費
の
上
昇

が
厳
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
知
名
度
の
高
い

テ
ナ
ン
ト
は
、入
居
時
の
費
用
負
担

や
家
賃
な
ど
で
有
利
な
条
件
を

引
き
出
せ
ま
す
が
、い
ま
だ
厳
し
い

条
件
で
の
入
居
、契
約
更
改
を
強
い

ら
れ
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
く
企
業
間
の

格
差
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
上
海
の
一
人
当
た
り
消
費

額
は
既
に
高
い
水
準
に
到
達
し
て
お

り
他
都
市
に
比
べ
消
費
の
伸
び
が
鈍

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、上
海
の

消
費
市
場
は
既
に
成
熟
し
た
市
場

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。政
府
が
倹
約
令

を
出
し
過
度
の
贅
沢
を
規
制
し
た

影
響
は
あ
り
ま
す
が
、中
国
全
体
の

昨
年
の
小
売
販
売
額
は
約
4
5
0

兆
円
と
日
本
の
約
3
倍
規
模
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。ま
た
特
徴
と
し

て
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
内
陸
部

の
主
要
都
市
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

沿
岸
部
か
ら
の
工
場
移
転
が
進
み

市
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
消
費
拡
大
要
因
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　
小
売
企
業
な
ど
は
賃
料
、人
件

費
が
低
く
、市
場
開
拓
余
地
の
あ
る

内
陸
地
域
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

ま
す
が
今
後
更
に
加
速
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。内
陸
と
い
え
ど
も

そ
こ
に
は
数
百
万
人
、数
千
万
人
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在
す
る
た

め
で
す
。

Ｅ
Ｃ
市
場
の
成
長

　　
日
本
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、昨
年
11
月
11
日
、中
国
最
大
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト「
天
猫
」モ
ー
ル
で
の
売
上
金
額

は
5
7
1
億
元（
約
１
兆
1
千
億

円
）を
記
録
し
ま
し
た
。

　
中
国
で「
光
棍
節（
独
身
者
の

日
）」と
呼
ば
れ
る
日
に「
天
猫
」を

運
営
す
る
情
報
技
術
の
大
手
企
業

で
あ
る
ア
リ
バ
バ
が
仕
掛
け
た
特
別

セ
ー
ル
1
日
間
の
売
上
高
で
す
。

（
図
2
参
照
）

E
C
の
形
態

　
中
国
の
E
C
サ
イ
ト（
本
稿
で
は

企
業
間
取
引
を
除
き
、個
人
向
け
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
を
指
し
ま
す
）は
、日
本
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。ひ
と
つ
は
個
人
間
取
引

（
C
to
C
）、も
う
ひ
と
つ
は
企
業
対

個
人
取
引（
B
to
C
）で
す
。

　
中
国
で
は
先
に
個
人
同
士
で
売

買
を
行
う
C
to
C
か
ら
発
展
し
、現

在
で
は
企
業
が
消
費
者
向
け
に
商

品
を
販
売
す
る
B
to
C
が
勢
い
を

増
し
て
い
ま
す
。昨
年
ま
で
は
E
C

全
体
に
占
め
る
割
合
は
C
to
C
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年

以
降
は
B
to
C
の
シ
ェ
ア
が
上
回
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
上
で
は
食
品
か
ら
家
電

品
、衣
料
品
、雑
貨
な
ど
日
本
で
も

よ
く
み
か
け
る
商
品
か
ら
、旅
行
や

交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々

な
も
の
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
が
化
粧
品

や
紙
お
む
つ
、炊
飯
器
な
ど
を
大
量

に
買
い
占
め
る
、い
わ
ゆ
る
爆
買
い

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、中
国
で
も
そ

れ
ら
の
海
外
製
品
は
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。（
図
4
参
照
）

　
ま
た
海
外
製
品
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
ト
上
で
購
入
し
た
も
の
が
直

接
海
外
か
ら
自
宅
ま
で
輸
送
さ
れ

る
、も
し
く
は
海
外
か
ら
中
国
の
保

税
倉
庫
に
一
旦
送
ら
れ
た
在
庫
の

中
か
ら
注
文
の
都
度
配
送
さ
れ
る

「
越
境
E
C
」と
呼
ば
れ
る
形
態
も

　
E
C（E

L
E
C
T
R
O
N
IC  

C
O
M
M
E
R
C
E

＝
電
子
商
取

引
）、い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
市
場
全
体
の
昨
年
の
売
上
高

は
2
・
8
兆
元（
約
56
兆
円
）に
達

し
、前
年
比
で
50
％
近
く
増
加
し
て

い
ま
す
。国
内
の
消
費
全
体
に
占
め

る
割
合
は
10
％
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
の
上

昇
が
Ｅ
Ｃ
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る
購
入
額

は
2
0
1
4
年
9,
0
0
0
億
元

（
約
18
兆
円
）、2
0
1
5
年
は
倍
の

1
兆
8
千
億
元（
約
36
兆
円
）が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
E
C
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、安
心

で
き
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
登
場
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。昔
か
ら
偽
物
や
粗
悪

品
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
中
国
で
は

今
も
な
お
そ
の
不
安
は
つ
き
ま
と
い

ま
す
。ア
リ
バ
バ
が
提
供
す
る
ア
リ
ペ

イ（
支
付
宝
）と
呼
ば
れ
る
決
済
シ

ス
テ
ム
で
は
、消
費
者
が
商
品
を
注

文
し
代
金
を
支
払
っ
た
時
点
で
は
ま

だ
販
売
側
へ
代
金
は
届
か
ず
、ア
リ

ペ
イ
が
一
旦
預
か
り
ま
す
。消
費
者

は
届
い
た
商
品
を
確
認
し
た
上
で

最
終
決
済
を
行
う
た
め
、も
し
偽
物

や
粗
悪
品
で
あ
っ
た
場
合
に
は
代
金

を
ア
リ
ペ
イ
か
ら
返
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。販
売
側
も
顧
客
が

ア
リ
ペ
イ
に
一
旦
預
け
た
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
発
送
で
き
る
の
で
、

回
収
リ
ス
ク
が
な
く
な
り
ま
す
。

前
述
の
天
猫
モ
ー
ル
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
と

し
て
E
C
市
場（
個
人
間
取
引
を
除

く
）で
50
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま

す
。（
図
3
参
照
）ま
た
こ
の
決
済
シ

ス
テ
ム
は
次
第
に
他
社
の
E
C
サ
イ

ト
で
も
使
わ
れ
は
じ
め
、現
在
で
は

タ
ク
シ
ー
代
金
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、飲
食
店
で
の
支
払
い
な
ど
電

子
マ
ネ
ー
と
し
て
の
用
途
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

浸
透
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。外
国
企

業
は
中
国
に
現
地
法
人
を
作
る

必
要
が
な
い
ほ
か
、輸
入
品
に
比
べ

コ
ス
ト（
税
金
、中
間
マ
ー
ジ
ン
）や

手
続
き（
商
標
登
録
、通
関
）の
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、課
税
面
で
整
理

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
残
り
ま
す

が
、市
場
の
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、企
業
独
自
の

E
C
サ
イ
ト
が
非
常
に
少
な
い
の

も
特
徴
で
あ
り
、こ
れ
は
中
国
で
は

直
接
サ
イ
ト
運
営
を
認
め
ら
れ
て
い

る
の
が
大
手
企
業
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
や
、知
名
度
の
低
い
E
C
サ
イ
ト

が
消
費
者
の
信
用
を
得
に
く
い
こ
と

な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で

E
C
上
で
モ
ノ
を
売
る
た
め
に
は

大
手
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

C
to
C
サ
イ
ト
で
は
出
店
に
際
し
て

殆
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
も
の
の
、

B
to
C
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
場
合

に
は
運
営
側
に
払
う
保
証
金
な
ど

つ
な
げ
る
に
は
、ま
ず
は
人
々
の
好
み

に
合
っ
た
商
品
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
、

販
売
方
法
、価
格
設
定
に
よ
り
、

多
く
の
人
々
の
関
心
を
引
く（
立
ち

止
ま
ら
せ
る
）こ
と
が
肝
心
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。中
国
人
が
興
味
を
も

つ
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
な
ど
は
、当
然

な
が
ら
我
々
日
本
人
の
感
覚
と
は

異
な
り
ま
す
。中
国
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
い
る
と
、凝
っ
た

演
出
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
画
像
が
多
く
、

店
頭
に
並
ぶ
商
品
や
ポ
ッ
プ
広
告

な
ど
も
シ
ン
プ
ル
な
表
現
や
大
き
な

価
格
表
示
が
目
に
つ
き
ま
す
。現
地

で
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
々

の
話
を
聞
い
て
み
て
も
、実
際
に
消

費
者
の
声
を
聞
い
た
り
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
欲
し
が
っ
て
い

る
の
か
を
つ
か
み
、認
知
度
を
高
め

る（
知
っ
て
も
ら
う
）た
め
の
売
り
方

の
工
夫
が
、非
常
に
重
要
で
あ
る
よ

う
で
す
。

お
わ
り
に

　　
中
国
で
は
地
域
間
の
所
得
水
準

や
生
活
環
境
の
格
差
が
依
然
大
き

い
た
め
、日
本
の
よ
う
に
同
じ
商
品

が
ど
こ
で
も
売
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
価
格
帯
や

需
要
が
異
な
り
ま
す
。裏
を
返
せ
ば

よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
。今
は
ま
だ
知
名
度
が

高
い
も
の
や
見
た
目
で
わ
か
り
す
い

も
の
な
ど
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
強
い

も
の
の
、市
場
が
成
熟
す
る
に
つ
れ

品
質
や
機
能
性
の
高
い
日
本
製
品
へ

の
注
目
度
は
さ
ら
に
あ
が
る
で
し
ょ

う
。ま
た
日
本
が
人
口
減
少
局
面
を

迎
え
る
な
か
、既
に
中
国
は
最
も

訪
日
観
光
客
数
の
多
い
国
で
あ
り
、

政
治
的
リ
ス
ク
は
つ
き
ま
と
う
も
の

の
中
国
へ
販
路
を
見
出
す
に
は
訪
日

中
国
人
向
け
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
無
視

で
き
ま
せ
ん
。隣
国
の
人
々
の
こ
と

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
感
じ

ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

の
出
店
費
用
や
販
売
手
数
料
の
ほ

か
、毎
年
技
術
サ
ポ
ー
ト
料
な
ど

の
名
目
で
一
定
額
を
支
払
う
仕

組
み
な
ど
が
あ
り
、日
本
と
比
べ
コ

ス
ト
は
高
め
に
な
る
よ
う
で
す
。

（
図
5
参
照
）

消
費
者
の
目

　　
所
得
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で

消
費
者
は
よ
り
良
い
モ
ノ
を
求
め
、

海
外
製
品
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、膨
大
な
数
の
海
外
製
品
が
店

頭
や
サ
イ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る

以
上
、単
に
日
本
で
有
名
で
あ
る
、

あ
る
い
は
品
質
や
性
能
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
は
消
費
者
は
気
づ
き
ま
せ

ん
。中
国
人
は
欲
し
い
も
の
を
買
う

際
、ま
わ
り
の
多
く
の
人
が
使
っ
て

い
て
評
判
が
良
い
も
の（
よ
く
売
れ

て
い
る
商
品
）や
、信
頼
で
き
る
店

舗（
も
し
く
は
E
C
サ
イ
ト
）で
売

ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、買
う
前

に
製
品
情
報
や
価
格
、口
コ
ミ
を
よ

く
調
べ
て
か
ら
購
入
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
E
C
サ
イ
ト
上
で
は
、製
品
の
売

れ
行
き（
月
間
の
販
売
数
量
）を

チ
ェッ
ク
で
き
る
ほ
か
、商
品
や
店
舗

に
対
す
る
膨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
レ

ビ
ュ
ー（
感
想
）を
事
前
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。中
国
で
は
E
C
サ
イ

ト
で
商
品
を
購
入
し
た
人
の
半
数

以
上
が
ユ
ー
ザ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、良
い
モ
ノ
は

家
族
、友
人
も
含
め
周
囲
に
積
極

的
に
広
め
た
い
と
す
る
意
識
が
強
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。最
近
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ

が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
た
め
、即
座
に

多
く
の
知
人
に
広
ま
り
ま
す
。ま
た

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、中
国
で
は
ま
と
め
買

い
や
セ
ー
ル
で
の
割
引
、ク
ー
ポ
ン

提
供
な
ど
買
い
得
感
を
好
む
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
は
返
品

や
ク
レ
ー
ム
へ
の
丁
寧
な
対
応
な
ど

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
良
し
悪
し
も

影
響
し
ま
す
。

　
店
舗
で
の
販
売
で
あ
れ
E
C
で
の

販
売
で
あ
れ
、競
争
の
激
し
い
中
国

市
場
で
多
く
の
消
費
者
へ
の
販
売
に

（上海駐在員事務所）
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0

（出所：中商情報網） 

図2 ： 11月11日の「天猫（ＥＣモール）」売上高      　（1元＝20円で計算）
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図4 ： どのような海外製品を買いたいか
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図3 ： ＥＣ市場シェア（2013年）
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は
じ
め
に

　
中
国
で
は
近
年
、人
件
費
や
物
価

の
上
昇
、人
民
元
高
の
進
行
に
よ
り

か
つ
て
の「
生
産
拠
点
」と
し
て
の
魅

力
が
薄
れ
る
一
方
、国
民
の
所
得
水

準
が
向
上
し「
消
費
市
場
」と
し
て

の
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
上
海
、北
京
の
一
人
あ
た

り
G
D
P
は
日
本
の
80
年
代
後
半

の
水
準
ま
で
達
し
て
お
り
、上
海
で

は
一
人
年
間
60
万
円
以
上
が
消
費

 

都
市
部
の
人
々
は
仕
事
が
忙
し
く

買
い
物
な
ど
に
割
く
時
間
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
や
生
活
に
豊
か
さ
を

求
め
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
見

え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

日
用
品
や
家
電
品
、衣
類
な
ど
の
購

入
手
段
や
嗜
好
の
多
様
化
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
に
モ
ノ
が
買
え
る
こ
と
で
、

外
出
し
な
く
て
も
好
き
な
時
間
に

買
い
物
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

上
海
の
小
売
店
舗
の
実
態

　　
上
海
市
内
に
は
数
多
く
の
百
貨

店
、ス
ー
パ
ー
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、家
電
量
販
店
が
建
ち
並
び
、

繁
華
街
を
歩
け
ば
海
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
店
を
数
十
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

上
海
で
は
既
に
店
舗
の
数
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、実
際
に
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
の
数
は
2
0
1
1
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、

か
わ
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、上
海
中
心

部
の
不
動
産
賃
料
が
既
に
東
京

並
の
水
準
へ
高
騰
し
て
い
る
こ
と

や
、毎
年
10
％
近
い
人
件
費
の
上
昇

が
厳
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
知
名
度
の
高
い

テ
ナ
ン
ト
は
、入
居
時
の
費
用
負
担

や
家
賃
な
ど
で
有
利
な
条
件
を

引
き
出
せ
ま
す
が
、い
ま
だ
厳
し
い

条
件
で
の
入
居
、契
約
更
改
を
強
い

ら
れ
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
く
企
業
間
の

格
差
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
上
海
の
一
人
当
た
り
消
費

額
は
既
に
高
い
水
準
に
到
達
し
て
お

り
他
都
市
に
比
べ
消
費
の
伸
び
が
鈍

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、上
海
の

消
費
市
場
は
既
に
成
熟
し
た
市
場

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。政
府
が
倹
約
令

を
出
し
過
度
の
贅
沢
を
規
制
し
た

影
響
は
あ
り
ま
す
が
、中
国
全
体
の

昨
年
の
小
売
販
売
額
は
約
4
5
0

兆
円
と
日
本
の
約
3
倍
規
模
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。ま
た
特
徴
と
し

て
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
内
陸
部

の
主
要
都
市
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

沿
岸
部
か
ら
の
工
場
移
転
が
進
み

市
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
消
費
拡
大
要
因
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　
小
売
企
業
な
ど
は
賃
料
、人
件

費
が
低
く
、市
場
開
拓
余
地
の
あ
る

内
陸
地
域
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

ま
す
が
今
後
更
に
加
速
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。内
陸
と
い
え
ど
も

そ
こ
に
は
数
百
万
人
、数
千
万
人
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在
す
る
た

め
で
す
。

Ｅ
Ｃ
市
場
の
成
長

　　
日
本
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、昨
年
11
月
11
日
、中
国
最
大
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト「
天
猫
」モ
ー
ル
で
の
売
上
金
額

は
5
7
1
億
元（
約
１
兆
1
千
億

円
）を
記
録
し
ま
し
た
。

　
中
国
で「
光
棍
節（
独
身
者
の

日
）」と
呼
ば
れ
る
日
に「
天
猫
」を

運
営
す
る
情
報
技
術
の
大
手
企
業

で
あ
る
ア
リ
バ
バ
が
仕
掛
け
た
特
別

セ
ー
ル
1
日
間
の
売
上
高
で
す
。

（
図
2
参
照
）

E
C
の
形
態

　
中
国
の
E
C
サ
イ
ト（
本
稿
で
は

企
業
間
取
引
を
除
き
、個
人
向
け
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
を
指
し
ま
す
）は
、日
本
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。ひ
と
つ
は
個
人
間
取
引

（
C
to
C
）、も
う
ひ
と
つ
は
企
業
対

個
人
取
引（
B
to
C
）で
す
。

　
中
国
で
は
先
に
個
人
同
士
で
売

買
を
行
う
C
to
C
か
ら
発
展
し
、現

在
で
は
企
業
が
消
費
者
向
け
に
商

品
を
販
売
す
る
B
to
C
が
勢
い
を

増
し
て
い
ま
す
。昨
年
ま
で
は
E
C

全
体
に
占
め
る
割
合
は
C
to
C
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年

以
降
は
B
to
C
の
シ
ェ
ア
が
上
回
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
上
で
は
食
品
か
ら
家
電

品
、衣
料
品
、雑
貨
な
ど
日
本
で
も

よ
く
み
か
け
る
商
品
か
ら
、旅
行
や

交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々

な
も
の
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
が
化
粧
品

や
紙
お
む
つ
、炊
飯
器
な
ど
を
大
量

に
買
い
占
め
る
、い
わ
ゆ
る
爆
買
い

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、中
国
で
も
そ

れ
ら
の
海
外
製
品
は
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。（
図
4
参
照
）

　
ま
た
海
外
製
品
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
ト
上
で
購
入
し
た
も
の
が
直

接
海
外
か
ら
自
宅
ま
で
輸
送
さ
れ

る
、も
し
く
は
海
外
か
ら
中
国
の
保

税
倉
庫
に
一
旦
送
ら
れ
た
在
庫
の

中
か
ら
注
文
の
都
度
配
送
さ
れ
る

「
越
境
E
C
」と
呼
ば
れ
る
形
態
も

　
E
C（E

L
E
C
T
R
O
N
IC  

C
O
M
M
E
R
C
E

＝
電
子
商
取

引
）、い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
市
場
全
体
の
昨
年
の
売
上
高

は
2
・
8
兆
元（
約
56
兆
円
）に
達

し
、前
年
比
で
50
％
近
く
増
加
し
て

い
ま
す
。国
内
の
消
費
全
体
に
占
め

る
割
合
は
10
％
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
の
上

昇
が
Ｅ
Ｃ
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る
購
入
額

は
2
0
1
4
年
9,
0
0
0
億
元

（
約
18
兆
円
）、2
0
1
5
年
は
倍
の

1
兆
8
千
億
元（
約
36
兆
円
）が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
E
C
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、安
心

で
き
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
登
場
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。昔
か
ら
偽
物
や
粗
悪

品
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
中
国
で
は

今
も
な
お
そ
の
不
安
は
つ
き
ま
と
い

ま
す
。ア
リ
バ
バ
が
提
供
す
る
ア
リ
ペ

イ（
支
付
宝
）と
呼
ば
れ
る
決
済
シ

ス
テ
ム
で
は
、消
費
者
が
商
品
を
注

文
し
代
金
を
支
払
っ
た
時
点
で
は
ま

だ
販
売
側
へ
代
金
は
届
か
ず
、ア
リ

ペ
イ
が
一
旦
預
か
り
ま
す
。消
費
者

は
届
い
た
商
品
を
確
認
し
た
上
で

最
終
決
済
を
行
う
た
め
、も
し
偽
物

や
粗
悪
品
で
あ
っ
た
場
合
に
は
代
金

を
ア
リ
ペ
イ
か
ら
返
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。販
売
側
も
顧
客
が

ア
リ
ペ
イ
に
一
旦
預
け
た
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
発
送
で
き
る
の
で
、

回
収
リ
ス
ク
が
な
く
な
り
ま
す
。

前
述
の
天
猫
モ
ー
ル
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
と

し
て
E
C
市
場（
個
人
間
取
引
を
除

く
）で
50
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま

す
。（
図
3
参
照
）ま
た
こ
の
決
済
シ

ス
テ
ム
は
次
第
に
他
社
の
E
C
サ
イ

ト
で
も
使
わ
れ
は
じ
め
、現
在
で
は

タ
ク
シ
ー
代
金
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、飲
食
店
で
の
支
払
い
な
ど
電

子
マ
ネ
ー
と
し
て
の
用
途
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

浸
透
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。外
国
企

業
は
中
国
に
現
地
法
人
を
作
る

必
要
が
な
い
ほ
か
、輸
入
品
に
比
べ

コ
ス
ト（
税
金
、中
間
マ
ー
ジ
ン
）や

手
続
き（
商
標
登
録
、通
関
）の
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、課
税
面
で
整
理

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
残
り
ま
す

が
、市
場
の
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、企
業
独
自
の

E
C
サ
イ
ト
が
非
常
に
少
な
い
の

も
特
徴
で
あ
り
、こ
れ
は
中
国
で
は

直
接
サ
イ
ト
運
営
を
認
め
ら
れ
て
い

る
の
が
大
手
企
業
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
や
、知
名
度
の
低
い
E
C
サ
イ
ト

が
消
費
者
の
信
用
を
得
に
く
い
こ
と

な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で

E
C
上
で
モ
ノ
を
売
る
た
め
に
は

大
手
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

C
to
C
サ
イ
ト
で
は
出
店
に
際
し
て

殆
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
も
の
の
、

B
to
C
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
場
合

に
は
運
営
側
に
払
う
保
証
金
な
ど

つ
な
げ
る
に
は
、ま
ず
は
人
々
の
好
み

に
合
っ
た
商
品
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
、

販
売
方
法
、価
格
設
定
に
よ
り
、

多
く
の
人
々
の
関
心
を
引
く（
立
ち

止
ま
ら
せ
る
）こ
と
が
肝
心
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。中
国
人
が
興
味
を
も

つ
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
な
ど
は
、当
然

な
が
ら
我
々
日
本
人
の
感
覚
と
は

異
な
り
ま
す
。中
国
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
い
る
と
、凝
っ
た

演
出
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
画
像
が
多
く
、

店
頭
に
並
ぶ
商
品
や
ポ
ッ
プ
広
告

な
ど
も
シ
ン
プ
ル
な
表
現
や
大
き
な

価
格
表
示
が
目
に
つ
き
ま
す
。現
地

で
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
々

の
話
を
聞
い
て
み
て
も
、実
際
に
消

費
者
の
声
を
聞
い
た
り
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
欲
し
が
っ
て
い

る
の
か
を
つ
か
み
、認
知
度
を
高
め

る（
知
っ
て
も
ら
う
）た
め
の
売
り
方

の
工
夫
が
、非
常
に
重
要
で
あ
る
よ

う
で
す
。

お
わ
り
に

　　
中
国
で
は
地
域
間
の
所
得
水
準

や
生
活
環
境
の
格
差
が
依
然
大
き

い
た
め
、日
本
の
よ
う
に
同
じ
商
品

が
ど
こ
で
も
売
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
価
格
帯
や

需
要
が
異
な
り
ま
す
。裏
を
返
せ
ば

よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
。今
は
ま
だ
知
名
度
が

高
い
も
の
や
見
た
目
で
わ
か
り
す
い

も
の
な
ど
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
強
い

も
の
の
、市
場
が
成
熟
す
る
に
つ
れ

品
質
や
機
能
性
の
高
い
日
本
製
品
へ

の
注
目
度
は
さ
ら
に
あ
が
る
で
し
ょ

う
。ま
た
日
本
が
人
口
減
少
局
面
を

迎
え
る
な
か
、既
に
中
国
は
最
も

訪
日
観
光
客
数
の
多
い
国
で
あ
り
、

政
治
的
リ
ス
ク
は
つ
き
ま
と
う
も
の

の
中
国
へ
販
路
を
見
出
す
に
は
訪
日

中
国
人
向
け
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
無
視

で
き
ま
せ
ん
。隣
国
の
人
々
の
こ
と

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
感
じ

ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

の
出
店
費
用
や
販
売
手
数
料
の
ほ

か
、毎
年
技
術
サ
ポ
ー
ト
料
な
ど

の
名
目
で
一
定
額
を
支
払
う
仕

組
み
な
ど
が
あ
り
、日
本
と
比
べ
コ

ス
ト
は
高
め
に
な
る
よ
う
で
す
。

（
図
5
参
照
）

消
費
者
の
目

　　
所
得
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で

消
費
者
は
よ
り
良
い
モ
ノ
を
求
め
、

海
外
製
品
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、膨
大
な
数
の
海
外
製
品
が
店

頭
や
サ
イ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る

以
上
、単
に
日
本
で
有
名
で
あ
る
、

あ
る
い
は
品
質
や
性
能
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
は
消
費
者
は
気
づ
き
ま
せ

ん
。中
国
人
は
欲
し
い
も
の
を
買
う

際
、ま
わ
り
の
多
く
の
人
が
使
っ
て

い
て
評
判
が
良
い
も
の（
よ
く
売
れ

て
い
る
商
品
）や
、信
頼
で
き
る
店

舗（
も
し
く
は
E
C
サ
イ
ト
）で
売

ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、買
う
前

に
製
品
情
報
や
価
格
、口
コ
ミ
を
よ

く
調
べ
て
か
ら
購
入
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
E
C
サ
イ
ト
上
で
は
、製
品
の
売

れ
行
き（
月
間
の
販
売
数
量
）を

チ
ェッ
ク
で
き
る
ほ
か
、商
品
や
店
舗

に
対
す
る
膨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
レ

ビ
ュ
ー（
感
想
）を
事
前
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。中
国
で
は
E
C
サ
イ

ト
で
商
品
を
購
入
し
た
人
の
半
数

以
上
が
ユ
ー
ザ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、良
い
モ
ノ
は

家
族
、友
人
も
含
め
周
囲
に
積
極

的
に
広
め
た
い
と
す
る
意
識
が
強
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。最
近
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ

が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
た
め
、即
座
に

多
く
の
知
人
に
広
ま
り
ま
す
。ま
た

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、中
国
で
は
ま
と
め
買

い
や
セ
ー
ル
で
の
割
引
、ク
ー
ポ
ン

提
供
な
ど
買
い
得
感
を
好
む
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
は
返
品

や
ク
レ
ー
ム
へ
の
丁
寧
な
対
応
な
ど

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
良
し
悪
し
も

影
響
し
ま
す
。

　
店
舗
で
の
販
売
で
あ
れ
E
C
で
の

販
売
で
あ
れ
、競
争
の
激
し
い
中
国

市
場
で
多
く
の
消
費
者
へ
の
販
売
に

（上海駐在員事務所）
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（出所：中商情報網） 

図2 ： 11月11日の「天猫（ＥＣモール）」売上高      　（1元＝20円で計算）
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図4 ： どのような海外製品を買いたいか
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図3 ： ＥＣ市場シェア（2013年）
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その他 
10.5%
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は
じ
め
に

　
中
国
で
は
近
年
、人
件
費
や
物
価

の
上
昇
、人
民
元
高
の
進
行
に
よ
り

か
つ
て
の「
生
産
拠
点
」と
し
て
の
魅

力
が
薄
れ
る
一
方
、国
民
の
所
得
水

準
が
向
上
し「
消
費
市
場
」と
し
て

の
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
上
海
、北
京
の
一
人
あ
た

り
G
D
P
は
日
本
の
80
年
代
後
半

の
水
準
ま
で
達
し
て
お
り
、上
海
で

は
一
人
年
間
60
万
円
以
上
が
消
費

 

都
市
部
の
人
々
は
仕
事
が
忙
し
く

買
い
物
な
ど
に
割
く
時
間
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
や
生
活
に
豊
か
さ
を

求
め
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
見

え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

日
用
品
や
家
電
品
、衣
類
な
ど
の
購

入
手
段
や
嗜
好
の
多
様
化
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
に
モ
ノ
が
買
え
る
こ
と
で
、

外
出
し
な
く
て
も
好
き
な
時
間
に

買
い
物
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

上
海
の
小
売
店
舗
の
実
態

　　
上
海
市
内
に
は
数
多
く
の
百
貨

店
、ス
ー
パ
ー
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、家
電
量
販
店
が
建
ち
並
び
、

繁
華
街
を
歩
け
ば
海
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
店
を
数
十
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

上
海
で
は
既
に
店
舗
の
数
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、実
際
に
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
の
数
は
2
0
1
1
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、

か
わ
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、上
海
中
心

部
の
不
動
産
賃
料
が
既
に
東
京

並
の
水
準
へ
高
騰
し
て
い
る
こ
と

や
、毎
年
10
％
近
い
人
件
費
の
上
昇

が
厳
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
知
名
度
の
高
い

テ
ナ
ン
ト
は
、入
居
時
の
費
用
負
担

や
家
賃
な
ど
で
有
利
な
条
件
を

引
き
出
せ
ま
す
が
、い
ま
だ
厳
し
い

条
件
で
の
入
居
、契
約
更
改
を
強
い

ら
れ
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
く
企
業
間
の

格
差
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
上
海
の
一
人
当
た
り
消
費

額
は
既
に
高
い
水
準
に
到
達
し
て
お

り
他
都
市
に
比
べ
消
費
の
伸
び
が
鈍

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、上
海
の

消
費
市
場
は
既
に
成
熟
し
た
市
場

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。政
府
が
倹
約
令

を
出
し
過
度
の
贅
沢
を
規
制
し
た

影
響
は
あ
り
ま
す
が
、中
国
全
体
の

昨
年
の
小
売
販
売
額
は
約
4
5
0

兆
円
と
日
本
の
約
3
倍
規
模
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。ま
た
特
徴
と
し

て
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
内
陸
部

の
主
要
都
市
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

沿
岸
部
か
ら
の
工
場
移
転
が
進
み

市
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
消
費
拡
大
要
因
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　
小
売
企
業
な
ど
は
賃
料
、人
件

費
が
低
く
、市
場
開
拓
余
地
の
あ
る

内
陸
地
域
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

ま
す
が
今
後
更
に
加
速
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。内
陸
と
い
え
ど
も

そ
こ
に
は
数
百
万
人
、数
千
万
人
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在
す
る
た

め
で
す
。

Ｅ
Ｃ
市
場
の
成
長

　　
日
本
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、昨
年
11
月
11
日
、中
国
最
大
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト「
天
猫
」モ
ー
ル
で
の
売
上
金
額

は
5
7
1
億
元（
約
１
兆
1
千
億

円
）を
記
録
し
ま
し
た
。

　
中
国
で「
光
棍
節（
独
身
者
の

日
）」と
呼
ば
れ
る
日
に「
天
猫
」を

運
営
す
る
情
報
技
術
の
大
手
企
業

で
あ
る
ア
リ
バ
バ
が
仕
掛
け
た
特
別

セ
ー
ル
1
日
間
の
売
上
高
で
す
。

（
図
2
参
照
）

E
C
の
形
態

　
中
国
の
E
C
サ
イ
ト（
本
稿
で
は

企
業
間
取
引
を
除
き
、個
人
向
け
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
を
指
し
ま
す
）は
、日
本
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。ひ
と
つ
は
個
人
間
取
引

（
C
to
C
）、も
う
ひ
と
つ
は
企
業
対

個
人
取
引（
B
to
C
）で
す
。

　
中
国
で
は
先
に
個
人
同
士
で
売

買
を
行
う
C
to
C
か
ら
発
展
し
、現

在
で
は
企
業
が
消
費
者
向
け
に
商

品
を
販
売
す
る
B
to
C
が
勢
い
を

増
し
て
い
ま
す
。昨
年
ま
で
は
E
C

全
体
に
占
め
る
割
合
は
C
to
C
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年

以
降
は
B
to
C
の
シ
ェ
ア
が
上
回
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
上
で
は
食
品
か
ら
家
電

品
、衣
料
品
、雑
貨
な
ど
日
本
で
も

よ
く
み
か
け
る
商
品
か
ら
、旅
行
や

交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々

な
も
の
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
が
化
粧
品

や
紙
お
む
つ
、炊
飯
器
な
ど
を
大
量

に
買
い
占
め
る
、い
わ
ゆ
る
爆
買
い

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、中
国
で
も
そ

れ
ら
の
海
外
製
品
は
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。（
図
4
参
照
）

　
ま
た
海
外
製
品
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
ト
上
で
購
入
し
た
も
の
が
直

接
海
外
か
ら
自
宅
ま
で
輸
送
さ
れ

る
、も
し
く
は
海
外
か
ら
中
国
の
保

税
倉
庫
に
一
旦
送
ら
れ
た
在
庫
の

中
か
ら
注
文
の
都
度
配
送
さ
れ
る

「
越
境
E
C
」と
呼
ば
れ
る
形
態
も

　
E
C（E

L
E
C
T
R
O
N
IC  

C
O
M
M
E
R
C
E

＝
電
子
商
取

引
）、い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
市
場
全
体
の
昨
年
の
売
上
高

は
2
・
8
兆
元（
約
56
兆
円
）に
達

し
、前
年
比
で
50
％
近
く
増
加
し
て

い
ま
す
。国
内
の
消
費
全
体
に
占
め

る
割
合
は
10
％
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
の
上

昇
が
Ｅ
Ｃ
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る
購
入
額

は
2
0
1
4
年
9,
0
0
0
億
元

（
約
18
兆
円
）、2
0
1
5
年
は
倍
の

1
兆
8
千
億
元（
約
36
兆
円
）が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
E
C
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、安
心

で
き
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
登
場
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。昔
か
ら
偽
物
や
粗
悪

品
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
中
国
で
は

今
も
な
お
そ
の
不
安
は
つ
き
ま
と
い

ま
す
。ア
リ
バ
バ
が
提
供
す
る
ア
リ
ペ

イ（
支
付
宝
）と
呼
ば
れ
る
決
済
シ

ス
テ
ム
で
は
、消
費
者
が
商
品
を
注

文
し
代
金
を
支
払
っ
た
時
点
で
は
ま

だ
販
売
側
へ
代
金
は
届
か
ず
、ア
リ

ペ
イ
が
一
旦
預
か
り
ま
す
。消
費
者

は
届
い
た
商
品
を
確
認
し
た
上
で

最
終
決
済
を
行
う
た
め
、も
し
偽
物

や
粗
悪
品
で
あ
っ
た
場
合
に
は
代
金

を
ア
リ
ペ
イ
か
ら
返
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。販
売
側
も
顧
客
が

ア
リ
ペ
イ
に
一
旦
預
け
た
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
発
送
で
き
る
の
で
、

回
収
リ
ス
ク
が
な
く
な
り
ま
す
。

前
述
の
天
猫
モ
ー
ル
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
と

し
て
E
C
市
場（
個
人
間
取
引
を
除

く
）で
50
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま

す
。（
図
3
参
照
）ま
た
こ
の
決
済
シ

ス
テ
ム
は
次
第
に
他
社
の
E
C
サ
イ

ト
で
も
使
わ
れ
は
じ
め
、現
在
で
は

タ
ク
シ
ー
代
金
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、飲
食
店
で
の
支
払
い
な
ど
電

子
マ
ネ
ー
と
し
て
の
用
途
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

浸
透
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。外
国
企

業
は
中
国
に
現
地
法
人
を
作
る

必
要
が
な
い
ほ
か
、輸
入
品
に
比
べ

コ
ス
ト（
税
金
、中
間
マ
ー
ジ
ン
）や

手
続
き（
商
標
登
録
、通
関
）の
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、課
税
面
で
整
理

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
残
り
ま
す

が
、市
場
の
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、企
業
独
自
の

E
C
サ
イ
ト
が
非
常
に
少
な
い
の

も
特
徴
で
あ
り
、こ
れ
は
中
国
で
は

直
接
サ
イ
ト
運
営
を
認
め
ら
れ
て
い

る
の
が
大
手
企
業
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
や
、知
名
度
の
低
い
E
C
サ
イ
ト

が
消
費
者
の
信
用
を
得
に
く
い
こ
と

な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で

E
C
上
で
モ
ノ
を
売
る
た
め
に
は

大
手
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

C
to
C
サ
イ
ト
で
は
出
店
に
際
し
て

殆
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
も
の
の
、

B
to
C
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
場
合

に
は
運
営
側
に
払
う
保
証
金
な
ど

つ
な
げ
る
に
は
、ま
ず
は
人
々
の
好
み

に
合
っ
た
商
品
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
、

販
売
方
法
、価
格
設
定
に
よ
り
、

多
く
の
人
々
の
関
心
を
引
く（
立
ち

止
ま
ら
せ
る
）こ
と
が
肝
心
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。中
国
人
が
興
味
を
も

つ
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
な
ど
は
、当
然

な
が
ら
我
々
日
本
人
の
感
覚
と
は

異
な
り
ま
す
。中
国
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
い
る
と
、凝
っ
た

演
出
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
画
像
が
多
く
、

店
頭
に
並
ぶ
商
品
や
ポ
ッ
プ
広
告

な
ど
も
シ
ン
プ
ル
な
表
現
や
大
き
な

価
格
表
示
が
目
に
つ
き
ま
す
。現
地

で
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
々

の
話
を
聞
い
て
み
て
も
、実
際
に
消

費
者
の
声
を
聞
い
た
り
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
欲
し
が
っ
て
い

る
の
か
を
つ
か
み
、認
知
度
を
高
め

る（
知
っ
て
も
ら
う
）た
め
の
売
り
方

の
工
夫
が
、非
常
に
重
要
で
あ
る
よ

う
で
す
。

お
わ
り
に

　　
中
国
で
は
地
域
間
の
所
得
水
準

や
生
活
環
境
の
格
差
が
依
然
大
き

い
た
め
、日
本
の
よ
う
に
同
じ
商
品

が
ど
こ
で
も
売
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
価
格
帯
や

需
要
が
異
な
り
ま
す
。裏
を
返
せ
ば

よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
。今
は
ま
だ
知
名
度
が

高
い
も
の
や
見
た
目
で
わ
か
り
す
い

も
の
な
ど
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
強
い

も
の
の
、市
場
が
成
熟
す
る
に
つ
れ

品
質
や
機
能
性
の
高
い
日
本
製
品
へ

の
注
目
度
は
さ
ら
に
あ
が
る
で
し
ょ

う
。ま
た
日
本
が
人
口
減
少
局
面
を

迎
え
る
な
か
、既
に
中
国
は
最
も

訪
日
観
光
客
数
の
多
い
国
で
あ
り
、

政
治
的
リ
ス
ク
は
つ
き
ま
と
う
も
の

の
中
国
へ
販
路
を
見
出
す
に
は
訪
日

中
国
人
向
け
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
無
視

で
き
ま
せ
ん
。隣
国
の
人
々
の
こ
と

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
感
じ

ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

の
出
店
費
用
や
販
売
手
数
料
の
ほ

か
、毎
年
技
術
サ
ポ
ー
ト
料
な
ど

の
名
目
で
一
定
額
を
支
払
う
仕

組
み
な
ど
が
あ
り
、日
本
と
比
べ
コ

ス
ト
は
高
め
に
な
る
よ
う
で
す
。

（
図
5
参
照
）

消
費
者
の
目

　　
所
得
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で

消
費
者
は
よ
り
良
い
モ
ノ
を
求
め
、

海
外
製
品
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、膨
大
な
数
の
海
外
製
品
が
店

頭
や
サ
イ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る

以
上
、単
に
日
本
で
有
名
で
あ
る
、

あ
る
い
は
品
質
や
性
能
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
は
消
費
者
は
気
づ
き
ま
せ

ん
。中
国
人
は
欲
し
い
も
の
を
買
う

際
、ま
わ
り
の
多
く
の
人
が
使
っ
て

い
て
評
判
が
良
い
も
の（
よ
く
売
れ

て
い
る
商
品
）や
、信
頼
で
き
る
店

舗（
も
し
く
は
E
C
サ
イ
ト
）で
売

ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、買
う
前

に
製
品
情
報
や
価
格
、口
コ
ミ
を
よ

く
調
べ
て
か
ら
購
入
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
E
C
サ
イ
ト
上
で
は
、製
品
の
売

れ
行
き（
月
間
の
販
売
数
量
）を

チ
ェッ
ク
で
き
る
ほ
か
、商
品
や
店
舗

に
対
す
る
膨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
レ

ビ
ュ
ー（
感
想
）を
事
前
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。中
国
で
は
E
C
サ
イ

ト
で
商
品
を
購
入
し
た
人
の
半
数

以
上
が
ユ
ー
ザ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、良
い
モ
ノ
は

家
族
、友
人
も
含
め
周
囲
に
積
極

的
に
広
め
た
い
と
す
る
意
識
が
強
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。最
近
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ

が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
た
め
、即
座
に

多
く
の
知
人
に
広
ま
り
ま
す
。ま
た

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、中
国
で
は
ま
と
め
買

い
や
セ
ー
ル
で
の
割
引
、ク
ー
ポ
ン

提
供
な
ど
買
い
得
感
を
好
む
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
は
返
品

や
ク
レ
ー
ム
へ
の
丁
寧
な
対
応
な
ど

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
良
し
悪
し
も

影
響
し
ま
す
。

　
店
舗
で
の
販
売
で
あ
れ
E
C
で
の

販
売
で
あ
れ
、競
争
の
激
し
い
中
国

市
場
で
多
く
の
消
費
者
へ
の
販
売
に

（上海駐在員事務所）

▲ECサイト日本製品ページ

図5 ： 大手ＥＣサイトの概要
淘宝（タオバオ） 天猫（T-MALL） 天猫国際（T-MALL国際） 

販売チャネル 
出店形態 

イニシャルコスト 
ランニングコスト 

販売手数料
資金決済 

商品の規制 
付随費用 
流通経路 

ＣｔｏＣ （中国個人-中国個人） 
原則個人がサイトに登録し販売 

特になし 
特になし 
特になし 

中国国内決済（個人口座） 
特になし 

ー
中国国内 

ＢｔｏＣ （中国企業-中国個人）
現地法人設立もしくは現地企業へ委託

保証金50千元以上
サポート費用60千元/年

2～5％
中国国内決済（法人口座）

現地商標登録要（出願済or出願中）
物流費用、輸入関税、増値税、消費税など

中国国内 （海外製品の場合は輸入後配送）

ＢｔｏＣ （海外企業-中国個人） 
現地法人不要（本国での営業実態と年数） 

保証金25千米ドル 
サポート費用5千米ドル or 10千米ドル/年 

天猫と同程度 
国外決済可能（日本円など） 決済手数料が必要 

現地商標登録不要（本国の登録は必要） 
原則物流費用（行郵税、物流費）のみ 

海外→中国（ＥＭＳなど個別に直送） もしくは海外→保税エリア→中国国内 

（出所：中国電子商務研究中心）
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は
じ
め
に

　
中
国
で
は
近
年
、人
件
費
や
物
価

の
上
昇
、人
民
元
高
の
進
行
に
よ
り

か
つ
て
の「
生
産
拠
点
」と
し
て
の
魅

力
が
薄
れ
る
一
方
、国
民
の
所
得
水

準
が
向
上
し「
消
費
市
場
」と
し
て

の
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
上
海
、北
京
の
一
人
あ
た

り
G
D
P
は
日
本
の
80
年
代
後
半

の
水
準
ま
で
達
し
て
お
り
、上
海
で

は
一
人
年
間
60
万
円
以
上
が
消
費

 

都
市
部
の
人
々
は
仕
事
が
忙
し
く

買
い
物
な
ど
に
割
く
時
間
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
や
生
活
に
豊
か
さ
を

求
め
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
見

え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

日
用
品
や
家
電
品
、衣
類
な
ど
の
購

入
手
段
や
嗜
好
の
多
様
化
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
に
モ
ノ
が
買
え
る
こ
と
で
、

外
出
し
な
く
て
も
好
き
な
時
間
に

買
い
物
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

上
海
の
小
売
店
舗
の
実
態

　　
上
海
市
内
に
は
数
多
く
の
百
貨

店
、ス
ー
パ
ー
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、家
電
量
販
店
が
建
ち
並
び
、

繁
華
街
を
歩
け
ば
海
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
店
を
数
十
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

上
海
で
は
既
に
店
舗
の
数
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、実
際
に
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
の
数
は
2
0
1
1
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、

か
わ
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、上
海
中
心

部
の
不
動
産
賃
料
が
既
に
東
京

並
の
水
準
へ
高
騰
し
て
い
る
こ
と

や
、毎
年
10
％
近
い
人
件
費
の
上
昇

が
厳
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。欧
米
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
知
名
度
の
高
い

テ
ナ
ン
ト
は
、入
居
時
の
費
用
負
担

や
家
賃
な
ど
で
有
利
な
条
件
を

引
き
出
せ
ま
す
が
、い
ま
だ
厳
し
い

条
件
で
の
入
居
、契
約
更
改
を
強
い

ら
れ
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
く
企
業
間
の

格
差
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
上
海
の
一
人
当
た
り
消
費

額
は
既
に
高
い
水
準
に
到
達
し
て
お

り
他
都
市
に
比
べ
消
費
の
伸
び
が
鈍

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、上
海
の

消
費
市
場
は
既
に
成
熟
し
た
市
場

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。政
府
が
倹
約
令

を
出
し
過
度
の
贅
沢
を
規
制
し
た

影
響
は
あ
り
ま
す
が
、中
国
全
体
の

昨
年
の
小
売
販
売
額
は
約
4
5
0

兆
円
と
日
本
の
約
3
倍
規
模
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。ま
た
特
徴
と
し

て
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
内
陸
部

の
主
要
都
市
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

沿
岸
部
か
ら
の
工
場
移
転
が
進
み

市
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
消
費
拡
大
要
因
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　
小
売
企
業
な
ど
は
賃
料
、人
件

費
が
低
く
、市
場
開
拓
余
地
の
あ
る

内
陸
地
域
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

ま
す
が
今
後
更
に
加
速
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。内
陸
と
い
え
ど
も

そ
こ
に
は
数
百
万
人
、数
千
万
人
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在
す
る
た

め
で
す
。

Ｅ
Ｃ
市
場
の
成
長

　　
日
本
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、昨
年
11
月
11
日
、中
国
最
大
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト「
天
猫
」モ
ー
ル
で
の
売
上
金
額

は
5
7
1
億
元（
約
１
兆
1
千
億

円
）を
記
録
し
ま
し
た
。

　
中
国
で「
光
棍
節（
独
身
者
の

日
）」と
呼
ば
れ
る
日
に「
天
猫
」を

運
営
す
る
情
報
技
術
の
大
手
企
業

で
あ
る
ア
リ
バ
バ
が
仕
掛
け
た
特
別

セ
ー
ル
1
日
間
の
売
上
高
で
す
。

（
図
2
参
照
）

E
C
の
形
態

　
中
国
の
E
C
サ
イ
ト（
本
稿
で
は

企
業
間
取
引
を
除
き
、個
人
向
け
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
を
指
し
ま
す
）は
、日
本
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。ひ
と
つ
は
個
人
間
取
引

（
C
to
C
）、も
う
ひ
と
つ
は
企
業
対

個
人
取
引（
B
to
C
）で
す
。

　
中
国
で
は
先
に
個
人
同
士
で
売

買
を
行
う
C
to
C
か
ら
発
展
し
、現

在
で
は
企
業
が
消
費
者
向
け
に
商

品
を
販
売
す
る
B
to
C
が
勢
い
を

増
し
て
い
ま
す
。昨
年
ま
で
は
E
C

全
体
に
占
め
る
割
合
は
C
to
C
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年

以
降
は
B
to
C
の
シ
ェ
ア
が
上
回
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
上
で
は
食
品
か
ら
家
電

品
、衣
料
品
、雑
貨
な
ど
日
本
で
も

よ
く
み
か
け
る
商
品
か
ら
、旅
行
や

交
通
機
関
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々

な
も
の
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
が
化
粧
品

や
紙
お
む
つ
、炊
飯
器
な
ど
を
大
量

に
買
い
占
め
る
、い
わ
ゆ
る
爆
買
い

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、中
国
で
も
そ

れ
ら
の
海
外
製
品
は
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。（
図
4
参
照
）

　
ま
た
海
外
製
品
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
ト
上
で
購
入
し
た
も
の
が
直

接
海
外
か
ら
自
宅
ま
で
輸
送
さ
れ

る
、も
し
く
は
海
外
か
ら
中
国
の
保

税
倉
庫
に
一
旦
送
ら
れ
た
在
庫
の

中
か
ら
注
文
の
都
度
配
送
さ
れ
る

「
越
境
E
C
」と
呼
ば
れ
る
形
態
も

　
E
C（E

L
E
C
T
R
O
N
IC  

C
O
M
M
E
R
C
E

＝
電
子
商
取

引
）、い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
市
場
全
体
の
昨
年
の
売
上
高

は
2
・
8
兆
元（
約
56
兆
円
）に
達

し
、前
年
比
で
50
％
近
く
増
加
し
て

い
ま
す
。国
内
の
消
費
全
体
に
占
め

る
割
合
は
10
％
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
の
上

昇
が
Ｅ
Ｃ
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る
購
入
額

は
2
0
1
4
年
9,
0
0
0
億
元

（
約
18
兆
円
）、2
0
1
5
年
は
倍
の

1
兆
8
千
億
元（
約
36
兆
円
）が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
E
C
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、安
心

で
き
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
登
場
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。昔
か
ら
偽
物
や
粗
悪

品
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
中
国
で
は

今
も
な
お
そ
の
不
安
は
つ
き
ま
と
い

ま
す
。ア
リ
バ
バ
が
提
供
す
る
ア
リ
ペ

イ（
支
付
宝
）と
呼
ば
れ
る
決
済
シ

ス
テ
ム
で
は
、消
費
者
が
商
品
を
注

文
し
代
金
を
支
払
っ
た
時
点
で
は
ま

だ
販
売
側
へ
代
金
は
届
か
ず
、ア
リ

ペ
イ
が
一
旦
預
か
り
ま
す
。消
費
者

は
届
い
た
商
品
を
確
認
し
た
上
で

最
終
決
済
を
行
う
た
め
、も
し
偽
物

や
粗
悪
品
で
あ
っ
た
場
合
に
は
代
金

を
ア
リ
ペ
イ
か
ら
返
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。販
売
側
も
顧
客
が

ア
リ
ペ
イ
に
一
旦
預
け
た
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
発
送
で
き
る
の
で
、

回
収
リ
ス
ク
が
な
く
な
り
ま
す
。

前
述
の
天
猫
モ
ー
ル
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
と

し
て
E
C
市
場（
個
人
間
取
引
を
除

く
）で
50
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま

す
。（
図
3
参
照
）ま
た
こ
の
決
済
シ

ス
テ
ム
は
次
第
に
他
社
の
E
C
サ
イ

ト
で
も
使
わ
れ
は
じ
め
、現
在
で
は

タ
ク
シ
ー
代
金
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、飲
食
店
で
の
支
払
い
な
ど
電

子
マ
ネ
ー
と
し
て
の
用
途
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

浸
透
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。外
国
企

業
は
中
国
に
現
地
法
人
を
作
る

必
要
が
な
い
ほ
か
、輸
入
品
に
比
べ

コ
ス
ト（
税
金
、中
間
マ
ー
ジ
ン
）や

手
続
き（
商
標
登
録
、通
関
）の
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、課
税
面
で
整
理

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
残
り
ま
す

が
、市
場
の
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、企
業
独
自
の

E
C
サ
イ
ト
が
非
常
に
少
な
い
の

も
特
徴
で
あ
り
、こ
れ
は
中
国
で
は

直
接
サ
イ
ト
運
営
を
認
め
ら
れ
て
い

る
の
が
大
手
企
業
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
や
、知
名
度
の
低
い
E
C
サ
イ
ト

が
消
費
者
の
信
用
を
得
に
く
い
こ
と

な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で

E
C
上
で
モ
ノ
を
売
る
た
め
に
は

大
手
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

C
to
C
サ
イ
ト
で
は
出
店
に
際
し
て

殆
ど
費
用
は
か
か
ら
な
い
も
の
の
、

B
to
C
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
場
合

に
は
運
営
側
に
払
う
保
証
金
な
ど

つ
な
げ
る
に
は
、ま
ず
は
人
々
の
好
み

に
合
っ
た
商
品
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
、

販
売
方
法
、価
格
設
定
に
よ
り
、

多
く
の
人
々
の
関
心
を
引
く（
立
ち

止
ま
ら
せ
る
）こ
と
が
肝
心
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。中
国
人
が
興
味
を
も

つ
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
な
ど
は
、当
然

な
が
ら
我
々
日
本
人
の
感
覚
と
は

異
な
り
ま
す
。中
国
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
い
る
と
、凝
っ
た

演
出
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
画
像
が
多
く
、

店
頭
に
並
ぶ
商
品
や
ポ
ッ
プ
広
告

な
ど
も
シ
ン
プ
ル
な
表
現
や
大
き
な

価
格
表
示
が
目
に
つ
き
ま
す
。現
地

で
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
々

の
話
を
聞
い
て
み
て
も
、実
際
に
消

費
者
の
声
を
聞
い
た
り
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
欲
し
が
っ
て
い

る
の
か
を
つ
か
み
、認
知
度
を
高
め

る（
知
っ
て
も
ら
う
）た
め
の
売
り
方

の
工
夫
が
、非
常
に
重
要
で
あ
る
よ

う
で
す
。

お
わ
り
に

　　
中
国
で
は
地
域
間
の
所
得
水
準

や
生
活
環
境
の
格
差
が
依
然
大
き

い
た
め
、日
本
の
よ
う
に
同
じ
商
品

が
ど
こ
で
も
売
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
価
格
帯
や

需
要
が
異
な
り
ま
す
。裏
を
返
せ
ば

よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
。今
は
ま
だ
知
名
度
が

高
い
も
の
や
見
た
目
で
わ
か
り
す
い

も
の
な
ど
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
強
い

も
の
の
、市
場
が
成
熟
す
る
に
つ
れ

品
質
や
機
能
性
の
高
い
日
本
製
品
へ

の
注
目
度
は
さ
ら
に
あ
が
る
で
し
ょ

う
。ま
た
日
本
が
人
口
減
少
局
面
を

迎
え
る
な
か
、既
に
中
国
は
最
も

訪
日
観
光
客
数
の
多
い
国
で
あ
り
、

政
治
的
リ
ス
ク
は
つ
き
ま
と
う
も
の

の
中
国
へ
販
路
を
見
出
す
に
は
訪
日

中
国
人
向
け
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
無
視

で
き
ま
せ
ん
。隣
国
の
人
々
の
こ
と

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
感
じ

ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

の
出
店
費
用
や
販
売
手
数
料
の
ほ

か
、毎
年
技
術
サ
ポ
ー
ト
料
な
ど

の
名
目
で
一
定
額
を
支
払
う
仕

組
み
な
ど
が
あ
り
、日
本
と
比
べ
コ

ス
ト
は
高
め
に
な
る
よ
う
で
す
。

（
図
5
参
照
）

消
費
者
の
目

　　
所
得
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で

消
費
者
は
よ
り
良
い
モ
ノ
を
求
め
、

海
外
製
品
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、膨
大
な
数
の
海
外
製
品
が
店

頭
や
サ
イ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る

以
上
、単
に
日
本
で
有
名
で
あ
る
、

あ
る
い
は
品
質
や
性
能
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
は
消
費
者
は
気
づ
き
ま
せ

ん
。中
国
人
は
欲
し
い
も
の
を
買
う

際
、ま
わ
り
の
多
く
の
人
が
使
っ
て

い
て
評
判
が
良
い
も
の（
よ
く
売
れ

て
い
る
商
品
）や
、信
頼
で
き
る
店

舗（
も
し
く
は
E
C
サ
イ
ト
）で
売

ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、買
う
前

に
製
品
情
報
や
価
格
、口
コ
ミ
を
よ

く
調
べ
て
か
ら
購
入
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
E
C
サ
イ
ト
上
で
は
、製
品
の
売

れ
行
き（
月
間
の
販
売
数
量
）を

チ
ェッ
ク
で
き
る
ほ
か
、商
品
や
店
舗

に
対
す
る
膨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
レ

ビ
ュ
ー（
感
想
）を
事
前
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。中
国
で
は
E
C
サ
イ

ト
で
商
品
を
購
入
し
た
人
の
半
数

以
上
が
ユ
ー
ザ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、良
い
モ
ノ
は

家
族
、友
人
も
含
め
周
囲
に
積
極

的
に
広
め
た
い
と
す
る
意
識
が
強
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。最
近
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ

が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
た
め
、即
座
に

多
く
の
知
人
に
広
ま
り
ま
す
。ま
た

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、中
国
で
は
ま
と
め
買

い
や
セ
ー
ル
で
の
割
引
、ク
ー
ポ
ン

提
供
な
ど
買
い
得
感
を
好
む
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
は
返
品

や
ク
レ
ー
ム
へ
の
丁
寧
な
対
応
な
ど

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
良
し
悪
し
も

影
響
し
ま
す
。

　
店
舗
で
の
販
売
で
あ
れ
E
C
で
の

販
売
で
あ
れ
、競
争
の
激
し
い
中
国

市
場
で
多
く
の
消
費
者
へ
の
販
売
に

（上海駐在員事務所）

▲ECサイト日本製品ページ

図5 ： 大手ＥＣサイトの概要
淘宝（タオバオ） 天猫（T-MALL） 天猫国際（T-MALL国際） 

販売チャネル 
出店形態 

イニシャルコスト 
ランニングコスト 

販売手数料
資金決済 

商品の規制 
付随費用 
流通経路 

ＣｔｏＣ （中国個人-中国個人） 
原則個人がサイトに登録し販売 

特になし 
特になし 
特になし 

中国国内決済（個人口座） 
特になし 

ー
中国国内 

ＢｔｏＣ （中国企業-中国個人）
現地法人設立もしくは現地企業へ委託

保証金50千元以上
サポート費用60千元/年

2～5％
中国国内決済（法人口座）

現地商標登録要（出願済or出願中）
物流費用、輸入関税、増値税、消費税など

中国国内 （海外製品の場合は輸入後配送）

ＢｔｏＣ （海外企業-中国個人） 
現地法人不要（本国での営業実態と年数） 

保証金25千米ドル 
サポート費用5千米ドル or 10千米ドル/年 

天猫と同程度 
国外決済可能（日本円など） 決済手数料が必要 

現地商標登録不要（本国の登録は必要） 
原則物流費用（行郵税、物流費）のみ 

海外→中国（ＥＭＳなど個別に直送） もしくは海外→保税エリア→中国国内 

（出所：中国電子商務研究中心）
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は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、摩
天
楼
と
美

し
い
緑
が
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
街
で
す
。国
土
面
積
は

約
7
1
0
㎢（
東
京
23
区
、対
馬
、

奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同
じ
）と
、世
界

で
最
も
小
さ
な
国
の
一
つ
で
す
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
い
の
交
易
の
要
所

と
い
う
有
利
な
立
地
条
件
を
活
か

し
た
世
界
有
数
の
貿
易
都
市
と
し

て
、現
在
で
は
世
界
で
も
有
数
の
自

由
貿
易
経
済
都
市
国
家
へ
と
成
長

ど
で
産
出
さ
れ
た
天
然
ゴ
ム
や
、

す
ず
の
積
み
出
し
港
と
し
て
も
発

展
し
ま
す
。こ
の
時
期
に
、労
働
力
、

港
湾
荷
役
労
働
者
、貿
易
商
、行
政

官
吏
と
し
て
、中
国
、イ
ン
ド
、現
在

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の

移
民
が
マ
レ
ー
半
島
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
渡
来
し
、現
在
の
多
民
族
国
家

の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、第
二
次
世
界
大
戦
を
経

て
マ
レ
ー
シ
ア
と
統
合
す
る
の
で
す

が
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
と
な
る
事
件
が
起
こ
り

ま
す
。マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
採
用

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
中
央
政
府
と
華
人

が
人
口
の
大
半
を
占
め
、マ
レ
ー
人

と
華
人
の
平
等
政
策
を
進
め
よ
う

と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
行
動
党

（
P
A
P
）の
間
で
軋
轢
が
激
化
し
、

1
9
6
4
年
7
月
21
日
、憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ー
系
住
民
へ

の
優
遇
政
策
を
求
め
る
マ
レ
ー
系
の

デ
モ
隊
と
、中
華
系
住
民
が
衝
突

し
、死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

経
済
政
策
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違

い
や
、マ
レ
ー
人
と
華
人
の
人
種
対

立
が
表
面
化
し
、マ
レ
ー
シ
ア
中
央

政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
家
を
崩
壊
さ

せ
な
い
た
め
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

連
邦
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

両
国
首
脳
の
合
意
の
上
、1
9
6
5

年
8
月
9
日
に
都
市
国
家
と
し
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
分
離
独
立
し
ま

す
が
、実
質
、マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら

追
放
さ
れ
た
の
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策

　
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
独
立

し
た
と
き
、多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
は
資
源
の
な
い
小
島
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
、途
方
に
暮
れ
た
と

い
い
ま
す
。当
時
は
、資
源
ど
こ
ろ
か

日
常
の
食
料
品
や
飲
料
水
さ
え
皆

無
で
、大
半
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。加
え
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
総
貿
易
の
三
割
超
を
占
め
て
い
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
貿
易
を
停
止
し

た
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、更
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
1
9
7
1

年
に
国
家
歳
入
の
二
割
近
く
を
依

存
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
駐
留
軍
が
撤

退
し
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退

は
、軍
事
面
だ
け
で
な
く
、経
済
面

で
も
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
国
家
存
亡
の
危
機
を

救
い
、経
済
発
展
を
も
支
え
て
き
た

の
が
、英
語
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。国
民
が
利
益
を
得
て
、国
の

経
済
的
繁
栄
が
展
望
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
の
土
台
と
な
る
の
が
言
語

教
育
、と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

　
独
立
当
時
の
リ
ー・ク
ワ
ン
ユ
ー

首
相
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
形

成
に
向
け
教
育
に
注
力
し
て
い
く
中

で
、こ
う
言
って
い
ま
す
。

　『
わ
れ
わ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い

う
国
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。英
語
を
行
政
用
語
に
し
な
け

れ
ば
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
も
し
か
す

る
と
分
裂
、衝
突
、そ
し
て
滅
び
る

か
も
し
れ
な
い
』

　
明
確
な
方
針
の
も
と
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
二
言
語
政
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。二
言
語
政
策

と
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
で

あ
る
英
語
、マ
レ
ー
語
、華
語（
マ
ン

ダ
リ
ン
）、タ
ミ
ル
語
か
ら
二
つ
の
言

語
を
選
ぶ
も
の
で
す
が
、そ
も
そ
も

が
英
語
強
化
政
策
の
た
め
英
語
は

必
須（
教
育
上
の
第
一
言
語
）で
あ

り
、残
り
の
三
つ
か
ら
他
の
公
用

語
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、華
語
に
つ
い
て
は
方
言
が

多
く
、例
え
ば
華
人
系
の
子
供
が
自

宅
で
広
東
語
や
福
建
語
を
話
し
て

い
る
と
し
た
ら
、学
校
で
は
英
語
と

母
語
以
外
の
公
用
語
か
ら
一
つ
を

選
ば
ね
ば
な
ら
ず
、結
果
、三
言
語

を
操
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

を
遂
げ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
年
、独
立
、建
国
50
周
年
を
迎

え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な

社
会
政
策
に
よ
り
現
在
の
繁
栄
を

築
い
た
か
、考
察
し
て
み
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
　
　

　　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
名
は
、ラ
イ

オ
ン
を
意
味
す
る
s
i
n
g
a
、都

市
を
意
味
す
る
p
u
r
a
を
あ
わ

せ
た
、マ
レ
ー
語
の
シ
ン
ガ
プ
ー
ラ

（Singapura
）に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
1
8
1
9
年
1
月
、人
口
わ
ず
か

1
5
0
人
程
度
の
こ
の
島
に
、イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
書
記
官
を

務
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ト
ー
マ
ス・

ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上

陸
。ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
当
時
何
も
な
か
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
理
的
重
要
性

に
着
目
し
、都
市
化
計
画
を
推
し

進
め
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植

民
地
と
な
っ
た
後
は
、東
西
交
易
、

三
角
貿
易
の
中
継
地
点
と
し
て
の

役
割
に
止
ま
ら
ず
、マ
レ
ー
半
島
な

　
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
的
背
景
や
社

会
的
状
況
に
よ
る
も
の
で
す
。イ
ギ

リ
ス
植
民
地
時
代
か
ら
英
語
が
行

政
用
語
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

苛
烈
で
す
。高
学
歴
者
へ
の
社
会
的

評
価
は
極
め
て
高
く
、厳
し
い
能
力

主
義
を
取
り
入
れ
た
教
育
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。近
年
、発
生
す

る
問
題
と
し
て
、多
言
語
状
況
で
英

語
教
育
を
受
け
て
き
た
第
三
世
代

（
独
立
後
に
生
ま
れ
た
世
代
）エ
リ
ー

ト
達
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
帰
属
意

識
の
薄
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。人
的
資

源
の
育
成
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

将
来
を
担
う
世
代
の
愛
国
心
は
弱

く
、頭
脳
が
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
故
郷
と
す
る
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
薄
い
と
言
わ

れ
る
理
由
の
一
つ
が
、英
語
を
公

用
語
に
し
、教
育
媒
体
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
欧

米
英
語
圏
に
な
じ
み
、そ
れ
ら
の
国

に
永
住
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。急
速
な
経
済
発
展
で
、

英
語
が
流
暢
な
ほ
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ね
じ
れ

が
生
じ
ま
す
。国
策
で
育
て
上
げ
た

エ
リ
ー
ト
達
が
必
ず
し
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
止
ま
る
と
は
限
ら
ず
、

欧
米
の
英
語
圏
で
学
位
を
取
得
し

た
エ
リ
ー
ト
の
多
く
は
、条
件
が
良

け
れ
ば
海
外
で
就
職
し
、定
住
し
て

し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
多
見
さ
れ
ま

す
。経
済
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な

言
語
が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
体

化
を
招
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
と
こ
ろ
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

は
庶
民
の
日
常
会
話
に
使
用
さ

れ
る
独
特
の
口
語
英
語『
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
』
（S

in
g

a
p

o
re 

C
olloquial 

English

）が
存
在

し
ま
す
。植
民
地
時
代
に
芽
生
え
、

生
き
な
が
ら
え
て
き
た
ピ
ジ
ン
英
語

（
二
つ
以
上
の
言
語
が
接
触
し
新
し

く
生
ま
れ
る
混
交
語
）が
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
し
て
広
ま
って
いっ
た
、と

言
わ
れ
ま
す
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
英

語
に
加
え
て
中
国
語
の
構
造
を
も

ち
、福
建
語
や
マ
レ
ー
語
の
語
彙
等

が
結
び
つ
い
て
お
り
、発
音
に
も
独

特
の
訛
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
と
お

り
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、移
民
の
歴
史
を
経
て
、政

治
形
態
が
整
い
、政
策
が
施
さ
れ
、

社
会
変
容
を
遂
げ
た
中
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
自
身
の
選
択
し
た
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
過
程
に
は
、教
育
に
お
け
る
言
語

政
策
以
外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が

と
っ
た
民
族
融
合
政
策
も
影
響

し
て
い
ま
す
。
住
居
問
題
解
消

策
は
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
す
。

1
9
5
9
年
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、深
刻
な
住
居
不
足（
8・8
％
の

人
し
か
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
な

か
っ
た
）の
状
況
に
あ
り
、解
消
の
た

め
1
9
6
0
年
に
住
宅
供
給
開
発

独
立
後
も
英
語
に
よ
る
行

政
上
の
記
録
の
一
貫
性
を

保
つ
た
め
に
必
要
で
し
た
。

ま
た
、華
人
が
全
人
口
の
大

多
数
を
占
め
、中
国
的
な
色

合
い
が
濃
い
国
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
に

あ
り
ま
す
。英
語
を
行
政

用
語
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
権
国
家
と
し
て
中
国
と

適
当
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、英
語
の
政
治

的
な
中
立
性
や
国
際
社
会

に
お
け
る
経
済
的
価
値（
世

界
市
場
へ
の
参
入
が
容
易
）

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、長
年
に
わ

た
っ
て
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
政
策
を
実
施
し
た

結
果
、英
語
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民

の
共
通
語
と
な
り
、
一
躍
ア
ジ
ア

の
英
語
教
育
先
進
国
と
し
て
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

言
語
政
策
が
及
ぼ
す
社
会・

経
済
へ
の
影
響

　　
英
語
の
社
会
的・経
済
的
役
割
は

大
き
く
、1
9
7
0
年
代
以
降
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
速
な
経
済
発
展
を

強
く
後
押
し
し
ま
し
た
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
英
国
の
統
治
を
受
け
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
、そ
し
て
多

言
語
、多
民
族
国
家
で
あ
る
と
い
う

国
情
に
加
え
て
、政
治
的
、社
会
的

状
況
が
加
わ
っ
た
た
め
に
社
会
を

構
成
す
る
三
大
民
族（
中
華
系
、

マ
レ
ー
系
、タ
ミ
ル
系
）の
母
語
で
は

な
い
英
語
が
、政
府
の
意
図
的
介
入

の
結
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
許
容
さ
れ
、国
家

語
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
英
語
を
主
軸
と
し
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
は
、様
々
な
功

罪
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
教
育
に
熱
心
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、エ
リ
ー
ト
教
育
も

N Y
駐 在 員

告報

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策
と

社
会
・
経
済
へ
の
影
響

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Singapore Representative O�ce

公
社（
H
D
B
）が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。H
D
B
設
立
以
前
は
、人
々
は

移
民
、ま
た
民
族
間
の
分
離
と
い
う

英
国
の
植
民
地
政
策
ゆ
え
に
同
じ

民
族
グ
ル
ー
プ
内
で
集
ま
っ
て
住
ん

で
お
り
、そ
の
頃
の
社
会
は
民
族
と

そ
れ
が
成
す
共
同
体
に
基
盤
を
置

い
て
い
ま
し
た
。も
し
公
営
住
宅
に

民
族
的
偏
り
が
出
来
て
し
ま
え
ば
、

以
前
の
閉
鎖
さ
れ
た
共
同
体
の
状

態
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、民
族
共
同

体
の
中
で
の
母
語
使
用
が
進
む
た

め
、言
語
政
策
、教
育
制
度
を
通
じ

て
種
々
の
政
策
が
国
民
に
等
し
く

展
開
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
族
的
多
様
性
を
抱
え
る
国
家
で

は
言
語
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
は

民
族
的
閉
鎖
を
惹
起
し
、政
策
の
浸

透
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
た

め
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い

う
政
治
的
立
場
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た（
H
D
B
設
立
の
目
的
が
住
宅
不

足
の
解
消
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

認
識
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。成
功
の
要
因
は
、ア
ジ

ア
の
中
継
地
点
と
い
う
地
理
的
優

位
性
、建
国
の
父
で
あ
る
リ
ー・ク
ア

ン
ユ
ー
の
政
治
指
導
力
な
ど
様
々
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、英
語
を
軸
と
し
た

言
語
政
策
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん（
た
と
え
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

を
孕
む
と
し
て
も
）。

　
英
語
能
力
の
低
さ

に
よ
っ
て
他
の
教
科
も

思
う
よ
う
に
習
得
で
き

ず
、華
語
系
の
学
校
出

身
で
英
語
が
よ
く
出

来
な
い
た
め
、思
う
よ

う
な
仕
事
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
層
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
は
存
在
し
ま

す
が
、そ
れ
ら
の
人
々

の
英
語
能
力
と
し
て
も

日
本
人
よ
り
は
上
を
い

く
レ
ベ
ル
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
英

語
を
第
一
言
語
に
据
え
た
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
政
策
を
展
開
し
、成
功
を
収

め
た
国
で
す
。今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、英
語
の
経
済

的
価
値
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
思
わ

れ
ま
す
。日
本
も
鑑
み
る
部
分
が
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際

に
、英
語
教
育
に
関
し
て
は
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の

70
％
超
を
占
め
る
華
人
は
、第
二
言

語
と
し
て
華
語
を
流
暢
に
操
り
ま

す
。こ
れ
は
、英
語
に
並
ぶ
強
力
な

武
器
に
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田 

圭
一
郎
）

く
、民
族
の
統
合
に
よ
る
国
家
形
成

を
目
指
す
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
確
）。よ
っ
て
、H
D
B
で

は
民
族
割
合
に
応
じ
た
構
成
比
率

が
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
いっ
た
政
策
が
あ
り
、異
民
族

間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
広
ま
り
ま

し
た
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
不
完
全
に

習
得
し
た
英
語
、ま
た
は
他
言
語
が

混
じ
り
現
地
化
さ
れ
た
英
語
の
変

種
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、

実
際
、他
の
英
語
圏
の
国
々
に
比
べ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英
語
は
分
か
り
難

い
と
い
う
指
摘
を
受
け
ま
す
。政
府

と
し
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
し
か

通
じ
な
い（
世
界
と
隔
絶
す
る
）方

向
へ
進
む
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
氾
濫

を
食
い
止
め
る
た
め
、2
0
0
0
年

4
月
、全
国
規
模
で「
よ
い
英
語
を

話
そ
う
運
動（Speak

G
ood

English M
ovem

ent

）」を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
、様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
続
け
ま

す
。流
暢
な
英
語
を
話
す
こ
と
が
気

取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
、

人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
に
は

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
話
す
方
が
親
し

み
が
感
じ
ら
れ
迎
え
ら
れ
易
い
、な

ど
諸
々
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
も
の
に
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の

事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に

　
2
0
1
5
年
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

建
国
5
0
年
を
迎
え
ま
す
。乏
し
い

資
源
、多
民
族
、多
言
語
と
い
っ
た

克
服
す
べ
き
問
題
を
乗
り
越
え
、

世
界
の
中
で
も
豊
か
な
国
と
し
て

Singapore
シンガポール駐在員事務所

（シンガポール駐在員事務所）

【シンガポールの概況（日本との対比）】 

547万人

716㎢

USD56,319
中華系74%　マレー系 13%
インド系 9%　その他 3%"

英語　マレー語　華語　タミル語
仏教　キリスト教　イスラム教

道教　ヒンズー教　無宗教

1億2,708万人
377,962㎢

621㎢（東京23区）
696㎢（対馬）

712㎢（奄美大島）
 USD36,331

－ 
日本語

仏教　無宗教

  人口（2014年）

面 積

 
一人あたりGDP（2014年）

 
民 族

 
言 語

 宗 教

シンガポール 日本

（出典：外務省、日本統計局、シンガポール統計局、IMF）

58FFG MONTHLY SURVEY Vol.84



は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、摩
天
楼
と
美

し
い
緑
が
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
街
で
す
。国
土
面
積
は

約
7
1
0
㎢（
東
京
23
区
、対
馬
、

奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同
じ
）と
、世
界

で
最
も
小
さ
な
国
の
一
つ
で
す
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
い
の
交
易
の
要
所

と
い
う
有
利
な
立
地
条
件
を
活
か

し
た
世
界
有
数
の
貿
易
都
市
と
し

て
、現
在
で
は
世
界
で
も
有
数
の
自

由
貿
易
経
済
都
市
国
家
へ
と
成
長

ど
で
産
出
さ
れ
た
天
然
ゴ
ム
や
、

す
ず
の
積
み
出
し
港
と
し
て
も
発

展
し
ま
す
。こ
の
時
期
に
、労
働
力
、

港
湾
荷
役
労
働
者
、貿
易
商
、行
政

官
吏
と
し
て
、中
国
、イ
ン
ド
、現
在

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の

移
民
が
マ
レ
ー
半
島
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
渡
来
し
、現
在
の
多
民
族
国
家

の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、第
二
次
世
界
大
戦
を
経

て
マ
レ
ー
シ
ア
と
統
合
す
る
の
で
す

が
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
と
な
る
事
件
が
起
こ
り

ま
す
。マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
採
用

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
中
央
政
府
と
華
人

が
人
口
の
大
半
を
占
め
、マ
レ
ー
人

と
華
人
の
平
等
政
策
を
進
め
よ
う

と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
行
動
党

（
P
A
P
）の
間
で
軋
轢
が
激
化
し
、

1
9
6
4
年
7
月
21
日
、憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ー
系
住
民
へ

の
優
遇
政
策
を
求
め
る
マ
レ
ー
系
の

デ
モ
隊
と
、中
華
系
住
民
が
衝
突

し
、死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

経
済
政
策
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違

い
や
、マ
レ
ー
人
と
華
人
の
人
種
対

立
が
表
面
化
し
、マ
レ
ー
シ
ア
中
央

政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
家
を
崩
壊
さ

せ
な
い
た
め
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

連
邦
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

両
国
首
脳
の
合
意
の
上
、1
9
6
5

年
8
月
9
日
に
都
市
国
家
と
し
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
分
離
独
立
し
ま

す
が
、実
質
、マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら

追
放
さ
れ
た
の
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策

　
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
独
立

し
た
と
き
、多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
は
資
源
の
な
い
小
島
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
、途
方
に
暮
れ
た
と

い
い
ま
す
。当
時
は
、資
源
ど
こ
ろ
か

日
常
の
食
料
品
や
飲
料
水
さ
え
皆

無
で
、大
半
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。加
え
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
総
貿
易
の
三
割
超
を
占
め
て
い
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
貿
易
を
停
止
し

た
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、更
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
1
9
7
1

年
に
国
家
歳
入
の
二
割
近
く
を
依

存
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
駐
留
軍
が
撤

退
し
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退

は
、軍
事
面
だ
け
で
な
く
、経
済
面

で
も
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
国
家
存
亡
の
危
機
を

救
い
、経
済
発
展
を
も
支
え
て
き
た

の
が
、英
語
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。国
民
が
利
益
を
得
て
、国
の

経
済
的
繁
栄
が
展
望
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
の
土
台
と
な
る
の
が
言
語

教
育
、と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

　
独
立
当
時
の
リ
ー・ク
ワ
ン
ユ
ー

首
相
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
形

成
に
向
け
教
育
に
注
力
し
て
い
く
中

で
、こ
う
言
って
い
ま
す
。

　『
わ
れ
わ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い

う
国
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。英
語
を
行
政
用
語
に
し
な
け

れ
ば
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
も
し
か
す

る
と
分
裂
、衝
突
、そ
し
て
滅
び
る

か
も
し
れ
な
い
』

　
明
確
な
方
針
の
も
と
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
二
言
語
政
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。二
言
語
政
策

と
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
で

あ
る
英
語
、マ
レ
ー
語
、華
語（
マ
ン

ダ
リ
ン
）、タ
ミ
ル
語
か
ら
二
つ
の
言

語
を
選
ぶ
も
の
で
す
が
、そ
も
そ
も

が
英
語
強
化
政
策
の
た
め
英
語
は

必
須（
教
育
上
の
第
一
言
語
）で
あ

り
、残
り
の
三
つ
か
ら
他
の
公
用

語
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、華
語
に
つ
い
て
は
方
言
が

多
く
、例
え
ば
華
人
系
の
子
供
が
自

宅
で
広
東
語
や
福
建
語
を
話
し
て

い
る
と
し
た
ら
、学
校
で
は
英
語
と

母
語
以
外
の
公
用
語
か
ら
一
つ
を

選
ば
ね
ば
な
ら
ず
、結
果
、三
言
語

を
操
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

を
遂
げ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
年
、独
立
、建
国
50
周
年
を
迎

え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な

社
会
政
策
に
よ
り
現
在
の
繁
栄
を

築
い
た
か
、考
察
し
て
み
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
　
　

　　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
名
は
、ラ
イ

オ
ン
を
意
味
す
る
s
i
n
g
a
、都

市
を
意
味
す
る
p
u
r
a
を
あ
わ

せ
た
、マ
レ
ー
語
の
シ
ン
ガ
プ
ー
ラ

（Singapura

）に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
1
8
1
9
年
1
月
、人
口
わ
ず
か

1
5
0
人
程
度
の
こ
の
島
に
、イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
書
記
官
を

務
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ト
ー
マ
ス・

ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上

陸
。ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
当
時
何
も
な
か
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
理
的
重
要
性

に
着
目
し
、都
市
化
計
画
を
推
し

進
め
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植

民
地
と
な
っ
た
後
は
、東
西
交
易
、

三
角
貿
易
の
中
継
地
点
と
し
て
の

役
割
に
止
ま
ら
ず
、マ
レ
ー
半
島
な

　
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
的
背
景
や
社

会
的
状
況
に
よ
る
も
の
で
す
。イ
ギ

リ
ス
植
民
地
時
代
か
ら
英
語
が
行

政
用
語
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

苛
烈
で
す
。高
学
歴
者
へ
の
社
会
的

評
価
は
極
め
て
高
く
、厳
し
い
能
力

主
義
を
取
り
入
れ
た
教
育
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。近
年
、発
生
す

る
問
題
と
し
て
、多
言
語
状
況
で
英

語
教
育
を
受
け
て
き
た
第
三
世
代

（
独
立
後
に
生
ま
れ
た
世
代
）エ
リ
ー

ト
達
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
帰
属
意

識
の
薄
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。人
的
資

源
の
育
成
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

将
来
を
担
う
世
代
の
愛
国
心
は
弱

く
、頭
脳
が
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
故
郷
と
す
る
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
薄
い
と
言
わ

れ
る
理
由
の
一
つ
が
、英
語
を
公

用
語
に
し
、教
育
媒
体
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
欧

米
英
語
圏
に
な
じ
み
、そ
れ
ら
の
国

に
永
住
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。急
速
な
経
済
発
展
で
、

英
語
が
流
暢
な
ほ
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ね
じ
れ

が
生
じ
ま
す
。国
策
で
育
て
上
げ
た

エ
リ
ー
ト
達
が
必
ず
し
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
止
ま
る
と
は
限
ら
ず
、

欧
米
の
英
語
圏
で
学
位
を
取
得
し

た
エ
リ
ー
ト
の
多
く
は
、条
件
が
良

け
れ
ば
海
外
で
就
職
し
、定
住
し
て

し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
多
見
さ
れ
ま

す
。経
済
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な

言
語
が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
体

化
を
招
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
と
こ
ろ
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

は
庶
民
の
日
常
会
話
に
使
用
さ

れ
る
独
特
の
口
語
英
語『
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
』
（S

in
g

a
p

o
re 

C
olloquial 

English

）が
存
在

し
ま
す
。植
民
地
時
代
に
芽
生
え
、

生
き
な
が
ら
え
て
き
た
ピ
ジ
ン
英
語

（
二
つ
以
上
の
言
語
が
接
触
し
新
し

く
生
ま
れ
る
混
交
語
）が
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
し
て
広
ま
って
いっ
た
、と

言
わ
れ
ま
す
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
英

語
に
加
え
て
中
国
語
の
構
造
を
も

ち
、福
建
語
や
マ
レ
ー
語
の
語
彙
等

が
結
び
つ
い
て
お
り
、発
音
に
も
独

特
の
訛
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
と
お

り
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、移
民
の
歴
史
を
経
て
、政

治
形
態
が
整
い
、政
策
が
施
さ
れ
、

社
会
変
容
を
遂
げ
た
中
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
自
身
の
選
択
し
た
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
過
程
に
は
、教
育
に
お
け
る
言
語

政
策
以
外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が

と
っ
た
民
族
融
合
政
策
も
影
響

し
て
い
ま
す
。
住
居
問
題
解
消

策
は
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
す
。

1
9
5
9
年
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、深
刻
な
住
居
不
足（
8・8
％
の

人
し
か
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
な

か
っ
た
）の
状
況
に
あ
り
、解
消
の
た

め
1
9
6
0
年
に
住
宅
供
給
開
発

独
立
後
も
英
語
に
よ
る
行

政
上
の
記
録
の
一
貫
性
を

保
つ
た
め
に
必
要
で
し
た
。

ま
た
、華
人
が
全
人
口
の
大

多
数
を
占
め
、中
国
的
な
色

合
い
が
濃
い
国
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
に

あ
り
ま
す
。英
語
を
行
政

用
語
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
権
国
家
と
し
て
中
国
と

適
当
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、英
語
の
政
治

的
な
中
立
性
や
国
際
社
会

に
お
け
る
経
済
的
価
値（
世

界
市
場
へ
の
参
入
が
容
易
）

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、長
年
に
わ

た
っ
て
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
政
策
を
実
施
し
た

結
果
、英
語
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民

の
共
通
語
と
な
り
、
一
躍
ア
ジ
ア

の
英
語
教
育
先
進
国
と
し
て
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

言
語
政
策
が
及
ぼ
す
社
会・

経
済
へ
の
影
響

　　
英
語
の
社
会
的・経
済
的
役
割
は

大
き
く
、1
9
7
0
年
代
以
降
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
速
な
経
済
発
展
を

強
く
後
押
し
し
ま
し
た
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
英
国
の
統
治
を
受
け
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
、そ
し
て
多

言
語
、多
民
族
国
家
で
あ
る
と
い
う

国
情
に
加
え
て
、政
治
的
、社
会
的

状
況
が
加
わ
っ
た
た
め
に
社
会
を

構
成
す
る
三
大
民
族（
中
華
系
、

マ
レ
ー
系
、タ
ミ
ル
系
）の
母
語
で
は

な
い
英
語
が
、政
府
の
意
図
的
介
入

の
結
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
許
容
さ
れ
、国
家

語
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
英
語
を
主
軸
と
し
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
は
、様
々
な
功

罪
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
教
育
に
熱
心
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、エ
リ
ー
ト
教
育
も

N Y
駐 在 員

告報

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策
と

社
会
・
経
済
へ
の
影
響

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Singapore Representative O�ce

公
社（
H
D
B
）が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。H
D
B
設
立
以
前
は
、人
々
は

移
民
、ま
た
民
族
間
の
分
離
と
い
う

英
国
の
植
民
地
政
策
ゆ
え
に
同
じ

民
族
グ
ル
ー
プ
内
で
集
ま
っ
て
住
ん

で
お
り
、そ
の
頃
の
社
会
は
民
族
と

そ
れ
が
成
す
共
同
体
に
基
盤
を
置

い
て
い
ま
し
た
。も
し
公
営
住
宅
に

民
族
的
偏
り
が
出
来
て
し
ま
え
ば
、

以
前
の
閉
鎖
さ
れ
た
共
同
体
の
状

態
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、民
族
共
同

体
の
中
で
の
母
語
使
用
が
進
む
た

め
、言
語
政
策
、教
育
制
度
を
通
じ

て
種
々
の
政
策
が
国
民
に
等
し
く

展
開
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
族
的
多
様
性
を
抱
え
る
国
家
で

は
言
語
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
は

民
族
的
閉
鎖
を
惹
起
し
、政
策
の
浸

透
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
た

め
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い

う
政
治
的
立
場
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た（
H
D
B
設
立
の
目
的
が
住
宅
不

足
の
解
消
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

認
識
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。成
功
の
要
因
は
、ア
ジ

ア
の
中
継
地
点
と
い
う
地
理
的
優

位
性
、建
国
の
父
で
あ
る
リ
ー・ク
ア

ン
ユ
ー
の
政
治
指
導
力
な
ど
様
々
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、英
語
を
軸
と
し
た

言
語
政
策
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん（
た
と
え
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

を
孕
む
と
し
て
も
）。

　
英
語
能
力
の
低
さ

に
よ
っ
て
他
の
教
科
も

思
う
よ
う
に
習
得
で
き

ず
、華
語
系
の
学
校
出

身
で
英
語
が
よ
く
出

来
な
い
た
め
、思
う
よ

う
な
仕
事
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
層
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
は
存
在
し
ま

す
が
、そ
れ
ら
の
人
々

の
英
語
能
力
と
し
て
も

日
本
人
よ
り
は
上
を
い

く
レ
ベ
ル
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
英

語
を
第
一
言
語
に
据
え
た
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
政
策
を
展
開
し
、成
功
を
収

め
た
国
で
す
。今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、英
語
の
経
済

的
価
値
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
思
わ

れ
ま
す
。日
本
も
鑑
み
る
部
分
が
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際

に
、英
語
教
育
に
関
し
て
は
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の

70
％
超
を
占
め
る
華
人
は
、第
二
言

語
と
し
て
華
語
を
流
暢
に
操
り
ま

す
。こ
れ
は
、英
語
に
並
ぶ
強
力
な

武
器
に
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田 

圭
一
郎
）

く
、民
族
の
統
合
に
よ
る
国
家
形
成

を
目
指
す
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
確
）。よ
っ
て
、H
D
B
で

は
民
族
割
合
に
応
じ
た
構
成
比
率

が
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
いっ
た
政
策
が
あ
り
、異
民
族

間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
広
ま
り
ま

し
た
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
不
完
全
に

習
得
し
た
英
語
、ま
た
は
他
言
語
が

混
じ
り
現
地
化
さ
れ
た
英
語
の
変

種
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、

実
際
、他
の
英
語
圏
の
国
々
に
比
べ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英
語
は
分
か
り
難

い
と
い
う
指
摘
を
受
け
ま
す
。政
府

と
し
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
し
か

通
じ
な
い（
世
界
と
隔
絶
す
る
）方

向
へ
進
む
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
氾
濫

を
食
い
止
め
る
た
め
、2
0
0
0
年

4
月
、全
国
規
模
で「
よ
い
英
語
を

話
そ
う
運
動（Speak

G
ood

English M
ovem

ent

）」を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
、様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
続
け
ま

す
。流
暢
な
英
語
を
話
す
こ
と
が
気

取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
、

人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
に
は

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
話
す
方
が
親
し

み
が
感
じ
ら
れ
迎
え
ら
れ
易
い
、な

ど
諸
々
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
も
の
に
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の

事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に

　
2
0
1
5
年
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

建
国
5
0
年
を
迎
え
ま
す
。乏
し
い

資
源
、多
民
族
、多
言
語
と
い
っ
た

克
服
す
べ
き
問
題
を
乗
り
越
え
、

世
界
の
中
で
も
豊
か
な
国
と
し
て

Singapore
シンガポール駐在員事務所

（シンガポール駐在員事務所）

【シンガポールの概況（日本との対比）】 

547万人

716㎢

USD56,319
中華系74%　マレー系 13%
インド系 9%　その他 3%"

英語　マレー語　華語　タミル語
仏教　キリスト教　イスラム教

道教　ヒンズー教　無宗教

1億2,708万人
377,962㎢

621㎢（東京23区）
696㎢（対馬）

712㎢（奄美大島）
 USD36,331

－ 
日本語

仏教　無宗教

  人口（2014年）

面 積

 
一人あたりGDP（2014年）

 
民 族

 
言 語

 宗 教

シンガポール 日本

（出典：外務省、日本統計局、シンガポール統計局、IMF）

59 FFG MONTHLY SURVEY Vol.84



は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、摩
天
楼
と
美

し
い
緑
が
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
街
で
す
。国
土
面
積
は

約
7
1
0
㎢（
東
京
23
区
、対
馬
、

奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同
じ
）と
、世
界

で
最
も
小
さ
な
国
の
一
つ
で
す
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
い
の
交
易
の
要
所

と
い
う
有
利
な
立
地
条
件
を
活
か

し
た
世
界
有
数
の
貿
易
都
市
と
し

て
、現
在
で
は
世
界
で
も
有
数
の
自

由
貿
易
経
済
都
市
国
家
へ
と
成
長

ど
で
産
出
さ
れ
た
天
然
ゴ
ム
や
、

す
ず
の
積
み
出
し
港
と
し
て
も
発

展
し
ま
す
。こ
の
時
期
に
、労
働
力
、

港
湾
荷
役
労
働
者
、貿
易
商
、行
政

官
吏
と
し
て
、中
国
、イ
ン
ド
、現
在

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の

移
民
が
マ
レ
ー
半
島
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
渡
来
し
、現
在
の
多
民
族
国
家

の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、第
二
次
世
界
大
戦
を
経

て
マ
レ
ー
シ
ア
と
統
合
す
る
の
で
す

が
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
と
な
る
事
件
が
起
こ
り

ま
す
。マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
採
用

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
中
央
政
府
と
華
人

が
人
口
の
大
半
を
占
め
、マ
レ
ー
人

と
華
人
の
平
等
政
策
を
進
め
よ
う

と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
行
動
党

（
P
A
P
）の
間
で
軋
轢
が
激
化
し
、

1
9
6
4
年
7
月
21
日
、憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ー
系
住
民
へ

の
優
遇
政
策
を
求
め
る
マ
レ
ー
系
の

デ
モ
隊
と
、中
華
系
住
民
が
衝
突

し
、死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

経
済
政
策
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違

い
や
、マ
レ
ー
人
と
華
人
の
人
種
対

立
が
表
面
化
し
、マ
レ
ー
シ
ア
中
央

政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
家
を
崩
壊
さ

せ
な
い
た
め
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

連
邦
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

両
国
首
脳
の
合
意
の
上
、1
9
6
5

年
8
月
9
日
に
都
市
国
家
と
し
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
分
離
独
立
し
ま

す
が
、実
質
、マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら

追
放
さ
れ
た
の
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策

　
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
独
立

し
た
と
き
、多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
は
資
源
の
な
い
小
島
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
、途
方
に
暮
れ
た
と

い
い
ま
す
。当
時
は
、資
源
ど
こ
ろ
か

日
常
の
食
料
品
や
飲
料
水
さ
え
皆

無
で
、大
半
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。加
え
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
総
貿
易
の
三
割
超
を
占
め
て
い
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
貿
易
を
停
止
し

た
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、更
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
1
9
7
1

年
に
国
家
歳
入
の
二
割
近
く
を
依

存
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
駐
留
軍
が
撤

退
し
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退

は
、軍
事
面
だ
け
で
な
く
、経
済
面

で
も
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
国
家
存
亡
の
危
機
を

救
い
、経
済
発
展
を
も
支
え
て
き
た

の
が
、英
語
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。国
民
が
利
益
を
得
て
、国
の

経
済
的
繁
栄
が
展
望
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
の
土
台
と
な
る
の
が
言
語

教
育
、と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

　
独
立
当
時
の
リ
ー・ク
ワ
ン
ユ
ー

首
相
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
形

成
に
向
け
教
育
に
注
力
し
て
い
く
中

で
、こ
う
言
って
い
ま
す
。

　『
わ
れ
わ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い

う
国
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。英
語
を
行
政
用
語
に
し
な
け

れ
ば
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
も
し
か
す

る
と
分
裂
、衝
突
、そ
し
て
滅
び
る

か
も
し
れ
な
い
』

　
明
確
な
方
針
の
も
と
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
二
言
語
政
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。二
言
語
政
策

と
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
で

あ
る
英
語
、マ
レ
ー
語
、華
語（
マ
ン

ダ
リ
ン
）、タ
ミ
ル
語
か
ら
二
つ
の
言

語
を
選
ぶ
も
の
で
す
が
、そ
も
そ
も

が
英
語
強
化
政
策
の
た
め
英
語
は

必
須（
教
育
上
の
第
一
言
語
）で
あ

り
、残
り
の
三
つ
か
ら
他
の
公
用

語
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、華
語
に
つ
い
て
は
方
言
が

多
く
、例
え
ば
華
人
系
の
子
供
が
自

宅
で
広
東
語
や
福
建
語
を
話
し
て

い
る
と
し
た
ら
、学
校
で
は
英
語
と

母
語
以
外
の
公
用
語
か
ら
一
つ
を

選
ば
ね
ば
な
ら
ず
、結
果
、三
言
語

を
操
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

を
遂
げ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
年
、独
立
、建
国
50
周
年
を
迎

え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な

社
会
政
策
に
よ
り
現
在
の
繁
栄
を

築
い
た
か
、考
察
し
て
み
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
　
　

　　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
名
は
、ラ
イ

オ
ン
を
意
味
す
る
s
i
n
g
a
、都

市
を
意
味
す
る
p
u
r
a
を
あ
わ

せ
た
、マ
レ
ー
語
の
シ
ン
ガ
プ
ー
ラ

（Singapura

）に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
1
8
1
9
年
1
月
、人
口
わ
ず
か

1
5
0
人
程
度
の
こ
の
島
に
、イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
書
記
官
を

務
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ト
ー
マ
ス・

ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上

陸
。ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
当
時
何
も
な
か
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
理
的
重
要
性

に
着
目
し
、都
市
化
計
画
を
推
し

進
め
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植

民
地
と
な
っ
た
後
は
、東
西
交
易
、

三
角
貿
易
の
中
継
地
点
と
し
て
の

役
割
に
止
ま
ら
ず
、マ
レ
ー
半
島
な

　
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
的
背
景
や
社

会
的
状
況
に
よ
る
も
の
で
す
。イ
ギ

リ
ス
植
民
地
時
代
か
ら
英
語
が
行

政
用
語
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

苛
烈
で
す
。高
学
歴
者
へ
の
社
会
的

評
価
は
極
め
て
高
く
、厳
し
い
能
力

主
義
を
取
り
入
れ
た
教
育
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。近
年
、発
生
す

る
問
題
と
し
て
、多
言
語
状
況
で
英

語
教
育
を
受
け
て
き
た
第
三
世
代

（
独
立
後
に
生
ま
れ
た
世
代
）エ
リ
ー

ト
達
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
帰
属
意

識
の
薄
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。人
的
資

源
の
育
成
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

将
来
を
担
う
世
代
の
愛
国
心
は
弱

く
、頭
脳
が
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
故
郷
と
す
る
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
薄
い
と
言
わ

れ
る
理
由
の
一
つ
が
、英
語
を
公

用
語
に
し
、教
育
媒
体
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
欧

米
英
語
圏
に
な
じ
み
、そ
れ
ら
の
国

に
永
住
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。急
速
な
経
済
発
展
で
、

英
語
が
流
暢
な
ほ
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ね
じ
れ

が
生
じ
ま
す
。国
策
で
育
て
上
げ
た

エ
リ
ー
ト
達
が
必
ず
し
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
止
ま
る
と
は
限
ら
ず
、

欧
米
の
英
語
圏
で
学
位
を
取
得
し

た
エ
リ
ー
ト
の
多
く
は
、条
件
が
良

け
れ
ば
海
外
で
就
職
し
、定
住
し
て

し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
多
見
さ
れ
ま

す
。経
済
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な

言
語
が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
体

化
を
招
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
と
こ
ろ
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

は
庶
民
の
日
常
会
話
に
使
用
さ

れ
る
独
特
の
口
語
英
語『
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
』
（S

in
g

a
p

o
re 

C
olloquial 

English

）が
存
在

し
ま
す
。植
民
地
時
代
に
芽
生
え
、

生
き
な
が
ら
え
て
き
た
ピ
ジ
ン
英
語

（
二
つ
以
上
の
言
語
が
接
触
し
新
し

く
生
ま
れ
る
混
交
語
）が
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
し
て
広
ま
って
いっ
た
、と

言
わ
れ
ま
す
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
英

語
に
加
え
て
中
国
語
の
構
造
を
も

ち
、福
建
語
や
マ
レ
ー
語
の
語
彙
等

が
結
び
つ
い
て
お
り
、発
音
に
も
独

特
の
訛
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
と
お

り
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、移
民
の
歴
史
を
経
て
、政

治
形
態
が
整
い
、政
策
が
施
さ
れ
、

社
会
変
容
を
遂
げ
た
中
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
自
身
の
選
択
し
た
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
過
程
に
は
、教
育
に
お
け
る
言
語

政
策
以
外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が

と
っ
た
民
族
融
合
政
策
も
影
響

し
て
い
ま
す
。
住
居
問
題
解
消

策
は
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
す
。

1
9
5
9
年
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、深
刻
な
住
居
不
足（
8・8
％
の

人
し
か
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
な

か
っ
た
）の
状
況
に
あ
り
、解
消
の
た

め
1
9
6
0
年
に
住
宅
供
給
開
発

独
立
後
も
英
語
に
よ
る
行

政
上
の
記
録
の
一
貫
性
を

保
つ
た
め
に
必
要
で
し
た
。

ま
た
、華
人
が
全
人
口
の
大

多
数
を
占
め
、中
国
的
な
色

合
い
が
濃
い
国
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
に

あ
り
ま
す
。英
語
を
行
政

用
語
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
権
国
家
と
し
て
中
国
と

適
当
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、英
語
の
政
治

的
な
中
立
性
や
国
際
社
会

に
お
け
る
経
済
的
価
値（
世

界
市
場
へ
の
参
入
が
容
易
）

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、長
年
に
わ

た
っ
て
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
政
策
を
実
施
し
た

結
果
、英
語
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民

の
共
通
語
と
な
り
、
一
躍
ア
ジ
ア

の
英
語
教
育
先
進
国
と
し
て
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

言
語
政
策
が
及
ぼ
す
社
会・

経
済
へ
の
影
響

　　
英
語
の
社
会
的・経
済
的
役
割
は

大
き
く
、1
9
7
0
年
代
以
降
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
速
な
経
済
発
展
を

強
く
後
押
し
し
ま
し
た
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
英
国
の
統
治
を
受
け
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
、そ
し
て
多

言
語
、多
民
族
国
家
で
あ
る
と
い
う

国
情
に
加
え
て
、政
治
的
、社
会
的

状
況
が
加
わ
っ
た
た
め
に
社
会
を

構
成
す
る
三
大
民
族（
中
華
系
、

マ
レ
ー
系
、タ
ミ
ル
系
）の
母
語
で
は

な
い
英
語
が
、政
府
の
意
図
的
介
入

の
結
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
許
容
さ
れ
、国
家

語
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
英
語
を
主
軸
と
し
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
は
、様
々
な
功

罪
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
教
育
に
熱
心
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、エ
リ
ー
ト
教
育
も

公
社（
H
D
B
）が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。H
D
B
設
立
以
前
は
、人
々
は

移
民
、ま
た
民
族
間
の
分
離
と
い
う

英
国
の
植
民
地
政
策
ゆ
え
に
同
じ

民
族
グ
ル
ー
プ
内
で
集
ま
っ
て
住
ん

で
お
り
、そ
の
頃
の
社
会
は
民
族
と

そ
れ
が
成
す
共
同
体
に
基
盤
を
置

い
て
い
ま
し
た
。も
し
公
営
住
宅
に

民
族
的
偏
り
が
出
来
て
し
ま
え
ば
、

以
前
の
閉
鎖
さ
れ
た
共
同
体
の
状

態
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、民
族
共
同

体
の
中
で
の
母
語
使
用
が
進
む
た

め
、言
語
政
策
、教
育
制
度
を
通
じ

て
種
々
の
政
策
が
国
民
に
等
し
く

展
開
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
族
的
多
様
性
を
抱
え
る
国
家
で

は
言
語
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
は

民
族
的
閉
鎖
を
惹
起
し
、政
策
の
浸

透
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
た

め
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い

う
政
治
的
立
場
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た（
H
D
B
設
立
の
目
的
が
住
宅
不

足
の
解
消
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

認
識
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。成
功
の
要
因
は
、ア
ジ

ア
の
中
継
地
点
と
い
う
地
理
的
優

位
性
、建
国
の
父
で
あ
る
リ
ー・ク
ア

ン
ユ
ー
の
政
治
指
導
力
な
ど
様
々
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、英
語
を
軸
と
し
た

言
語
政
策
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん（
た
と
え
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

を
孕
む
と
し
て
も
）。

　
英
語
能
力
の
低
さ

に
よ
っ
て
他
の
教
科
も

思
う
よ
う
に
習
得
で
き

ず
、華
語
系
の
学
校
出

身
で
英
語
が
よ
く
出

来
な
い
た
め
、思
う
よ

う
な
仕
事
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
層
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
は
存
在
し
ま

す
が
、そ
れ
ら
の
人
々

の
英
語
能
力
と
し
て
も

日
本
人
よ
り
は
上
を
い

く
レ
ベ
ル
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
英

語
を
第
一
言
語
に
据
え
た
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
政
策
を
展
開
し
、成
功
を
収

め
た
国
で
す
。今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、英
語
の
経
済

的
価
値
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
思
わ

れ
ま
す
。日
本
も
鑑
み
る
部
分
が
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際

に
、英
語
教
育
に
関
し
て
は
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の

70
％
超
を
占
め
る
華
人
は
、第
二
言

語
と
し
て
華
語
を
流
暢
に
操
り
ま

す
。こ
れ
は
、英
語
に
並
ぶ
強
力
な

武
器
に
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田 

圭
一
郎
）

く
、民
族
の
統
合
に
よ
る
国
家
形
成

を
目
指
す
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
確
）。よ
っ
て
、H
D
B
で

は
民
族
割
合
に
応
じ
た
構
成
比
率

が
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
いっ
た
政
策
が
あ
り
、異
民
族

間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
広
ま
り
ま

し
た
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
不
完
全
に

習
得
し
た
英
語
、ま
た
は
他
言
語
が

混
じ
り
現
地
化
さ
れ
た
英
語
の
変

種
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、

実
際
、他
の
英
語
圏
の
国
々
に
比
べ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英
語
は
分
か
り
難

い
と
い
う
指
摘
を
受
け
ま
す
。政
府

と
し
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
し
か

通
じ
な
い（
世
界
と
隔
絶
す
る
）方

向
へ
進
む
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
氾
濫

を
食
い
止
め
る
た
め
、2
0
0
0
年

4
月
、全
国
規
模
で「
よ
い
英
語
を

話
そ
う
運
動（Speak

G
ood

English M
ovem

ent

）」を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
、様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
続
け
ま

す
。流
暢
な
英
語
を
話
す
こ
と
が
気

取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
、

人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
に
は

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
話
す
方
が
親
し

み
が
感
じ
ら
れ
迎
え
ら
れ
易
い
、な

ど
諸
々
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
も
の
に
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の

事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に

　
2
0
1
5
年
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

建
国
5
0
年
を
迎
え
ま
す
。乏
し
い

資
源
、多
民
族
、多
言
語
と
い
っ
た

克
服
す
べ
き
問
題
を
乗
り
越
え
、

世
界
の
中
で
も
豊
か
な
国
と
し
て

（シンガポール駐在員事務所）

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る

　英
語
の
役
割

●
対
外
的
な
面
に
お
い
て
政
治
的
に

　
中
立
性
の
あ
る
言
語

●
科
学
技
術
の
分
野
で
の
使
用
言
語

●
外
国
人
投
資
者
の
使
用
言
語

●
各
民
族
が
同
一
条
件
で
接
す
る
こ

　
と
が
出
来
る
民
族
間
で
中
立
的
な

　
言
葉

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
諸
記

　
録
、行
政
、司
法
の
連
続
性（
英
国

　
の
統
治
以
来
）を
保
つ
言
語

な
ま
り

▲経済発展の象徴である巨大ビル群

【シンガポールの教育システムの歩み】
各民族の母国語を媒介語とする学校教育
華語校、マレー語校、タミル語校及び英語校が共存し、それぞれ独自のカリキュラムを実施
学校教育における第二言語の履修が課せられ、バイリンガル教育の実施を開始
第二言語が学校の試験科目に指定され、バイリンガル教育が正式に制度化
すべての小学校のカリキュラムに第二言語の学習時間を増加
南洋大学とシンガポール大学が共同キャンパスに移転
南洋大学の教育媒介語「華語」が英語に切り替え
教育制度の見直し委員会発足、ナショナルシステム実施の検討
華語普及キャンペーン（Speak Mandarin Campaige）の実施
南洋大学がシンガポール大学と合併、華語を媒介語とする大学が消滅
英語が学校教育の媒介語となる
大学入学の新基準として第二言語が必須
最後の華語校の学生が卒業、華語校が消滅
ナショナルシステム実施、すべての学校で統一したカリキュラムを履修
日本語、ドイツ語、フランス語が第三言語に指定
よい英語を話そう運動（Speak Good English Movement）開始
義務教育実施

1960年

1966年
1969年
1973年

1978年

1979年

1980年

1981年

1987年

1989年
2000年
2003年

【家庭で最もよく使う言語（5歳以上）】 ※数値は各民族の人口における比率

 英語
 マンダリン
 中国語方言
 マレー語
 タミル語
 その他

19% 
30% 
50% 

（出典：多民族社会の言語政治学）

（出典：census of population 2010）

1990年
24% 
45% 
31% 

2000年
33% 
48% 
19% 

2010年
中華系

6% 

94% 

1990年
8% 

92% 

2000年
17% 

83% 

2010年
マレー系

32% 

15% 
43% 
10% 

1990年
36% 

12% 
43% 
10% 

2000年
42% 

8% 
37% 
14% 

2010年
インド系
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は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、摩
天
楼
と
美

し
い
緑
が
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
街
で
す
。国
土
面
積
は

約
7
1
0
㎢（
東
京
23
区
、対
馬
、

奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同
じ
）と
、世
界

で
最
も
小
さ
な
国
の
一
つ
で
す
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
い
の
交
易
の
要
所

と
い
う
有
利
な
立
地
条
件
を
活
か

し
た
世
界
有
数
の
貿
易
都
市
と
し

て
、現
在
で
は
世
界
で
も
有
数
の
自

由
貿
易
経
済
都
市
国
家
へ
と
成
長

ど
で
産
出
さ
れ
た
天
然
ゴ
ム
や
、

す
ず
の
積
み
出
し
港
と
し
て
も
発

展
し
ま
す
。こ
の
時
期
に
、労
働
力
、

港
湾
荷
役
労
働
者
、貿
易
商
、行
政

官
吏
と
し
て
、中
国
、イ
ン
ド
、現
在

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の

移
民
が
マ
レ
ー
半
島
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
渡
来
し
、現
在
の
多
民
族
国
家

の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、第
二
次
世
界
大
戦
を
経

て
マ
レ
ー
シ
ア
と
統
合
す
る
の
で
す

が
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
と
な
る
事
件
が
起
こ
り

ま
す
。マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
採
用

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
中
央
政
府
と
華
人

が
人
口
の
大
半
を
占
め
、マ
レ
ー
人

と
華
人
の
平
等
政
策
を
進
め
よ
う

と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
行
動
党

（
P
A
P
）の
間
で
軋
轢
が
激
化
し
、

1
9
6
4
年
7
月
21
日
、憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ー
系
住
民
へ

の
優
遇
政
策
を
求
め
る
マ
レ
ー
系
の

デ
モ
隊
と
、中
華
系
住
民
が
衝
突

し
、死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

経
済
政
策
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違

い
や
、マ
レ
ー
人
と
華
人
の
人
種
対

立
が
表
面
化
し
、マ
レ
ー
シ
ア
中
央

政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
家
を
崩
壊
さ

せ
な
い
た
め
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

連
邦
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

両
国
首
脳
の
合
意
の
上
、1
9
6
5

年
8
月
9
日
に
都
市
国
家
と
し
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
分
離
独
立
し
ま

す
が
、実
質
、マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら

追
放
さ
れ
た
の
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策

　
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
独
立

し
た
と
き
、多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
は
資
源
の
な
い
小
島
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
、途
方
に
暮
れ
た
と

い
い
ま
す
。当
時
は
、資
源
ど
こ
ろ
か

日
常
の
食
料
品
や
飲
料
水
さ
え
皆

無
で
、大
半
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。加
え
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
総
貿
易
の
三
割
超
を
占
め
て
い
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
貿
易
を
停
止
し

た
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、更
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
1
9
7
1

年
に
国
家
歳
入
の
二
割
近
く
を
依

存
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
駐
留
軍
が
撤

退
し
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退

は
、軍
事
面
だ
け
で
な
く
、経
済
面

で
も
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
国
家
存
亡
の
危
機
を

救
い
、経
済
発
展
を
も
支
え
て
き
た

の
が
、英
語
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。国
民
が
利
益
を
得
て
、国
の

経
済
的
繁
栄
が
展
望
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
の
土
台
と
な
る
の
が
言
語

教
育
、と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

　
独
立
当
時
の
リ
ー・ク
ワ
ン
ユ
ー

首
相
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
形

成
に
向
け
教
育
に
注
力
し
て
い
く
中

で
、こ
う
言
って
い
ま
す
。

　『
わ
れ
わ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い

う
国
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。英
語
を
行
政
用
語
に
し
な
け

れ
ば
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
も
し
か
す

る
と
分
裂
、衝
突
、そ
し
て
滅
び
る

か
も
し
れ
な
い
』

　
明
確
な
方
針
の
も
と
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
二
言
語
政
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。二
言
語
政
策

と
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
で

あ
る
英
語
、マ
レ
ー
語
、華
語（
マ
ン

ダ
リ
ン
）、タ
ミ
ル
語
か
ら
二
つ
の
言

語
を
選
ぶ
も
の
で
す
が
、そ
も
そ
も

が
英
語
強
化
政
策
の
た
め
英
語
は

必
須（
教
育
上
の
第
一
言
語
）で
あ

り
、残
り
の
三
つ
か
ら
他
の
公
用

語
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、華
語
に
つ
い
て
は
方
言
が

多
く
、例
え
ば
華
人
系
の
子
供
が
自

宅
で
広
東
語
や
福
建
語
を
話
し
て

い
る
と
し
た
ら
、学
校
で
は
英
語
と

母
語
以
外
の
公
用
語
か
ら
一
つ
を

選
ば
ね
ば
な
ら
ず
、結
果
、三
言
語

を
操
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

を
遂
げ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
年
、独
立
、建
国
50
周
年
を
迎

え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な

社
会
政
策
に
よ
り
現
在
の
繁
栄
を

築
い
た
か
、考
察
し
て
み
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
　
　

　　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
名
は
、ラ
イ

オ
ン
を
意
味
す
る
s
i
n
g
a
、都

市
を
意
味
す
る
p
u
r
a
を
あ
わ

せ
た
、マ
レ
ー
語
の
シ
ン
ガ
プ
ー
ラ

（Singapura

）に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
1
8
1
9
年
1
月
、人
口
わ
ず
か

1
5
0
人
程
度
の
こ
の
島
に
、イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
書
記
官
を

務
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ト
ー
マ
ス・

ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上

陸
。ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
当
時
何
も
な
か
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
理
的
重
要
性

に
着
目
し
、都
市
化
計
画
を
推
し

進
め
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植

民
地
と
な
っ
た
後
は
、東
西
交
易
、

三
角
貿
易
の
中
継
地
点
と
し
て
の

役
割
に
止
ま
ら
ず
、マ
レ
ー
半
島
な

　
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
的
背
景
や
社

会
的
状
況
に
よ
る
も
の
で
す
。イ
ギ

リ
ス
植
民
地
時
代
か
ら
英
語
が
行

政
用
語
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

苛
烈
で
す
。高
学
歴
者
へ
の
社
会
的

評
価
は
極
め
て
高
く
、厳
し
い
能
力

主
義
を
取
り
入
れ
た
教
育
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。近
年
、発
生
す

る
問
題
と
し
て
、多
言
語
状
況
で
英

語
教
育
を
受
け
て
き
た
第
三
世
代

（
独
立
後
に
生
ま
れ
た
世
代
）エ
リ
ー

ト
達
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
帰
属
意

識
の
薄
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。人
的
資

源
の
育
成
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

将
来
を
担
う
世
代
の
愛
国
心
は
弱

く
、頭
脳
が
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
故
郷
と
す
る
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
薄
い
と
言
わ

れ
る
理
由
の
一
つ
が
、英
語
を
公

用
語
に
し
、教
育
媒
体
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
欧

米
英
語
圏
に
な
じ
み
、そ
れ
ら
の
国

に
永
住
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。急
速
な
経
済
発
展
で
、

英
語
が
流
暢
な
ほ
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ね
じ
れ

が
生
じ
ま
す
。国
策
で
育
て
上
げ
た

エ
リ
ー
ト
達
が
必
ず
し
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
止
ま
る
と
は
限
ら
ず
、

欧
米
の
英
語
圏
で
学
位
を
取
得
し

た
エ
リ
ー
ト
の
多
く
は
、条
件
が
良

け
れ
ば
海
外
で
就
職
し
、定
住
し
て

し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
多
見
さ
れ
ま

す
。経
済
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な

言
語
が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
体

化
を
招
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
と
こ
ろ
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

は
庶
民
の
日
常
会
話
に
使
用
さ

れ
る
独
特
の
口
語
英
語『
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
』
（S

in
g

a
p

o
re 

C
olloquial 

English

）が
存
在

し
ま
す
。植
民
地
時
代
に
芽
生
え
、

生
き
な
が
ら
え
て
き
た
ピ
ジ
ン
英
語

（
二
つ
以
上
の
言
語
が
接
触
し
新
し

く
生
ま
れ
る
混
交
語
）が
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
し
て
広
ま
って
いっ
た
、と

言
わ
れ
ま
す
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
英

語
に
加
え
て
中
国
語
の
構
造
を
も

ち
、福
建
語
や
マ
レ
ー
語
の
語
彙
等

が
結
び
つ
い
て
お
り
、発
音
に
も
独

特
の
訛
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
と
お

り
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、移
民
の
歴
史
を
経
て
、政

治
形
態
が
整
い
、政
策
が
施
さ
れ
、

社
会
変
容
を
遂
げ
た
中
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
自
身
の
選
択
し
た
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
過
程
に
は
、教
育
に
お
け
る
言
語

政
策
以
外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が

と
っ
た
民
族
融
合
政
策
も
影
響

し
て
い
ま
す
。
住
居
問
題
解
消

策
は
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
す
。

1
9
5
9
年
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、深
刻
な
住
居
不
足（
8・8
％
の

人
し
か
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
な

か
っ
た
）の
状
況
に
あ
り
、解
消
の
た

め
1
9
6
0
年
に
住
宅
供
給
開
発

独
立
後
も
英
語
に
よ
る
行

政
上
の
記
録
の
一
貫
性
を

保
つ
た
め
に
必
要
で
し
た
。

ま
た
、華
人
が
全
人
口
の
大

多
数
を
占
め
、中
国
的
な
色

合
い
が
濃
い
国
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
に

あ
り
ま
す
。英
語
を
行
政

用
語
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
権
国
家
と
し
て
中
国
と

適
当
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、英
語
の
政
治

的
な
中
立
性
や
国
際
社
会

に
お
け
る
経
済
的
価
値（
世

界
市
場
へ
の
参
入
が
容
易
）

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、長
年
に
わ

た
っ
て
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
政
策
を
実
施
し
た

結
果
、英
語
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民

の
共
通
語
と
な
り
、
一
躍
ア
ジ
ア

の
英
語
教
育
先
進
国
と
し
て
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

言
語
政
策
が
及
ぼ
す
社
会・

経
済
へ
の
影
響

　　
英
語
の
社
会
的・経
済
的
役
割
は

大
き
く
、1
9
7
0
年
代
以
降
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
速
な
経
済
発
展
を

強
く
後
押
し
し
ま
し
た
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
英
国
の
統
治
を
受
け
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
、そ
し
て
多

言
語
、多
民
族
国
家
で
あ
る
と
い
う

国
情
に
加
え
て
、政
治
的
、社
会
的

状
況
が
加
わ
っ
た
た
め
に
社
会
を

構
成
す
る
三
大
民
族（
中
華
系
、

マ
レ
ー
系
、タ
ミ
ル
系
）の
母
語
で
は

な
い
英
語
が
、政
府
の
意
図
的
介
入

の
結
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
許
容
さ
れ
、国
家

語
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
英
語
を
主
軸
と
し
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
は
、様
々
な
功

罪
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
教
育
に
熱
心
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、エ
リ
ー
ト
教
育
も

公
社（
H
D
B
）が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。H
D
B
設
立
以
前
は
、人
々
は

移
民
、ま
た
民
族
間
の
分
離
と
い
う

英
国
の
植
民
地
政
策
ゆ
え
に
同
じ

民
族
グ
ル
ー
プ
内
で
集
ま
っ
て
住
ん

で
お
り
、そ
の
頃
の
社
会
は
民
族
と

そ
れ
が
成
す
共
同
体
に
基
盤
を
置

い
て
い
ま
し
た
。も
し
公
営
住
宅
に

民
族
的
偏
り
が
出
来
て
し
ま
え
ば
、

以
前
の
閉
鎖
さ
れ
た
共
同
体
の
状

態
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、民
族
共
同

体
の
中
で
の
母
語
使
用
が
進
む
た

め
、言
語
政
策
、教
育
制
度
を
通
じ

て
種
々
の
政
策
が
国
民
に
等
し
く

展
開
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
族
的
多
様
性
を
抱
え
る
国
家
で

は
言
語
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
は

民
族
的
閉
鎖
を
惹
起
し
、政
策
の
浸

透
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
た

め
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い

う
政
治
的
立
場
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た（
H
D
B
設
立
の
目
的
が
住
宅
不

足
の
解
消
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

認
識
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。成
功
の
要
因
は
、ア
ジ

ア
の
中
継
地
点
と
い
う
地
理
的
優

位
性
、建
国
の
父
で
あ
る
リ
ー・ク
ア

ン
ユ
ー
の
政
治
指
導
力
な
ど
様
々
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、英
語
を
軸
と
し
た

言
語
政
策
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん（
た
と
え
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

を
孕
む
と
し
て
も
）。

　
英
語
能
力
の
低
さ

に
よ
っ
て
他
の
教
科
も

思
う
よ
う
に
習
得
で
き

ず
、華
語
系
の
学
校
出

身
で
英
語
が
よ
く
出

来
な
い
た
め
、思
う
よ

う
な
仕
事
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
層
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
は
存
在
し
ま

す
が
、そ
れ
ら
の
人
々

の
英
語
能
力
と
し
て
も

日
本
人
よ
り
は
上
を
い

く
レ
ベ
ル
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
英

語
を
第
一
言
語
に
据
え
た
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
政
策
を
展
開
し
、成
功
を
収

め
た
国
で
す
。今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、英
語
の
経
済

的
価
値
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
思
わ

れ
ま
す
。日
本
も
鑑
み
る
部
分
が
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際

に
、英
語
教
育
に
関
し
て
は
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の

70
％
超
を
占
め
る
華
人
は
、第
二
言

語
と
し
て
華
語
を
流
暢
に
操
り
ま

す
。こ
れ
は
、英
語
に
並
ぶ
強
力
な

武
器
に
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田 

圭
一
郎
）

く
、民
族
の
統
合
に
よ
る
国
家
形
成

を
目
指
す
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
確
）。よ
っ
て
、H
D
B
で

は
民
族
割
合
に
応
じ
た
構
成
比
率

が
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
いっ
た
政
策
が
あ
り
、異
民
族

間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
広
ま
り
ま

し
た
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
不
完
全
に

習
得
し
た
英
語
、ま
た
は
他
言
語
が

混
じ
り
現
地
化
さ
れ
た
英
語
の
変

種
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、

実
際
、他
の
英
語
圏
の
国
々
に
比
べ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英
語
は
分
か
り
難

い
と
い
う
指
摘
を
受
け
ま
す
。政
府

と
し
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
し
か

通
じ
な
い（
世
界
と
隔
絶
す
る
）方

向
へ
進
む
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
氾
濫

を
食
い
止
め
る
た
め
、2
0
0
0
年

4
月
、全
国
規
模
で「
よ
い
英
語
を

話
そ
う
運
動（Speak

G
ood

English M
ovem

ent

）」を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
、様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
続
け
ま

す
。流
暢
な
英
語
を
話
す
こ
と
が
気

取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
、

人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
に
は

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
話
す
方
が
親
し

み
が
感
じ
ら
れ
迎
え
ら
れ
易
い
、な

ど
諸
々
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
も
の
に
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の

事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に

　
2
0
1
5
年
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

建
国
5
0
年
を
迎
え
ま
す
。乏
し
い

資
源
、多
民
族
、多
言
語
と
い
っ
た

克
服
す
べ
き
問
題
を
乗
り
越
え
、

世
界
の
中
で
も
豊
か
な
国
と
し
て

（シンガポール駐在員事務所）

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る

　英
語
の
役
割

●
対
外
的
な
面
に
お
い
て
政
治
的
に

　
中
立
性
の
あ
る
言
語

●
科
学
技
術
の
分
野
で
の
使
用
言
語

●
外
国
人
投
資
者
の
使
用
言
語

●
各
民
族
が
同
一
条
件
で
接
す
る
こ

　
と
が
出
来
る
民
族
間
で
中
立
的
な

　
言
葉

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
諸
記

　
録
、行
政
、司
法
の
連
続
性（
英
国

　
の
統
治
以
来
）を
保
つ
言
語

な
ま
り

▲経済発展の象徴である巨大ビル群

【シンガポールの教育システムの歩み】
各民族の母国語を媒介語とする学校教育
華語校、マレー語校、タミル語校及び英語校が共存し、それぞれ独自のカリキュラムを実施
学校教育における第二言語の履修が課せられ、バイリンガル教育の実施を開始
第二言語が学校の試験科目に指定され、バイリンガル教育が正式に制度化
すべての小学校のカリキュラムに第二言語の学習時間を増加
南洋大学とシンガポール大学が共同キャンパスに移転
南洋大学の教育媒介語「華語」が英語に切り替え
教育制度の見直し委員会発足、ナショナルシステム実施の検討
華語普及キャンペーン（Speak Mandarin Campaige）の実施
南洋大学がシンガポール大学と合併、華語を媒介語とする大学が消滅
英語が学校教育の媒介語となる
大学入学の新基準として第二言語が必須
最後の華語校の学生が卒業、華語校が消滅
ナショナルシステム実施、すべての学校で統一したカリキュラムを履修
日本語、ドイツ語、フランス語が第三言語に指定
よい英語を話そう運動（Speak Good English Movement）開始
義務教育実施

1960年

1966年
1969年
1973年

1978年

1979年

1980年

1981年

1987年

1989年
2000年
2003年

【家庭で最もよく使う言語（5歳以上）】 ※数値は各民族の人口における比率

 英語
 マンダリン
 中国語方言
 マレー語
 タミル語
 その他

19% 
30% 
50% 

（出典：多民族社会の言語政治学）

（出典：census of population 2010）

1990年
24% 
45% 
31% 

2000年
33% 
48% 
19% 

2010年
中華系

6% 

94% 

1990年
8% 

92% 

2000年
17% 

83% 

2010年
マレー系

32% 

15% 
43% 
10% 

1990年
36% 

12% 
43% 
10% 

2000年
42% 

8% 
37% 
14% 

2010年
インド系
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は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、摩
天
楼
と
美

し
い
緑
が
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
街
で
す
。国
土
面
積
は

約
7
1
0
㎢（
東
京
23
区
、対
馬
、

奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同
じ
）と
、世
界

で
最
も
小
さ
な
国
の
一
つ
で
す
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
い
の
交
易
の
要
所

と
い
う
有
利
な
立
地
条
件
を
活
か

し
た
世
界
有
数
の
貿
易
都
市
と
し

て
、現
在
で
は
世
界
で
も
有
数
の
自

由
貿
易
経
済
都
市
国
家
へ
と
成
長

ど
で
産
出
さ
れ
た
天
然
ゴ
ム
や
、

す
ず
の
積
み
出
し
港
と
し
て
も
発

展
し
ま
す
。こ
の
時
期
に
、労
働
力
、

港
湾
荷
役
労
働
者
、貿
易
商
、行
政

官
吏
と
し
て
、中
国
、イ
ン
ド
、現
在

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の

移
民
が
マ
レ
ー
半
島
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
渡
来
し
、現
在
の
多
民
族
国
家

の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、第
二
次
世
界
大
戦
を
経

て
マ
レ
ー
シ
ア
と
統
合
す
る
の
で
す

が
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
と
な
る
事
件
が
起
こ
り

ま
す
。マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
採
用

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
中
央
政
府
と
華
人

が
人
口
の
大
半
を
占
め
、マ
レ
ー
人

と
華
人
の
平
等
政
策
を
進
め
よ
う

と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
行
動
党

（
P
A
P
）の
間
で
軋
轢
が
激
化
し
、

1
9
6
4
年
7
月
21
日
、憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ー
系
住
民
へ

の
優
遇
政
策
を
求
め
る
マ
レ
ー
系
の

デ
モ
隊
と
、中
華
系
住
民
が
衝
突

し
、死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

経
済
政
策
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違

い
や
、マ
レ
ー
人
と
華
人
の
人
種
対

立
が
表
面
化
し
、マ
レ
ー
シ
ア
中
央

政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
家
を
崩
壊
さ

せ
な
い
た
め
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

連
邦
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

両
国
首
脳
の
合
意
の
上
、1
9
6
5

年
8
月
9
日
に
都
市
国
家
と
し
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
分
離
独
立
し
ま

す
が
、実
質
、マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら

追
放
さ
れ
た
の
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策

　
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
独
立

し
た
と
き
、多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
は
資
源
の
な
い
小
島
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
、途
方
に
暮
れ
た
と

い
い
ま
す
。当
時
は
、資
源
ど
こ
ろ
か

日
常
の
食
料
品
や
飲
料
水
さ
え
皆

無
で
、大
半
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。加
え
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
総
貿
易
の
三
割
超
を
占
め
て
い
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
貿
易
を
停
止
し

た
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、更
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
1
9
7
1

年
に
国
家
歳
入
の
二
割
近
く
を
依

存
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
駐
留
軍
が
撤

退
し
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退

は
、軍
事
面
だ
け
で
な
く
、経
済
面

で
も
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
国
家
存
亡
の
危
機
を

救
い
、経
済
発
展
を
も
支
え
て
き
た

の
が
、英
語
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。国
民
が
利
益
を
得
て
、国
の

経
済
的
繁
栄
が
展
望
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
の
土
台
と
な
る
の
が
言
語

教
育
、と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

　
独
立
当
時
の
リ
ー・ク
ワ
ン
ユ
ー

首
相
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
形

成
に
向
け
教
育
に
注
力
し
て
い
く
中

で
、こ
う
言
って
い
ま
す
。

　『
わ
れ
わ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い

う
国
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。英
語
を
行
政
用
語
に
し
な
け

れ
ば
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
も
し
か
す

る
と
分
裂
、衝
突
、そ
し
て
滅
び
る

か
も
し
れ
な
い
』

　
明
確
な
方
針
の
も
と
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
二
言
語
政
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。二
言
語
政
策

と
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
で

あ
る
英
語
、マ
レ
ー
語
、華
語（
マ
ン

ダ
リ
ン
）、タ
ミ
ル
語
か
ら
二
つ
の
言

語
を
選
ぶ
も
の
で
す
が
、そ
も
そ
も

が
英
語
強
化
政
策
の
た
め
英
語
は

必
須（
教
育
上
の
第
一
言
語
）で
あ

り
、残
り
の
三
つ
か
ら
他
の
公
用

語
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、華
語
に
つ
い
て
は
方
言
が

多
く
、例
え
ば
華
人
系
の
子
供
が
自

宅
で
広
東
語
や
福
建
語
を
話
し
て

い
る
と
し
た
ら
、学
校
で
は
英
語
と

母
語
以
外
の
公
用
語
か
ら
一
つ
を

選
ば
ね
ば
な
ら
ず
、結
果
、三
言
語

を
操
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

を
遂
げ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
年
、独
立
、建
国
50
周
年
を
迎

え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な

社
会
政
策
に
よ
り
現
在
の
繁
栄
を

築
い
た
か
、考
察
し
て
み
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
　
　

　　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
名
は
、ラ
イ

オ
ン
を
意
味
す
る
s
i
n
g
a
、都

市
を
意
味
す
る
p
u
r
a
を
あ
わ

せ
た
、マ
レ
ー
語
の
シ
ン
ガ
プ
ー
ラ

（Singapura

）に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
1
8
1
9
年
1
月
、人
口
わ
ず
か

1
5
0
人
程
度
の
こ
の
島
に
、イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
書
記
官
を

務
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ト
ー
マ
ス・

ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上

陸
。ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
当
時
何
も
な
か
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
理
的
重
要
性

に
着
目
し
、都
市
化
計
画
を
推
し

進
め
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植

民
地
と
な
っ
た
後
は
、東
西
交
易
、

三
角
貿
易
の
中
継
地
点
と
し
て
の

役
割
に
止
ま
ら
ず
、マ
レ
ー
半
島
な

　
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
的
背
景
や
社

会
的
状
況
に
よ
る
も
の
で
す
。イ
ギ

リ
ス
植
民
地
時
代
か
ら
英
語
が
行

政
用
語
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

苛
烈
で
す
。高
学
歴
者
へ
の
社
会
的

評
価
は
極
め
て
高
く
、厳
し
い
能
力

主
義
を
取
り
入
れ
た
教
育
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。近
年
、発
生
す

る
問
題
と
し
て
、多
言
語
状
況
で
英

語
教
育
を
受
け
て
き
た
第
三
世
代

（
独
立
後
に
生
ま
れ
た
世
代
）エ
リ
ー

ト
達
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
帰
属
意

識
の
薄
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。人
的
資

源
の
育
成
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

将
来
を
担
う
世
代
の
愛
国
心
は
弱

く
、頭
脳
が
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
故
郷
と
す
る
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
薄
い
と
言
わ

れ
る
理
由
の
一
つ
が
、英
語
を
公

用
語
に
し
、教
育
媒
体
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
欧

米
英
語
圏
に
な
じ
み
、そ
れ
ら
の
国

に
永
住
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。急
速
な
経
済
発
展
で
、

英
語
が
流
暢
な
ほ
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ね
じ
れ

が
生
じ
ま
す
。国
策
で
育
て
上
げ
た

エ
リ
ー
ト
達
が
必
ず
し
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
止
ま
る
と
は
限
ら
ず
、

欧
米
の
英
語
圏
で
学
位
を
取
得
し

た
エ
リ
ー
ト
の
多
く
は
、条
件
が
良

け
れ
ば
海
外
で
就
職
し
、定
住
し
て

し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
多
見
さ
れ
ま

す
。経
済
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な

言
語
が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
体

化
を
招
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
と
こ
ろ
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

は
庶
民
の
日
常
会
話
に
使
用
さ

れ
る
独
特
の
口
語
英
語『
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
』
（S

in
g

a
p

o
re 

C
olloquial 

English

）が
存
在

し
ま
す
。植
民
地
時
代
に
芽
生
え
、

生
き
な
が
ら
え
て
き
た
ピ
ジ
ン
英
語

（
二
つ
以
上
の
言
語
が
接
触
し
新
し

く
生
ま
れ
る
混
交
語
）が
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
し
て
広
ま
って
いっ
た
、と

言
わ
れ
ま
す
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
英

語
に
加
え
て
中
国
語
の
構
造
を
も

ち
、福
建
語
や
マ
レ
ー
語
の
語
彙
等

が
結
び
つ
い
て
お
り
、発
音
に
も
独

特
の
訛
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
と
お

り
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、移
民
の
歴
史
を
経
て
、政

治
形
態
が
整
い
、政
策
が
施
さ
れ
、

社
会
変
容
を
遂
げ
た
中
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
自
身
の
選
択
し
た
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
過
程
に
は
、教
育
に
お
け
る
言
語

政
策
以
外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が

と
っ
た
民
族
融
合
政
策
も
影
響

し
て
い
ま
す
。
住
居
問
題
解
消

策
は
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
す
。

1
9
5
9
年
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、深
刻
な
住
居
不
足（
8・8
％
の

人
し
か
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
な

か
っ
た
）の
状
況
に
あ
り
、解
消
の
た

め
1
9
6
0
年
に
住
宅
供
給
開
発

独
立
後
も
英
語
に
よ
る
行

政
上
の
記
録
の
一
貫
性
を

保
つ
た
め
に
必
要
で
し
た
。

ま
た
、華
人
が
全
人
口
の
大

多
数
を
占
め
、中
国
的
な
色

合
い
が
濃
い
国
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
に

あ
り
ま
す
。英
語
を
行
政

用
語
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
権
国
家
と
し
て
中
国
と

適
当
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、英
語
の
政
治

的
な
中
立
性
や
国
際
社
会

に
お
け
る
経
済
的
価
値（
世

界
市
場
へ
の
参
入
が
容
易
）

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、長
年
に
わ

た
っ
て
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
政
策
を
実
施
し
た

結
果
、英
語
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民

の
共
通
語
と
な
り
、
一
躍
ア
ジ
ア

の
英
語
教
育
先
進
国
と
し
て
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

言
語
政
策
が
及
ぼ
す
社
会・

経
済
へ
の
影
響

　　
英
語
の
社
会
的・経
済
的
役
割
は

大
き
く
、1
9
7
0
年
代
以
降
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
速
な
経
済
発
展
を

強
く
後
押
し
し
ま
し
た
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
英
国
の
統
治
を
受
け
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
、そ
し
て
多

言
語
、多
民
族
国
家
で
あ
る
と
い
う

国
情
に
加
え
て
、政
治
的
、社
会
的

状
況
が
加
わ
っ
た
た
め
に
社
会
を

構
成
す
る
三
大
民
族（
中
華
系
、

マ
レ
ー
系
、タ
ミ
ル
系
）の
母
語
で
は

な
い
英
語
が
、政
府
の
意
図
的
介
入

の
結
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
許
容
さ
れ
、国
家

語
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
英
語
を
主
軸
と
し
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
は
、様
々
な
功

罪
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
教
育
に
熱
心
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、エ
リ
ー
ト
教
育
も

公
社（
H
D
B
）が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。H
D
B
設
立
以
前
は
、人
々
は

移
民
、ま
た
民
族
間
の
分
離
と
い
う

英
国
の
植
民
地
政
策
ゆ
え
に
同
じ

民
族
グ
ル
ー
プ
内
で
集
ま
っ
て
住
ん

で
お
り
、そ
の
頃
の
社
会
は
民
族
と

そ
れ
が
成
す
共
同
体
に
基
盤
を
置

い
て
い
ま
し
た
。も
し
公
営
住
宅
に

民
族
的
偏
り
が
出
来
て
し
ま
え
ば
、

以
前
の
閉
鎖
さ
れ
た
共
同
体
の
状

態
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、民
族
共
同

体
の
中
で
の
母
語
使
用
が
進
む
た

め
、言
語
政
策
、教
育
制
度
を
通
じ

て
種
々
の
政
策
が
国
民
に
等
し
く

展
開
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
族
的
多
様
性
を
抱
え
る
国
家
で

は
言
語
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
は

民
族
的
閉
鎖
を
惹
起
し
、政
策
の
浸

透
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
た

め
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い

う
政
治
的
立
場
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た（
H
D
B
設
立
の
目
的
が
住
宅
不

足
の
解
消
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

認
識
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。成
功
の
要
因
は
、ア
ジ

ア
の
中
継
地
点
と
い
う
地
理
的
優

位
性
、建
国
の
父
で
あ
る
リ
ー・ク
ア

ン
ユ
ー
の
政
治
指
導
力
な
ど
様
々
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、英
語
を
軸
と
し
た

言
語
政
策
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん（
た
と
え
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

を
孕
む
と
し
て
も
）。

　
英
語
能
力
の
低
さ

に
よ
っ
て
他
の
教
科
も

思
う
よ
う
に
習
得
で
き

ず
、華
語
系
の
学
校
出

身
で
英
語
が
よ
く
出

来
な
い
た
め
、思
う
よ

う
な
仕
事
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
層
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
は
存
在
し
ま

す
が
、そ
れ
ら
の
人
々

の
英
語
能
力
と
し
て
も

日
本
人
よ
り
は
上
を
い

く
レ
ベ
ル
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
英

語
を
第
一
言
語
に
据
え
た
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
政
策
を
展
開
し
、成
功
を
収

め
た
国
で
す
。今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、英
語
の
経
済

的
価
値
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
思
わ

れ
ま
す
。日
本
も
鑑
み
る
部
分
が
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際

に
、英
語
教
育
に
関
し
て
は
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の

70
％
超
を
占
め
る
華
人
は
、第
二
言

語
と
し
て
華
語
を
流
暢
に
操
り
ま

す
。こ
れ
は
、英
語
に
並
ぶ
強
力
な

武
器
に
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田 

圭
一
郎
）

く
、民
族
の
統
合
に
よ
る
国
家
形
成

を
目
指
す
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
確
）。よ
っ
て
、H
D
B
で

は
民
族
割
合
に
応
じ
た
構
成
比
率

が
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
いっ
た
政
策
が
あ
り
、異
民
族

間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
広
ま
り
ま

し
た
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
不
完
全
に

習
得
し
た
英
語
、ま
た
は
他
言
語
が

混
じ
り
現
地
化
さ
れ
た
英
語
の
変

種
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、

実
際
、他
の
英
語
圏
の
国
々
に
比
べ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英
語
は
分
か
り
難

い
と
い
う
指
摘
を
受
け
ま
す
。政
府

と
し
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
し
か

通
じ
な
い（
世
界
と
隔
絶
す
る
）方

向
へ
進
む
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
氾
濫

を
食
い
止
め
る
た
め
、2
0
0
0
年

4
月
、全
国
規
模
で「
よ
い
英
語
を

話
そ
う
運
動（Speak

G
ood

English M
ovem

ent

）」を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
、様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
続
け
ま

す
。流
暢
な
英
語
を
話
す
こ
と
が
気

取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
、

人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
に
は

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
話
す
方
が
親
し

み
が
感
じ
ら
れ
迎
え
ら
れ
易
い
、な

ど
諸
々
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
も
の
に
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の

事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に

　
2
0
1
5
年
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

建
国
5
0
年
を
迎
え
ま
す
。乏
し
い

資
源
、多
民
族
、多
言
語
と
い
っ
た

克
服
す
べ
き
問
題
を
乗
り
越
え
、

世
界
の
中
で
も
豊
か
な
国
と
し
て

（シンガポール駐在員事務所）

は
ら

か
ん
が

▲シンガポール最大の繁華街：オーチャード

▲様々な人種が混じるホーカー（屋台）

▲インド系・アラブ系の人々

【代表的なシングリッシュ】

Today, bread all finish already.Tomorrow can. 
（今日のパンは全て売り切れてしまいました。明日はありますよ） 
Need or no need? （いるの？いらないの？） 

【公営住宅の民族割合】

 中国系

 マレー系

 インド系他

84% 

22% 

12% （出典：Housing Development Board, 2014）

近隣

87% 

25% 

15% 

ブロック

文法

park（パッ）　work（ワッ）　joke（ジョッ）

発音

can!can!（出来ます！） 　OK,lah（お任せ下さい） 
ting,ting and ting（考えに、考え抜きました）　※ting=think 

 強調

 can lah－ Yes（いいですよ） 
 can lor－ Yes, I think so.（そう思うよ）　※はっきりと決めていないとき 
 can meh?－ Are you certain?（確かですか？）　※疑っているとき 

語尾

 中国語混在　　Coffee you wanna ma?（コーヒー要りますか？）　※～ma（　）：～ですか？
 マレー語混在　Go makan!（ご飯行こう！）　※makan（マカン）：食べる

 多国語の単語が混ざる  
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は
じ
め
に

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、摩
天
楼
と
美

し
い
緑
が
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
街
で
す
。国
土
面
積
は

約
7
1
0
㎢（
東
京
23
区
、対
馬
、

奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同
じ
）と
、世
界

で
最
も
小
さ
な
国
の
一
つ
で
す
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
い
の
交
易
の
要
所

と
い
う
有
利
な
立
地
条
件
を
活
か

し
た
世
界
有
数
の
貿
易
都
市
と
し

て
、現
在
で
は
世
界
で
も
有
数
の
自

由
貿
易
経
済
都
市
国
家
へ
と
成
長

ど
で
産
出
さ
れ
た
天
然
ゴ
ム
や
、

す
ず
の
積
み
出
し
港
と
し
て
も
発

展
し
ま
す
。こ
の
時
期
に
、労
働
力
、

港
湾
荷
役
労
働
者
、貿
易
商
、行
政

官
吏
と
し
て
、中
国
、イ
ン
ド
、現
在

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の

移
民
が
マ
レ
ー
半
島
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
渡
来
し
、現
在
の
多
民
族
国
家

の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、第
二
次
世
界
大
戦
を
経

て
マ
レ
ー
シ
ア
と
統
合
す
る
の
で
す

が
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
と
な
る
事
件
が
起
こ
り

ま
す
。マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
採
用

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
中
央
政
府
と
華
人

が
人
口
の
大
半
を
占
め
、マ
レ
ー
人

と
華
人
の
平
等
政
策
を
進
め
よ
う

と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
民
行
動
党

（
P
A
P
）の
間
で
軋
轢
が
激
化
し
、

1
9
6
4
年
7
月
21
日
、憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ー
系
住
民
へ

の
優
遇
政
策
を
求
め
る
マ
レ
ー
系
の

デ
モ
隊
と
、中
華
系
住
民
が
衝
突

し
、死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

経
済
政
策
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違

い
や
、マ
レ
ー
人
と
華
人
の
人
種
対

立
が
表
面
化
し
、マ
レ
ー
シ
ア
中
央

政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
家
を
崩
壊
さ

せ
な
い
た
め
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

連
邦
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

両
国
首
脳
の
合
意
の
上
、1
9
6
5

年
8
月
9
日
に
都
市
国
家
と
し
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
分
離
独
立
し
ま

す
が
、実
質
、マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら

追
放
さ
れ
た
の
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
政
策

　
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
独
立

し
た
と
き
、多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
は
資
源
の
な
い
小
島
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
、途
方
に
暮
れ
た
と

い
い
ま
す
。当
時
は
、資
源
ど
こ
ろ
か

日
常
の
食
料
品
や
飲
料
水
さ
え
皆

無
で
、大
半
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。加
え
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
総
貿
易
の
三
割
超
を
占
め
て
い
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
貿
易
を
停
止
し

た
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、更
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
1
9
7
1

年
に
国
家
歳
入
の
二
割
近
く
を
依

存
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
駐
留
軍
が
撤

退
し
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退

は
、軍
事
面
だ
け
で
な
く
、経
済
面

で
も
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
国
家
存
亡
の
危
機
を

救
い
、経
済
発
展
を
も
支
え
て
き
た

の
が
、英
語
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。国
民
が
利
益
を
得
て
、国
の

経
済
的
繁
栄
が
展
望
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
の
土
台
と
な
る
の
が
言
語

教
育
、と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

　
独
立
当
時
の
リ
ー・ク
ワ
ン
ユ
ー

首
相
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
形

成
に
向
け
教
育
に
注
力
し
て
い
く
中

で
、こ
う
言
って
い
ま
す
。

　『
わ
れ
わ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い

う
国
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。英
語
を
行
政
用
語
に
し
な
け

れ
ば
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
も
し
か
す

る
と
分
裂
、衝
突
、そ
し
て
滅
び
る

か
も
し
れ
な
い
』

　
明
確
な
方
針
の
も
と
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
二
言
語
政
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。二
言
語
政
策

と
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語
で

あ
る
英
語
、マ
レ
ー
語
、華
語（
マ
ン

ダ
リ
ン
）、タ
ミ
ル
語
か
ら
二
つ
の
言

語
を
選
ぶ
も
の
で
す
が
、そ
も
そ
も

が
英
語
強
化
政
策
の
た
め
英
語
は

必
須（
教
育
上
の
第
一
言
語
）で
あ

り
、残
り
の
三
つ
か
ら
他
の
公
用

語
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、華
語
に
つ
い
て
は
方
言
が

多
く
、例
え
ば
華
人
系
の
子
供
が
自

宅
で
広
東
語
や
福
建
語
を
話
し
て

い
る
と
し
た
ら
、学
校
で
は
英
語
と

母
語
以
外
の
公
用
語
か
ら
一
つ
を

選
ば
ね
ば
な
ら
ず
、結
果
、三
言
語

を
操
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

を
遂
げ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
年
、独
立
、建
国
50
周
年
を
迎

え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な

社
会
政
策
に
よ
り
現
在
の
繁
栄
を

築
い
た
か
、考
察
し
て
み
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
　
　

　　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
名
は
、ラ
イ

オ
ン
を
意
味
す
る
s
i
n
g
a
、都

市
を
意
味
す
る
p
u
r
a
を
あ
わ

せ
た
、マ
レ
ー
語
の
シ
ン
ガ
プ
ー
ラ

（Singapura

）に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
1
8
1
9
年
1
月
、人
口
わ
ず
か

1
5
0
人
程
度
の
こ
の
島
に
、イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
書
記
官
を

務
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ト
ー
マ
ス・

ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上

陸
。ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
当
時
何
も
な
か
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
理
的
重
要
性

に
着
目
し
、都
市
化
計
画
を
推
し

進
め
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植

民
地
と
な
っ
た
後
は
、東
西
交
易
、

三
角
貿
易
の
中
継
地
点
と
し
て
の

役
割
に
止
ま
ら
ず
、マ
レ
ー
半
島
な

　
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
的
背
景
や
社

会
的
状
況
に
よ
る
も
の
で
す
。イ
ギ

リ
ス
植
民
地
時
代
か
ら
英
語
が
行

政
用
語
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

苛
烈
で
す
。高
学
歴
者
へ
の
社
会
的

評
価
は
極
め
て
高
く
、厳
し
い
能
力

主
義
を
取
り
入
れ
た
教
育
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。近
年
、発
生
す

る
問
題
と
し
て
、多
言
語
状
況
で
英

語
教
育
を
受
け
て
き
た
第
三
世
代

（
独
立
後
に
生
ま
れ
た
世
代
）エ
リ
ー

ト
達
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
帰
属
意

識
の
薄
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。人
的
資

源
の
育
成
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

将
来
を
担
う
世
代
の
愛
国
心
は
弱

く
、頭
脳
が
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
故
郷
と
す
る
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
薄
い
と
言
わ

れ
る
理
由
の
一
つ
が
、英
語
を
公

用
語
に
し
、教
育
媒
体
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
欧

米
英
語
圏
に
な
じ
み
、そ
れ
ら
の
国

に
永
住
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。急
速
な
経
済
発
展
で
、

英
語
が
流
暢
な
ほ
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ね
じ
れ

が
生
じ
ま
す
。国
策
で
育
て
上
げ
た

エ
リ
ー
ト
達
が
必
ず
し
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
止
ま
る
と
は
限
ら
ず
、

欧
米
の
英
語
圏
で
学
位
を
取
得
し

た
エ
リ
ー
ト
の
多
く
は
、条
件
が
良

け
れ
ば
海
外
で
就
職
し
、定
住
し
て

し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
多
見
さ
れ
ま

す
。経
済
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な

言
語
が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
体

化
を
招
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
と
こ
ろ
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

は
庶
民
の
日
常
会
話
に
使
用
さ

れ
る
独
特
の
口
語
英
語『
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
』
（S

in
g

a
p

o
re 

C
olloquial 

English

）が
存
在

し
ま
す
。植
民
地
時
代
に
芽
生
え
、

生
き
な
が
ら
え
て
き
た
ピ
ジ
ン
英
語

（
二
つ
以
上
の
言
語
が
接
触
し
新
し

く
生
ま
れ
る
混
交
語
）が
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
し
て
広
ま
って
いっ
た
、と

言
わ
れ
ま
す
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
英

語
に
加
え
て
中
国
語
の
構
造
を
も

ち
、福
建
語
や
マ
レ
ー
語
の
語
彙
等

が
結
び
つ
い
て
お
り
、発
音
に
も
独

特
の
訛
が
あ
り
ま
す
。前
述
の
と
お

り
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、移
民
の
歴
史
を
経
て
、政

治
形
態
が
整
い
、政
策
が
施
さ
れ
、

社
会
変
容
を
遂
げ
た
中
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
自
身
の
選
択
し
た
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
過
程
に
は
、教
育
に
お
け
る
言
語

政
策
以
外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が

と
っ
た
民
族
融
合
政
策
も
影
響

し
て
い
ま
す
。
住
居
問
題
解
消

策
は
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
す
。

1
9
5
9
年
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、深
刻
な
住
居
不
足（
8・8
％
の

人
し
か
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
な

か
っ
た
）の
状
況
に
あ
り
、解
消
の
た

め
1
9
6
0
年
に
住
宅
供
給
開
発

独
立
後
も
英
語
に
よ
る
行

政
上
の
記
録
の
一
貫
性
を

保
つ
た
め
に
必
要
で
し
た
。

ま
た
、華
人
が
全
人
口
の
大

多
数
を
占
め
、中
国
的
な
色

合
い
が
濃
い
国
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
に

あ
り
ま
す
。英
語
を
行
政

用
語
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
権
国
家
と
し
て
中
国
と

適
当
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、英
語
の
政
治

的
な
中
立
性
や
国
際
社
会

に
お
け
る
経
済
的
価
値（
世

界
市
場
へ
の
参
入
が
容
易
）

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、長
年
に
わ

た
っ
て
英
語
を
主
軸
と
す
る
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
政
策
を
実
施
し
た

結
果
、英
語
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民

の
共
通
語
と
な
り
、
一
躍
ア
ジ
ア

の
英
語
教
育
先
進
国
と
し
て
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

言
語
政
策
が
及
ぼ
す
社
会・

経
済
へ
の
影
響

　　
英
語
の
社
会
的・経
済
的
役
割
は

大
き
く
、1
9
7
0
年
代
以
降
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
速
な
経
済
発
展
を

強
く
後
押
し
し
ま
し
た
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
英
国
の
統
治
を
受
け
て
い

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
、そ
し
て
多

言
語
、多
民
族
国
家
で
あ
る
と
い
う

国
情
に
加
え
て
、政
治
的
、社
会
的

状
況
が
加
わ
っ
た
た
め
に
社
会
を

構
成
す
る
三
大
民
族（
中
華
系
、

マ
レ
ー
系
、タ
ミ
ル
系
）の
母
語
で
は

な
い
英
語
が
、政
府
の
意
図
的
介
入

の
結
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
許
容
さ
れ
、国
家

語
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
英
語
を
主
軸
と
し
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
は
、様
々
な
功

罪
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
教
育
に
熱
心
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、エ
リ
ー
ト
教
育
も

公
社（
H
D
B
）が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。H
D
B
設
立
以
前
は
、人
々
は

移
民
、ま
た
民
族
間
の
分
離
と
い
う

英
国
の
植
民
地
政
策
ゆ
え
に
同
じ

民
族
グ
ル
ー
プ
内
で
集
ま
っ
て
住
ん

で
お
り
、そ
の
頃
の
社
会
は
民
族
と

そ
れ
が
成
す
共
同
体
に
基
盤
を
置

い
て
い
ま
し
た
。も
し
公
営
住
宅
に

民
族
的
偏
り
が
出
来
て
し
ま
え
ば
、

以
前
の
閉
鎖
さ
れ
た
共
同
体
の
状

態
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、民
族
共
同

体
の
中
で
の
母
語
使
用
が
進
む
た

め
、言
語
政
策
、教
育
制
度
を
通
じ

て
種
々
の
政
策
が
国
民
に
等
し
く

展
開
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
族
的
多
様
性
を
抱
え
る
国
家
で

は
言
語
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
は

民
族
的
閉
鎖
を
惹
起
し
、政
策
の
浸

透
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
た

め
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い

う
政
治
的
立
場
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た（
H
D
B
設
立
の
目
的
が
住
宅
不

足
の
解
消
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

認
識
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。成
功
の
要
因
は
、ア
ジ

ア
の
中
継
地
点
と
い
う
地
理
的
優

位
性
、建
国
の
父
で
あ
る
リ
ー・ク
ア

ン
ユ
ー
の
政
治
指
導
力
な
ど
様
々
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、英
語
を
軸
と
し
た

言
語
政
策
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん（
た
と
え
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

を
孕
む
と
し
て
も
）。

　
英
語
能
力
の
低
さ

に
よ
っ
て
他
の
教
科
も

思
う
よ
う
に
習
得
で
き

ず
、華
語
系
の
学
校
出

身
で
英
語
が
よ
く
出

来
な
い
た
め
、思
う
よ

う
な
仕
事
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
層
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
は
存
在
し
ま

す
が
、そ
れ
ら
の
人
々

の
英
語
能
力
と
し
て
も

日
本
人
よ
り
は
上
を
い

く
レ
ベ
ル
で
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
英

語
を
第
一
言
語
に
据
え
た
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
政
策
を
展
開
し
、成
功
を
収

め
た
国
で
す
。今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、英
語
の
経
済

的
価
値
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
思
わ

れ
ま
す
。日
本
も
鑑
み
る
部
分
が
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際

に
、英
語
教
育
に
関
し
て
は
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の

70
％
超
を
占
め
る
華
人
は
、第
二
言

語
と
し
て
華
語
を
流
暢
に
操
り
ま

す
。こ
れ
は
、英
語
に
並
ぶ
強
力
な

武
器
に
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田 

圭
一
郎
）

く
、民
族
の
統
合
に
よ
る
国
家
形
成

を
目
指
す
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
確
）。よ
っ
て
、H
D
B
で

は
民
族
割
合
に
応
じ
た
構
成
比
率

が
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
いっ
た
政
策
が
あ
り
、異
民
族

間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
広
ま
り
ま

し
た
。シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
不
完
全
に

習
得
し
た
英
語
、ま
た
は
他
言
語
が

混
じ
り
現
地
化
さ
れ
た
英
語
の
変

種
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、

実
際
、他
の
英
語
圏
の
国
々
に
比
べ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英
語
は
分
か
り
難

い
と
い
う
指
摘
を
受
け
ま
す
。政
府

と
し
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
し
か

通
じ
な
い（
世
界
と
隔
絶
す
る
）方

向
へ
進
む
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
氾
濫

を
食
い
止
め
る
た
め
、2
0
0
0
年

4
月
、全
国
規
模
で「
よ
い
英
語
を

話
そ
う
運
動（Speak

G
ood

English M
ovem

ent

）」を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
、様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
続
け
ま

す
。流
暢
な
英
語
を
話
す
こ
と
が
気

取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
、

人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
に
は

シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
話
す
方
が
親
し

み
が
感
じ
ら
れ
迎
え
ら
れ
易
い
、な

ど
諸
々
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
も
の
に
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の

事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に

　
2
0
1
5
年
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

建
国
5
0
年
を
迎
え
ま
す
。乏
し
い

資
源
、多
民
族
、多
言
語
と
い
っ
た

克
服
す
べ
き
問
題
を
乗
り
越
え
、

世
界
の
中
で
も
豊
か
な
国
と
し
て

（シンガポール駐在員事務所）

は
ら

か
ん
が

▲シンガポール最大の繁華街：オーチャード

▲様々な人種が混じるホーカー（屋台）

▲インド系・アラブ系の人々

【代表的なシングリッシュ】

Today, bread all finish already.Tomorrow can. 
（今日のパンは全て売り切れてしまいました。明日はありますよ） 
Need or no need? （いるの？いらないの？） 

【公営住宅の民族割合】

 中国系

 マレー系

 インド系他

84% 

22% 

12% （出典：Housing Development Board, 2014）

近隣

87% 

25% 

15% 

ブロック

文法

park（パッ）　work（ワッ）　joke（ジョッ）

発音

can!can!（出来ます！） 　OK,lah（お任せ下さい） 
ting,ting and ting（考えに、考え抜きました）　※ting=think 

 強調

 can lah－ Yes（いいですよ） 
 can lor－ Yes, I think so.（そう思うよ）　※はっきりと決めていないとき 
 can meh?－ Are you certain?（確かですか？）　※疑っているとき 

語尾

 中国語混在　　Coffee you wanna ma?（コーヒー要りますか？）　※～ma（　）：～ですか？
 マレー語混在　Go makan!（ご飯行こう！）　※makan（マカン）：食べる

 多国語の単語が混ざる  
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は
じ
め
に

　
有
限
会
社
フ
ァ
ク
ト
は
、1
9
9
2
年
10
月
に

大
連
市
郊
外
に
家
具
工
場
を
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、現
地
事
業
の
拡
大
に
合
わ
せ
て
製
造
部

門
は
完
全
に
大
連
工
場
に
移
管
し
、日
本
本
社
は

販
売
に
専
念
す
る
分
業
体
制
を
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
で
は
、関
東
地
区
を
中
心
に
安
定
し
た

営
業
基
盤
を
確
立
さ
れ
、製
品
は
全
量
が
日
本
へ

輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。大
連
工
場
に
は
、日
本
の
高

級
家
具
専
門
店
と
遜
色
の
な
い
立
派
な
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、こ
の
空
間
に
は
こ
こ

が
中
国
で
あ
る
こ
と
を
一
瞬
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

の
上
品
か
つ
快
適
な
雰
囲
気
が
漂
って
い
ま
す
。

　
今
回
は
、有
限
会
社
フ
ァ
ク
ト
の
金
子
代
表
取

締
役
社
長
に
、こ
れ
ま
で
の
20
年
超
に
渡
る
中
国

ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
お
り
、
取
引
先
か

ら
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
　

　　
当
社
は
現
在
、
大
連
に
進
出
し
て
い
る
多
く

の
日
系
企
業
と
同
じ
く
「
円
安
」
の
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
現
在
は
日
本
の

家
具
業
界
全
体
が
不
景
気
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
以
外
の
販
路
の
開
拓
な
ど
、
新
た
な

事
業
展
開
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
子
社
長
は
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
及
び
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

で
開
催
さ
れ
る
家
具
の
展
示
会
を
例
年
視
察
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
展
示
会
に
出

展
し
、
「
各
国
で
の
販
売
や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
受
注
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」
と
仰
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
中
国
国
内
で
の
販
売
に
つ
い
て

も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
確
保
や
売
掛
金
回
収
、
在
庫

管
理
な
ど
の
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

同
様
に
可
能
性
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　　
当
社
が
大
連
へ
進
出
さ
れ
て
か
ら
20
年
以

上
経
過
し
、
こ
の
間
に
日
中
関
係
が
悪
化
し
た

こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が

従
業
員
に
与
え
た
影
響
は
「
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
」
そ
う
で
す
。
金
子
社
長
は
家
具
へ
の
こ
だ

わ
り
を
語
り
だ
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
情
熱
家
で

す
の
で
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
も
き
っ
と
社
長
の

姿
勢
に
共
感
し
、
家
具
作
り
に
真
摯
に
取
組
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
多
少
の
政
治
問
題
な
ど
に

影
響
さ
れ
な
い
社
風
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
円
安
の
厳
し
い
事
業
環
境
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、
素
晴
ら
し
い
工
場
と
従
業
員
の
皆
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
販

路
を
開
拓
さ
れ
今
後
益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
小
田 

周
平
）

事
業
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

海
外
進
出
の
苦
労

　　
金
子
社
長
は
1
9
9
4
年
に
大
連
工
場
へ

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
レ
ン
ガ
作
り
の

工
場
を
賃
借
し
て
、
現
地
の
従
業
員
に
慣
れ
な

い
中
国
語
で
繰
り
返
し
技
術
指
導
を
行
い
、

毎
日
手
探
り
で
家
具
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

現
地
従
業
員
に
「
品
質
の
感
覚
を
理
解
し
て
も

ら
う
の
に
大
変
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
仰
る
よ

う
に
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
感
覚
が
当
時
の

中
国
人
に
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
ず
、
「
こ
れ

く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
改
善
さ
れ
な
い
ま

ま
製
造
さ
れ
た
結
果
、
出
荷
で
き
な
い
不
良
品

が
多
数
発
生
し
た
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
当
社
に
は
当
時
か
ら
勤
務
し
て
い
る
従
業
員

が
現
在
も
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
現
場
の
中
核

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
家
具
作
り
は
ラ
イ

ン
化
･
自
動
化
が
難
し
く
、
同
じ
設
備
で
何
種

類
も
の
部
材
を
加
工
す
る
必
要
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
当
社
の
従
業
員
は
日
々
の
生
産
計
画
に

基
づ
き
「
ひ
と
つ
の
現
場
で
正
確
に
、
何
種

類
も
の
家
具
を
製
造
で
き
る
」
技
術
集
団

で
、
こ
れ
は
20
年
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
現

場
力
の
な
せ
る
技
で
、
当
社
の
強
み
で
あ
る
と

仰
っ
て
い
ま
す
。

　
長
年
の
積
み
重
ね
で
多
品
種
少
量
生
産
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
社
家
具
は
同
じ

デ
ザ
イ
ン
･
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ァ
、

▲金子社長

▲工場入口 ▲工場

▲ショールーム

海 外
進 出

線前最

Dalian Representative O�ce

海
外
に
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
吉
井
支
店
の

お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介
で
す
。

有
限
会
社
フ
ァ
ク
ト

〜
中
国
／
大
連
市
で
日
本
向
け
家
具
を
製
造
〜

大連市旅順口区龍頭鎮龍頭村
+86（0411）8628-0158

住 所
T E L

大連工場
：
：

（大連駐在員事務所）

Dalian
大連駐在員
事務所

有限会社ファクト
福岡県うきは市吉井町333-8
0943-75-2233
0943-75-2332

親 会 社
住 所
T E L
F A X

：
：
：
：
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は
じ
め
に

　
有
限
会
社
フ
ァ
ク
ト
は
、1
9
9
2
年
10
月
に

大
連
市
郊
外
に
家
具
工
場
を
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、現
地
事
業
の
拡
大
に
合
わ
せ
て
製
造
部

門
は
完
全
に
大
連
工
場
に
移
管
し
、日
本
本
社
は

販
売
に
専
念
す
る
分
業
体
制
を
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
で
は
、関
東
地
区
を
中
心
に
安
定
し
た

営
業
基
盤
を
確
立
さ
れ
、製
品
は
全
量
が
日
本
へ

輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。大
連
工
場
に
は
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の
高

級
家
具
専
門
店
と
遜
色
の
な
い
立
派
な
シ
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ル
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ム
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、こ
の
空
間
に
は
こ
こ

が
中
国
で
あ
る
こ
と
を
一
瞬
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

の
上
品
か
つ
快
適
な
雰
囲
気
が
漂
って
い
ま
す
。

　
今
回
は
、有
限
会
社
フ
ァ
ク
ト
の
金
子
代
表
取

締
役
社
長
に
、こ
れ
ま
で
の
20
年
超
に
渡
る
中
国

ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
お
り
、
取
引
先
か

ら
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
　

　　
当
社
は
現
在
、
大
連
に
進
出
し
て
い
る
多
く

の
日
系
企
業
と
同
じ
く
「
円
安
」
の
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
現
在
は
日
本
の

家
具
業
界
全
体
が
不
景
気
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
以
外
の
販
路
の
開
拓
な
ど
、
新
た
な

事
業
展
開
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
子
社
長
は
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
及
び
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

で
開
催
さ
れ
る
家
具
の
展
示
会
を
例
年
視
察
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
展
示
会
に
出

展
し
、
「
各
国
で
の
販
売
や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
受
注
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」
と
仰
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
中
国
国
内
で
の
販
売
に
つ
い
て

も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
確
保
や
売
掛
金
回
収
、
在
庫

管
理
な
ど
の
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

同
様
に
可
能
性
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　　
当
社
が
大
連
へ
進
出
さ
れ
て
か
ら
20
年
以

上
経
過
し
、
こ
の
間
に
日
中
関
係
が
悪
化
し
た

こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が

従
業
員
に
与
え
た
影
響
は
「
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
」
そ
う
で
す
。
金
子
社
長
は
家
具
へ
の
こ
だ

わ
り
を
語
り
だ
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
情
熱
家
で

す
の
で
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
も
き
っ
と
社
長
の

姿
勢
に
共
感
し
、
家
具
作
り
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真
摯
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取
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ま
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ま
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の
で
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に

影
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な
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の
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。
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ま
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皆
さ
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が
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ら
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し
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い
ま
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の
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新
た
な
販

路
を
開
拓
さ
れ
今
後
益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
小
田 

周
平
）

事
業
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

海
外
進
出
の
苦
労
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へ

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
レ
ン
ガ
作
り
の

工
場
を
賃
借
し
て
、
現
地
の
従
業
員
に
慣
れ
な

い
中
国
語
で
繰
り
返
し
技
術
指
導
を
行
い
、

毎
日
手
探
り
で
家
具
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

現
地
従
業
員
に
「
品
質
の
感
覚
を
理
解
し
て
も

ら
う
の
に
大
変
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
仰
る
よ

う
に
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
感
覚
が
当
時
の

中
国
人
に
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
ず
、
「
こ
れ

く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
改
善
さ
れ
な
い
ま

ま
製
造
さ
れ
た
結
果
、
出
荷
で
き
な
い
不
良
品

が
多
数
発
生
し
た
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
当
社
に
は
当
時
か
ら
勤
務
し
て
い
る
従
業
員

が
現
在
も
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
現
場
の
中
核

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
家
具
作
り
は
ラ
イ

ン
化
･
自
動
化
が
難
し
く
、
同
じ
設
備
で
何
種

類
も
の
部
材
を
加
工
す
る
必
要
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
当
社
の
従
業
員
は
日
々
の
生
産
計
画
に

基
づ
き
「
ひ
と
つ
の
現
場
で
正
確
に
、
何
種

類
も
の
家
具
を
製
造
で
き
る
」
技
術
集
団

で
、
こ
れ
は
20
年
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
現

場
力
の
な
せ
る
技
で
、
当
社
の
強
み
で
あ
る
と

仰
っ
て
い
ま
す
。

　
長
年
の
積
み
重
ね
で
多
品
種
少
量
生
産
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
社
家
具
は
同
じ

デ
ザ
イ
ン
･
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ァ
、

▲金子社長

▲工場入口 ▲工場

▲ショールーム

海 外
進 出

線前最

Dalian Representative O�ce

海
外
に
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
吉
井
支
店
の

お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介
で
す
。

有
限
会
社
フ
ァ
ク
ト

〜
中
国
／
大
連
市
で
日
本
向
け
家
具
を
製
造
〜

大連市旅順口区龍頭鎮龍頭村
+86（0411）8628-0158

住 所
T E L

大連工場
：
：

（大連駐在員事務所）

Dalian
大連駐在員
事務所

有限会社ファクト
福岡県うきは市吉井町333-8
0943-75-2233
0943-75-2332

親 会 社
住 所
T E L
F A X

：
：
：
：
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は
じ
め
に

　
株
式
会
社
小
川
屋（
本
社
：
長
崎
県
島
原
市

　
代
表
取
締
役
社
長
小
川
知
孝
）は
、ち
ゃ
ん
ぽ

ん
・
皿
う
ど
ん
、そ
う
め
ん
を
中
心
と
し
た
麺
類

製
造
・
卸
売
、飲
食
店
3
店
舗（
店
名
：
金
四
楼
、

長
崎
・
熊
本
）を
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
や
し
の
製
造
を
本
業
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、麺
類
の
製
造
に
業
態
変
更
さ
れ
た
後
、お
客

様
に
麺
を
お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、飲
食
店
を
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
4
年
12
月
、日
本
へ
の
留
学
経
験
が
あ

る
日
本
語
堪
能
な
タ
イ
人
パ
ー
ト
ナ
ー
、ゴ
ル
フ

氏
と
共
同
で
バ
ン
コ
ク
に
て
九
州
レ
ス
ト
ラ
ン
を

オ
ー
プ
ン
し
、麺
だ
け
で
は
な
く
長
崎
特
産
品
の

P
R
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　　
駐
在
日
本
人
、タ
イ
人
の
訪
日
旅
行
客
が

増
加
し
て
い
る
背
景
も
あ
り
、タ
イ
に
お
い
て
は
、

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、タ
イ
側
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
要
と
な
る
、

日
本
か
ら
の
輸
入
食
材
は
高
額
と
な
る
な
ど

進
出
の
た
め
に
は
い
く
つ
も
の
超
え
な
い
と
い
け

な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
小
川
屋
様
の
場
合
、活
気
あ
る
タ
イ
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
挑
み
た
い
と
い
う
小
川
社
長
の

熱
い
思
い
に
よ
り
、出
店
が
成
就
し
て
い
ま
す
。

 

海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
日
本
以
上
に
気
を
付
け

る
事
柄
が
多
い
で
す
が
、バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務

所
と
し
て
も
精
一
杯
の
お
手
伝
い
を
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　
佐
々
木 

隆
夫
）

タ
イ
進
出
の
き
っ
か
け

　　
2
0
1
3
年
1
月
に
開
催
し
た「
F
F
G
食

の
商
談
会
」に
は
、出
展
者
と
し
て
参
加
さ
れ
ま

し
た
。タ
イ
で
の
活
気
を
感
じ
る
と
同
時
に
、

日
本
か
ら
の
輸
入
食
材
を
タ
イ
で
販
売
す
る
際

の
小
売
価
格
の
高
さ
を
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、2
0
1
4
年
2
月
に
バ
ン
コ
ク
に
て

40
日
間
開
催
さ
れ
た「
J
E
T
R
O
テ
ス
ト
キ
ッ

チ
ン
」に
参
加
さ
れ
、食
べ
方
の
説
明
の
重
要
性

を
感
じ
な
が
ら
、出
店
7
店
舗
で
売
上
ト
ッ
プ
の

実
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。長
崎
名
産
の「
ち
ゃ

ん
ぽ
ん・
皿
う
ど
ん
」「
そ
う
め
ん
」は
、タ
イ
人

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
確
信
し
、レ
ス
ト
ラ
ン

開
店
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

タ
イ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
こ
だ
わ
り

　　
日
本
人
シ
ェ
フ
を
2
名
配
置
し
、「
自
社
製
造

麺
」「
地
場
特
産
を
ア
レ
ン
ジ
」「
だ
し
の
仕
込

み
」を
念
頭
に
メ
ニュ
ー
を
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
の
輸
入
食
材
だ
け
に
こ
だ
わ
る
と

販
売
価
格
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、地
場
食
材

を
い
か
に
活
用
す
る
か
を
工
夫
さ
れ
て
、リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
販
売
価
格（
原
価
率
の
低
減
）に
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、リ
ピ
ー
ト
客
を
捕
ま
え
る
た
め
に「
日
本

流
の
気
配
り・お
も
て
な
し
」の
教
育・実
践
を
心

が
け
て
い
ま
す
。入
れ
替
わ
り
の
激
し
い
ス
タ
ッ
フ

の
育
成
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、タ
イ
人

の
お
客
様
に
も
日
本
の
良
さ
を
P
R
す
る
目
的

で
す
。

▲スタッフの皆さん

▲ちゃんぽん ▲店舗入口

海 外
進 出

線前最

Bangkok Representative O�ce

海
外
に
進
出
さ
れ
て
い
る
親
和
銀
行
島
原
支
店
の

お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介
で
す
。

株
式
会
社
小
川
屋

　
　

K
inshiro (T

hailand) C
o.,Ltd.

Kinshiro（Thailand） Co.,Ltd.
Rain Hill （Soi47） 3rd Floor, 777 Sukhumvit Rd,
 Klongton-Nua,Wattana,Bangkok 10110
+66-2-261-7389

現地法人
住 所

T E L

：
：

：

株式会社小川屋
長崎県島原市前浜町乙89番地
0957-64-0689

親 会 社
住 所
T E L

：
：
：

▲創作料理（カステラデザート）

▲ビル外観

（バンコク駐在員事務所）

Bangkok
バンコク駐在員事務所
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貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間

大連

第 16 回北京国際航空展覧会  9 月16日～ 9 月19日
2015 第 4 回中国衛星ナビゲーションと位置情報サービス年
会及び展示会  9 月23日～ 9 月25日

2015 北京輸入自動車博覧会  9 月23日～ 9 月28日
2015 第 11 回中芸博国際画廊博覧会 10月 7 日～10月11日
2015 中国国際電子情報科学技術展覧会 10月 9 日～10月11日
2015 第 18 回膜及び水処理技術と装備展覧会 10月14日～10月16日
2015 中国国際省エネエコ自動車展覧会 10月21日～10月24日
2015 海外不動産購入、投資、移民及び高水準生活展覧会 10月22日～10月24日
2015 中国国際教育展覧会 10月24日～10月25日
第 16 回北京分析測定学術報告会及び展覧会 10月27日～10月30日
第 14 回中国国際ディーゼル機及び部品展覧会 11月 2 日～11月 4 日
2015 北京国際貨幣博覧会 11月 7 日～11月 9 日
2015 第 8 回中国オンライン分析機器応用展覧会 11月15日～11月17日
2015 北京世界食品博覧会

11月18日～11月20日2015 中国飴文化祭り及び第 12 回中国国際甘いものスナッ
ク食品展覧会
2015 北京冬季ウエディング博覧会 12月 5 日～12月 6 日
2015 中国国際智慧教育展覧会 12月11日～12月13日
第 13 回中国国際部屋及び建築防水技術展覧会 12月15日～12月17日
第 8 回中国国際ブランド加盟投資博覧会 12月19日～12月20日

全国農業展覧会 2015 北京国際応急救済装備技術展示会  9 月14日～ 9 月16日
2015 中国国際製紙科学技術展覧会  9 月16日～ 9 月18日
2015 中国国際文化芸術博覧会  9 月25日～ 9 月27日
2015 北京国際漁業博覧会 10月17日～10月19日

蘇州
蘇州国際博覧センター 2015 年武漢名優創新製品展覧会

 9 月11日～ 9 月13日
2015 中国（蘇州）華夏家博覧会
2015 バルブ世界アジア博覧会及びセミナー  9 月23日～ 9 月24日
2015 中国蘇州国際自動車博覧会  9 月30日～10月 4 日
第十五回金蜘蛛蘇州ファスナー展覧会 10月21日～10月23日
第六回中国国際ナノテクノロジー産業発展フォーラム 10月28日～10月30日
2015 蘇州仏教用品展覧会 10月29日～11月 1 日
2015 蘇州国際型鋼成形型鋼博覧会 11月 4 日～11月 6 日
第八回中国国際紙包装工業、カラー段ボール包装印刷展覧会

11月 5 日～11月 7 日第二回中国国際デジタル印刷包装及びシルク印刷展覧会
第三回中国国際消費品包装展覧会
2015 蘇州品質生活博覧会 11月14日～11月29日

上海
上海新国際博覧中心 中国国際家具展覧会  9 月 9 日～ 9 月12日

上海国際インテリジェント産業展  9 月16日～ 9 月18日
2015 国際 LED 展覧会  9 月16日～ 9 月19日
中国（上海）国際ファッション家庭用品展覧会  9 月17日～ 9 月19日
BWT 中国建築給排水と汚水処理展覧会

 9 月23日～ 9 月25日上海国際インテリジェント建築展覧会
上海国際暖房通風エアコン、建築設備及び技術展覧会
中国国際縫製設備展覧会  9 月23日～ 9 月26日
2015 上海国際ガラス工業展覧会 10月14日～10月16日
上海国際プロフェッショナル照明音響展覧会

10月14日～10月17日
中国（上海）国際楽器展覧会
2015 中国国際文法具及びオフィス用品展覧会 10月15日～10月17日
2015 中国国際金融展 10月15日～10月18日
中国国際ベビーカー及び児童用品展覧会

10月20日～10月22日
中国国際玩具、幼児教育用品及び設備展覧会
2015 上海国際鋼管工業展覧会 /2015 上海国際鋳造、鍛造、
熱処理展覧会 10月21日～10月23日
2015 上海国際耐火材料、工業炉展覧会 / 国際冶金工業展覧会
アジア国際動力伝動及びコントロール技術展

10月27日～10月30日
アジア国際物流技術及び輸送システム展
第 11 回中国アイスクリーム冷凍食品設備及び原材料補助材
料展覧会

11月 4 日～11月 6 日第七届中国国際飲料工業科技展
上海国際断熱材及び省エネ技術展覧会
中国国際ゴム技術展

11月11日～11月13日上海国際食品飲料及び飲食設備展覧会
中国電子展 / 中国国際半導体博覧会
CHINA-PHARM2015 中国国際医薬（化粧品）工業展覧会及
び技術交流会

11月17日～11月20日PacPro Asia 2015 国際包装材料生産及び加工工業展覧会
FoodPex 2015 中国国際食品加工及び包装技術と設備展覧会
第二十回中国国際塗料、インク及び接着剤展覧会

11月18日～11月20日
第二十八回中国国際表面処理、塗装及び塗料製品展覧会

上海世貿商城
（上海マート）

第 18 回 FBC 上海 2015 日中ものづくり商談会  9 月 9 日～ 9 月10日
2015 上海国際金融商品展覧会  9 月11日～ 9 月13日
第八回使い捨て衛生用品及びナノ抗菌技術（上海）展覧会  9 月24日～ 9 月26日
2015 上海真珠宝石アクセサリー展覧会 10月 2 日～10月 5 日
2015 中国国際不織材料展覧会 10月14日～10月16日

上海光大会展中心 中国国際タイヤ博覧会  9 月 9 日～ 9 月11日
自動車検査及び品質管理博覧会  9 月15日～ 9 月17日
2015 上海国際生物発酵製品及び技術設備展覧会

 9 月21日～ 9 月23日2015 中国（上海）WECHAT ビジネス博覧会
上海国際発酵食品展覧会 / アジア酵素製品説明会
2015 上海国際運送包装、包装製品及び材料展覧会 10月10日～10月12日
2015 上海高級食品、食品安全及び食品設備展覧会

10月16日～10月18日
2015 上海（秋）飲食関係博覧会
2015 上海国際互換バッテリー及びマイクロ波展覧会 10月21日～10月23日
第十六回中国制冷、エアコン及びヒートポンプ省エネ博覧会 11月 2 日～11月 4 日

世界博覧広場 中国（大連）国際茶業・茶文化博覧会  9 月 4 日～ 9 月 7 日
2015 中国国際レジャー、スポーツ、文化産業（大連）博覧会  9 月10日～ 9 月13日
中国（大連）国際服装紡績商品博覧会  9 月18日～ 9 月21日
2015 第 7 回大連日本商品展覧会  9 月25日～ 9 月27日
第 16 回大連国際流行家具展示販売会

10月 9 日～10月12日
2015 大連秋季不動産交易大会
大連港施設展覧会 10月16日～10月18日
2015 大連国際金融展示会 10月23日～10月25日
2015 大連冬季自動車交易会及び自動車用品展覧会

11月20日～11月22日
2015 第 12 回中国大連アニメ展覧会

星海会展中心 2015 大連国際老齢者産業博覧会  9 月 4 日～ 9 月 7 日
第 9 回中国東北地区無公害食品博覧会  9 月11日～ 9 月14日
第 26 大連国際服装紡績商品博覧会  9 月18日～ 9 月25日
全国特色食品及びブランド服装展覧会  9 月27日～10月 4 日
第 7 大連三軒秋季釣具展示会 10月 2 日～10月 4 日
2015 第 6 回大連国際農業博覧会 10月15日～10月19日
第 7 回中国（大連）軽工業商品博覧会 10月22日～10月26日
2015 大連秋季茶業博覧会 10月29日～11月 2 日
第 4 回中国（大連）国際文化産業博覧会 11月 5 日～11月 9 日
大連国際毛皮、皮製品及びカシミア製品博覧会 11月11日～11月18日
2015 大連冬季装飾材料及び家具博覧会 11月20日～11月22日
迎新春ブランド商品博覧会 11月27日～12月 5 日
2014 第 4 回なまこ海鮮珍味博覧会 11月29日～12月 3 日
第 20 回大連国際迎新春ブランド商品博覧会 12月15日～12月22日
第 19 回大連お正月用品展示即売会 12月23日～12月30日

大連国際会議中心 2015 全国（国際）ヨガ産業博覧会  9 月22日～ 9 月26日
第 2 回国際口腔医学大会 11月 1 日～11月 3 日

北京
中国国際展覧中心 2015 第 11 回中国（北京）国際パイプ材料工業展覧会  9 月 8 日～ 9 月10日

2015 第 28 回中国国際眼鏡業展覧会  9 月 9 日～ 9 月11日
2015 第 17 回中国（北京）国際医療器械展覧会

 9 月14日～ 9 月16日第 11 回環境と発展フォーラム及び 2015 中国国際生態環境
技術と装備博覧会
2015 第 32 回中国北京国際ギフト、贈呈品及び家庭用品展覧会  9 月14日～ 9 月17日
2015 中国国際情報通信展覧会  9 月22日～ 9 月25日
2015 中国（北京）３Ｄ、仮想現実、シミュレーション技術
及び製品展覧会 10月 9 日～10月11日

2015 中国国際自動車製造業博覧会 10月10日～10月12日
2015 第 4 回北京国際創造的デザイン産業博覧会

10月14日～10月16日
2015 第 27 回北京国際美容化粧用品博覧会
第 12 回中国国際機械視覚展示会及び機械視覚技術と工業応
用展覧会
第 20 回国際レザー光電子及び表示装置製品展覧会
2015 中国保安装備技術製品博覧会

10月19日～10月21日
第 14 回中国国際食品加工と包装機械展覧会
2015 中国国際健康サービス業博覧会及び健康食品展覧会

10月24日～10月26日
2015 第 4 回北京国際観光商品博覧会
2015 第 10 回中国北京国際文化アイディア産業博覧会 10月29日～11月 1 日
2015 第 15 回中国（北京）国際食用油及びオリーブ油産業
博覧会

11月 6 日～11月 8 日
2015 第 15 回中国国際栄養健康（北京）産業博覧会
2015 中国北京国際茶産業博覧会
2015 中国（北京）国際自転車電動車及び部品展覧会
2015 第 15 回（北京）国際酒業博覧会
2015 第 15 回北京国際有機食品及び無公害食品博覧会
2015 第 13 回北京国際広告展覧会

11月11日～11月13日

2015 第 11 回アジア北京国際Ｌ E Ｄ照明展覧会
2015 中国（北京）国際スマート科学技術応用博覧会
2015 第 8 回アジア（北京）国際電子情報産業展覧会
第 6 回中国（北京）食用油産業博覧会
2015 中国映画テレビ文化博覧会
2015 中国（北京）国際幼児教育装備及び用品展覧会
2015 中国（北京）国際教育装備及び智慧教育展覧会
2015 北京国際軌道交通建設運営及び装備展覧会 11月17日～11月20日
2015 中国国際省エネ技術改新及び装備博覧会 11月18日～11月20日
2015 中国国際酒業博覧会及び酒類技術装備ブランド商品展覧会 11月23日～11月25日
2015 中国国際真珠宝石アクセサリー展覧会 11月28日～12月 2 日
2015 中国（北京）国際仏教用品博覧会 12月18日～12月21日

中国国際展覧中心
（新館）

2015 北京国際商品交易博覧会  9 月 2 日～ 9 月 6 日
2015 第 2 回中国エネルギーフォーラム及び展覧会  9 月 7 日～ 9 月10日
2015 中国北京国際新エネルギー自動車電動自動車展覧会

 9 月 8 日～ 9 月10日
2015 中国国際原子力発電工業装備展覧会
2015 中国（北京）国際熱処理展覧会
2015 第 4 回中国（北京）国際非破壊検査測定設備展覧会
第 14 回中国国際住宅産業博覧会及び室内通風と空気浄化商
品展覧会  9 月 9 日～ 9 月11日

2015 第 13 回中国（北京）国際工程機械、建材機械及び鉱
山機械展覧会  9 月22日～ 9 月25日

2015 北京国際風能大会及び展覧会
10月14日～10月16日

2015 第 9 回中国国際馬業馬術展覧会
第 16 回中国国際消防設備技術交流展覧会 10月20日～10月23日
第 16 回中国国際石炭採掘技術交流及び設備展覧会 10月29日～11月 1 日
全国自動車部品交易大会 11月 6 日～11月 8 日
2015 中国水の博覧会 11月18日～11月20日

北京展覧館 2015 第 18 回北京芸術博覧会  9 月10日～ 9 月13日
2015 北京国際ダイビング展覧会及びアジアダイビング展覧会  9 月11日～ 9 月13日
2015 北京秋季不動産展示交易会  9 月17日～ 9 月20日
2015 第 11 回北京国際金融展覧会 10月29日～11月 1 日
2015 北京国際老齢者産業博覧会 11月13日～11月15日
2015 中国舞台美術展覧会 11月26日～11月30日

北京国家会議中心 第 13 回中国国際室内及び建築の防水技術展覧会  9 月 1 日～ 9 月 3 日
2015 秋季中国北京ウエディング博覧会  9 月 5 日～ 9 月 6 日
2015 中国国際石油化工技術大会及び展覧会  9 月10日～ 9 月11日

68FFG MONTHLY SURVEY Vol.84



貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
第二十回中国（国際）小型モーター技術セミナー

11月11日～11月13日第十六回磁性材料、第十四回電子変圧器、第十二回コントロー
ル継電器センサー技術、第十一回コンデンサ技術展
2015 中国（上海）国際自動車用エアコン及び冷却技術展覧会 11月16日～11月18日

上海国際展覧中心 中国国際リハビリ補助器具博覧会  9 月 5 日～ 9 月 7 日
中国国際健康食品博覧会  9 月10日～ 9 月12日
第十九回医療機器及び栄養健康産業博覧会  9 月17日～ 9 月19日
2015 アジア果物と野菜産業博覧会 11月19日～11月21日
2015 上海 LED 照明、建築、家具展覧会 11月25日～11月27日

上海国家会展中心 第 36 回中国（上海）国際家具博覧会  9 月 8 日～ 9 月12日
2015 中国茶業交易会

 9 月19日～ 9 月22日2015 年第九回中国国際自動車商品交易会、2015 年第六回
中国国際オートバイ及び部品交易会、2015 年第九回中国国
際自動車改装博覧会
2015 上海国際口腔設備博覧会  9 月24日～ 9 月27日
中国国際服装服飾博覧会（秋）

10月13日～10月15日
2015 紡績生地及び副資材（秋冬）博覧会
上海国際切削工具及び装備展覧会 10月26日～10月28日
第十七回中国国際工業博覧会 11月 3 日～11月 7 日
中国ペット及び水生動物用品展 11月 4 日～11月 7 日
2015 年中国国際窓及びカーテンウォール博覧会 11月11日～11月14日
中国ベーカリー展覧会 11月13日～11月15日

上海世博展覧館 2015 上海国際ファッション糸展覧会（秋冬）  9 月 1 日～ 9 月 3 日
第 21 回中国国際複合材料展覧会  9 月 2 日～ 9 月 4 日
2015 年上海真珠宝石アクセサリ及び収蔵芸術品展覧会  9 月 3 日～ 9 月 6 日
2015 年第二十一回中国国際家具生産設備及び原材料副資材
展覧会  9 月 9 日～ 9 月12日

2015（第十五回）中国国際化工展覧会
 9 月16日～ 9 月18日

中国国際接着剤及び密封剤展覧会
2015 中国国際金属成型展覧会  9 月16日～ 9 月19日
中国国際医療設備設計及び技術展

 9 月22日～ 9 月24日
第十四回中国（上海）国際調達大会
第三回上海アニメ、ゲーム創作交流展 10月 3 日～10月 5 日
2015 上海国際真珠宝石展覧会及びゴールドジュエリークリ
エイティブ産業博覧会 10月 8 日～10月11日

2015 上海国際自動車カスタム改装博覧会 10月 9 日～10月11日
2015 中国国際加熱及び熱動力技術展覧会

10月14日～10月16日
上海国際電力設備及び技術展覧会
第十九回中国国際口腔器材展覧会及び学術セミナー 10月21日～10月24日
2015 中国国際水処理化学品、水溶性高分子、製紙化学品、
工業表面活性剤技術及び応用展覧会 10月28日～10月29日

2015 中国国際教育展 10月31日～11月 1 日
2015 第十回中国（上海）国際肉類工業展覧会 11月 5 日～11月 7 日
2015 中国国際ファインケミカル及びカスタム化学品展覧会 11月12日～11月13日
中国上海国際児童ブックフェア 11月13日～11月15日

香港・マカオ
Hong Kong 
Convention & 
Exhibition Centre

ウォッチズ＆ワンダー 2015  9 月30日～10月 3 日
ファインアートアジア 2015 10月 4 日～10月 7 日
ファッションアクセス　2015 年 10 月

10月 7 日～10月 9 日
カシミアワールド 2015
HKTDC 香港エレトロニクスフェア 2015 －秋

（国際コンポーネント・アッセンブリ・エレクトニクス製造
見本市）

10月13日～10月16日

メガ　ショー　パート 1 10月20日～10月23日
メガ　ショー　パート 2 10月27日～10月29日
HKTDC 香港国際ライトニングフェア－ 秋 10月27日～10月30日
HKTDC 香港オプティカルフェア 11月 4 日～11月 6 日
HKTDC 香港国際ワイン & スピリッツフェア 11月 5 日～11月 7 日
香港ウェディングエキスポ 2015

11月 6 日～11月 8 日
香港ウェディングバンケットエキスポ 2015
コスモプロフ　アジア 2015（美容関連エキスポ） 11月11日～11月13日
HK 2015 －第 31 回国際切手展示会 11月20日～11月23日
香港国際ジュエリーマニュファクチャラーズショー（宝飾品
製造ショー） 11月26日～11月29日

HKTDC ワールド SME エキスポ（中小企業展）
12月 3 日～12月 5 日HKTDC Inno デザインテクノロジーエキスポ

アグリプロエキスポ（アジア農産物品展）
シネマアジアエキシビジョン 2015 12月 8 日～12月10日
ラーニング & ティーチングエキスポ 2015 12月10日～12月12日
第 81 回クリスマスウェディング＆バンケットエキスポ（香
港ウェディングフェア） 12月11日～12月13日
ダイビング & リゾートトラベルエキスポ
Ink アジア 2015（芸術フェア） 12月18日～12月20日
第 13 回香港メガショーケース

12月24日～12月27日
香港カーショー（ニューエディション）2015（国際車博覧
会併設）
香港 Homex2015
8 回 e －エキスポ（エレクトロニクス関連）
第 13 回香港フードフェスティバル 12月24日～12月28日

AsiaWorld-Expo グローバルソース　エレクトロニクスショー 10月11日～10月14日
グローバルソース　エレクトロニクスショー　モバイルエレ
クトロニクス 10月18日～10月21日
グローバルソース　ギフト & ホーム（景品など含む）
グローバルソース　ファッションアクセサリー＆フットウェ
アショー

10月27日～10月30日グローバルソース　アパレル & ファブリックショー
グローバルソース　アンダーウェア＆スイミングウェア
ショー
国際トレードフェア（環境保護）

10月28日～10月31日
HKTDC 香港国際建築＆装飾資材＆ハードウェアフェア
中国国際ニューエネルギービークルショー 11月25日～11月27日

ベネチアン　マカオ 国際フードエキスポ
10月 1 日～10月 4 日

香港トレンディバイングエキスポ 2015
第 5 回マカオ国際エデュケーションエキスポ 10月 9 日～10月11日
第 20 回マカオ国際貿易＆投資フェア 10月22日～10月25日
マカオ国際ライトニングエキスポ 10月30日～11月 1 日
2015 中国（マカオ）国際自動車エキスポ

11月 6 日～11月 8 日
マカオ国際デザインショー
マカオゲーミングショー 11月17日～11月19日
2015 マカオ国際レーシングカーカルチャーエキスポ 11月20日～11月22日
第 11 回国際ホテルエキスポ

11月25日～11月27日
第 3 回国際的文化＆美術フェア
第 8 回クリスマスショッピングフェスティバル 12月 4 日～12月 6 日
アジアエンターテイメントエキスポ 2015 12月11日～12月13日
国際おもちゃ＆ゲームエキスポ 2015 12月25日～12月27日

Macau Fisherman's 
Wharf Convention & 
Exhibition Centre

第 1 回マカオコミックエキスポ 10月 2 日～10月 4 日

第 8 回国際アニメーションコミックエキスポ 12月25日～12月27日

深圳
深圳会議展覧中心

（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

2015 深セン国際オートショー＆第 5 回輸入車 / 高級車エキスポ
10月 1 日～10月 5 日

第 2 回深センゲームショー
第 4 回中国（深セン）国際ホスピタリティ産業設備＆供給品
フェア 10月14日～10月16日
第 10 回中国（深セン）国際物流＆輸送ションフェア
第 23 回中国（深セン）国際ギフト & ホームプロダクツフェア 10月20日～10月23日
2015 第 15 回中国パブリックセキュリティエキスポ 10月29日～11月 1 日
2015 第 9 回中国（深セン）国際金融エキスポ 11月 6 日～11月 8 日
第 17 回中国ハイテクフェア 11月16日～11月21日
第 15 回深セン国際タッチパネルエキシビジョン

11月25日～11月27日深セン国際高機能フィルム＆テープエキスポ
（高機能フィルム、粘着テープ、保護フィルム、光学フィルム）
2015 第 4 回深セン国際アートフェア 11月27日～11月30日
2015 国際プリント回路＆ APEX 華南フェア 12月 2 日～12月 4 日
中国（深セン）ツーリズムエキスポ 2015 12月 4 日～12月 6 日
第 17 回深セン国際アパレルファブリックアクセサリ＆織り
糸エキスポ 12月 9 日～12月11日
2015 深セン国際エキシビジョン（衣類ﾞ OEM/ODM）
第 11 回冬　アート & クラフトエキスポ 12月11日～12月14日
第 11 回中国（深セン）秋　ティーエキスポ 12月18日～12月21日

広州
広州中国輸出入商品取引
会展館

（China Import & 
Export Fair
Complex,Pazhou）

第 118 回セッションチャイナインポート＆エクスポートフェア 10月15日～11月 4 日
第 13 回中国（広州）国際自動車エキシビジョン 11月21日～11月29日
2015 第 15 回中国（広州）国際レザーバッグ＆ハンドバッ
グフェア

11月26日～11月28日
2015 第 10 回中国（広州）国際アパレルファブリックアク
セサリー＆織り糸フェア
第 22 回広州ホテル設備＆供給品エキシビジョン

12月14日～12月16日第 22 回広州クリーニング設備＆供給品エキシビジョン
2015 広州ホテルフード＆ビバレッジエキシビジョン

保利世 博 　
（Poly World Trade 
Expo Centre） 

中国国際コミックスフェスティバルエキスポ 10月 1 日～10月 5 日
ペットフェアアジア 2015 －広州

10月 8 日～10月11日
アクアフェアアジア 2015
2015 秋　家庭用品、照明 & エレクトロニクスエキシビジョン 10月14日～10月17日
第 32 回 Jihan フェア（ホーム & ギフト） 10月21日～10月27日
第 2 回中国国際老齢者産業エキシビジョン 11月 6 日～11月 8 日
第 78 回中国自動車パーツフェア 11月12日～11月14日
2015 広州国際印関連刷エキスポ

（スルリーンプリンティング・インダストリアルデジタルプ
リント＆テキスタイルデジタルプリンティング）

11月17日～11月19日2015 中国（広州）国際エキシビジョン
（印刷技術＆パッケージング技術＆設備）
2015 中国（広州）国際印刷エキシビジョン

（プリンティング＆パッケージングシート）
2015 広州デザインウィーク 12月 4 日～12月 6 日
第 3 回中国（広州）国際グリーン建築エキスポ

12月10日～12月12日
中国国際ヘルスエキスポ
ホテルエキスポ広州 2015

12月15日～12月17日中国（広州）クリーンエキスポ 2015
I-Fair（広州）2015

台湾
Taipei World Trade 
Center Hall 1	

台北国際発明展＆テクノマート見本市 10月 1 日～10月 3 日
オーストラリア　教育エキシビジョン　台湾　2015 10月 3 日～10月 4 日
第 17 回台北　幼児・妊婦グッズ＆子供エキスポ 10月 8 日～10月11日
アジアオーガニック & ロハスエキスポ　台湾　2015 10月 9 日～10月11日
2015 秋　国際教育エキスポ 10月10日～10月11日
台北シューズショー　秋＆冬 2015 10月13日～10月15日
台湾　国際太陽光発電エキシビジョン 10月14日～10月16日
16 回新世紀家具エキスポ 10月16日～10月19日
台北国際デジタルフォトグラフィー＆メディア設備エキシビ
ジョン 2015 10月22日～10月25日
台湾　アウトドアショー 2015
アート台北 2015 10月30日～11月 2 日
台北国際トラベルフェア 2015 11月 6 日～11月 9 日
台北国際建築資材 & ファーニチャーエキシビジョン　2015 11月13日～11月16日
台湾ジュエリー & ジェムフェア 11月20日～11月23日
台北国際建築建材及び産品展エキスポ 2015 12月10日～12月13日
台北おもちゃ ･ 女性・子供＆教育用品エキスポ 2015

12月17日～12月20日
台北国際フィギュア＆プラスティックモデルショー
台北国際オートショー 12月26日～ 1 月 3 日
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室

［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
小田 周平

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室

［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
平田 治郎

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong

［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
石本 恒義

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand

［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
佐々木 隆夫

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145

［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
吉田 圭一郎

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003

［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
上野 仁敬

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
Taipei World Trade 
Center Hall 3

台北国際トラベルフェア 2015 11月 6 日～11月 9 日
台北ペットショー＆ペット関連商品ショー 11月13日～11月16日
2015 台北国際プラント工場機器＆設備ショー 11月19日～11月22日
ネイルビューティエキスポ台北 12月11日～12月14日

Taipei World Trade 
Center Nangang 
Exhibition Hal	l

E －コマース　エキスポアジア
10月 6 日～10月 9 日

第 41 回台北国際エレクトロニクスショー
2015　台湾国際グリーン産業ショー

10月14日～10月16日台湾国際太陽光発電エキシビジョン
レーザー台湾 2015
台北革新的テキスタイルアプリケーションショー 2015 10月19日～10月21日
台湾プリント回路協会ショー 2015 10月21日～10月23日
2015 台湾国際ツーリズムスーベニアエキシビジョン

11月13日～11月16日第 25 回台湾国際フードチェーン＆フランチャイズフェア
台湾国際ティー、コーヒー＆ワインエキスポ 2015
第 27 回台北国際建築建材及び産品展エキスポ 12月10日～12月13日
台北国際オートショー 12月26日～ 1 月 3 日

バンコク
バンコク国際貿易展示
センター（Bangkok  
International Trade & 
Exhibition Centre）

食品、ホテルタイランド（FHT）2015  9 月 2 日～ 9 月 5 日
ASEAN セラミック 2015  9 月 9 日～ 9 月11日
国際ワイヤー、ケーブル、チューブ商談会  9 月16日～ 9 月18日
家庭用品展示会 2015 10月 2 日～10月11日
BIG+BIH2015（Gifts and lifestyle products） 10月19日～10月23日
世界砂糖、オイル展示会 2015 10月27日～10月28日
化粧品フェア 2015 11月 3 日～11月 5 日
バス & トラック 2015 11月 5 日～11月 7 日
メタレックス 2015 11月18日～11月21日
写真フェア 2015 11月26日～11月29日

Queen Sirikit National
Convention Centre

タイ旅行フェア  9 月 3 日～ 9 月 6 日
タイ　モバイル展示会 10月 1 日～10月 4 日
住宅、マンションフェア 2015 10月 8 日～10月11日
旅行メディアフェア 2015 10月15日～10月17日
第 20 回　バンコク書籍フェア 2015 10月21日～11月 1 日
タイ子供用品フェア 2015 11月12日～11月15日
アジア技術貿易ショー 11月18日～11月20日
バンコク家具フェア 11月28日～12月 6 日

Impact Arena 
Exhibition &
Convention Center

The 56th バンコク宝石フェア 2015  9 月10日～ 9 月14日
タイ農業生産品、安全食材展示会

 9 月17日～ 9 月18日
タイ国際 TRUCK SHOW 2015（TIT 2015 ）
フェスティバル

（家具、結婚、旅行、宝石、食品、電気等） 10月10日～10月18日

キッズフェア 10月22日～10月25日
アジア　デジタルサイン展示会 2015 11月12日～11月15日
世界スポーツ展示会 2015 11月13日～11月22日
東南アジア　太陽光発電フェア 2015 11月24日～11月25日

ホーチミン・ハノイ
Ho Chi Minh Tan 
Binh Exhibition & 
Convention Centre

ベトナム食品、包装フェア  9 月 9 日～ 9 月12日
ベトナム農場展示会 2015 10月 1 日～10月 5 日
ベトナム衣料品フェア 2015 10月21日～10月24日

Saigon Exhibition &
Convention 
Center	

自動化工業フェア　ベトナム  9 月14日～ 9 月16日
メタレックスベトナム 2015 10月 8 日～10月10日
ベトナム　木材、家具、ガラスフェア 10月14日～10月17日
PETROVIETNAM 展示会 2015 10月21日～10月23日
ワイヤー &　ケーブルフェア 2015 10月26日～10月28日
第 11 回　ベトナムモーターショー 10月28日～11月 1 日
ベトナム国際小売、フランチャイズ展示会 2015 11月 5 日～11月 7 日

Hanoi International 
Center
for Exhibition

Nepcon ベトナム（電気製造サービス）  9 月17日～ 9 月19日
ゴム、タイヤ　ベトナムフェア  9 月21日
メタレックスベトナム 2015 10月21日～10月21日
ベトナム衣料機械展示会 10月25日～10月27日

Vietnam Exhibition & 
Fair Centre, Hanoi ベトナム国際工業フェア 10月20日～10月23日

シンガポール
singapore expo グレーシャスリビング（8：00AM-10：00PM） 10月 3 日～10月11日

BuildTech Asia 2015（10：00AM-6：00PM） 10月13日～10月15日
GASTECH Conference & Exhibition（10：00AM-6：00PM） 10月27日～10月30日
ウィンタータイムセール（10：00AM-10：00PM） 11月 6 日～11月10日
The Cars @ Expo 2015 11月 7 日～11月 8 日
MPH ブックセール（9：00AM-9：00PM） 11月20日～11月22日
SITEX 2015（11：00AM-9：00PM）

11月26日～11月29日
Timberland Expo Sales 2015（11：00AM-8：00PM）
ハラルインターナショナル（10：00AM-10：00PM） 12月 3 日～12月 6 日
Asia Stone Expo 2015 12月 8 日～12月12日

Suntec Singapore LTE Aisa 2015 10月 6 日～10月 7 日
GovernmentWare 2015 10月 6 日～10月 8 日
JEC Composites Asia 10月20日～10月22日
おいしいジャパン 10月22日～10月24日
Cloud Expo Asia & Data Centre World 2015 10月28日～10月29日
ビジュアルアジアエキスポ 2015

11月 5 日～11月 7 日
国際建築フェスティバル
アニメフェスティバルアジア 2015（AFA 15）"Japan Pop 
Culture Now!" 11月13日～11月15日
3rd SG-Duke 2015
心　精神　体　フェスティバル 11月20日～11月22日
シンガポールアートフェアー（ME.NA. SA.ART） 11月26日～11月29日
3rd Asia-Pacif ic CAD/CAM & Digital Dentistry 
International Conference 12月 3 日～12月 5 日

BookFest @ Singapore 2015 12月 4 日～12月13日
ESMO Asia 2015 12月18日～12月21日

Sands Expo & 
Convention Centre

ITB Asia 2015 10月21日～10月23日
シンガポール宝飾＆宝石フェアー 2015 10月22日～10月25日
2015 EMBAC 年次会議 10月25日～10月28日
シンガポール国際エナジーウィーク 2015 10月26日～10月30日
アジアクリーンエナジーサミット（ACES） 10月27日～10月28日
Gastech Singapore 2015 10月27日～10月30日
Asian Downstream Week 2015 10月28日～10月29日
フランチャイズ＆リースアジア（FLAsia） 10月29日～10月31日

マレーシア
KL Convention 
Centre

フード＆ホテルマレーシア 2015  9 月29日～10月 2 日
国際パームオイル会議（PIPOC）2015 10月 6 日～10月 8 日
教育 UK 展示会 2015 10月10日～10月11日
Asia Petroleum Geoscience Conference & Exhibition

（APGCE 2015） 10月12日～10月13日

ビューティーエキスポ 2015　（マレーシア国際ビューティー
ショー） 10月16日～10月19日
AES Expo 2015（アジアエスティック＆スキンケアー展示会）
Homedec 2015 - Part 1（ホームデコー＆デザイン展示会） 10月22日～10月25日
MIA 国際アカウンタント会議 2015 10月26日～10月27日
Homedec 2015 - Part 2（ホームデコー＆デザイン展示会） 10月29日～11月 1 日
世界イスラム経済会議（WIFE）2015 11月 3 日～11月 5 日
第 25 回マレーシア国際宝飾フェスティバル 2015（秋エ
ディッション） 11月 6 日～11月 9 日

Axismatics Professional Institute FBDO Convention 11月 7 日
スタープロパティーフェアー 11月27日～11月29日
HRDF Conference & Exhibition 2015 12月 8 日～12月 9 日
ASEAN Federation of Endocrine Society（AFES）2015 12月10日～12月13日
Facon Education Fair 2015（December） 12月19日～12月20日
マレーシア家具フェアー 2015（MF3 2015 - 12 月シリーズ） 12月25日～12月28日

PUTRA WORLD 
TRADE CENTRE

LABSIA Exhibition 10月 6 日～10月 8 日
Build Tech 2015 10月 7 日～10月10日
アジアマリン＆オフショアエキスポ 2015（AMOX） 10月21日～10月23日
第 12 回国際健康フェアー 2015 12月11日～12月13日
パーフェクトリビング 2015 11月12日～11月15日
KL Yes Fest 2015 12月18日～12月20日

インドネシア
Jakarta International 
Expo

Allpack 2015  9 月30日～10月 3 日
インドネシア マリン エキスポ 2015 ＆インドネシア サプラ
イチェーン ロジスティックエキスポ 2015 10月 7 日～10月 9 日

Allprint, LED & Signage Expo 2015 10月 7 日～10月10日
ILDEX 2015 10月 8 日～10月10日
インドネシア国際シーフード＆ミートエキスポ 2015, 
Farmtech 10月15日～10月17日

GRC Pesta Semarak Point 2015 10月17日
トレードエキスポ インドネシア 2015 10月21日～10月25日
コンクリートショー東南アジア 2015

10月28日～10月30日
HOTELEX 2015
Broadcast, Internet of Things and Optics 10月29日～11月 1 日
Textech & Dyechem 11月 5 日～11月 7 日
PALENTS（Pro, Audio, Lighting, Entertainment & 
Technology Show）2015 11月 5 日～11月 8 日

Misa Syukur 11月 7 日
SIAL Interfood 2015 11月11日～11月14日
プラスティック＆ゴム インドネシア 2015 11月18日～11月21日
Glasstech Asia 2015 11月19日～11月21日
HAVCR-PS 11月25日～11月27日
製造＆マシーンツール インドネシアシリーズ 2015 12月 2 日～12月 5 日

Jakarta Convention 
Center

インド
Bombay Exhibition 
Centre 特になし

HICC Novotel 
Complex 歯周学会議 10月30日～11月 1 日

Pragati Maidan, New 
Delhi

電機システム国際商談会  9 月 9 日～ 9 月11日
電子決済展示会  9 月22日～ 9 月24日
デリー宝石フェア  9 月26日～ 9 月28日
美、健康フェア  9 月27日～ 9 月30日
Fire インド展示会 10月 5 日～10月 7 日
第 11 回　鉄道備品展示会 2015 10月14日～10月16日
インド　フランチャイズフェア 2015 10月18日～10月19日
紙製品フェア 2015 11月 1 日～11月 4 日

フィリピン
World Trade Center 
Metro Manila

2015　フィリピン国際建築設備、建築資材、インテリア &
エクステリアプロダクツ　エキシビジョン 10月 8 日～10月11日

フィリピン都市インフラ国際会議＆展示会　2015 11月23日～11月25日
世界バザーフェスティバルエキシビジョン

（家庭用品、家電、住宅用品） 12月 4 日～12月20日

SMX Convention 
Center Manila

2015 フィリピン国際建設設備、建材、インテリア＆エクテ
リア　エキシビジョン

10月 8 日～10月11日
HVACR　ヒーバック & アンドフィリピンエキシビジョン
－暖房、換気、冷却（空気調節）と冷凍製品とテクノロジー
マニラ　FAME エキシビジョン
－住宅装飾、 ギフト & ファッションアクセサリー 10月15日～10月18日

第 22 回国際機械＆テクノロジーエキシビジョン 11月 5 日～11月 7 日

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室

［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
小田 周平

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室

［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
平田 治郎

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong

［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
石本 恒義

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand

［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
佐々木 隆夫

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145

［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
吉田 圭一郎

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003

［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
上野 仁敬

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール
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今月の注目データ

DATA in 九州

今月は「らっきょうの収穫量」と「“道の駅”登録数」です。

らっきょうの収穫量

「道の駅」登録数
　「道の駅」登録数を見てみると、平成27年４月現在、全国に1,059駅、九州に121駅あり、平成５年に

「道の駅」の登録が開始して以来、全国、九州ともに増加を続けています。これは、人が集まる「道の駅」
を活用して地域の活性化を図ろうと、多くの自治体が積極的に「道の駅」の整備を行っていることが一
因と考えられます。
　その「道の駅」の中で注目を集めているのが、福岡県宗像市にある「道の駅むなかた」です。「道の駅
むなかた」には平成20年の開設以来、玄界灘で朝とれた新鮮な魚介類を目当てに観光客だけでなく地
元の人も押しかけており、売上、来場者ともに右肩上がりで増え続け、平成26年には年間売上約18億５
千万円、来場者170万人と九州地区№１※ の売上と集客を誇っています。
　その地域の特産物等を活かして人を呼び、また地域に仕事を生み出す場ともなっている「道の駅」
は、地方に活力を取り戻す取り組みとして脚光をあびています。

らっきょうの収穫量

（出所：農林水産省「平成24年地域特産野菜生産状況調査」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

（出所：国土交通省資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

（※九州・沖縄「道の駅」連絡会調べ）

「道の駅」登録数

らっき
ょうの

収穫量

ふきあげはま

「道の駅」登録数

「道の駅」登録数

　カレーライスの付け合わせとしてお馴染みのらっきょうの国内収穫量を都道府県別に見ると、鹿児島
県が全国１位となっています。らっきょうの栽培には砂地や火山灰土壌など、水はけが良くやせた土地が
適していることから、適地に恵まれた鹿児島でのらっきょうの栽培が盛んになっており、なかでも日本三
大砂丘の一つ、吹上浜（鹿児島）の砂地を利用して栽培された砂丘らっきょうは全国的に有名で、その
特長は色白でひきしまった実とシャキシャキした食感です。
　らっきょうは「畑の薬」とも呼ばれ、漢方薬にも使われるほど多くの効能をもっており、疲労回復に効果
を発揮する他、風邪や生活習慣病、そしてがんの予防にも効果が期待できます。
　栄養価の高いらっきょうは厳しい残暑にも負けない健康な身体を維持するのに役立ってくれそうです。

らっきょうの収穫量
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかに回復している
福岡県の景気は、緩やかに回復しています。
個人消費は、主力の飲食料品が堅調に推移する等、底堅く推移しています。住宅投資は、分譲マンションの着

工が前年を大きく上回る等、好調に推移しています。
生産は、四輪自動車が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。

（松永 圭史）

1.生産活動 持ち直しの動きが続いている
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は108.0と前月比0.6％低下しました。
主要業種では、半導体製造装置の生産が減少した

はん用・生産用機械が低下したものの、四輪自動車が
増産となった輸送機械が上昇する等、生産は持ち直し
の動きが続いています。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、4,630戸と前年同月
比28.7％増加しました。
「分譲（マンション）」が前年同月比約2.2倍となった

他、「持家」「貸家」でも前年を大きく上回る等、好調に
推移しています。

4.公共工事 ３ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比8.1％減の696件、金額が同8.7％増の419億円と
なりました。

発注者別では、ダム建設工事の大型案件があった
「県」や、スポーツ施設新築工事の発注があった「市町
村」が前年を上回り、全体では３ヵ月ぶりに前年を上回
りました。

5.企業倒産 負債総額は前年を下回る

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比0.1％減の

554億円となりました。
天候不順の影響で衣料品が振るわなかったもの

の、主力の飲食料品や、化粧品や宝飾品など高額品
が堅調に推移する等、底堅く推移しています。

F u k u o k a

好調に推移している

経 済 動 向 〈福岡県〉

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比13 .0％増の26件、負債総額は同
42.8％減の約11億円となりました。

サービス業で約２億円の倒産が発生しましたが、負
債総額は前年を下回りました。

■福岡県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向
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福岡県の景気は、緩やかに回復しています。
個人消費は、主力の飲食料品が堅調に推移する等、底堅く推移しています。住宅投資は、分譲マンションの着

工が前年を大きく上回る等、好調に推移しています。
生産は、四輪自動車が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。

（松永 圭史）

1.生産活動 持ち直しの動きが続いている
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は108.0と前月比0.6％低下しました。
主要業種では、半導体製造装置の生産が減少した

はん用・生産用機械が低下したものの、四輪自動車が
増産となった輸送機械が上昇する等、生産は持ち直し
の動きが続いています。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、4,630戸と前年同月
比28.7％増加しました。
「分譲（マンション）」が前年同月比約2.2倍となった

他、「持家」「貸家」でも前年を大きく上回る等、好調に
推移しています。

4.公共工事 ３ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比8.1％減の696件、金額が同8.7％増の419億円と
なりました。

発注者別では、ダム建設工事の大型案件があった
「県」や、スポーツ施設新築工事の発注があった「市町
村」が前年を上回り、全体では３ヵ月ぶりに前年を上回
りました。

5.企業倒産 負債総額は前年を下回る

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比0.1％減の
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天候不順の影響で衣料品が振るわなかったもの

の、主力の飲食料品や、化粧品や宝飾品など高額品
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７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比13 .0％増の26件、負債総額は同
42.8％減の約11億円となりました。

サービス業で約２億円の倒産が発生しましたが、負
債総額は前年を下回りました。

■福岡県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、緩やかに回復しています。
個人消費は、飲食料品が堅調に推移する等、底堅く推移しています。住宅投資は、「持家」「貸家」が前年を大き

く上回った結果、全体でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。
生産は、集積回路や医薬品が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。

（松永 圭史）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は119.8と前月比1.2％低下しました。

主要業種では、集積回路の生産が増加した電子部
品・デバイスや、医薬品が増産となった化学が上昇す
る等、生産は持ち直しの動きが続いています。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、1,015戸と前年同月
比40.0％増加しました。
「持家」「貸家」が前年を大きく上回った結果、全体

でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.3％減の417件、金額が同24.5％減の132億
円となりました。

発注者別では、「その他公共的団体」以外は全て前
年を下回り、全体でも13ヵ月連続で前年を下回りまし
た。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％増の９件、負債総額が同約２倍
の約16億円となりました。

旅館業で約８億円の倒産が発生し、負債総額は前
年を上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の大型小売店販売額は、前年同月比4.5％減の
128億円となりました。

天候不順による夏物衣料の不振に加え、今年２月の
百貨店閉店の影響もあり前年を下回りましたが、主力
の飲食料品が堅調に推移する等、個人消費は底堅く
推移しています。

緩やかに回復している

持ち直しの動きが続いている

３ヵ月ぶりに前年を上回る

13ヵ月連続で前年を下回る

負債総額は前年を上回る

底堅く推移している
■熊本県の大型小売店販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、緩やかに回復しています。
個人消費は、飲食料品が堅調に推移する等、底堅く推移しています。住宅投資は、「持家」「貸家」が前年を大き

く上回った結果、全体でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。
生産は、集積回路や医薬品が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。

（松永 圭史）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は119.8と前月比1.2％低下しました。

主要業種では、集積回路の生産が増加した電子部
品・デバイスや、医薬品が増産となった化学が上昇す
る等、生産は持ち直しの動きが続いています。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、1,015戸と前年同月
比40.0％増加しました。
「持家」「貸家」が前年を大きく上回った結果、全体

でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.3％減の417件、金額が同24.5％減の132億
円となりました。

発注者別では、「その他公共的団体」以外は全て前
年を下回り、全体でも13ヵ月連続で前年を下回りまし
た。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％増の９件、負債総額が同約２倍
の約16億円となりました。

旅館業で約８億円の倒産が発生し、負債総額は前
年を上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の大型小売店販売額は、前年同月比4.5％減の
128億円となりました。

天候不順による夏物衣料の不振に加え、今年２月の
百貨店閉店の影響もあり前年を下回りましたが、主力
の飲食料品が堅調に推移する等、個人消費は底堅く
推移しています。

緩やかに回復している

持ち直しの動きが続いている

３ヵ月ぶりに前年を上回る

13ヵ月連続で前年を下回る

負債総額は前年を上回る

底堅く推移している
■熊本県の大型小売店販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、化粧品や宝飾品など高額品が堅調に推移した他、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し

ています。住宅投資は、「持家」「貸家」が前年を大きく上回った結果、全体でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。
生産は、ボイラーが増産となったはん用・生産用機械が上昇する等、持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動 持ち直しの動きが見られる
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は90.8と前月比2.1％上昇しました。
主要業種では、ボイラーの生産が増加したはん用・

生産用機械や、修繕船が増産となった輸送機械が上
昇する等、生産は持ち直しの動きが見られます。

3.住宅建設 ３ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の新設住宅着工戸数は、641戸と前年同月比

37.0％増加しました。
「持家」「貸家」が前年を大きく上回った結果、全体

でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。

4.公共工事 ２ヵ月連続で前年を下回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比22.6％減の419件、金額が同32.7％減の149億
円となりました。

発注者別では、大学施設関連の大型案件があった
「独立行政法人等」以外は大型案件に乏しく、全体で
も２ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同数の２件、負債総額が約２億円となりました。
負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制されてい

ます。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比1.5％減の

90億円となりました。
気温の低い日が続き夏物衣料が振るわなかったも

のの、化粧品や宝飾品など高額品が堅調に推移した
他、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。

持ち直しの動きが続いている

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、化粧品や宝飾品など高額品が堅調に推移した他、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し

ています。住宅投資は、「持家」「貸家」が前年を大きく上回った結果、全体でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。
生産は、ボイラーが増産となったはん用・生産用機械が上昇する等、持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動 持ち直しの動きが見られる
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は90.8と前月比2.1％上昇しました。
主要業種では、ボイラーの生産が増加したはん用・

生産用機械や、修繕船が増産となった輸送機械が上
昇する等、生産は持ち直しの動きが見られます。

3.住宅建設 ３ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の新設住宅着工戸数は、641戸と前年同月比

37.0％増加しました。
「持家」「貸家」が前年を大きく上回った結果、全体

でも３ヵ月ぶりに前年を上回っています。

4.公共工事 ２ヵ月連続で前年を下回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比22.6％減の419件、金額が同32.7％減の149億
円となりました。

発注者別では、大学施設関連の大型案件があった
「独立行政法人等」以外は大型案件に乏しく、全体で
も２ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同数の２件、負債総額が約２億円となりました。
負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制されてい

ます。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比1.5％減の

90億円となりました。
気温の低い日が続き夏物衣料が振るわなかったも

のの、化粧品や宝飾品など高額品が堅調に推移した
他、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。

持ち直しの動きが続いている

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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■長崎県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県

長崎県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅投資は、２ヵ月連続で前年を

上回っています。
生産は、金属工作機械や工船が増産となる等、持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.5と前月比7.1％上昇しました。

主要業種では、医薬品が減産となった化学が低下
したものの、金属工作機械の生産が増加した一般機
械や工船が増産となった輸送機械が上昇する等、生
産は持ち直しの動きが見られます。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、520戸と前年同月比
7.9％増加しました。
「分譲（マンション）」が前年を下回ったものの、「持

家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を上回り、全体でも
２ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比29.5％減の191件、金額が同30.2％減の84億円
となりました。

発注者別では、九州新幹線関連や大学改修関連で
大型案件があった「独立行政法人等」以外は大型案件
に乏しく、全体でも２ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の２件、負債総額が約２億円となりました。
　負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制されてい
ます。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の大型小売店販売額は、前年同月比3.2％増の
53億円となりました。

天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの
の、主力の飲食料品が前年を大きく上回る等、持ち直
しの動きが続いています。

持ち直しの動きが続いている

持ち直しの動きが見られる

２ヵ月連続で前年を上回る

２ヵ月連続で前年を下回る

負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制

持ち直しの動きが続いている
■佐賀県の大型小売店販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅投資は、２ヵ月連続で前年を

上回っています。
生産は、金属工作機械や工船が増産となる等、持ち直しの動きが見られます。

（松永 圭史）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.5と前月比7.1％上昇しました。

主要業種では、医薬品が減産となった化学が低下
したものの、金属工作機械の生産が増加した一般機
械や工船が増産となった輸送機械が上昇する等、生
産は持ち直しの動きが見られます。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、520戸と前年同月比
7.9％増加しました。
「分譲（マンション）」が前年を下回ったものの、「持

家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を上回り、全体でも
２ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比29.5％減の191件、金額が同30.2％減の84億円
となりました。

発注者別では、九州新幹線関連や大学改修関連で
大型案件があった「独立行政法人等」以外は大型案件
に乏しく、全体でも２ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同数の２件、負債総額が約２億円となりました。
　負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制されてい
ます。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の大型小売店販売額は、前年同月比3.2％増の
53億円となりました。

天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの
の、主力の飲食料品が前年を大きく上回る等、持ち直
しの動きが続いています。

持ち直しの動きが続いている

持ち直しの動きが見られる

２ヵ月連続で前年を上回る

２ヵ月連続で前年を下回る

負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制

持ち直しの動きが続いている
■佐賀県の大型小売店販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。住宅投資は、「貸家」「分譲（マンション）」が

前年を上回る等、好調に推移しています。
生産は、医療用機械器具や農薬が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。　

（松永 圭史）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は105.7と前月比1.4％上昇しました。

主要業種では、医療用機械器具の生産が増加した
はん用・生産用・業務用機械や、農薬が増産となった
化学・石油製品工業が上昇する等、生産は持ち直しの
動きが続いています。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.1％増
の629戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸

家」「分譲（マンション）」が前年を大きく上回る等、好
調に推移しています。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比18.0％減の228件、金額が同38.4％減の94億円
となりました。

発注者別では、防災関連施設の発注があった「その
他公共的団体」以外は大型案件に乏しく、全体でも
２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が６件、負債総額が約９億円となりました。

ホテル業で５億円の倒産が発生し、負債総額は前年
を大きく上回りました。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の大型小売店販売額は、前年同月比3.4％減の
88億円となりました。　

天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの
の、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。

持ち直しの動きが続いている

持ち直しの動きが続いている

好調に推移している

２ヵ月ぶりに前年を下回る

負債総額は前年を上回る

底堅く推移している
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■大分県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。住宅投資は、「貸家」「分譲（マンション）」が

前年を上回る等、好調に推移しています。
生産は、医療用機械器具や農薬が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。　

（松永 圭史）

1.生産活動

５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は105.7と前月比1.4％上昇しました。

主要業種では、医療用機械器具の生産が増加した
はん用・生産用・業務用機械や、農薬が増産となった
化学・石油製品工業が上昇する等、生産は持ち直しの
動きが続いています。

3.住宅建設

６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.1％増
の629戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸

家」「分譲（マンション）」が前年を大きく上回る等、好
調に推移しています。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比18.0％減の228件、金額が同38.4％減の94億円
となりました。

発注者別では、防災関連施設の発注があった「その
他公共的団体」以外は大型案件に乏しく、全体でも
２ヵ月ぶりに前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が６件、負債総額が約９億円となりました。

ホテル業で５億円の倒産が発生し、負債総額は前年
を大きく上回りました。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

６月の大型小売店販売額は、前年同月比3.4％減の
88億円となりました。　

天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの
の、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。

持ち直しの動きが続いている

持ち直しの動きが続いている

好調に推移している

２ヵ月ぶりに前年を下回る

負債総額は前年を上回る

底堅く推移している
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■大分県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 持ち直しの動きが続いている

1.生産活動 持ち直しの動きが見られる
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は101.6と前月比2.9％上昇しました。
主要業種では、スマホ向け半導体が減産となった

電子部品・デバイスが低下したものの、焼酎が増産と
なった食料品やステンレス原料のフェロニッケルの生
産が増加した鉄鋼・金属製品が上昇する等、持ち直し
の動きが見られます。

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比32.2％増

の579戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲」で前年を上回った結果、全体

でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ５ヵ月連続で前年を下回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比30.2％減の322件、金額が同45.9％減の91億円
となりました。

発注者別では、中心市街地再開発関連の大型案件
があった「その他公共的団体」以外は大型案件に乏し
く、全体でも５ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が３件、負債総額が前年同月比22.9％減の約５千万円
となりました。

負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制されてい
ます。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比2.1％減の

65億円となりました。
天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの

の、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。

宮崎県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。住宅投資は、「持家」「貸家」「分譲」で前年を

上回った結果、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。
生産は、焼酎が増産となった食料品が上昇する等、持ち直しの動きが見られます。　

（松永 圭史）

■宮崎県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 持ち直しの動きが続いている

1.生産活動 持ち直しの動きが見られる
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は101.6と前月比2.9％上昇しました。
主要業種では、スマホ向け半導体が減産となった

電子部品・デバイスが低下したものの、焼酎が増産と
なった食料品やステンレス原料のフェロニッケルの生
産が増加した鉄鋼・金属製品が上昇する等、持ち直し
の動きが見られます。

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の新設住宅着工戸数は、前年同月比32.2％増

の579戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲」で前年を上回った結果、全体

でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ５ヵ月連続で前年を下回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比30.2％減の322件、金額が同45.9％減の91億円
となりました。

発注者別では、中心市街地再開発関連の大型案件
があった「その他公共的団体」以外は大型案件に乏し
く、全体でも５ヵ月連続で前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が３件、負債総額が前年同月比22.9％減の約５千万円
となりました。

負債総額、倒産件数ともに低水準に抑制されてい
ます。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比2.1％減の

65億円となりました。
天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの

の、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。

宮崎県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。住宅投資は、「持家」「貸家」「分譲」で前年を

上回った結果、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。
生産は、焼酎が増産となった食料品が上昇する等、持ち直しの動きが見られます。　

（松永 圭史）

■宮崎県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 持ち直しの動きが続いている
鹿児島県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。住宅投資は、「貸家」「分譲（マンション）」が

前年を上回る等、好調に推移しています。
生産は、でん粉が増産となった食料品が上昇する等、底堅く推移しています。

（松永 圭史）

1.生産活動 底堅く推移している
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は88.4と前月比0.9％上昇しました。
主要業種では、でん粉の生産が増加した食料品が

上昇する等、生産は底堅く推移しています。

3.住宅建設 好調に推移している
６月の新設住宅着工戸数は、1,157戸と前年同月

比30.3％増加しました。
「分譲（戸建）」で前年を下回ったものの、「貸家」「分

譲（マンション）」で前年を大きく上回る等、好調に推
移しています。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ４ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比9.3％減の470件、金額が同1.1％増の175億円と
なりました。

発注者別では、ごみ処理施設関連工事の発注が
あった「その他公共的団体」や、「独立行政法人等」「市
町村」で前年を上回り、全体でも４ヵ月ぶりに前年を上
回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額は前年を上回る
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比20.0％増の６件、負債総額が同約２倍の
約31億円となりました。

養殖業で約24億円の大型倒産が発生し、負債総額
は前年を大きく上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比0.9％減の

120億円となりました。
天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの

の、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。
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■鹿児島県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 持ち直しの動きが続いている
鹿児島県の景気は、持ち直しの動きが続いています。
個人消費は、飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。住宅投資は、「貸家」「分譲（マンション）」が

前年を上回る等、好調に推移しています。
生産は、でん粉が増産となった食料品が上昇する等、底堅く推移しています。

（松永 圭史）

1.生産活動 底堅く推移している
５月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は88.4と前月比0.9％上昇しました。
主要業種では、でん粉の生産が増加した食料品が

上昇する等、生産は底堅く推移しています。

3.住宅建設 好調に推移している
６月の新設住宅着工戸数は、1,157戸と前年同月

比30.3％増加しました。
「分譲（戸建）」で前年を下回ったものの、「貸家」「分

譲（マンション）」で前年を大きく上回る等、好調に推
移しています。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ４ヵ月ぶりに前年を上回る
６月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比9.3％減の470件、金額が同1.1％増の175億円と
なりました。

発注者別では、ごみ処理施設関連工事の発注が
あった「その他公共的団体」や、「独立行政法人等」「市
町村」で前年を上回り、全体でも４ヵ月ぶりに前年を上
回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額は前年を上回る
７月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比20.0％増の６件、負債総額が同約２倍の
約31億円となりました。

養殖業で約24億円の大型倒産が発生し、負債総額
は前年を大きく上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
６月の大型小売店販売額は、前年同月比0.9％減の

120億円となりました。
天候不順の影響で夏物衣料が振るわなかったもの

の、主力の飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。
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■鹿児島県の大型小売店販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）

可処分所得 消費支出
倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人

倍率
完全

失業率

1.0
1.9
2.8
2.6
2.7
2.5
2.6
2.7
2.9
3.1
3.2
3.1
3.4
3.3
3.3
3.4
3.4

41,350
42,126
43,320
43,343
43,555
43,445
43,538
44,076
43,790
44,159
44,704
44,450
44,603
45,195
44,721
44,821
45,015

3.5
2.4
4.5
2.5
2.7
2.3
2.6
2.6
2.6
3.5
3.1
3.1
3.6
3.5
3.5
4.4
3.9

59,694
61,144
63,879
64,753
65,086
64,243
64,407
65,100
64,460
65,443
65,833
65,538
65,899
67,375
67,162
67,594
67,609

▲4.4
▲4.8

▲10.5
▲20.2

▲3.6
▲14.0
▲11.2

0.9
▲16.6
▲14.6

▲8.5
▲16.6
▲11.5

5.5
▲18.2

0.0
▲4.7

12,734
12,124
10,855

834
865
882
727
827
800
736
686
721
692
859
748
834
824

4.5
4.4
4.0
3.5
3.7
3.8
3.5
3.6
3.5
3.5
3.4
3.6
3.5
3.4
3.3
3.3
3.4

0.65
0.80
0.93
1.09
1.10
1.10
1.10
1.10
1.10
1.12
1.14
1.14
1.15
1.15
1.17
1.19
1.19

308,838
313,874
319,170
293,050
295,738
311,693
305,836
303,614
316,154
306,230
357,772
320,674
291,387
351,974
334,301
317,317
293,042

420,538
425,005
426,132
320,940
568,874
448,429
383,294
341,855
404,682
352,340
773,622
359,029
406,800
364,614
384,710
327,875
581,279

1,138,752
1,557,681
1,690,171

125,717
150,205
140,687
103,576
163,388
121,646
135,933
161,939
136,405
163,627
230,385

93,134
98,660

125,348

▲3.0
1.6
1.7

▲4.8
▲0.3

0.4
▲2.2
▲3.7
▲0.1

1.7
▲0.2
▲1.6
▲1.1
▲8.5

1.3
8.3

▲0.9

▲2.2
1.1
0.3
0.8

▲3.9
▲1.3
▲1.4
▲2.2

0.9
▲1.1

2.6
0.2
2.1
1.7
3.1
2.2
2.2

▲11.4
36.8

8.5
7.9
3.2

▲7.5
▲15.0

0.9
0.1

▲0.1
19.0

▲19.4
▲14.1

▲7.4
▲26.9
▲21.5
▲16.5

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）

▲18.5
26.4
▲4.8
▲6.9
▲1.8

0.3
▲5.9
▲5.6

▲11.2
▲16.0
▲11.1
▲21.5
▲16.8
▲14.6

2.9
1.2
4.6

2,381,121
3,008,634
2,865,354

178,275
228,550
250,076
177,390
267,804
206,084
203,219
197,671
207,210
249,115
355,676
170,098
180,369
239,161

億円 前年比（％）

▲0.9
▲0.0

0.9
▲0.5
▲1.2

0.3
2.8
1.7
1.0
1.9
0.7
0.6
2.0

▲12.3
9.6
6.3
0.6

195,933
195,916
197,773

15,924
16,317
17,174
16,263
15,313
16,065
17,286
21,558
17,215
14,986
17,150
16,080
16,922
16,412

指数 前年比（％）

▲0.3
▲0.0

0.4
3.7
3.6
3.4
3.3
3.2
2.9
2.4
2.4
2.4
2.2
2.3
0.6
0.5
0.4

101.5
100.6
101.9
106.1
106.2
106.6
106.5
106.4
105.5
105.2
104.7
103.3
103.2
103.5
103.6
103.8
103.6

99.7
99.7

100.0
103.5
103.4
103.4
103.6
103.9
103.6
103.2
103.3
103.1
102.9
103.3
103.7
104.0
103.8

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

1.5
▲0.9

1.3
4.4
4.5
4.4
4.0
3.6
2.9
2.6
1.8
0.3
0.4
0.7

▲2.1
▲2.2
▲2.4

前年比（％）

16.2
5.2
6.9

▲27.1
▲11.9

▲7.7
▲10.3
▲15.3

1.6
▲6.0

▲10.5
▲11.2

11.2
▲4.9

7.2
18.1
31.3

前年比（％）

▲4.1
11.4
11.8

3.1
1.8

▲7.7
▲3.8
▲5.7
▲4.1
▲7.4
▲8.9

▲10.3
▲7.5

4.6
▲1.8

2.8
14.6

前年比（％）

0.1
2.0

13.9
▲22.9
▲19.0
▲25.3
▲22.7
▲23.4
▲28.6
▲29.3
▲25.5
▲18.7

▲9.1
▲1.4
▲2.1

1.1
7.2

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

2.6
5.8

11.0
▲15.0

▲9.5
▲14.1
▲12.5
▲14.3
▲12.3
▲14.3
▲14.7
▲13.0

▲3.1
0.7
0.4
5.8

16.3

834,215
882,797
980,025

67,791
75,757
72,880
73,771
75,882
79,171
78,364
76,416
67,713
67,552
69,887
75,617
71,720
88,118

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010 年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）

出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を

除く民需）
公共工事

保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

3.5
1.3

19.3
5.1

19.5
4.3

▲0.3
▲5.8
22.2

▲10.6
▲17.0

▲6.2
10.8

▲22.1
36.9
10.4
▲8.7

78,693
79,685
95,027

8,020
9,723
8,355
7,837
8,194

10,572
7,144
6,763
7,458
8,646
6,608

12,801
8,852
8,877

▲3.4
14.3
12.8
21.1
14.3

3.5
▲8.1
▲8.2
▲7.4

▲10.4
1.0

▲13.7
2.3

▲12.4
4.4

▲14.0
▲1.8

109,755
125,423
141,492

13,126
15,855
16,273
11,276
13,984
13,161

8,437
8,944
6,708
7,122

12,755
18,361
11,294
15,564

12.1
3.8

14.9
▲3.5

8.5
2.4

▲1.4
6.2
3.1

▲1.6
1.9

▲9.1
▲3.6

▲14.4
▲4.1
▲8.6
▲2.9

▲2.7
▲2.7

9.5
▲2.7
▲1.9

3.9
▲1.3

6.9
9.6
4.9

12.8
17.0

2.5
8.5
8.0
2.4
9.5

7.8
▲ 0.9

5.2
▲ 16.4

0.8
7.4
2.3
2.4

▲ 3.5
0.1
5.6
2.5

▲ 1.4
2.9
3.8
0.6

▲7.9

4.3
5.8

▲2.7
1.1
3.1
3.1
4.7
4.1
3.9
6.6
6.2
5.6
7.0
6.2
6.6
3.9
4.0

▲3.7
1.2

▲0.6
▲1.1

1.9
▲0.5
▲4.1

1.7
▲0.6
▲4.8
▲0.1
▲2.1
▲2.9
▲2.3

0.2
▲3.2

1.8

97.2
97.8
97.0
99.5
97.6
97.5
96.7
98.1
98.5
97.9
98.1

102.1
98.9
98.1
99.3
97.2
98.3

104.3
110.4
107.4
108.7
110.1
110.7
111.7
111.3
111.2
112.4
112.3
111.8
113.0
113.4
113.8
112.9
114.6

96.3
97.5
96.9
97.3
96.4
96.9
94.9
97.9
98.0
97.3
97.1

102.4
97.9
97.3
97.9
96.0
96.6

▲2.8
0.6

▲0.8
1.0
3.2

▲0.5
▲3.0

1.0
▲0.5
▲3.7
▲0.1
▲2.6
▲2.0
▲1.7

0.1
▲3.9

2.3

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.4
3.7
4.1
3.9
4.3
4.3
4.4
4.3
3.9
4.1
4.5
5.0
5.3
4.9
5.1
5.2

145,885
152,234
157,877
158,481
158,284
159,376
159,866
161,552
161,906
162,545
164,399
164,328
165,753
167,047
166,308
166,577
166,518

2.0
2.8
4.4
4.2
2.6
2.4
3.3
3.1
3.4
3.8
3.3
3.9
4.3
4.0
3.6
3.9
3.7

186,080
191,215
199,612
202,446
202,094
200,849
203,939
201,664
202,159
205,436
206,173
205,276
207,102
209,198
209,430
210,375
209,590

4.0
▲2.3
▲7.9

▲10.8
0.0

▲4.2
5.3

▲30.6
▲10.0
▲27.3

40.0
36.0
50.0
16.7
▲7.5

▲18.2
45.2

390
381
351

33
31
23
20
25
36
24
28
34
30
28
37
27
45

0.58
0.70
0.79
0.93
0.94
0.97
0.98
1.00
1.01
1.03
1.06
1.05
1.05
1.04
1.06
1.08
1.09

298,184
312,533
307,009
270,166
289,016
291,672
280,395
291,706
320,073
287,279
314,158
328,196
273,899
355,991
326,569
319,180
297,711

391,156
409,613
409,344
290,936
561,502
444,282
363,883
317,951
386,452
330,083
623,472
319,281
355,317
322,062
360,381
297,401
531,050

91,956
117,560
113,170

6,814
8,772
9,797
7,170

10,378
8,200
7,813
8,091
8,252

10,348
13,681

6,307
6,714
9,222

▲1.8
4.8

▲1.8
▲15.2

5.8
▲17.4
▲11.2

▲0.8
11.6
▲0.6

▲16.1
7.8

▲13.0
▲9.8

7.4
18.1

3.0

0.5
4.7

▲0.1
▲8.7

4.7
▲2.6
▲2.1
▲6.0

8.3
▲3.0

▲18.0
▲6.9
▲8.4
▲8.5

3.7
2.2

▲5.4

▲19.1
27.8
▲3.7
▲3.7

0.7
3.5

▲4.8
▲11.8
▲10.9
▲19.1
▲10.9
▲22.5
▲14.1
▲13.5

▲0.7
▲1.5

5.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

46,901
62,719
68,478

5,429
5,866
5,787
4,354
6,362
4,659
5,088
4,966
5,659
6,889
9,279
3,724
3,787
5,070

▲12.2
33.7

9.2
19.0

2.9
▲7.1

▲14.8
▲3.5

▲10.1
▲6.7
▲6.0

▲18.7
▲11.9

▲4.3
▲29.8
▲30.2
▲13.6

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）

4.3
0.1
1.3

▲0.4
▲1.2
▲1.1

3.0
▲0.5

3.3
2.3
1.2
0.2
0.9

▲13.2
11.7

5.3
▲0.1

689,334
689,812
698,746

55,183
55,437
61,984
57,250
52,202
57,150
61,050
79,588
60,274
51,738
60,716
55,406
58,099
55,370

指数 前年比（％）

▲0.2
▲0.1
▲0.0

2.9
3.1
3.1
3.2
2.8
2.5
2.7
2.9
3.0
3.0
3.4
1.8
1.9
1.6

99.8
99.6
99.6

102.2
102.3
102.6
102.9
103.3
102.7
102.6
103.1
102.7
102.8
103.3
103.6
104.1
103.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

▲0.5
10.4
36.4

▲56.6
58.3

▲28.8
9.0

▲44.1
▲5.5

▲23.2
▲39.4

62.7
122.4

30.7
▲25.6
133.5
▲35.9

2,560
2,825
3,855

126
320
249
340
288
296
389
256
353
339
357
406
293
205

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲15.7
11.1
28.5
46.3

▲10.0
9.7

▲2.4
▲9.9

▲20.1
▲6.4

▲18.2
▲9.4
11.2
12.1

▲10.5
▲11.1

8.7

13.9
6.9

13.6
4.5
4.2
1.0
1.7
6.9
7.0

▲16.6
6.3
0.1

21.1
▲4.5
▲0.9
▲6.0

6.7

0.2
2.0
6.6

10.2
▲4.0
▲2.9

2.9
2.1
5.2

12.2
12.7
25.3

1.2
5.5

13.3
4.3

12.2

3,321
3,691
4,742

380
385
490
386
579
472
278
284
211
261
459
485
338
419

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）

46.1
▲5.8
27.6

▲40.6
▲19.9
▲54.1
▲32.7
▲41.9
▲43.6

39.8
9.7

31.4
▲37.3
▲12.4

▲7.1
▲21.2

59.5

前年比（％）

8.6
11.4

8.5
26.1
28.7

▲22.6
15.6

3.3
15.5

▲48.1
▲8.7
▲7.6
27.6

▲15.7
20.7
▲3.1
20.7

前年比（％）

▲0.7
▲0.3
12.9

▲26.0
▲11.0
▲15.8
▲14.9
▲19.2
▲18.1
▲31.8
▲26.1

▲9.1
0.0

12.2
▲4.1
▲0.1
11.3

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

12.2
3.3

14.5
▲10.9

3.2
▲30.4

▲9.2
▲16.5

▲8.8
▲32.9
▲10.2

▲1.4
1.5

▲8.5
8.3

▲4.0
28.7

34,945
36,111
41,335

3,143
3,598
2,520
2,981
3,160
3,225
2,741
3,058
3,019
2,738
3,358
3,446
3,016
4,630

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010 年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010 年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010 年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

18.0
11.3

7.7
6.2

10.4
2.9
0.6

▲2.6
▲7.1

▲10.0
▲14.1

▲2.8
▲1.8
10.1
10.0

6.6

118.0
131.3
141.4
139.4
145.1
141.5
140.8
140.7
136.6
134.4
133.3
137.4
136.2
141.4
149.3
148.6

季調値 前年比（％）

2.8
5.6

▲3.2
2.7

▲0.1
▲7.3
▲2.1
▲2.2

3.7
0.8

▲0.3
3.9
1.5

▲0.8
6.4
2.6

102.8
108.6
105.1
108.1
105.7
101.7
104.6
103.2
105.0
105.3
104.4
115.8
112.5
109.3
108.1
111.9

季調値 前年比（％）

9.7
15.5
▲5.6
13.6
▲6.7

▲14.2
▲15.6
▲14.0

▲2.3
▲7.3
▲1.4

5.5
▲0.2
▲4.9
10.1

8.2

109.7
126.7
119.6
119.5
112.7
107.9
105.9
105.3
111.2
107.3
114.1
144.7
130.0
131.6
122.5
126.4

季調値 前年比（％）

6.1
▲5.0

0.2
4.7

32.3
7.6

15.3
▲7.1
24.1

9.9
▲7.4
▲0.9

8.9
3.0
3.8

▲3.8

106.1
100.7
100.9
117.0
125.7
111.1
120.1

97.0
118.7
115.4
109.4
112.7
109.9
111.9
128.4
114.1

季調値 前年比（％）

▲1.7
3.0

▲4.6
▲8.8
▲4.3

▲11.5
▲9.5
▲3.8
▲8.9

0.3
1.2
2.5

▲0.6
▲4.1
10.9

0.8

98.3
101.2

96.5
90.8
91.6
88.5
88.9
89.3
89.8
91.4
89.6
94.3
91.1
88.0
90.2
91.8

季調値 前年比（％）

▲3.2
▲6.1
▲2.0

6.9
6.9
8.8
2.1
6.9
3.5
5.6
0.2
8.5

18.5
10.8

3.2
▲4.4

96.8
91.0
89.1
94.4
94.1
92.8
90.4
93.9
91.9
95.5
94.8
97.0
95.7
93.4
91.3
91.2

季調値 前年比（％）

1.7
5.4

▲3.1
4.3
0.2

▲6.4
▲2.9
▲2.9

2.3
0.3
0.2
5.8
1.6

▲1.0
5.7
1.7

101.7
107.2
103.9
106.0
105.0
100.8
102.5
101.2
103.9
103.3
103.4
115.9
110.7
109.4
108.6
108.0

経 済 指 標全 国経 済 指 標 福 岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。大型小売店販売額は、店舗調整前の値。なお、前年比増減率
は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人
以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）

可処分所得 消費支出
倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人

倍率
完全

失業率

1.0
1.9
2.8
2.6
2.7
2.5
2.6
2.7
2.9
3.1
3.2
3.1
3.4
3.3
3.3
3.4
3.4

41,350
42,126
43,320
43,343
43,555
43,445
43,538
44,076
43,790
44,159
44,704
44,450
44,603
45,195
44,721
44,821
45,015

3.5
2.4
4.5
2.5
2.7
2.3
2.6
2.6
2.6
3.5
3.1
3.1
3.6
3.5
3.5
4.4
3.9

59,694
61,144
63,879
64,753
65,086
64,243
64,407
65,100
64,460
65,443
65,833
65,538
65,899
67,375
67,162
67,594
67,609

▲4.4
▲4.8

▲10.5
▲20.2

▲3.6
▲14.0
▲11.2

0.9
▲16.6
▲14.6

▲8.5
▲16.6
▲11.5

5.5
▲18.2

0.0
▲4.7

12,734
12,124
10,855

834
865
882
727
827
800
736
686
721
692
859
748
834
824

4.5
4.4
4.0
3.5
3.7
3.8
3.5
3.6
3.5
3.5
3.4
3.6
3.5
3.4
3.3
3.3
3.4

0.65
0.80
0.93
1.09
1.10
1.10
1.10
1.10
1.10
1.12
1.14
1.14
1.15
1.15
1.17
1.19
1.19

308,838
313,874
319,170
293,050
295,738
311,693
305,836
303,614
316,154
306,230
357,772
320,674
291,387
351,974
334,301
317,317
293,042

420,538
425,005
426,132
320,940
568,874
448,429
383,294
341,855
404,682
352,340
773,622
359,029
406,800
364,614
384,710
327,875
581,279

1,138,752
1,557,681
1,690,171

125,717
150,205
140,687
103,576
163,388
121,646
135,933
161,939
136,405
163,627
230,385

93,134
98,660

125,348

▲3.0
1.6
1.7

▲4.8
▲0.3

0.4
▲2.2
▲3.7
▲0.1

1.7
▲0.2
▲1.6
▲1.1
▲8.5

1.3
8.3

▲0.9

▲2.2
1.1
0.3
0.8

▲3.9
▲1.3
▲1.4
▲2.2

0.9
▲1.1

2.6
0.2
2.1
1.7
3.1
2.2
2.2

▲11.4
36.8

8.5
7.9
3.2

▲7.5
▲15.0

0.9
0.1

▲0.1
19.0

▲19.4
▲14.1

▲7.4
▲26.9
▲21.5
▲16.5

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）

▲18.5
26.4
▲4.8
▲6.9
▲1.8

0.3
▲5.9
▲5.6

▲11.2
▲16.0
▲11.1
▲21.5
▲16.8
▲14.6

2.9
1.2
4.6

2,381,121
3,008,634
2,865,354

178,275
228,550
250,076
177,390
267,804
206,084
203,219
197,671
207,210
249,115
355,676
170,098
180,369
239,161

億円 前年比（％）

▲0.9
▲0.0

0.9
▲0.5
▲1.2

0.3
2.8
1.7
1.0
1.9
0.7
0.6
2.0

▲12.3
9.6
6.3
0.6

195,933
195,916
197,773

15,924
16,317
17,174
16,263
15,313
16,065
17,286
21,558
17,215
14,986
17,150
16,080
16,922
16,412

指数 前年比（％）

▲0.3
▲0.0

0.4
3.7
3.6
3.4
3.3
3.2
2.9
2.4
2.4
2.4
2.2
2.3
0.6
0.5
0.4

101.5
100.6
101.9
106.1
106.2
106.6
106.5
106.4
105.5
105.2
104.7
103.3
103.2
103.5
103.6
103.8
103.6

99.7
99.7

100.0
103.5
103.4
103.4
103.6
103.9
103.6
103.2
103.3
103.1
102.9
103.3
103.7
104.0
103.8

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

1.5
▲0.9

1.3
4.4
4.5
4.4
4.0
3.6
2.9
2.6
1.8
0.3
0.4
0.7

▲2.1
▲2.2
▲2.4

前年比（％）

16.2
5.2
6.9

▲27.1
▲11.9

▲7.7
▲10.3
▲15.3

1.6
▲6.0

▲10.5
▲11.2

11.2
▲4.9

7.2
18.1
31.3

前年比（％）

▲4.1
11.4
11.8

3.1
1.8

▲7.7
▲3.8
▲5.7
▲4.1
▲7.4
▲8.9

▲10.3
▲7.5

4.6
▲1.8

2.8
14.6

前年比（％）

0.1
2.0

13.9
▲22.9
▲19.0
▲25.3
▲22.7
▲23.4
▲28.6
▲29.3
▲25.5
▲18.7

▲9.1
▲1.4
▲2.1

1.1
7.2

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

2.6
5.8

11.0
▲15.0

▲9.5
▲14.1
▲12.5
▲14.3
▲12.3
▲14.3
▲14.7
▲13.0

▲3.1
0.7
0.4
5.8

16.3

834,215
882,797
980,025

67,791
75,757
72,880
73,771
75,882
79,171
78,364
76,416
67,713
67,552
69,887
75,617
71,720
88,118

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010 年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）

出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を

除く民需）
公共工事

保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

3.5
1.3

19.3
5.1

19.5
4.3

▲0.3
▲5.8
22.2

▲10.6
▲17.0

▲6.2
10.8

▲22.1
36.9
10.4
▲8.7

78,693
79,685
95,027

8,020
9,723
8,355
7,837
8,194

10,572
7,144
6,763
7,458
8,646
6,608

12,801
8,852
8,877

▲3.4
14.3
12.8
21.1
14.3

3.5
▲8.1
▲8.2
▲7.4

▲10.4
1.0

▲13.7
2.3

▲12.4
4.4

▲14.0
▲1.8

109,755
125,423
141,492

13,126
15,855
16,273
11,276
13,984
13,161

8,437
8,944
6,708
7,122

12,755
18,361
11,294
15,564

12.1
3.8

14.9
▲3.5

8.5
2.4

▲1.4
6.2
3.1

▲1.6
1.9

▲9.1
▲3.6

▲14.4
▲4.1
▲8.6
▲2.9

▲2.7
▲2.7

9.5
▲2.7
▲1.9

3.9
▲1.3

6.9
9.6
4.9

12.8
17.0

2.5
8.5
8.0
2.4
9.5

7.8
▲ 0.9

5.2
▲ 16.4

0.8
7.4
2.3
2.4

▲ 3.5
0.1
5.6
2.5

▲ 1.4
2.9
3.8
0.6

▲7.9

4.3
5.8

▲2.7
1.1
3.1
3.1
4.7
4.1
3.9
6.6
6.2
5.6
7.0
6.2
6.6
3.9
4.0

▲3.7
1.2

▲0.6
▲1.1

1.9
▲0.5
▲4.1

1.7
▲0.6
▲4.8
▲0.1
▲2.1
▲2.9
▲2.3

0.2
▲3.2

1.8

97.2
97.8
97.0
99.5
97.6
97.5
96.7
98.1
98.5
97.9
98.1

102.1
98.9
98.1
99.3
97.2
98.3

104.3
110.4
107.4
108.7
110.1
110.7
111.7
111.3
111.2
112.4
112.3
111.8
113.0
113.4
113.8
112.9
114.6

96.3
97.5
96.9
97.3
96.4
96.9
94.9
97.9
98.0
97.3
97.1

102.4
97.9
97.3
97.9
96.0
96.6

▲2.8
0.6

▲0.8
1.0
3.2

▲0.5
▲3.0

1.0
▲0.5
▲3.7
▲0.1
▲2.6
▲2.0
▲1.7

0.1
▲3.9

2.3

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.4
3.7
4.1
3.9
4.3
4.3
4.4
4.3
3.9
4.1
4.5
5.0
5.3
4.9
5.1
5.2

145,885
152,234
157,877
158,481
158,284
159,376
159,866
161,552
161,906
162,545
164,399
164,328
165,753
167,047
166,308
166,577
166,518

2.0
2.8
4.4
4.2
2.6
2.4
3.3
3.1
3.4
3.8
3.3
3.9
4.3
4.0
3.6
3.9
3.7

186,080
191,215
199,612
202,446
202,094
200,849
203,939
201,664
202,159
205,436
206,173
205,276
207,102
209,198
209,430
210,375
209,590

4.0
▲2.3
▲7.9

▲10.8
0.0

▲4.2
5.3

▲30.6
▲10.0
▲27.3

40.0
36.0
50.0
16.7
▲7.5

▲18.2
45.2

390
381
351

33
31
23
20
25
36
24
28
34
30
28
37
27
45

0.58
0.70
0.79
0.93
0.94
0.97
0.98
1.00
1.01
1.03
1.06
1.05
1.05
1.04
1.06
1.08
1.09

298,184
312,533
307,009
270,166
289,016
291,672
280,395
291,706
320,073
287,279
314,158
328,196
273,899
355,991
326,569
319,180
297,711

391,156
409,613
409,344
290,936
561,502
444,282
363,883
317,951
386,452
330,083
623,472
319,281
355,317
322,062
360,381
297,401
531,050

91,956
117,560
113,170

6,814
8,772
9,797
7,170

10,378
8,200
7,813
8,091
8,252

10,348
13,681

6,307
6,714
9,222

▲1.8
4.8

▲1.8
▲15.2

5.8
▲17.4
▲11.2

▲0.8
11.6
▲0.6

▲16.1
7.8

▲13.0
▲9.8

7.4
18.1

3.0

0.5
4.7

▲0.1
▲8.7

4.7
▲2.6
▲2.1
▲6.0

8.3
▲3.0

▲18.0
▲6.9
▲8.4
▲8.5

3.7
2.2

▲5.4

▲19.1
27.8
▲3.7
▲3.7

0.7
3.5

▲4.8
▲11.8
▲10.9
▲19.1
▲10.9
▲22.5
▲14.1
▲13.5

▲0.7
▲1.5

5.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

46,901
62,719
68,478

5,429
5,866
5,787
4,354
6,362
4,659
5,088
4,966
5,659
6,889
9,279
3,724
3,787
5,070

▲12.2
33.7

9.2
19.0

2.9
▲7.1

▲14.8
▲3.5

▲10.1
▲6.7
▲6.0

▲18.7
▲11.9

▲4.3
▲29.8
▲30.2
▲13.6

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）

4.3
0.1
1.3

▲0.4
▲1.2
▲1.1

3.0
▲0.5

3.3
2.3
1.2
0.2
0.9

▲13.2
11.7

5.3
▲0.1

689,334
689,812
698,746

55,183
55,437
61,984
57,250
52,202
57,150
61,050
79,588
60,274
51,738
60,716
55,406
58,099
55,370

指数 前年比（％）

▲0.2
▲0.1
▲0.0

2.9
3.1
3.1
3.2
2.8
2.5
2.7
2.9
3.0
3.0
3.4
1.8
1.9
1.6

99.8
99.6
99.6

102.2
102.3
102.6
102.9
103.3
102.7
102.6
103.1
102.7
102.8
103.3
103.6
104.1
103.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

▲0.5
10.4
36.4

▲56.6
58.3

▲28.8
9.0

▲44.1
▲5.5

▲23.2
▲39.4

62.7
122.4

30.7
▲25.6
133.5
▲35.9

2,560
2,825
3,855

126
320
249
340
288
296
389
256
353
339
357
406
293
205

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲15.7
11.1
28.5
46.3

▲10.0
9.7

▲2.4
▲9.9

▲20.1
▲6.4

▲18.2
▲9.4
11.2
12.1

▲10.5
▲11.1

8.7

13.9
6.9

13.6
4.5
4.2
1.0
1.7
6.9
7.0

▲16.6
6.3
0.1

21.1
▲4.5
▲0.9
▲6.0

6.7

0.2
2.0
6.6

10.2
▲4.0
▲2.9

2.9
2.1
5.2

12.2
12.7
25.3

1.2
5.5

13.3
4.3

12.2

3,321
3,691
4,742

380
385
490
386
579
472
278
284
211
261
459
485
338
419

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）

46.1
▲5.8
27.6

▲40.6
▲19.9
▲54.1
▲32.7
▲41.9
▲43.6

39.8
9.7

31.4
▲37.3
▲12.4

▲7.1
▲21.2

59.5

前年比（％）

8.6
11.4

8.5
26.1
28.7

▲22.6
15.6

3.3
15.5

▲48.1
▲8.7
▲7.6
27.6

▲15.7
20.7
▲3.1
20.7

前年比（％）

▲0.7
▲0.3
12.9

▲26.0
▲11.0
▲15.8
▲14.9
▲19.2
▲18.1
▲31.8
▲26.1

▲9.1
0.0

12.2
▲4.1
▲0.1
11.3

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

12.2
3.3

14.5
▲10.9

3.2
▲30.4

▲9.2
▲16.5

▲8.8
▲32.9
▲10.2

▲1.4
1.5

▲8.5
8.3

▲4.0
28.7

34,945
36,111
41,335

3,143
3,598
2,520
2,981
3,160
3,225
2,741
3,058
3,019
2,738
3,358
3,446
3,016
4,630

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010 年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010 年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010 年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

18.0
11.3

7.7
6.2

10.4
2.9
0.6

▲2.6
▲7.1

▲10.0
▲14.1

▲2.8
▲1.8
10.1
10.0

6.6

118.0
131.3
141.4
139.4
145.1
141.5
140.8
140.7
136.6
134.4
133.3
137.4
136.2
141.4
149.3
148.6

季調値 前年比（％）

2.8
5.6

▲3.2
2.7

▲0.1
▲7.3
▲2.1
▲2.2

3.7
0.8

▲0.3
3.9
1.5

▲0.8
6.4
2.6

102.8
108.6
105.1
108.1
105.7
101.7
104.6
103.2
105.0
105.3
104.4
115.8
112.5
109.3
108.1
111.9

季調値 前年比（％）

9.7
15.5
▲5.6
13.6
▲6.7

▲14.2
▲15.6
▲14.0

▲2.3
▲7.3
▲1.4

5.5
▲0.2
▲4.9
10.1

8.2

109.7
126.7
119.6
119.5
112.7
107.9
105.9
105.3
111.2
107.3
114.1
144.7
130.0
131.6
122.5
126.4

季調値 前年比（％）

6.1
▲5.0

0.2
4.7

32.3
7.6

15.3
▲7.1
24.1

9.9
▲7.4
▲0.9

8.9
3.0
3.8

▲3.8

106.1
100.7
100.9
117.0
125.7
111.1
120.1

97.0
118.7
115.4
109.4
112.7
109.9
111.9
128.4
114.1

季調値 前年比（％）

▲1.7
3.0

▲4.6
▲8.8
▲4.3

▲11.5
▲9.5
▲3.8
▲8.9

0.3
1.2
2.5

▲0.6
▲4.1
10.9

0.8

98.3
101.2

96.5
90.8
91.6
88.5
88.9
89.3
89.8
91.4
89.6
94.3
91.1
88.0
90.2
91.8

季調値 前年比（％）

▲3.2
▲6.1
▲2.0

6.9
6.9
8.8
2.1
6.9
3.5
5.6
0.2
8.5

18.5
10.8

3.2
▲4.4

96.8
91.0
89.1
94.4
94.1
92.8
90.4
93.9
91.9
95.5
94.8
97.0
95.7
93.4
91.3
91.2

季調値 前年比（％）

1.7
5.4

▲3.1
4.3
0.2

▲6.4
▲2.9
▲2.9

2.3
0.3
0.2
5.8
1.6

▲1.0
5.7
1.7

101.7
107.2
103.9
106.0
105.0
100.8
102.5
101.2
103.9
103.3
103.4
115.9
110.7
109.4
108.6
108.0

経 済 指 標全 国経 済 指 標 福 岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。大型小売店販売額は、店舗調整前の値。なお、前年比増減率
は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人
以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

1.0
1.8
5.0
4.7
4.6
4.6
4.6
4.3
4.4
4.4
3.4
3.6
3.4
3.3
2.9
2.8
3.1

23,035
23,456
24,639
24,846
24,757
24,946
25,001
25,023
25,071
25,233
25,473
25,471
25,520
25,831
25,242
25,551
25,523

1.6
1.6
4.6
5.4
3.8
4.2
4.2
4.1
3.4
3.3
2.9
3.5
3.8
2.6
2.2
2.3
3.0

42,677
43,379
45,357
46,733
46,705
46,517
46,701
46,456
46,238
46,659
46,661
46,695
47,107
47,685
47,651
47,822
48,119

8.3
▲2.6

▲35.5
100.0

25.0
▲50.0

33.3
▲33.3
400.0

0.0
▲33.3

0.0
▲33.3

50.0
▲62.5
▲33.3

0.0

78
76
49

6
5
2
8
4

10
3
4
6
4
3
3
4
5

0.58
0.64
0.73
0.84
0.85
0.86
0.87
0.86
0.83
0.85
0.85
0.89
0.93
0.97
0.96
1.00
0.98

271,058
275,314
308,148
239,276
276,139
278,303
315,806
390,090
267,041
267,826
384,842
297,735
256,109
287,428
329,174
262,414
268,023

336,448
333,216
391,917
278,028
395,452
360,684
322,407
296,495
367,288
331,063
803,794
350,901
368,527
318,502
308,929
292,666
504,335

18,633
23,255
21,657

1,276
1,633
1,947
1,391
1,892
1,601
1,511
1,562
1,709
1,996
2,556
1,230
1,257
1,612

▲13.0
1.6

11.9
▲9.5

1.7
▲14.3

▲2.0
7.6

▲14.6
▲2.7
24.2

0.6
▲6.7

▲38.5
29.3

9.7
▲2.9

▲24.9
▲1.0
17.6
▲7.8

▲39.7
▲4.0

▲16.1
▲8.1
▲0.8
15.0
30.6
28.9
22.2
21.7
▲2.5

5.3
27.5

▲21.2
24.8
▲6.9
▲6.6

3.4
1.6
2.8

▲5.8
▲12.2
▲14.8

▲4.8
▲22.2
▲17.4
▲17.9

▲5.5
▲1.5
▲1.3

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

18,210
24,759
26,688

2,245
2,511
2,116
1,706
2,694
2,017
2,285
2,427
2,129
2,317
3,179
1,428
1,518
2,144

▲14.8
36.0

7.8
23.1

4.0
▲15.2

▲6.7
9.7
8.4

11.8
10.8

▲19.4
▲18.2
▲10.5
▲33.8
▲32.4
▲14.6

百万円 前年比（％）

▲1.9
▲3.7

2.4
▲3.6
▲4.7
▲3.5

0.8
▲1.0

0.6
▲0.3
▲0.8
▲2.0
▲1.9

▲11.5
9.2
2.4

▲1.5

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）

▲0.5
0.0
0.2
3.4
3.4
3.2
2.9
2.9
2.8
2.0
2.0
2.1
2.4
2.5
1.0
1.0
0.6

99.5
99.5
99.7

102.7
102.7
102.7
102.9
103.2
103.0
102.5
102.8
102.5
102.6
102.9
103.3
103.7
103.3

千人 前年比（％）

▲10.2
▲0.9

9.3
▲0.3

4.7
▲6.3
▲9.5
▲3.6
▲9.1
10.6

6.5
▲11.3

▲8.6
▲2.5

0.1
9.2
7.2

2,013
1,995
2,181

270
144
149
245
182
190
230
144
108
136
216
166
295
154

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）

35.9
5.5

▲14.3
▲48.0
▲19.7
103.2
106.5
151.2

3.3
30.3

▲60.5
71.0

▲67.1
▲89.0
111.1
133.1

31.2

761
803
688

40
49
62
88
95
58
50
33
59
24
45

130
93
64

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲10.4
0.7

23.2
▲5.0
31.9

▲15.1
39.6

▲35.4
▲20.6
▲37.0
▲35.1
▲22.4
▲21.9
▲21.9

42.7
▲19.7
▲32.7

18.5
2.4
9.9

▲1.4
29.3
▲4.4

7.2
▲11.2

39.3
▲25.5
▲27.9
▲14.8
▲23.6
▲22.9
▲22.5

7.7
▲24.1

▲12.2
▲14.5

▲8.6
▲21.1
▲40.5
▲57.0

63.1
56.7

227.3
▲23.0
160.9

84.9
▲27.9
▲45.0

47.5
▲24.5
▲30.3

1,590
1,601
1,973

86
222
204
218
187
170

92
90
90
97

208
205

69
149

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）

11.5
0.9

▲6.8
▲4.6

▲14.6
1.0

▲16.0
▲4.0
▲2.7
▲0.0
▲6.0
14.9
26.6
25.2

▲12.6
0.2

▲0.4

63,871
64,448
60,044

4,865
4,430
4,502
4,157
4,319
4,312
4,772
5,511
5,888
5,145
5,596
4,840
4,873
4,412

漁業水揚金額貿易

前年比（％）

72.5
▲7.3

1.1
326.9
▲65.3

52.8
23.2

▲43.1
▲22.2

80.8
305.0
▲21.4
▲13.6
▲60.7
▲38.5
▲20.7

▲5.9

前年比（％）

▲8.2
22.5

9.8
▲10.3
▲29.2
▲18.8
▲13.3

6.6
▲32.3

42.3
▲33.5

6.8
▲1.0

232.2
▲33.3
▲24.9

69.3

前年比（％）

0.9
14.9

2.8
18.1
▲5.0

▲11.0
▲7.5
▲8.4

▲35.0
▲10.5
▲29.7
▲17.7

0.8
1.6

▲29.1
▲12.3

10.4

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

0.6
15.3

5.0
20.1

▲22.5
▲2.4
▲6.2
▲4.6

▲25.9
13.2

▲19.4
▲7.9
▲0.6
58.0

▲32.0
▲18.6

37.0

5,501
6,344
6,661

598
468
720
544
585
358
471
445
563
463
678
400
487
641

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 造船
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）億円 前年比（％）

0.4
▲17.2

▲0.9
▲0.3

▲49.7
▲5.0
10.4
75.1
10.3
▲0.2
87.2

0.2
16.0
38.4
13.3
▲1.2

1,963
1,626
1,611

143
98

131
144
220
148
123
226
132
142
149
153
141

季調値 前年比（％）

1.0
18.6

▲21.7
▲5.9

▲10.1
▲28.6
▲16.8
▲31.0
▲14.1
▲20.6
▲15.6

7.3
▲11.9

▲3.9
▲9.3
▲8.8

101.0
119.8

93.7
83.4
80.8
72.4
78.6
72.5
81.6
81.5
81.2
99.3
81.2
80.6
73.9
79.2

季調値 前年比（％）

▲18.3
▲0.5

▲39.5
▲11.7

▲8.8
▲10.6
▲14.1

▲4.2
9.0

18.9
▲10.3

▲6.7
▲19.8
▲21.0
▲33.3
▲27.4

81.7
81.3
49.2
46.3
43.1
44.7
38.7
42.8
42.0
54.3
42.5
40.5
57.1
39.5
35.3
33.6

季調値 前年比（％）

▲0.2
5.0
4.1

▲3.4
▲6.8

1.1
1.3
3.7

▲3.2
▲6.7
▲1.0

2.9
▲1.9

2.9
13.0

8.5

99.8
104.8
109.1
107.2
106.7
106.6
106.9
108.7
105.5
107.2
107.0
113.8
105.8
105.8
118.9
116.5

季調値 前年比（％）

▲0.6
▲34.7

30.7
94.6
99.2
58.8
29.5
24.1
18.5

5.7
5.5

▲13.6
▲32.3
▲16.1

12.4
27.1

99.4
65.0
84.9

131.1
142.0
130.3
111.3
114.8
121.8
111.7
123.8
104.2

82.4
110.9
147.9
162.1

季調値 前年比（％）

▲5.7
▲1.3
▲9.3
▲1.6
11.3
▲8.2

▲16.7
▲14.5

▲7.3
▲3.3
▲5.0

5.0
▲21.6

▲4.7
0.6
6.8

94.3
93.1
84.4
84.2
83.8
78.1
72.1
75.6
82.3
90.6
86.0
96.0
77.6
84.1
88.9
90.8

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.1
2.7
2.8
4.2
3.7
3.8
3.7
3.5
4.6
4.3
4.0
4.2
4.1
4.6
4.9
4.0
4.2

30,903
31,741
32,621
33,074
33,053
33,097
33,134
33,632
33,402
33,467
33,937
33,696
33,800
34,511
33,880
34,388
34,431

1.4
3.2
2.8
3.1
3.7
3.5
3.0
2.5
2.0
2.4
1.8
2.6
2.4
2.3
1.7
1.3
1.9

51,564
53,225
54,720
55,739
56,518
55,392
55,551
54,969
54,573
55,139
55,705
55,300
55,319
56,070
56,269
56,452
57,606

▲3.5
▲10.9
▲26.5
▲57.1

40.0
20.0

0.0
▲28.6

20.0
20.0

▲20.0
0.0

▲44.4
350.0
▲66.7

66.7
▲14.3

110
98
72

3
7
6
5
5
6
6
4
6
5
9
2
5
6

0.61
0.68
0.85
0.98
0.97
0.99
1.01
1.03
1.04
1.04
1.06
1.05
1.05
1.05
1.09
1.11
1.10

277,713
314,374
299,637
292,458
289,510
306,575
293,066
307,205
329,324
279,357
360,406
290,235
282,206
333,589
342,468
294,160
294,030

351,844
396,686
397,409
277,050
494,723
456,542
368,576
357,183
405,166
349,615
728,744
320,769
376,801
335,151
347,825
294,614
512,079

29,430
37,962
35,900

2,060
2,783
3,085
2,290
3,220
2,472
2,490
2,368
2,518
3,349
4,191
2,105
2,160
2,637

▲6.5
13.2
▲4.7

▲21.6
17.5
15.9
10.3
▲7.4

6.1
▲4.3

▲15.3
▲0.3
▲3.6
▲5.6

7.9
0.6
1.6

▲6.7
12.7

0.2
▲17.5
▲11.7

9.6
▲4.7
19.0
11.2
14.1
11.2

6.8
14.8
12.7
11.6

6.3
3.5

▲22.7
29.0
▲5.4
▲6.6

0.8
▲1.2
▲4.3

▲10.0
▲16.0
▲20.9
▲13.4
▲28.9
▲16.1
▲18.0

▲3.7
4.9

▲5.2

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

22,718
31,789
33,820

2,796
3,264
2,754
2,264
3,371
2,255
2,602
3,416
2,552
3,330
4,180
1,874
1,958
2,512

▲14.7
39.9

6.4
16.1
15.5

▲13.6
▲5.7

5.5
▲1.9

0.8
37.5

▲20.8
▲7.6
▲9.6

▲31.7
▲30.0
▲23.0

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）

▲2.5
▲0.8

0.9
0.9
1.2
2.8

11.9
4.5
3.6
4.6
4.0
4.7

13.7
▲17.0

6.6
1.2

▲4.5

166,476
165,154
166,640

13,351
13,397
15,591
14,161
12,546
13,858
14,722
20,343
15,345
13,452
14,045
13,084
13,514
12,800

指数 前年比（％）

▲0.5
▲0.4

0.0
3.8
3.6
3.2
3.6
3.6
2.9
2.6
2.3
2.0
2.2
2.3
0.7
0.5
0.3

99.5
99.1
99.1

102.8
102.6
102.5
103.1
103.2
102.7
102.6
102.5
101.8
101.8
102.4
103.0
103.3
102.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

22.8
▲24.8

13.6
29.5
▲8.6

▲24.7
▲25.6
▲37.1

▲0.4
▲31.8

▲5.3
41.6
60.5

117.5
▲48.1
▲72.5

4.1

1,385
1,042
1,183

153
95
94
77
69

137
50
96
84

130
96
84
42
99

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲14.9
5.4

42.6
3.7

▲32.8
▲0.2

▲23.1
▲25.5

▲8.8
▲21.3
▲26.6

▲5.0
▲10.1
▲13.5

▲4.9
▲43.3
▲24.5

16.8
1.3
4.9
6.4

▲1.3
▲16.4

2.1
8.3

▲9.8
16.6
21.5
▲0.5
30.6
▲5.6
10.8

▲20.4
▲26.1

4.5
▲2.3
47.1
▲3.4

▲31.7
10.7

8.1
▲20.3

▲3.6
▲3.8

5.5
55.2
14.3
17.9
▲3.9
25.6
18.8

1,713
1,806
2,575

161
174
238
173
250
264
157
123
112

74
181
104

91
132

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）

112.1
21.1

▲19.7
31.5

▲45.3
261.7
▲10.4

22.0
12.5

▲38.9
145.9
▲54.1
▲43.9
▲15.5
▲57.8

54.1
12.2

前年比（％）

7.6
34.1

1.7
▲5.0

▲52.9
▲9.4

▲37.5
▲18.9
▲15.8
▲18.6

49.9
134.9
▲47.7
▲31.0
▲33.2
▲36.2

63.4

前年比（％）

4.7
▲3.8
19.3

▲18.2
▲22.3

▲6.6
▲31.3

17.2
▲12.2
▲45.2
▲12.3

▲1.1
▲21.1

16.0
▲7.6

▲11.7
24.0

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

13.8
14.5

4.8
▲6.6

▲41.2
17.4

▲32.2
1.5

▲12.3
▲34.7

24.4
22.4

▲37.5
6.5

▲22.9
▲14.3

40.0

10,063
11,521
12,078

1,015
725

1,027
855
894
944
797

1,081
859
785
970
818
870

1,015

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

3.8
▲5.1
▲7.0
▲3.0
▲5.6
▲8.6
▲5.7

2.6
▲0.5
▲0.1

4.0
12.7
14.8
▲1.0
11.4

6.7

103.8
98.5
91.6
87.3
85.6
84.8
86.3
94.0
90.8
92.3
91.4
97.2
89.1
93.6
97.4
93.2

季調値 前年比（％）

0.7
0.1

▲0.1
▲5.2

4.5
6.8
1.4
7.6

14.0
5.6
9.2

11.0
7.6
4.5

10.3
10.6

100.7
100.8
100.7
102.2
103.0
106.8
106.2
107.7
116.0
113.2
112.6
119.2
110.7
101.9
116.6
118.6

季調値 前年比（％）

3.1
▲5.1

▲10.9
▲5.3
12.4

2.0
▲20.8

▲8.1
▲4.7
▲4.9

▲13.4
▲13.2

▲7.9
▲12.2
▲14.6
▲16.8

103.2
97.9
87.3
82.4
89.7
86.9
71.4
80.7
83.0
90.9
82.0
85.3
83.1
78.9
82.0
71.9

季調値 前年比（％）

17.1
▲13.6

2.7
26.6
12.8

▲10.8
▲23.2

▲3.1
▲2.1
▲9.9

3.3
▲3.5

3.3
▲9.1
17.6

▲26.8

117.1
101.2
104.0
117.6
105.5

96.7
96.8

109.2
121.8
116.3
124.0
143.3
116.7

97.5
114.5

89.8

季調値 前年比（％）

▲6.4
42.1

6.1
▲20.6

▲2.5
34.9
37.2
31.6
24.7
25.8
44.5
65.8
29.9
22.2
35.7
57.6

93.6
132.9
141.0
147.3
154.1
179.1
188.7
188.0
183.4
198.5
209.2
207.5
180.3
174.0
212.6
243.6

季調値 前年比（％）

3.0
▲2.5
▲0.3

2.6
1.1

▲2.6
▲2.1
▲8.2
▲4.9
▲1.4
▲1.2

1.6
3.2

▲1.4
4.6

▲7.1

103.0
100.5
100.2
102.0

97.0
97.4
98.0
93.4
98.3
98.3
95.2
93.9
98.1
95.0
98.9
96.1

季調値 前年比（％）

0.4
3.1
1.3

▲4.9
1.8
5.5
2.9
6.7
9.9
4.7
7.5

10.4
7.9
1.6

10.7
9.2

100.5
103.6
104.9
106.5
106.5
111.2
112.2
113.0
117.7
116.2
116.3
123.0
115.4
107.6
121.3
119.8

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

121,789
117,232
119,990

9,261
9,186

10,632
9,887
8,732
9,392

10,107
13,106

9,685
8,457
9,802
9,059
9,487
9,048

▲21.5
▲16.3

▲2.3
30.8
▲0.8

5.0
25.9
30.6
26.0
25.7
30.2
25.1
20.2

▲19.7
▲16.9

▲1.5
0.8

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

 6

 3
 2

 8
 9

 7
 6

2015. 1

11
12

10

 5
 4

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 5
 4
 3

2015. 1

11
12

10

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 5
 4
 3

2015. 1

11
12

10

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 5
 4

2015. 1

11
12

10

 3

 6
 5

 2

 8
 9

 7
 6

 4

2015. 1

11
12

10

 3

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 4
 5

2015. 1

11
12

10

 3
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

1.0
1.8
5.0
4.7
4.6
4.6
4.6
4.3
4.4
4.4
3.4
3.6
3.4
3.3
2.9
2.8
3.1

23,035
23,456
24,639
24,846
24,757
24,946
25,001
25,023
25,071
25,233
25,473
25,471
25,520
25,831
25,242
25,551
25,523

1.6
1.6
4.6
5.4
3.8
4.2
4.2
4.1
3.4
3.3
2.9
3.5
3.8
2.6
2.2
2.3
3.0

42,677
43,379
45,357
46,733
46,705
46,517
46,701
46,456
46,238
46,659
46,661
46,695
47,107
47,685
47,651
47,822
48,119

8.3
▲2.6

▲35.5
100.0

25.0
▲50.0

33.3
▲33.3
400.0

0.0
▲33.3

0.0
▲33.3

50.0
▲62.5
▲33.3

0.0

78
76
49

6
5
2
8
4

10
3
4
6
4
3
3
4
5

0.58
0.64
0.73
0.84
0.85
0.86
0.87
0.86
0.83
0.85
0.85
0.89
0.93
0.97
0.96
1.00
0.98

271,058
275,314
308,148
239,276
276,139
278,303
315,806
390,090
267,041
267,826
384,842
297,735
256,109
287,428
329,174
262,414
268,023

336,448
333,216
391,917
278,028
395,452
360,684
322,407
296,495
367,288
331,063
803,794
350,901
368,527
318,502
308,929
292,666
504,335

18,633
23,255
21,657

1,276
1,633
1,947
1,391
1,892
1,601
1,511
1,562
1,709
1,996
2,556
1,230
1,257
1,612

▲13.0
1.6

11.9
▲9.5

1.7
▲14.3

▲2.0
7.6

▲14.6
▲2.7
24.2

0.6
▲6.7

▲38.5
29.3

9.7
▲2.9

▲24.9
▲1.0
17.6
▲7.8

▲39.7
▲4.0

▲16.1
▲8.1
▲0.8
15.0
30.6
28.9
22.2
21.7
▲2.5

5.3
27.5

▲21.2
24.8
▲6.9
▲6.6

3.4
1.6
2.8

▲5.8
▲12.2
▲14.8

▲4.8
▲22.2
▲17.4
▲17.9

▲5.5
▲1.5
▲1.3

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

18,210
24,759
26,688

2,245
2,511
2,116
1,706
2,694
2,017
2,285
2,427
2,129
2,317
3,179
1,428
1,518
2,144

▲14.8
36.0

7.8
23.1

4.0
▲15.2

▲6.7
9.7
8.4

11.8
10.8

▲19.4
▲18.2
▲10.5
▲33.8
▲32.4
▲14.6

百万円 前年比（％）

▲1.9
▲3.7

2.4
▲3.6
▲4.7
▲3.5

0.8
▲1.0

0.6
▲0.3
▲0.8
▲2.0
▲1.9

▲11.5
9.2
2.4

▲1.5

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）

▲0.5
0.0
0.2
3.4
3.4
3.2
2.9
2.9
2.8
2.0
2.0
2.1
2.4
2.5
1.0
1.0
0.6

99.5
99.5
99.7

102.7
102.7
102.7
102.9
103.2
103.0
102.5
102.8
102.5
102.6
102.9
103.3
103.7
103.3

千人 前年比（％）

▲10.2
▲0.9

9.3
▲0.3

4.7
▲6.3
▲9.5
▲3.6
▲9.1
10.6

6.5
▲11.3

▲8.6
▲2.5

0.1
9.2
7.2

2,013
1,995
2,181

270
144
149
245
182
190
230
144
108
136
216
166
295
154

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）

35.9
5.5

▲14.3
▲48.0
▲19.7
103.2
106.5
151.2

3.3
30.3

▲60.5
71.0

▲67.1
▲89.0
111.1
133.1

31.2

761
803
688

40
49
62
88
95
58
50
33
59
24
45

130
93
64

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲10.4
0.7

23.2
▲5.0
31.9

▲15.1
39.6

▲35.4
▲20.6
▲37.0
▲35.1
▲22.4
▲21.9
▲21.9

42.7
▲19.7
▲32.7

18.5
2.4
9.9

▲1.4
29.3
▲4.4

7.2
▲11.2

39.3
▲25.5
▲27.9
▲14.8
▲23.6
▲22.9
▲22.5

7.7
▲24.1

▲12.2
▲14.5

▲8.6
▲21.1
▲40.5
▲57.0

63.1
56.7

227.3
▲23.0
160.9

84.9
▲27.9
▲45.0

47.5
▲24.5
▲30.3

1,590
1,601
1,973

86
222
204
218
187
170

92
90
90
97

208
205

69
149

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）

11.5
0.9

▲6.8
▲4.6

▲14.6
1.0

▲16.0
▲4.0
▲2.7
▲0.0
▲6.0
14.9
26.6
25.2

▲12.6
0.2

▲0.4

63,871
64,448
60,044

4,865
4,430
4,502
4,157
4,319
4,312
4,772
5,511
5,888
5,145
5,596
4,840
4,873
4,412

漁業水揚金額貿易

前年比（％）

72.5
▲7.3

1.1
326.9
▲65.3

52.8
23.2

▲43.1
▲22.2

80.8
305.0
▲21.4
▲13.6
▲60.7
▲38.5
▲20.7

▲5.9

前年比（％）

▲8.2
22.5

9.8
▲10.3
▲29.2
▲18.8
▲13.3

6.6
▲32.3

42.3
▲33.5

6.8
▲1.0

232.2
▲33.3
▲24.9

69.3

前年比（％）

0.9
14.9

2.8
18.1
▲5.0

▲11.0
▲7.5
▲8.4

▲35.0
▲10.5
▲29.7
▲17.7

0.8
1.6

▲29.1
▲12.3

10.4

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

0.6
15.3

5.0
20.1

▲22.5
▲2.4
▲6.2
▲4.6

▲25.9
13.2

▲19.4
▲7.9
▲0.6
58.0

▲32.0
▲18.6

37.0

5,501
6,344
6,661

598
468
720
544
585
358
471
445
563
463
678
400
487
641

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 造船
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）億円 前年比（％）

0.4
▲17.2

▲0.9
▲0.3

▲49.7
▲5.0
10.4
75.1
10.3
▲0.2
87.2

0.2
16.0
38.4
13.3
▲1.2

1,963
1,626
1,611

143
98

131
144
220
148
123
226
132
142
149
153
141

季調値 前年比（％）

1.0
18.6

▲21.7
▲5.9

▲10.1
▲28.6
▲16.8
▲31.0
▲14.1
▲20.6
▲15.6

7.3
▲11.9

▲3.9
▲9.3
▲8.8

101.0
119.8

93.7
83.4
80.8
72.4
78.6
72.5
81.6
81.5
81.2
99.3
81.2
80.6
73.9
79.2

季調値 前年比（％）

▲18.3
▲0.5

▲39.5
▲11.7

▲8.8
▲10.6
▲14.1

▲4.2
9.0

18.9
▲10.3

▲6.7
▲19.8
▲21.0
▲33.3
▲27.4

81.7
81.3
49.2
46.3
43.1
44.7
38.7
42.8
42.0
54.3
42.5
40.5
57.1
39.5
35.3
33.6

季調値 前年比（％）

▲0.2
5.0
4.1

▲3.4
▲6.8

1.1
1.3
3.7

▲3.2
▲6.7
▲1.0

2.9
▲1.9

2.9
13.0

8.5

99.8
104.8
109.1
107.2
106.7
106.6
106.9
108.7
105.5
107.2
107.0
113.8
105.8
105.8
118.9
116.5

季調値 前年比（％）

▲0.6
▲34.7

30.7
94.6
99.2
58.8
29.5
24.1
18.5

5.7
5.5

▲13.6
▲32.3
▲16.1

12.4
27.1

99.4
65.0
84.9

131.1
142.0
130.3
111.3
114.8
121.8
111.7
123.8
104.2

82.4
110.9
147.9
162.1

季調値 前年比（％）

▲5.7
▲1.3
▲9.3
▲1.6
11.3
▲8.2

▲16.7
▲14.5

▲7.3
▲3.3
▲5.0

5.0
▲21.6

▲4.7
0.6
6.8

94.3
93.1
84.4
84.2
83.8
78.1
72.1
75.6
82.3
90.6
86.0
96.0
77.6
84.1
88.9
90.8

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.1
2.7
2.8
4.2
3.7
3.8
3.7
3.5
4.6
4.3
4.0
4.2
4.1
4.6
4.9
4.0
4.2

30,903
31,741
32,621
33,074
33,053
33,097
33,134
33,632
33,402
33,467
33,937
33,696
33,800
34,511
33,880
34,388
34,431

1.4
3.2
2.8
3.1
3.7
3.5
3.0
2.5
2.0
2.4
1.8
2.6
2.4
2.3
1.7
1.3
1.9

51,564
53,225
54,720
55,739
56,518
55,392
55,551
54,969
54,573
55,139
55,705
55,300
55,319
56,070
56,269
56,452
57,606

▲3.5
▲10.9
▲26.5
▲57.1

40.0
20.0

0.0
▲28.6

20.0
20.0

▲20.0
0.0

▲44.4
350.0
▲66.7

66.7
▲14.3

110
98
72

3
7
6
5
5
6
6
4
6
5
9
2
5
6

0.61
0.68
0.85
0.98
0.97
0.99
1.01
1.03
1.04
1.04
1.06
1.05
1.05
1.05
1.09
1.11
1.10

277,713
314,374
299,637
292,458
289,510
306,575
293,066
307,205
329,324
279,357
360,406
290,235
282,206
333,589
342,468
294,160
294,030

351,844
396,686
397,409
277,050
494,723
456,542
368,576
357,183
405,166
349,615
728,744
320,769
376,801
335,151
347,825
294,614
512,079

29,430
37,962
35,900

2,060
2,783
3,085
2,290
3,220
2,472
2,490
2,368
2,518
3,349
4,191
2,105
2,160
2,637

▲6.5
13.2
▲4.7

▲21.6
17.5
15.9
10.3
▲7.4

6.1
▲4.3

▲15.3
▲0.3
▲3.6
▲5.6

7.9
0.6
1.6

▲6.7
12.7

0.2
▲17.5
▲11.7

9.6
▲4.7
19.0
11.2
14.1
11.2

6.8
14.8
12.7
11.6

6.3
3.5

▲22.7
29.0
▲5.4
▲6.6

0.8
▲1.2
▲4.3

▲10.0
▲16.0
▲20.9
▲13.4
▲28.9
▲16.1
▲18.0

▲3.7
4.9

▲5.2

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

22,718
31,789
33,820

2,796
3,264
2,754
2,264
3,371
2,255
2,602
3,416
2,552
3,330
4,180
1,874
1,958
2,512

▲14.7
39.9

6.4
16.1
15.5

▲13.6
▲5.7

5.5
▲1.9

0.8
37.5

▲20.8
▲7.6
▲9.6

▲31.7
▲30.0
▲23.0

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）

▲2.5
▲0.8

0.9
0.9
1.2
2.8

11.9
4.5
3.6
4.6
4.0
4.7

13.7
▲17.0

6.6
1.2

▲4.5

166,476
165,154
166,640

13,351
13,397
15,591
14,161
12,546
13,858
14,722
20,343
15,345
13,452
14,045
13,084
13,514
12,800

指数 前年比（％）

▲0.5
▲0.4

0.0
3.8
3.6
3.2
3.6
3.6
2.9
2.6
2.3
2.0
2.2
2.3
0.7
0.5
0.3

99.5
99.1
99.1

102.8
102.6
102.5
103.1
103.2
102.7
102.6
102.5
101.8
101.8
102.4
103.0
103.3
102.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

22.8
▲24.8

13.6
29.5
▲8.6

▲24.7
▲25.6
▲37.1

▲0.4
▲31.8

▲5.3
41.6
60.5

117.5
▲48.1
▲72.5

4.1

1,385
1,042
1,183

153
95
94
77
69

137
50
96
84

130
96
84
42
99

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲14.9
5.4

42.6
3.7

▲32.8
▲0.2

▲23.1
▲25.5

▲8.8
▲21.3
▲26.6

▲5.0
▲10.1
▲13.5

▲4.9
▲43.3
▲24.5

16.8
1.3
4.9
6.4

▲1.3
▲16.4

2.1
8.3

▲9.8
16.6
21.5
▲0.5
30.6
▲5.6
10.8

▲20.4
▲26.1

4.5
▲2.3
47.1
▲3.4

▲31.7
10.7

8.1
▲20.3

▲3.6
▲3.8

5.5
55.2
14.3
17.9
▲3.9
25.6
18.8

1,713
1,806
2,575

161
174
238
173
250
264
157
123
112

74
181
104

91
132

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）

112.1
21.1

▲19.7
31.5

▲45.3
261.7
▲10.4

22.0
12.5

▲38.9
145.9
▲54.1
▲43.9
▲15.5
▲57.8

54.1
12.2

前年比（％）

7.6
34.1

1.7
▲5.0

▲52.9
▲9.4

▲37.5
▲18.9
▲15.8
▲18.6

49.9
134.9
▲47.7
▲31.0
▲33.2
▲36.2

63.4

前年比（％）

4.7
▲3.8
19.3

▲18.2
▲22.3

▲6.6
▲31.3

17.2
▲12.2
▲45.2
▲12.3

▲1.1
▲21.1

16.0
▲7.6

▲11.7
24.0

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

13.8
14.5

4.8
▲6.6

▲41.2
17.4

▲32.2
1.5

▲12.3
▲34.7

24.4
22.4

▲37.5
6.5

▲22.9
▲14.3

40.0

10,063
11,521
12,078

1,015
725

1,027
855
894
944
797

1,081
859
785
970
818
870

1,015

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

3.8
▲5.1
▲7.0
▲3.0
▲5.6
▲8.6
▲5.7

2.6
▲0.5
▲0.1

4.0
12.7
14.8
▲1.0
11.4

6.7

103.8
98.5
91.6
87.3
85.6
84.8
86.3
94.0
90.8
92.3
91.4
97.2
89.1
93.6
97.4
93.2

季調値 前年比（％）

0.7
0.1

▲0.1
▲5.2

4.5
6.8
1.4
7.6

14.0
5.6
9.2

11.0
7.6
4.5

10.3
10.6

100.7
100.8
100.7
102.2
103.0
106.8
106.2
107.7
116.0
113.2
112.6
119.2
110.7
101.9
116.6
118.6

季調値 前年比（％）

3.1
▲5.1

▲10.9
▲5.3
12.4

2.0
▲20.8

▲8.1
▲4.7
▲4.9

▲13.4
▲13.2

▲7.9
▲12.2
▲14.6
▲16.8

103.2
97.9
87.3
82.4
89.7
86.9
71.4
80.7
83.0
90.9
82.0
85.3
83.1
78.9
82.0
71.9

季調値 前年比（％）

17.1
▲13.6

2.7
26.6
12.8

▲10.8
▲23.2

▲3.1
▲2.1
▲9.9

3.3
▲3.5

3.3
▲9.1
17.6

▲26.8

117.1
101.2
104.0
117.6
105.5

96.7
96.8

109.2
121.8
116.3
124.0
143.3
116.7

97.5
114.5

89.8

季調値 前年比（％）

▲6.4
42.1

6.1
▲20.6

▲2.5
34.9
37.2
31.6
24.7
25.8
44.5
65.8
29.9
22.2
35.7
57.6

93.6
132.9
141.0
147.3
154.1
179.1
188.7
188.0
183.4
198.5
209.2
207.5
180.3
174.0
212.6
243.6

季調値 前年比（％）

3.0
▲2.5
▲0.3

2.6
1.1

▲2.6
▲2.1
▲8.2
▲4.9
▲1.4
▲1.2

1.6
3.2

▲1.4
4.6

▲7.1

103.0
100.5
100.2
102.0

97.0
97.4
98.0
93.4
98.3
98.3
95.2
93.9
98.1
95.0
98.9
96.1

季調値 前年比（％）

0.4
3.1
1.3

▲4.9
1.8
5.5
2.9
6.7
9.9
4.7
7.5

10.4
7.9
1.6

10.7
9.2

100.5
103.6
104.9
106.5
106.5
111.2
112.2
113.0
117.7
116.2
116.3
123.0
115.4
107.6
121.3
119.8

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

121,789
117,232
119,990

9,261
9,186

10,632
9,887
8,732
9,392

10,107
13,106

9,685
8,457
9,802
9,059
9,487
9,048

▲21.5
▲16.3

▲2.3
30.8
▲0.8

5.0
25.9
30.6
26.0
25.7
30.2
25.1
20.2

▲19.7
▲16.9

▲1.5
0.8

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

 6

 3
 2

 8
 9

 7
 6

2015. 1

11
12

10

 5
 4

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 5
 4
 3

2015. 1

11
12

10

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 5
 4
 3

2015. 1

11
12

10

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 5
 4

2015. 1

11
12

10

 3

 6
 5

 2

 8
 9

 7
 6

 4

2015. 1

11
12

10

 3

 6

 2

 8
 9

 7
 6

 4
 5

2015. 1

11
12

10

 3
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

▲2.2
2.0
3.0
8.9

13.3
2.0

▲4.0
7.3

▲7.4
▲15.0

21.4
4.1

14.7
14.7

3.9
24.8

97.8
99.7

102.7
107.9
106.2
104.0
104.1
107.9

98.4
104.5
121.6
110.8
120.9
115.3
111.8
144.9

1.5
3.4
1.0

▲7.0
▲1.3
▲2.8
▲2.9
▲3.2

1.1
▲6.8
▲4.0
▲1.7

▲15.2
▲2.6
15.5

9.3

100.5
99.9
97.3
97.0
92.5
93.3
93.6
96.8
95.6
94.9
96.5

102.4
101.0
105.3
104.2
105.7

0.4
▲0.6
▲2.6
▲3.2
▲0.1
▲3.2
▲4.3

1.1
▲1.9
▲4.5

1.5
▲0.1
▲1.7

2.3
8.5
8.4

101.6
105.0
106.1
101.3
104.0
107.1
105.0
102.5
105.1

99.4
99.3

102.8
91.7

103.5
114.8
109.6

100.3
111.1

84.8
88.0
87.0
81.0
77.0
82.3
85.0
79.5
75.9
90.3
93.6
95.9
98.0
89.0

0.2
10.8

▲23.7
12.9
17.7

4.1
▲2.6
▲5.5

6.7
▲0.2
▲7.9

▲12.3
▲3.6

3.1
13.9

6.7

107.3
96.5

106.6
93.2
77.5
93.5

104.2
106.9
103.0
103.6

98.7
106.4
102.1
111.7
113.4
123.4

7.3
▲10.1

10.4
▲29.1
▲27.8

▲6.5
7.9
9.8

▲0.3
3.5

▲2.6
4.7

▲6.4
29.6
51.4
29.3

98.6
99.3
95.5
94.3
91.1
89.7
90.1
94.3
91.7
93.9
92.9
98.1
97.4
98.7
98.5
96.5

▲1.4
0.7

▲3.8
▲3.6
▲0.9
▲7.1
▲6.9

2.6
▲4.2
▲3.8
▲0.9
▲0.2
▲0.4

2.0
6.2
0.9

108.4
102.4
104.0

92.9
87.9
91.6
98.7
91.4
93.7
92.6
90.6
93.9
93.9
93.4
98.7

103.2

8.4
▲5.5

1.6
▲14.0
▲18.5
▲12.9

▲4.7
▲13.7

▲8.2
▲7.8
▲7.9
▲2.7
▲3.2
▲0.5

2.9
11.1

13.5
▲10.8

21.5
▲33.5
▲23.2
▲35.0
▲27.3

1.0
▲18.3
▲14.3

▲2.3
▲16.2
▲14.5

▲4.2
27.4
30.7
22.3

24.5
▲5.2
22.3

▲24.5
▲0.7

6.8
▲3.8
20.6

5.4
▲4.1
10.9

▲15.9
▲32.1
▲18.0
▲23.7
▲12.7

▲7.7

1,288
1,396
1,732

78
153
135
106
199
164

49
80
94
52
77

266
96
94

▲16.1
8.3

24.1
▲42.4

4.3
24.5

▲13.0
▲11.9

▲1.3
▲36.5
▲27.2

38.3
13.8

▲28.0
21.7
22.2

▲38.4

958
635

1,006
22
76
86
54
82
61
88
59
41
62
78
46
98
86

29.2
▲33.8

58.5
▲63.3
▲35.7

78.5
▲27.5
▲59.7

7.3
49.7

▲14.5
9.0

99.3
41.7
▲3.1

340.5
12.2

5,691
6,670
7,431

376
556
559
368
792
543
387
469
570
632
536
479
521
629

▲1.2
17.2
11.4

▲39.6
▲8.4

▲15.7
▲47.4

39.4
▲13.8
▲51.6
▲24.5

26.7
▲0.6
36.0

▲24.6
38.6
13.1

▲12.3
19.6
21.9

▲40.2
▲15.4
▲19.3
▲71.0

60.8
3.8

▲54.0
0.0
2.7

▲22.1
53.9

▲52.1
45.0
20.7

1.9
1.4

16.0
▲35.5

▲4.0
▲29.7
▲34.5
▲15.0
▲15.1
▲42.4
▲33.9

4.3
▲1.7
18.4

▲29.3
25.3

▲18.3

30.3
65.1

▲18.8
▲40.8

9.3
64.6

▲21.6
317.8
▲62.5
▲69.4
▲50.0
320.0
161.1

51.4
4.6

82.2
157.4

99.7
99.9

100.1
103.7
103.6
103.7
104.1
104.2
103.9
103.4
103.3
103.1
103.0
103.6
103.9
104.7
104.1

▲0.3
0.2
0.2
4.1
3.8
3.5
3.6
3.2
2.9
2.3
2.3
2.3
2.0
2.4
0.5
1.0
0.4

124,448
123,046
121,812

9,243
9,118

10,730
9,766
8,740
9,700

10,255
13,562

9,991
8,869

10,224
8,929
9,248
8,804

0.9
▲1.1
▲1.0
▲3.1
▲2.7
▲3.1
▲0.5
▲1.3
▲1.0
▲0.6
▲2.6
▲2.9

0.0
▲16.1

7.1
0.1

▲3.4

20,956
25,785
24,796

1,605
1,879
2,161
1,648
2,262
1,886
1,809
1,711
1,939
2,342
3,030
1,551
1,470
1,987

▲18.7
23.0
▲3.8
▲1.5

3.6
3.1

▲0.6
▲10.0

▲2.7
▲17.6
▲12.8
▲23.7
▲17.1
▲14.9

▲0.6
▲8.4

5.7

15,760
21,346
22,690

1,643
1,994
2,159
1,461
2,357
1,470
1,843
2,692
2,026
2,284
2,850
1,285
1,338
1,656

▲12.7
35.4

6.3
5.9
9.4

▲6.0
▲15.4

11.8
▲5.4
10.4
42.2

▲12.5
▲8.1
▲7.3

▲24.7
▲18.6
▲17.0

446,998
464,878
448,318
312,947
621,106
427,883
373,059
355,139
395,808
396,314
782,127
350,502
417,788
348,873
379,167
384,113
492,299

5.2
4.0

▲3.6
▲6.6

5.2
▲19.7
▲15.9

▲0.7
▲10.1

6.0
▲0.2
▲7.5
12.6

1.3
12.0
22.7

▲20.7

320,368
341,720
342,834
305,534
273,292
286,851
287,111
301,316
345,502
304,049
331,714
339,518
330,093
351,038
342,420
284,276
320,132

8.9
6.7
0.3

▲6.1
▲17.7

▲9.2
▲31.8

▲4.2
16.9
▲3.7

▲29.0
▲16.1

1.7
▲2.6
25.8
▲7.0
17.1

0.66
0.73
0.78
0.90
0.89
0.90
0.92
0.93
0.94
0.95
0.95
0.97
0.99
1.04
1.03
1.07
1.08

66
67
58

5
6
1
4
0
3
1
4
7
7
7
6
3
3

▲7.0
1.5

▲13.4
▲44.4

50.0
▲83.3
▲33.3

▲100.0
▲40.0
▲75.0

33.3
▲22.2

40.0
600.0
100.0
▲40.0
▲50.0

33,559
33,721
33,422
35,115
35,238
34,721
35,021
34,553
34,453
35,070
35,354
35,086
35,206
35,642
35,521
35,821
35,985

2.2
0.5

▲0.9
2.9
1.4
1.7
1.8
1.6
1.5
2.2
1.8
2.6
2.3
1.3
1.6
2.0
2.1

21,078
21,245
21,151
21,808
21,771
21,932
22,032
22,197
22,116
22,331
22,620
22,612
22,722
22,798
22,613
22,658
22,836

▲0.5
0.8

▲0.4
2.9
2.4
3.2
3.3
4.0
3.7
3.5
4.2
4.7
4.9
4.3
4.3
3.9
4.9

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲13.9
▲13.6
▲36.6

4.1
▲0.6
▲0.8
16.7

6.6
15.2
▲0.4
10.0
13.0
▲1.5
▲1.8
▲8.1
▲8.3

86.1
74.4
47.1
49.7
49.7
44.3
55.0
42.6
50.6
43.0
48.4
56.7
49.1
56.3
47.2
47.6

7.6
▲7.0

▲27.7
▲42.1
▲18.0

▲0.4
27.3

7.1
▲4.3
▲6.1
▲5.6
31.8
▲3.9
23.3

▲30.5
16.3

100.7
96.1
92.4

102.4
93.4
97.8

100.3
97.1
90.3
84.8
87.5

101.9
94.6

105.4
86.4
92.5

0.7
▲4.6
▲3.9

3.9
2.1
2.7
6.8
3.7
4.6
0.2
2.2
1.9

▲1.7
2.0

▲9.5
▲9.2

107.6
100.1

72.4
77.1
60.6
68.2
79.9
69.0
69.7
68.2
62.6
84.9
87.3

108.4
52.4
90.2

103.6
101.8

92.2
119.4

88.7
88.9

102.7
97.5
87.6
74.9
82.8

116.1
90.3

121.9
89.2
74.7

3.6
▲1.8
▲9.4
21.4
▲3.3
▲7.3

7.1
▲4.2
13.9
▲8.3

0.3
1.8

▲1.2
0.9

▲15.4
▲32.0

102.0
100.6

96.3
96.8
90.7
93.2
99.8
99.3
96.4
89.2
94.1
88.9
86.7
98.6
93.6
92.7

2.0
▲1.3
▲4.3
▲8.4
▲6.1
▲3.4

0.9
4.3
2.7

▲1.8
▲2.7

3.5
▲2.9
▲1.0

0.3
▲3.5

98.5
93.0
96.1

103.7
97.2

100.1
102.5

99.3
93.1
92.1
97.1

102.4
103.2
105.2

89.6
95.3

▲1.5
▲5.6

3.3
5.3
2.2
1.1
4.7
2.1

▲0.7
▲1.8

4.5
2.2
4.9
4.0

▲8.1
▲8.9

102.1
101.8

92.8
75.7
71.9
71.9
74.7
76.6
75.5
75.4
72.9
82.5
85.7
95.8
87.8
82.7

2.1
▲0.2
▲8.8

▲19.4
▲23.8
▲25.2
▲15.6
▲18.1

▲9.8
▲10.2
▲12.4

▲8.6
▲2.2
17.9

9.6
9.7

▲39.4
15.6
11.7

▲15.0
▲9.8

▲89.5
▲12.9

1,789.2
330.3
▲62.4
132.4

2,490.0
▲75.8
148.0
▲30.3
▲34.6
▲91.4

▲12.1
11.4
▲2.1
12.2
▲4.3
11.7
15.0
29.9
35.5

▲33.0
60.8

▲31.5
35.2

▲16.2
▲9.5

▲10.9
▲6.4

978
1,077
1,178

80
120
118

90
111
146

82
79
89
59
61

177
50
84

▲7.5
10.1

9.4
▲8.4

9.9
▲33.5
▲14.0

5.3
▲0.1
▲5.5

7.9
73.2
72.9

▲26.0
31.1

▲37.2
▲30.2

662
596
684

89
63
36
50
52
71
44
85
28
40
34
92
20

136

2.3
▲10.0

14.6
108.9

43.1
▲34.6

18.5
▲19.5

17.3
▲42.5

▲5.8
▲38.6
▲39.5
▲17.8
▲16.1
▲77.9
116.2

4,417
4,524
5,568

372
482
433
319
291
398
338
548
377
381
233
371
408
520

8.4
2.4

23.1
9.7

22.3
12.8

▲26.8
▲48.2

▲6.1
▲45.3
▲12.7

9.6
▲10.8
▲33.6
▲29.6

9.7
7.9

2.9
▲0.8
23.4

▲33.3
▲6.3

▲35.5
▲36.0
▲33.2
▲14.9
▲34.2
▲14.1
▲12.2
▲17.0

▲6.4
17.4
16.4

5.7

10.6
12.3
13.5

8.9
39.1
96.8
48.5

▲54.5
9.1

▲53.3
3.2

25.8
61.4

▲64.0
19.3

101.8
19.2

60.9
▲20.2

71.2
337.0
132.1

25.9
▲78.6
▲74.8
▲40.0
▲75.6
▲69.4
177.8
▲82.9
▲46.2
▲90.1
▲80.5
▲26.2

99.4
99.3
99.4

102.4
102.2
102.5
102.9
102.9
103.0
102.7
102.5
102.0
101.9
102.4
102.7
103.1
102.9

▲0.7
▲0.1

0.2
3.3
3.0
3.3
3.2
2.8
2.9
2.8
2.2
2.0
2.3
2.4
0.9
0.7
0.6

70,066
67,989
67,244

5,199
5,164
5,774
5,682
4,845
5,277
5,542
7,287
5,433
4,861
5,483
5,275
5,417
5,327

0.3
▲3.0
▲1.1
▲3.3
▲3.7
▲1.4

0.9
▲2.3
▲2.2
▲1.7

0.0
▲1.0

1.3
▲13.0

11.3
4.2
3.2

12,548
15,960
15,018

909
1,154
1,272

920
1,308
1,177
1,068
1,004
1,200
1,445
1,811

839
924

1,191

▲23.0
27.2
▲5.9
▲4.1

4.4
1.6

▲6.2
▲8.9
▲2.5

▲18.0
▲19.2
▲23.0
▲17.0
▲14.0

▲4.7
1.7
3.2

11,414
15,561
16,696

1,313
1,466
1,641
1,130
1,596
1,264
1,609
1,658
1,311
1,513
2,216

912
993

1,248

▲11.8
36.3

7.3
10.6

6.9
3.8

▲2.6
1.8

▲0.9
14.8
22.4

▲28.2
▲17.3

▲3.0
▲31.7
▲24.4
▲14.9

429,542
430,581
436,794
325,767
644,545
432,307
388,864
376,367
420,251
366,445
757,088
354,123
428,934
343,162
417,101
323,229
694,333

▲5.8
0.2
1.4

13.6
11.2
▲4.0

▲12.7
11.6
▲8.0
11.3
▲6.3

3.6
0.7
6.0

▲5.1
▲0.8

7.7

314,463
322,774
320,917
268,202
268,254
340,131
295,397
274,705
280,643
290,665
328,824
334,994
307,281
342,889
296,732
296,439
294,933

▲3.7
2.6

▲0.6
▲11.2

▲5.7
9.4

▲0.1
1.3

▲4.4
▲9.1
▲8.4
11.4
14.0

1.2
▲16.5

10.5
9.9

0.62
0.72
0.78
0.91
0.93
0.91
0.92
0.91
0.89
0.89
0.86
0.87
0.87
0.88
0.88
0.89
0.91

45
57
51

3
4
2
2
3
4
4
2
3
3
1
2
2
2

▲4.3
26.7

▲10.5
▲40.0

33.3
▲71.4
▲60.0
▲66.7
100.0

33.3
0.0

▲40.0
▲25.0
▲66.7
100.0
▲33.3
▲50.0

21,268
21,627
22,454
22,778
22,702
22,569
22,664
22,260
22,206
22,478
22,662
22,659
22,738
23,314
23,102
23,157
23,205

0.8
1.7
3.8
3.0
0.6
1.3
2.3
1.9
1.3
1.5
0.9
2.4
2.4
2.7
1.4
1.7
2.2

11,217
11,261
11,621
11,776
11,761
11,826
11,907
11,907
11,886
11,966
12,130
12,084
12,108
12,261
12,144
12,349
12,329

0.0
0.4
3.2
4.2
3.2
3.5
3.1
4.3
4.1
4.0
4.4
4.9
4.6
4.4
4.5
4.9
4.8

経済指標 大分 Oita

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2015. 1

 8
 9

 7
 6

11
12

10

 2
 3
 4
 5
 6

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2015. 1

 8
 9

 7
 6

11
12

10

 2
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 4
 5
 6

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2015. 1

 8
 9

 7
 6

11
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 2
 3
 4
 5
 6

2013 年
2012 年
2011 年

2014.  5

2015. 1

 8
 9

 7
 6

11
12

10

 2
 3
 4
 5
 6

2013 年
2012 年
2011 年

2014.  5

2015. 1

 8
 9

 7
 6

11
12

10

 2
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 6

2013 年
2012 年
2011 年

2014.  5

2015. 1

 8
 9

 7
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11
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10

 2
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 4
 5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

▲2.2
2.0
3.0
8.9

13.3
2.0

▲4.0
7.3

▲7.4
▲15.0

21.4
4.1

14.7
14.7

3.9
24.8

97.8
99.7

102.7
107.9
106.2
104.0
104.1
107.9

98.4
104.5
121.6
110.8
120.9
115.3
111.8
144.9

1.5
3.4
1.0

▲7.0
▲1.3
▲2.8
▲2.9
▲3.2

1.1
▲6.8
▲4.0
▲1.7

▲15.2
▲2.6
15.5

9.3

100.5
99.9
97.3
97.0
92.5
93.3
93.6
96.8
95.6
94.9
96.5

102.4
101.0
105.3
104.2
105.7

0.4
▲0.6
▲2.6
▲3.2
▲0.1
▲3.2
▲4.3

1.1
▲1.9
▲4.5

1.5
▲0.1
▲1.7

2.3
8.5
8.4

101.6
105.0
106.1
101.3
104.0
107.1
105.0
102.5
105.1

99.4
99.3

102.8
91.7

103.5
114.8
109.6

100.3
111.1

84.8
88.0
87.0
81.0
77.0
82.3
85.0
79.5
75.9
90.3
93.6
95.9
98.0
89.0

0.2
10.8

▲23.7
12.9
17.7

4.1
▲2.6
▲5.5

6.7
▲0.2
▲7.9

▲12.3
▲3.6

3.1
13.9

6.7

107.3
96.5

106.6
93.2
77.5
93.5

104.2
106.9
103.0
103.6

98.7
106.4
102.1
111.7
113.4
123.4

7.3
▲10.1

10.4
▲29.1
▲27.8

▲6.5
7.9
9.8

▲0.3
3.5

▲2.6
4.7

▲6.4
29.6
51.4
29.3

98.6
99.3
95.5
94.3
91.1
89.7
90.1
94.3
91.7
93.9
92.9
98.1
97.4
98.7
98.5
96.5

▲1.4
0.7

▲3.8
▲3.6
▲0.9
▲7.1
▲6.9

2.6
▲4.2
▲3.8
▲0.9
▲0.2
▲0.4

2.0
6.2
0.9

108.4
102.4
104.0

92.9
87.9
91.6
98.7
91.4
93.7
92.6
90.6
93.9
93.9
93.4
98.7

103.2

8.4
▲5.5

1.6
▲14.0
▲18.5
▲12.9

▲4.7
▲13.7

▲8.2
▲7.8
▲7.9
▲2.7
▲3.2
▲0.5

2.9
11.1

13.5
▲10.8

21.5
▲33.5
▲23.2
▲35.0
▲27.3

1.0
▲18.3
▲14.3

▲2.3
▲16.2
▲14.5

▲4.2
27.4
30.7
22.3

24.5
▲5.2
22.3

▲24.5
▲0.7

6.8
▲3.8
20.6

5.4
▲4.1
10.9

▲15.9
▲32.1
▲18.0
▲23.7
▲12.7

▲7.7

1,288
1,396
1,732

78
153
135
106
199
164

49
80
94
52
77

266
96
94

▲16.1
8.3

24.1
▲42.4

4.3
24.5

▲13.0
▲11.9

▲1.3
▲36.5
▲27.2

38.3
13.8

▲28.0
21.7
22.2

▲38.4

958
635

1,006
22
76
86
54
82
61
88
59
41
62
78
46
98
86

29.2
▲33.8

58.5
▲63.3
▲35.7

78.5
▲27.5
▲59.7

7.3
49.7

▲14.5
9.0

99.3
41.7
▲3.1

340.5
12.2

5,691
6,670
7,431

376
556
559
368
792
543
387
469
570
632
536
479
521
629

▲1.2
17.2
11.4

▲39.6
▲8.4

▲15.7
▲47.4

39.4
▲13.8
▲51.6
▲24.5

26.7
▲0.6
36.0

▲24.6
38.6
13.1

▲12.3
19.6
21.9

▲40.2
▲15.4
▲19.3
▲71.0

60.8
3.8

▲54.0
0.0
2.7

▲22.1
53.9

▲52.1
45.0
20.7

1.9
1.4

16.0
▲35.5

▲4.0
▲29.7
▲34.5
▲15.0
▲15.1
▲42.4
▲33.9

4.3
▲1.7
18.4

▲29.3
25.3

▲18.3

30.3
65.1

▲18.8
▲40.8

9.3
64.6

▲21.6
317.8
▲62.5
▲69.4
▲50.0
320.0
161.1

51.4
4.6

82.2
157.4

99.7
99.9

100.1
103.7
103.6
103.7
104.1
104.2
103.9
103.4
103.3
103.1
103.0
103.6
103.9
104.7
104.1

▲0.3
0.2
0.2
4.1
3.8
3.5
3.6
3.2
2.9
2.3
2.3
2.3
2.0
2.4
0.5
1.0
0.4

124,448
123,046
121,812

9,243
9,118

10,730
9,766
8,740
9,700

10,255
13,562

9,991
8,869

10,224
8,929
9,248
8,804

0.9
▲1.1
▲1.0
▲3.1
▲2.7
▲3.1
▲0.5
▲1.3
▲1.0
▲0.6
▲2.6
▲2.9

0.0
▲16.1

7.1
0.1

▲3.4

20,956
25,785
24,796

1,605
1,879
2,161
1,648
2,262
1,886
1,809
1,711
1,939
2,342
3,030
1,551
1,470
1,987

▲18.7
23.0
▲3.8
▲1.5

3.6
3.1

▲0.6
▲10.0

▲2.7
▲17.6
▲12.8
▲23.7
▲17.1
▲14.9

▲0.6
▲8.4

5.7

15,760
21,346
22,690

1,643
1,994
2,159
1,461
2,357
1,470
1,843
2,692
2,026
2,284
2,850
1,285
1,338
1,656

▲12.7
35.4

6.3
5.9
9.4

▲6.0
▲15.4

11.8
▲5.4
10.4
42.2

▲12.5
▲8.1
▲7.3

▲24.7
▲18.6
▲17.0

446,998
464,878
448,318
312,947
621,106
427,883
373,059
355,139
395,808
396,314
782,127
350,502
417,788
348,873
379,167
384,113
492,299

5.2
4.0

▲3.6
▲6.6

5.2
▲19.7
▲15.9

▲0.7
▲10.1

6.0
▲0.2
▲7.5
12.6

1.3
12.0
22.7

▲20.7

320,368
341,720
342,834
305,534
273,292
286,851
287,111
301,316
345,502
304,049
331,714
339,518
330,093
351,038
342,420
284,276
320,132

8.9
6.7
0.3

▲6.1
▲17.7

▲9.2
▲31.8

▲4.2
16.9
▲3.7

▲29.0
▲16.1

1.7
▲2.6
25.8
▲7.0
17.1

0.66
0.73
0.78
0.90
0.89
0.90
0.92
0.93
0.94
0.95
0.95
0.97
0.99
1.04
1.03
1.07
1.08

66
67
58

5
6
1
4
0
3
1
4
7
7
7
6
3
3

▲7.0
1.5

▲13.4
▲44.4

50.0
▲83.3
▲33.3

▲100.0
▲40.0
▲75.0

33.3
▲22.2

40.0
600.0
100.0
▲40.0
▲50.0

33,559
33,721
33,422
35,115
35,238
34,721
35,021
34,553
34,453
35,070
35,354
35,086
35,206
35,642
35,521
35,821
35,985

2.2
0.5

▲0.9
2.9
1.4
1.7
1.8
1.6
1.5
2.2
1.8
2.6
2.3
1.3
1.6
2.0
2.1

21,078
21,245
21,151
21,808
21,771
21,932
22,032
22,197
22,116
22,331
22,620
22,612
22,722
22,798
22,613
22,658
22,836

▲0.5
0.8

▲0.4
2.9
2.4
3.2
3.3
4.0
3.7
3.5
4.2
4.7
4.9
4.3
4.3
3.9
4.9

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲13.9
▲13.6
▲36.6

4.1
▲0.6
▲0.8
16.7

6.6
15.2
▲0.4
10.0
13.0
▲1.5
▲1.8
▲8.1
▲8.3

86.1
74.4
47.1
49.7
49.7
44.3
55.0
42.6
50.6
43.0
48.4
56.7
49.1
56.3
47.2
47.6

7.6
▲7.0

▲27.7
▲42.1
▲18.0

▲0.4
27.3

7.1
▲4.3
▲6.1
▲5.6
31.8
▲3.9
23.3

▲30.5
16.3

100.7
96.1
92.4

102.4
93.4
97.8

100.3
97.1
90.3
84.8
87.5

101.9
94.6

105.4
86.4
92.5

0.7
▲4.6
▲3.9

3.9
2.1
2.7
6.8
3.7
4.6
0.2
2.2
1.9

▲1.7
2.0

▲9.5
▲9.2

107.6
100.1

72.4
77.1
60.6
68.2
79.9
69.0
69.7
68.2
62.6
84.9
87.3

108.4
52.4
90.2

103.6
101.8

92.2
119.4

88.7
88.9

102.7
97.5
87.6
74.9
82.8

116.1
90.3

121.9
89.2
74.7

3.6
▲1.8
▲9.4
21.4
▲3.3
▲7.3

7.1
▲4.2
13.9
▲8.3

0.3
1.8

▲1.2
0.9

▲15.4
▲32.0

102.0
100.6

96.3
96.8
90.7
93.2
99.8
99.3
96.4
89.2
94.1
88.9
86.7
98.6
93.6
92.7

2.0
▲1.3
▲4.3
▲8.4
▲6.1
▲3.4

0.9
4.3
2.7

▲1.8
▲2.7

3.5
▲2.9
▲1.0

0.3
▲3.5

98.5
93.0
96.1

103.7
97.2

100.1
102.5

99.3
93.1
92.1
97.1

102.4
103.2
105.2

89.6
95.3

▲1.5
▲5.6

3.3
5.3
2.2
1.1
4.7
2.1

▲0.7
▲1.8

4.5
2.2
4.9
4.0

▲8.1
▲8.9

102.1
101.8

92.8
75.7
71.9
71.9
74.7
76.6
75.5
75.4
72.9
82.5
85.7
95.8
87.8
82.7

2.1
▲0.2
▲8.8

▲19.4
▲23.8
▲25.2
▲15.6
▲18.1

▲9.8
▲10.2
▲12.4

▲8.6
▲2.2
17.9

9.6
9.7

▲39.4
15.6
11.7

▲15.0
▲9.8

▲89.5
▲12.9

1,789.2
330.3
▲62.4
132.4

2,490.0
▲75.8
148.0
▲30.3
▲34.6
▲91.4

▲12.1
11.4
▲2.1
12.2
▲4.3
11.7
15.0
29.9
35.5

▲33.0
60.8

▲31.5
35.2

▲16.2
▲9.5

▲10.9
▲6.4

978
1,077
1,178

80
120
118

90
111
146

82
79
89
59
61

177
50
84

▲7.5
10.1

9.4
▲8.4

9.9
▲33.5
▲14.0

5.3
▲0.1
▲5.5

7.9
73.2
72.9

▲26.0
31.1

▲37.2
▲30.2

662
596
684

89
63
36
50
52
71
44
85
28
40
34
92
20

136

2.3
▲10.0

14.6
108.9

43.1
▲34.6

18.5
▲19.5

17.3
▲42.5

▲5.8
▲38.6
▲39.5
▲17.8
▲16.1
▲77.9
116.2

4,417
4,524
5,568

372
482
433
319
291
398
338
548
377
381
233
371
408
520

8.4
2.4

23.1
9.7

22.3
12.8

▲26.8
▲48.2

▲6.1
▲45.3
▲12.7

9.6
▲10.8
▲33.6
▲29.6

9.7
7.9

2.9
▲0.8
23.4

▲33.3
▲6.3

▲35.5
▲36.0
▲33.2
▲14.9
▲34.2
▲14.1
▲12.2
▲17.0

▲6.4
17.4
16.4

5.7

10.6
12.3
13.5

8.9
39.1
96.8
48.5

▲54.5
9.1

▲53.3
3.2

25.8
61.4

▲64.0
19.3

101.8
19.2

60.9
▲20.2

71.2
337.0
132.1

25.9
▲78.6
▲74.8
▲40.0
▲75.6
▲69.4
177.8
▲82.9
▲46.2
▲90.1
▲80.5
▲26.2

99.4
99.3
99.4

102.4
102.2
102.5
102.9
102.9
103.0
102.7
102.5
102.0
101.9
102.4
102.7
103.1
102.9

▲0.7
▲0.1

0.2
3.3
3.0
3.3
3.2
2.8
2.9
2.8
2.2
2.0
2.3
2.4
0.9
0.7
0.6

70,066
67,989
67,244

5,199
5,164
5,774
5,682
4,845
5,277
5,542
7,287
5,433
4,861
5,483
5,275
5,417
5,327

0.3
▲3.0
▲1.1
▲3.3
▲3.7
▲1.4

0.9
▲2.3
▲2.2
▲1.7

0.0
▲1.0

1.3
▲13.0

11.3
4.2
3.2

12,548
15,960
15,018

909
1,154
1,272

920
1,308
1,177
1,068
1,004
1,200
1,445
1,811

839
924

1,191

▲23.0
27.2
▲5.9
▲4.1

4.4
1.6

▲6.2
▲8.9
▲2.5

▲18.0
▲19.2
▲23.0
▲17.0
▲14.0

▲4.7
1.7
3.2

11,414
15,561
16,696

1,313
1,466
1,641
1,130
1,596
1,264
1,609
1,658
1,311
1,513
2,216

912
993

1,248

▲11.8
36.3

7.3
10.6

6.9
3.8

▲2.6
1.8

▲0.9
14.8
22.4

▲28.2
▲17.3

▲3.0
▲31.7
▲24.4
▲14.9

429,542
430,581
436,794
325,767
644,545
432,307
388,864
376,367
420,251
366,445
757,088
354,123
428,934
343,162
417,101
323,229
694,333

▲5.8
0.2
1.4

13.6
11.2
▲4.0

▲12.7
11.6
▲8.0
11.3
▲6.3

3.6
0.7
6.0

▲5.1
▲0.8

7.7

314,463
322,774
320,917
268,202
268,254
340,131
295,397
274,705
280,643
290,665
328,824
334,994
307,281
342,889
296,732
296,439
294,933

▲3.7
2.6

▲0.6
▲11.2

▲5.7
9.4

▲0.1
1.3

▲4.4
▲9.1
▲8.4
11.4
14.0

1.2
▲16.5

10.5
9.9

0.62
0.72
0.78
0.91
0.93
0.91
0.92
0.91
0.89
0.89
0.86
0.87
0.87
0.88
0.88
0.89
0.91

45
57
51

3
4
2
2
3
4
4
2
3
3
1
2
2
2

▲4.3
26.7

▲10.5
▲40.0

33.3
▲71.4
▲60.0
▲66.7
100.0

33.3
0.0

▲40.0
▲25.0
▲66.7
100.0
▲33.3
▲50.0

21,268
21,627
22,454
22,778
22,702
22,569
22,664
22,260
22,206
22,478
22,662
22,659
22,738
23,314
23,102
23,157
23,205

0.8
1.7
3.8
3.0
0.6
1.3
2.3
1.9
1.3
1.5
0.9
2.4
2.4
2.7
1.4
1.7
2.2

11,217
11,261
11,621
11,776
11,761
11,826
11,907
11,907
11,886
11,966
12,130
12,084
12,108
12,261
12,144
12,349
12,329

0.0
0.4
3.2
4.2
3.2
3.5
3.1
4.3
4.1
4.0
4.4
4.9
4.6
4.4
4.5
4.9
4.8

経済指標 大分 Oita

2013 年
2012 年
2011 年

2014. 5

2015. 1
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

4.6
▲2.9
▲7.1

0.5
12.0
▲7.8

4.0
10.8

4.6
8.0
2.2
0.4

▲5.1
▲1.5
▲3.7
▲4.5

104.6
101.6

94.4
92.3

101.1
96.7
97.1

103.9
101.6
101.1
102.3
107.9

98.7
111.9
102.1

84.4

▲21.7
▲10.3

8.1
21.8
15.3

9.9
▲13.8

4.1
21.4
28.8
35.9
37.7
35.9
33.2
44.2
27.7

97.4
98.2
98.2

102.5
102.8
100.2
101.3
102.8
103.1
102.7
103.0
105.2
103.2
102.6

98.7
101.6

▲2.6
0.8
0.0
4.7

10.2
2.2

▲2.2
4.0
3.4
1.2
3.3
3.0
1.2
2.1

▲2.4
▲2.0

78.3
70.3
76.0
78.7
81.1
80.2
83.2
85.1
96.6
98.9

103.1
104.2
102.1
102.2
111.7
100.5

118.9
122.1
131.9
141.1
138.3
130.6
136.7
135.4
133.6
135.0
135.8
131.3
135.4
139.6
128.2
127.5

18.9
2.7
8.0
2.6
5.1

▲3.4
0.6
0.5

▲0.6
1.6

▲0.1
0.4
0.4

▲2.5
▲6.8
▲6.7

96.5
104.3
104.2
111.4
116.9
108.6
106.1
107.4
107.2
108.4
104.2
103.8
103.8

95.1
90.4

102.8

▲3.5
8.1

▲0.1
7.4

23.2
12.5
▲0.7
▲0.1

0.4
▲1.7
▲1.7
▲2.3
▲6.5
▲6.6

▲17.7
▲10.5

101.4
102.8
105.5
105.3
105.5
104.1
103.2
105.8
105.6
105.9
106.7
104.3
101.0

98.9
106.4
102.9

1.4
1.4
2.6
1.7
2.6

▲0.6
▲5.4
▲3.5
▲0.1
▲0.6

0.6
0.4

▲5.4
▲6.4

6.1
▲3.3

111.4
116.5
109.0
116.6
120.3
118.9
118.7
119.1
118.4
119.3
120.8
122.1
120.8
126.4
126.4
126.1

11.4
4.5

▲6.4
7.2

10.4
9.7

10.0
10.8

8.2
11.0
12.8
12.8

9.1
15.9
10.1

8.2

2.4
14.2
22.1
▲1.6

▲21.0
3.1

17.3
8.7
1.6

▲4.3
25.5
30.3
13.8

8.2
3.4

21.3
38.4

16.8
▲11.9

0.6
24.1
30.7
18.9
65.8
29.1
34.2
▲2.9
38.2
34.2
▲7.0
40.9
11.0
▲3.5
▲5.0

1,375
1,366
1,695

95
169
160
101
165
158

78
87
82
56

101
66
62
91

▲6.7
▲0.7
24.2

▲56.9
11.2

0.6
▲40.0
▲21.7

▲1.0
▲14.6

12.2
27.2

▲47.8
▲25.5
▲58.6
▲34.6
▲45.9

622
520
735

54
36
74
72
54
73
64
26
20

108
92
90
31
42

▲5.6
▲16.4

41.2
▲30.6
▲57.0

37.5
2.5

31.3
▲14.0

27.1
▲59.1
▲53.5
178.9
169.2

83.0
▲41.7

16.8

6,076
6,754
7,869

615
438
552
619
521
547
645
415
418
455
375
711
469
579

5.9
11.2
16.5

▲18.1
▲4.8
▲6.0

▲12.2
▲39.0
▲36.3
▲23.2
▲34.3
▲29.4
▲25.4

▲6.5
46.6

▲23.7
32.2

9.0
0.1

16.6
▲13.3

23.9
▲25.6
▲25.6
▲23.9
▲30.3
▲31.1
▲34.5
▲10.0
▲32.1

40.3
▲4.7

▲23.0
10.0

1.4
13.8
14.7

▲13.2
▲30.8

9.5
▲22.7
▲44.5
▲19.3

2.9
▲44.4
▲52.0

▲5.6
▲49.5
115.0
▲23.3

79.0

12.1
55.1
30.9

▲50.0
▲35.7

49.1
231.4
▲65.9
▲80.5
▲61.0

57.7
▲33.9
▲26.5

32.5
25.0

▲20.3
53.3

99.8
99.9

100.1
103.0
102.9
103.4
103.9
104.2
103.9
103.4
103.6
103.3
103.1
103.5
103.8
103.9
103.7

▲0.2
0.1
0.2
3.3
3.2
3.6
3.5
3.4
3.1
2.8
2.7
2.5
2.5
2.3
0.8
0.9
0.8

89,145
88,398
87,717

6,705
6,639
7,582
7,337
6,343
6,967
7,527
9,962
7,050
6,225
7,145
6,925
7,257
6,499

▲2.5
▲0.8
▲0.8
▲5.1
▲2.7
▲3.3

3.1
1.9
0.7
1.9
0.5

▲0.7
2.1

▲14.4
11.5

8.2
▲2.1

18,199
23,989
21,773

1,434
1,733
1,794
1,512
1,882
1,532
1,435
1,339
1,614
1,929
2,499
1,225
1,364
1,571

▲22.9
31.8
▲9.2
▲8.5

1.5
▲5.5

2.8
▲7.7

▲14.9
▲23.5
▲14.6
▲29.2
▲22.9
▲22.7

▲7.7
▲4.9
▲9.3

14,632
20,879
21,911

1,703
1,968
1,810
1,552
2,058
1,553
1,797
1,977
1,805
2,175
2,602
1,326
1,320
1,584

▲14.3
42.7

4.9
8.9

▲0.7
▲6.9
▲7.4

4.1
5.6
4.6
2.3

▲18.2
▲13.7

▲6.4
▲21.1
▲22.5
▲19.5

374,940
326,592
367,510
275,034
537,948
332,763
282,635
269,116
318,005
249,591
471,376
255,919
354,426
308,207
339,393
268,686
480,832

1.3
▲12.9

12.5
7.3

▲15.0
3.9

▲18.0
▲13.8
▲11.4
▲13.4
▲31.4
▲13.7

3.7
21.4
12.2
▲2.3

▲10.6

287,889
263,379
293,817
292,638
317,899
264,040
248,370
229,192
221,251
285,468
291,759
251,962
251,589
301,847
275,984
281,931
233,857

▲4.4
▲8.5
11.6
11.1
13.0

3.3
▲11.5
▲17.7
▲28.5
▲12.1
▲31.5
▲24.7

▲6.3
▲2.0

8.9
▲3.7

▲26.4

0.58
0.69
0.77
0.93
0.96
0.94
0.95
0.94
0.96
0.98
0.99
0.97
0.97
0.98
0.99
1.01
1.00

57
68
38

2
6
1
3
2
5
2
2
1
2
1
5
4
3

▲12.3
19.3

▲44.1
▲33.3
100.0
▲80.0
▲25.0
100.0
▲37.5

0.0
100.0
▲66.7
▲71.4
▲85.7
150.0
100.0
▲50.0

25,446
25,954
27,246
28,114
27,993
27,669
27,773
27,865
27,749
27,926
28,395
28,205
28,425
28,933
29,066
29,131
29,337

2.4
2.0
5.0
6.1
4.3
4.0
3.8
4.4
4.5
4.3
4.2
3.9
4.2
4.6
3.8
3.6
4.8

17,771
18,421
19,859
20,170
20,106
20,249
20,387
20,810
20,672
20,998
21,550
21,407
21,529
21,862
21,657
21,890
21,775

3.0
3.7
7.8
9.0
8.0
7.9
7.9
9.2
8.6
8.2
8.5
8.3
8.5
7.9
8.3
8.5
8.3

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

▲18.4
▲24.4
▲19.4
▲11.5
▲10.2

▲9.4
▲17.2

▲8.2
▲1.5

9.4
15.6
19.4
20.8
18.6
15.1

0.0

81.6
61.7
49.8
48.8
42.9
43.2
39.7
42.7
46.2
50.9
52.6
55.7
56.5
55.3
52.1
50.2

▲17.6
28.7
13.4

▲17.3
0.5

▲14.5
6.7

▲19.6
▲7.9

▲40.5
▲25.5
▲20.3
▲18.8
▲18.6
▲16.8
▲16.9

92.3
88.7
87.5
91.5
88.8
88.6
83.2
86.5
88.9
90.0
88.2
91.2
89.8
88.4
87.6
88.4

▲7.7
▲3.9
▲1.4

2.3
3.5
1.8

▲2.6
▲1.6

0.8
▲0.1
▲0.2
▲1.6
▲3.1

2.5
1.5

▲5.1

82.5
106.1
120.3
110.6
125.9
108.4
114.0
107.3
108.3

72.9
72.9
78.1
85.9
70.6
90.2
93.0

85.6
78.3
89.7
91.6
84.6
83.7
92.9
86.8
95.8

102.8
98.1

114.5
101.6
107.2
104.7
105.2

▲14.4
▲8.5
14.5

4.4
▲2.0
▲0.9

7.5
2.1
8.0

12.8
2.3

13.2
5.7

24.9
21.5
11.8

98.0
101.5
102.9
108.8
104.3
107.7
100.1

99.5
101.8
102.4
102.0
104.4
104.4
106.1

97.5
102.9

▲2.0
3.6
1.3
3.7
3.7
4.7

▲3.5
▲3.0
▲1.2
▲1.5
▲2.0
▲4.3
▲4.7
▲0.3
▲7.2
▲5.9

95.4
94.2
91.6
93.3
88.6
90.4
86.4
90.4
90.2
90.6
88.4
93.5
93.2
89.7
88.7
91.6

▲4.6
▲1.3
▲2.8
▲3.9
▲0.3
▲1.0
▲5.9
▲1.8

0.3
▲5.7
▲1.8
▲4.1
▲1.9
▲1.9

4.1
▲4.7

116.7
106.4
121.0
134.7
140.6
131.5
131.8
122.5
123.0
124.3
129.4
136.1
133.7
130.0
137.1
133.7

16.7
▲8.8
13.7
11.1
18.4
10.8

7.1
▲2.6
▲3.9

1.7
1.4
6.5
1.3
2.9

▲0.7
▲0.8

51.4
▲25.7

81.1
▲24.8

1.2
19.8

▲15.5
908.3

23.5
13.3
16.2
▲4.3

▲17.4
16.5

▲16.7
▲21.7

19.3

7.5
▲5.2
21.6

▲17.5
▲12.5

67.4
▲15.9
▲17.0
▲21.4
▲26.5

▲9.3
▲25.9
▲39.3
▲22.3
▲37.3

▲4.6
▲33.2

2,006
2,376
2,494

192
173
254
222
256
257
171
150
103

97
151
145
121
175

▲7.8
18.4

5.0
25.4

▲15.7
23.0

▲22.0
▲13.4

5.6
▲13.3
▲22.3
▲35.3

6.8
▲33.8
▲13.7
▲36.9

1.1

932
1,063
1,075

60
65
61
65
84

150
106

49
58
58
71

113
60
92

13.5
14.0

1.1
5.3

▲69.4
▲33.8
▲19.8

18.5
116.2

79.0
▲53.2

28.0
▲33.8
▲33.6

31.4
▲0.6
41.1

9,039
9,701

11,307
666
888
535
965
882
915

1,106
986
683
788
770
927
799

1,157

4.3
7.3

16.6
3.4

▲1.8
▲44.2

▲2.8
▲21.2
▲11.8

7.8
▲15.8

24.4
▲14.2

▲6.4
24.1
20.0
30.3

6.0
▲3.0
20.2

▲19.1
▲16.1
▲35.4
▲25.8
▲27.5
▲17.6
▲23.5
▲36.1

▲3.4
▲7.4

▲14.1
25.8

3.3
0.8

▲7.0
21.8
17.5
28.6

6.7
▲45.0

57.0
▲13.1

▲1.4
30.6

▲17.4
39.8

▲20.6
39.3
26.9
20.8
40.0

56.0
1.8
1.4

94.1
50.0

▲75.3
▲38.8
▲19.0
▲35.3
136.4
145.8
116.4

0.0
▲60.8
▲26.3

58.6
97.6

99.7
99.3
99.4

102.1
101.9
102.3
102.5
102.8
102.8
102.2
102.5
102.1
101.8
102.5
102.9
103.3
103.1

▲0.3
▲0.4

0.1
3.0
2.6
2.8
2.7
2.8
2.7
2.2
2.4
2.2
2.2
2.4
1.1
1.2
1.1

164,957
162,863
162,842

12,858
12,089
14,507
13,242
11,707
13,325
14,412
19,046
12,742
11,134
13,622
12,722
13,315
11,979

2.0
▲1.3
▲0.0
▲2.7
▲3.6
▲0.7

1.1
▲1.9
▲0.6

1.2
0.1

▲1.1
0.3

▲13.9
10.3

3.6
▲0.9

25,305
32,261
30,442

1,945
2,364
2,956
2,192
2,724
2,218
2,359
2,272
2,209
2,524
3,808
1,863
1,798
2,321

▲20.9
27.5
▲5.6
▲1.5

7.5
19.7

7.0
▲5.2
▲9.2

▲17.8
▲11.1
▲24.0
▲21.2
▲14.0

0.1
▲7.6
▲1.8

18,618
26,228
27,432

2,024
2,221
2,293
1,925
2,480
1,861
2,051
2,853
2,443
2,683
3,462
1,669
1,698
1,853

▲15.2
40.9

4.6
2.8
5.1

▲10.8
▲8.0
▲3.3
▲3.2

7.6
32.3
▲6.9

▲12.4
▲10.5
▲16.2
▲16.1
▲16.6

457,131
438,338
465,539
335,628
606,828
483,208
405,388
384,746
423,829
363,303
746,325
372,460
415,248
416,805
389,337
365,368
570,554

1.1
▲4.1

6.2
4.5

▲2.0
▲10.2
▲11.0

2.6
1.1

▲3.9
▲9.1
▲1.1

3.9
18.6

9.7
8.9

▲6.0

312,314
331,023
338,203
317,098
294,463
339,313
296,298
308,957
330,892
295,976
352,025
289,928
277,486
322,134
325,575
336,126
311,587

▲5.9
6.0
2.2

▲2.8
8.3

▲15.2
▲7.6

0.7
▲1.3

▲10.7
▲5.0
▲9.4

▲12.2
▲24.7

▲1.7
6.0
5.8

0.55
0.65
0.71
0.75
0.75
0.75
0.75
0.77
0.78
0.80
0.81
0.80
0.85
0.86
0.87
0.88
0.86

64
72
76

5
7
5
6
8
5
7
2
8
4
6
8
7
5

0.0
12.5

5.6
▲37.5

0.0
▲70.6

0.0
166.7

0.0
75.0

▲71.4
0.0

▲63.6
▲14.3
100.0

40.0
▲28.6

38,496
39,277
41,032
41,783
41,822
41,316
41,843
41,672
41,522
41,802
42,403
42,195
42,631
42,749
43,802
43,505
43,515

2.0
2.0
4.5
4.5
2.9
2.9
3.6
3.5
3.0
3.1
3.3
4.0
3.9
3.3
4.0
4.1
4.0

27,594
28,174
29,574
29,971
30,050
30,224
30,402
30,625
30,887
31,271
31,603
31,538
31,629
31,743
31,625
31,715
31,814

2.3
2.1
5.0
6.6
5.9
5.8
6.3
6.4
6.8
7.2
6.9
6.8
6.7
5.9
5.8
5.8
5.9

経済指標 鹿児島 Kagoshima
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

4.6
▲2.9
▲7.1

0.5
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▲7.8

4.0
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4.6
8.0
2.2
0.4
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101.1
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▲21.7
▲10.3

8.1
21.8
15.3

9.9
▲13.8

4.1
21.4
28.8
35.9
37.7
35.9
33.2
44.2
27.7

97.4
98.2
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102.5
102.8
100.2
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102.8
103.1
102.7
103.0
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102.6

98.7
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▲2.6
0.8
0.0
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10.2
2.2

▲2.2
4.0
3.4
1.2
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3.0
1.2
2.1

▲2.4
▲2.0
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78.7
81.1
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85.1
96.6
98.9

103.1
104.2
102.1
102.2
111.7
100.5

118.9
122.1
131.9
141.1
138.3
130.6
136.7
135.4
133.6
135.0
135.8
131.3
135.4
139.6
128.2
127.5

18.9
2.7
8.0
2.6
5.1

▲3.4
0.6
0.5

▲0.6
1.6

▲0.1
0.4
0.4

▲2.5
▲6.8
▲6.7

96.5
104.3
104.2
111.4
116.9
108.6
106.1
107.4
107.2
108.4
104.2
103.8
103.8

95.1
90.4

102.8

▲3.5
8.1

▲0.1
7.4

23.2
12.5
▲0.7
▲0.1

0.4
▲1.7
▲1.7
▲2.3
▲6.5
▲6.6

▲17.7
▲10.5

101.4
102.8
105.5
105.3
105.5
104.1
103.2
105.8
105.6
105.9
106.7
104.3
101.0

98.9
106.4
102.9

1.4
1.4
2.6
1.7
2.6

▲0.6
▲5.4
▲3.5
▲0.1
▲0.6

0.6
0.4

▲5.4
▲6.4

6.1
▲3.3

111.4
116.5
109.0
116.6
120.3
118.9
118.7
119.1
118.4
119.3
120.8
122.1
120.8
126.4
126.4
126.1

11.4
4.5

▲6.4
7.2

10.4
9.7

10.0
10.8

8.2
11.0
12.8
12.8

9.1
15.9
10.1

8.2

2.4
14.2
22.1
▲1.6

▲21.0
3.1

17.3
8.7
1.6

▲4.3
25.5
30.3
13.8

8.2
3.4

21.3
38.4

16.8
▲11.9

0.6
24.1
30.7
18.9
65.8
29.1
34.2
▲2.9
38.2
34.2
▲7.0
40.9
11.0
▲3.5
▲5.0

1,375
1,366
1,695

95
169
160
101
165
158

78
87
82
56

101
66
62
91

▲6.7
▲0.7
24.2

▲56.9
11.2

0.6
▲40.0
▲21.7

▲1.0
▲14.6

12.2
27.2

▲47.8
▲25.5
▲58.6
▲34.6
▲45.9

622
520
735

54
36
74
72
54
73
64
26
20

108
92
90
31
42

▲5.6
▲16.4

41.2
▲30.6
▲57.0

37.5
2.5

31.3
▲14.0

27.1
▲59.1
▲53.5
178.9
169.2

83.0
▲41.7

16.8

6,076
6,754
7,869

615
438
552
619
521
547
645
415
418
455
375
711
469
579

5.9
11.2
16.5

▲18.1
▲4.8
▲6.0

▲12.2
▲39.0
▲36.3
▲23.2
▲34.3
▲29.4
▲25.4

▲6.5
46.6

▲23.7
32.2

9.0
0.1

16.6
▲13.3

23.9
▲25.6
▲25.6
▲23.9
▲30.3
▲31.1
▲34.5
▲10.0
▲32.1

40.3
▲4.7

▲23.0
10.0

1.4
13.8
14.7

▲13.2
▲30.8

9.5
▲22.7
▲44.5
▲19.3

2.9
▲44.4
▲52.0

▲5.6
▲49.5
115.0
▲23.3

79.0

12.1
55.1
30.9

▲50.0
▲35.7

49.1
231.4
▲65.9
▲80.5
▲61.0

57.7
▲33.9
▲26.5

32.5
25.0

▲20.3
53.3

99.8
99.9

100.1
103.0
102.9
103.4
103.9
104.2
103.9
103.4
103.6
103.3
103.1
103.5
103.8
103.9
103.7

▲0.2
0.1
0.2
3.3
3.2
3.6
3.5
3.4
3.1
2.8
2.7
2.5
2.5
2.3
0.8
0.9
0.8

89,145
88,398
87,717

6,705
6,639
7,582
7,337
6,343
6,967
7,527
9,962
7,050
6,225
7,145
6,925
7,257
6,499

▲2.5
▲0.8
▲0.8
▲5.1
▲2.7
▲3.3

3.1
1.9
0.7
1.9
0.5

▲0.7
2.1

▲14.4
11.5

8.2
▲2.1

18,199
23,989
21,773

1,434
1,733
1,794
1,512
1,882
1,532
1,435
1,339
1,614
1,929
2,499
1,225
1,364
1,571

▲22.9
31.8
▲9.2
▲8.5

1.5
▲5.5

2.8
▲7.7

▲14.9
▲23.5
▲14.6
▲29.2
▲22.9
▲22.7

▲7.7
▲4.9
▲9.3

14,632
20,879
21,911

1,703
1,968
1,810
1,552
2,058
1,553
1,797
1,977
1,805
2,175
2,602
1,326
1,320
1,584

▲14.3
42.7

4.9
8.9

▲0.7
▲6.9
▲7.4

4.1
5.6
4.6
2.3

▲18.2
▲13.7

▲6.4
▲21.1
▲22.5
▲19.5

374,940
326,592
367,510
275,034
537,948
332,763
282,635
269,116
318,005
249,591
471,376
255,919
354,426
308,207
339,393
268,686
480,832

1.3
▲12.9

12.5
7.3

▲15.0
3.9

▲18.0
▲13.8
▲11.4
▲13.4
▲31.4
▲13.7

3.7
21.4
12.2
▲2.3

▲10.6

287,889
263,379
293,817
292,638
317,899
264,040
248,370
229,192
221,251
285,468
291,759
251,962
251,589
301,847
275,984
281,931
233,857

▲4.4
▲8.5
11.6
11.1
13.0

3.3
▲11.5
▲17.7
▲28.5
▲12.1
▲31.5
▲24.7

▲6.3
▲2.0

8.9
▲3.7

▲26.4

0.58
0.69
0.77
0.93
0.96
0.94
0.95
0.94
0.96
0.98
0.99
0.97
0.97
0.98
0.99
1.01
1.00

57
68
38

2
6
1
3
2
5
2
2
1
2
1
5
4
3

▲12.3
19.3

▲44.1
▲33.3
100.0
▲80.0
▲25.0
100.0
▲37.5

0.0
100.0
▲66.7
▲71.4
▲85.7
150.0
100.0
▲50.0

25,446
25,954
27,246
28,114
27,993
27,669
27,773
27,865
27,749
27,926
28,395
28,205
28,425
28,933
29,066
29,131
29,337

2.4
2.0
5.0
6.1
4.3
4.0
3.8
4.4
4.5
4.3
4.2
3.9
4.2
4.6
3.8
3.6
4.8

17,771
18,421
19,859
20,170
20,106
20,249
20,387
20,810
20,672
20,998
21,550
21,407
21,529
21,862
21,657
21,890
21,775

3.0
3.7
7.8
9.0
8.0
7.9
7.9
9.2
8.6
8.2
8.5
8.3
8.5
7.9
8.3
8.5
8.3

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品
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▲9.4

▲12.2
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0.55
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0.77
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64
72
76

5
7
5
6
8
5
7
2
8
4
6
8
7
5

0.0
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5.6
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0.0
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0.0
166.7

0.0
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38,496
39,277
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42,195
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2.0
2.0
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3.0
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4.0
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4.0
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27,594
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31,538
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31,814

2.3
2.1
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6.6
5.9
5.8
6.3
6.4
6.8
7.2
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6.7
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5.8
5.9

経済指標 鹿児島 Kagoshima
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FFG Watching

見つけたアジア
File.10

愛おしい妻への記念碑  タージ・マハル
　世界でもっとも美しいと霊廟とよばれるタージ・マハルは、正確無比な左右
対称、すべて大理石で造られた巨大建造物です。ムガール帝国の第5代皇帝
シャー・ジャハーンが若くして亡くなった王妃のために22年の歳月をかけて、世
界各地から最高の職人を集め築いています。
　皇帝は自らの霊廟をヤムナー川の対岸に造り、タージ・マハルと橋でつなぐ
計画があったと言います。
　現在も美しく荘厳な姿は、インドの観光産業を支える重要な世界遺産のひと
つです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バンコク駐在員事務所　佐々木

［Data］
インド 基礎データ

面　　積　328万7,469平方ｋｍ
人　　口　12億1,057万人（2011年）
首　　都　ニューデリー
G　D　P　1兆8,768億ドル（2013年）
総貿易額　輸出：3,106百万ドル 輸入：4,480百万ドル
主要貿易品目（2014年）
　輸出　石油製品、宝石類、機械機器
　輸入　原油・石油製品、金、機械製品

(c) Dinesh Khanna/Axiom /amanaimages

タージ・マハル
インド
タージ・マハル
インド
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観世流 能役者
（福岡県出身）

写真提供：前島吉裕

SAKAGUCHI TAKANOBU

坂口 貴信
p ro f i l e

頑張るあなたを紹介するコーナーです

九州の達人

13

Master of Kyushu

時
分
の
花
咲
く
能
楽
師

　
福
岡
で
曾
祖
父
の
代
か
ら
続
く
能
楽
師
の
四
代

目
。幼
少
期
か
ら
能
楽
の
稽
古
に
励
み
、東
京
藝
術

大
学
に
進
学
。卒
業
後
は
観
世
宗
家
の
元
で
8
年

間
内
弟
子
修
業
を
積
み
、5
年
前
に
独
立
し
た
。

　「
舞
台
は
自
ず
と
役
者
の
生
き
様
が
で
ま
す
。だ

か
ら
こ
そ
、日
々
稽
古
を
怠
ら
ず
、自
分
と
向
き

合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
今
年
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
若
手
の
能
楽

師
4
人
で「
M
U
G
E
N
∞
能
」を
立
ち
上
げ
、京

都
、福
岡
、東
京
の
三
都
市
で
能
楽
公
演
を
行
う
。

　「
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
、志
あ
る
仲

間
と
共
に
役
者
と
し
て
の
幅
を
広
げ
た
い
で
す
」

　
可
能
性
は
無
限
大
に
広
が
って
い
く
。

シンガポールのマリーナベイサンズにて。イタリアやフランスなど海外での能公演も多い。シンガポールのマリーナベイサンズにて。イタリアやフランスなど海外での能公演も多い。

観
世
流 

能
役
者

か
ん  

ぜ   

り
ゅ
う
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海外ビジネスリポート

We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

髙木　義幸 氏　三光 株式会社　代表取締役社長

大村　陽之介 氏　学校法人 大村文化学園　理事長

濱地　泰行 氏　株式会社 ハマジ　代表取締役社長

田代　博之 氏　株式会社 タシロ　代表取締役社長
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